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序

本県には、旧石器時代をはじめとする 1万箇所を超す遺跡や貴重な埋蔵文化財が数多く残されてお

ります。それらは、地域の風土と歴史が生み出した遺産であり、本県の歴史や文化、伝統を正しく理

解するのに欠くことのできない歴史資料です。同時に、それらは県民のみならず国民的財産であり、

将来にわたつて大切に保存し、活用を図らなければなりません。

一方、豊かな県土づくりには公共事業や社会資本整備が必要ですが、それらの開発にあたつては、

環境との調和はもちろんのこと、地中に埋もれ、その土地とともにある埋蔵文化財保護との調和も求

められるところです。

当事業団埋蔵文化財センターは、創設以来、岩手県教育委員会の指導と調整のもとに、開発事業に

よってやむを得ず消滅する遺跡の緊急発掘調査を行ない、その調査の記録を保存とする措置をとって

まいりました。

本報告書は、盛岡南新都市土地区画整理事業に関連して、平成22年度に実施した矢盛遺跡第27次調

査と野古A遺跡第30次調査の成果をまとめたものであります。

今回の調査では、古代の竪穴住居跡・近世の掘立柱建物跡・縄文時代の陥し穴など各種の遺構が多

数検出され、当地の過去の様相が明らかになるとともに、多くの土器・石器も出土いたしました。本

書が広く活用され、埋蔵文化財についての関心や理解につながると同時に、その保護や活用、学術研

究、教育活動などに役立てられれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査及び本報告書作成にあたり、ご理解とご協力をいただきました盛岡

市都市整備部盛岡南整備課、(独)都市再生機構岩手都市開発事務所、盛岡市教育委員会をはじめと

する関係各位に対し、深く感謝の意を表します。

平成24年 3月

公益財団法人 岩手県文化振興事業団

理事長 池 田 克 典



例   言

1 本報告書は、岩手県盛岡市飯岡新田 2地割19-2ほ かに所在する矢盛遺跡第27次 と盛岡市下庇妻

字北36-3ほか (平成25年以降盛岡市向中野三丁 目に地呑変更予定)に所在する野古A遺跡第30次

の調査成果を収録 したものである。

2 今回の発掘調査は、盛岡南新都市土地区画整理事業に伴 う緊急発掘調査であり、岩手県教育委員

会生涯学習文化課 と盛岡市都市整備部盛岡南整備課の協議を経て、(財 )岩手県文化振興事業団埋蔵

文化財センター (当 時。平成23年 4月 1日 より公益財団法人)が実施 した。

3 岩手県遺跡登録台帳番号 と遺跡略号は、以下のとお りである。

矢盛遺跡第27次    遺跡香号…L E26-0139 遺跡略号… IYM-10-27
野古A遺跡第30次  遺跡番号…L E16-2155 遺跡略号…ONK-10-30

4 発掘調査期間・調査面積 。調査担当者は、以下のとお りである。

矢盛遺跡第27次/平成22年 8月 10日 ～11月 10日 /9,845∬ /小山内透・金子佐知子・中村絵美

野古A遺跡第30次/平成22年 4月 8日 ～ 8月 9日 /9,005だ /小山内透 。中村絵美

・杉沢昭太郎 。米田寛

5 室内整理期間及び整理担当者は、以下のとお りである。

矢盛遺跡第27次/平成22年 11月 1日 ～12月 28日 /小山内透

野古A遺跡第30次/平成22年 11月 1日 ～平成23年 3月 31日 /小山内透・中村絵美

6 報告書の執筆は、失盛遺跡は小山内透、野古A遺跡は中村絵美が主となり、以下のとお り分担 し

た。 なお、編集と構成は担当者の協議によったが、最終的な編集は中村が行った。

Ⅳ-3(1)は 金子佐知子、Ⅳの残 りとⅡ・Ⅲ及びV-3の 一部を小山内透、その他は中村絵美

が担当した。なお、 Iについては委託者の過年度の原稿を元に小山内が作成 した。

7 分析・鑑定・委託業務は、次の方々に依頼 した。 (順不同・敬称略)

火山灰分析 柴正敏 (弘前大学) 炭化材同定 阿部利吉 (岩手県木炭協会)

石質鑑定 花聞岩研究会  鉄器保存処理 岩手県立博館  航空写真撮影 東邦航空 (株 )

8 本書挿図中表記の上色注記は、農林省農林水産技術会議事務局、財団法人日本色彩研究所色票監

4妖「新版標準土色帖」2000年版を使用 した。

9 発掘調査及び遺物整理にあたっては、下記の方々からご指導・ご助言を賜った。記 (ア イウエオ

順、敬称・所属略)

磯村亨・菅原4グ・高橋学・能登谷宣康・谷地薫

10 各遺跡の発掘調査による成果は、現地説明会・『平成22年度発掘調査報告書』等で公表 してきたが、

本書を正式な報告とする。

11 今回の各遺跡の発掘調査による出土品及び記録資料は、岩手県立埋蔵文化財センターにおいて保

管 している。



夕J凡

1 本報告書収載の遺構実浪1図 に付 した方位は、国家座標第X系 (日 本測地系)に よる座標北を示す。

2 土層注記は基本層位にローマ数字、遺構埋土にはアラビア数字を用い、 kは撹乱を示す。

3 表中の法量の推定値は ( )、 残存値は 〈 〉で表示 した。

4 遺構名は盛岡市教育委員会の命名に準拠した。略号は以下のとお りで、番号は各遺跡 とも前次調

査からの続きとなる三桁で示 している。なお、過年度調査で命名済みの溝跡等は同じ呑号としてい

る。

RB……掘立柱建物跡  RA・ ……竪穴住居跡  RE… …竪穴状遺構  RF… …炉跡

RD……土坑・陥し穴  RG・ ……溝跡   RZ… …その他   P… …柱穴

p……土器   s・……石

5 挿図中に使用したスクリーン・ トーン、遺物実沢1図 の表現方法は以下のとお りである。▽は断面

位置を示す。

(野古 A遺跡〉
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調査に至る経過

盛岡南新都市土地区画整理事業は、現在の既成市街地の他に市域の南部地域を新市街地として開発

し、両者が有機的に結びついた軸状都心を形成することを目的として、平成 2年 9月 に岩手県、盛岡

市、都南村 (当時)の三者が地域振興整備公団 (現、独立行政法人都市再生機構)に対 して事業要請

を行い、これを受けて公団が実施計画を作成した。平成 3年 12月 には建設大臣と国土庁長官から事業

の実施許可が下 り、平成 3年度から当初平成17年度までの15年 間を事業予定として、面積313haを 対

象とした土地区画整理事業が実施されることとなったものである。

この間、事業の対象地域に係わる埋蔵文化財の取 り扱いについても協議が重ねられた。その結果、

盛岡市教育委員会が試掘調査を行って本調査を必要とする範囲を確定 した上で、本調査に関しては、

財団法人岩手県文化振興事業団の受託事業とすることとなった。

矢盛遺跡第27久調査と野古A遺跡第30次調査は、岩手県教育委員会が盛岡市及び盛岡市教育委員会

と協議・調整の結果、平成22年度の事業として確定 した。これを受け、平成22年 4月 1日 に財団法人

岩手県文化振興事業団理事長と盛岡市長との間で、委託契約を締結 した。

立 地 と 環 境

1地 理 的 環 境 (第 1・ 2図 )

矢盛遺跡と野古A遺跡の所在する盛岡市は、岩手県のほぼ中央に位置し、西側の奥羽山脈と東側の

北上山地に挟まれた南北に長い北上盆地の北部にある。市域の中央部には、東北最長・最大の北上川

が、奥羽山脈から東流する雫石川、北上山地から西流する中津川と簗川を合わせて南流している。こ

の北上川の流域は三区分されており、盛岡市を境として北が上流域、南は中流域、奥州市前沢町以南

が下流域となる。本報告の両遺跡は盛岡市の南西部、北上川の西側、雫石川の南側右岸に位置する。

盛岡市の西部域には、奥羽山脈より多量の上砂が供給される雫石川によって、その南側右岸に大小

の扇状地が複合する沖積地が形成されており、特に一帯は沖積段丘面が砂礫段丘 I・ I・ Ⅲと層状に

重なっている。また、この地域は雫石川の度重なる氾濫や流路の変動によって低位段丘 (砂礫段丘Ⅲ)

と氾濫原である大小の旧河道が複雑に入り組んでいる。今次の両遺跡調査を含め、これまでの周辺地

域一帯の各遺跡の発掘調査においても多数の旧河道や低地が確認されている。

盛岡市南西部地区の現況は、調査原因ともなった盛南開発事業が終盤に差し掛かったこともあって、

地形的には旧状を全く止めていないが、平成初期の頃までの状況としては低位段丘の自然堤防上など

の微高地には宅地や畑地が多く、旧河道や低地と思われるやや低くなっているところには水田が営ま

れているものであった。周辺地域の古代の集落遺跡のこれまでの調査結果では、遺構の分布状況が現

代の土地利用と同様な様相を呈している場合が多く見受けられる。

なお、各遺跡の地形等の詳細については各章において後述する。
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1 地理的環境

第 1図 遺跡位置図
(1:50,000 盛岡)



第 2図 地形分類図

.F.ィ幕 .ヽ

Ⅱ 立地と環境

・ 狼 X ④

士イ

第 3図  周辺遺跡分布図
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2 歴史的環境

2歴 史 的 環 境 (第 3図 )

盛岡市全域では、現在700箇所以上の追跡が確認されている。時代別に見ると旧石器時代 5箇所、縄

文時代約550箇所、弥生時代25箇所、古墳時代が 4箇所、古代約280箇所、中世約120箇所、近世約65箇

所などである。時代別での遺跡総数がかなり多 くなっているが、これは複合遺跡が多いことによる。

矢盛遺跡と野古A遺跡の所在する盛岡市南西地域では、雫石川右岸の沖積段丘上には古代の集落遺

跡が多 く、縄文時代では、入 り組んだ旧河道が狩 り場に適 していたためか、旧河道に沿うような配置

で陥し穴が検出されることはあるが、集落遺跡は皆無に等 しい。また、古代の遺跡のほとんどが段丘

微高地上に立地することもあって、近世の屋敷跡などと複合 していることが多い。本報告の両遺跡で

も、これまで縄文時代の狩 り場、奈良 。平安時代の集落、中近世の環濠居館や掘立柱建物跡などが検

出されている。以下に盛岡市南西部の同期・同種の調査された遺跡を列挙する。

縄文時代の狩 り場として比較的多 く陥し穴が検出されている遺跡は、本報告両遺跡と飯岡才川遺跡、

細谷地遺跡などがあり、野古A遺跡を除いた隣接する 3遺跡は遺跡の境界となる旧河道沿いに陥し穴

が列をなして分布 している。

古代の集落遺跡としては、奈良時代と平安時代が複合 している場合が多 く、野古A遺跡、台太郎遺

跡、飯岡才川遺跡、細谷地遺跡、飯岡沢田遺跡、本宮熊堂 B遺跡、向中野館遺跡などが広範囲にわたつ

て調査が実施されており、総数では1,000棟以上の竪穴住居跡が検出されていて拠点的な集落も多い。

時期的には 9世紀後半から10世紀前半の遺跡が全体の約 7割を占める。

中近世の遺跡としては、矢盛遺跡のほかに、同じく複合遺跡で16世紀を主体とする台太郎遺跡や向

中野館遺跡などで堀跡や掘立柱建物跡などが検出されている。18世紀以降では掘立柱建物跡や井戸跡、

墓壊などが多 くの遺跡で検出されており、地形的な土地利用として今 日の集落に継続 しているものと

思われる。

第 1表 周辺遺跡一覧表

番号 遺跡名 時代 主な遺構

1 矢盛 縄文・平安・中・近世 陥し穴・竪穴住居・環濠屋敷

野古A 縄文 古代 近世 陥し穴・竪穴住居

飯岡沢田 古代 竪穴住居・古墳群

台太郎 古代 。中世 竪穴住居・大型居館・堀・墓地

南仙北 縄文・古代 陥し穴・竪穴住居

向中野館 古代・中世 竪穴住居・堀

7 細谷地 縄文・古代 陥し穴・竪穴住居・墓地

飯岡才川 縄文・古代 陥し穴・円形周溝・竪穴住居

本宮熊堂A 糸電文 竪穴住居

本宮熊堂B 縄文・古代 陥し穴・竪穴住居

稲荷 古代 竪穴住居

宮 沢 古代 溝

小 幅 古代・中・近世 竪穴住居・カマ ド状・掘立柱建物

鬼柳A 古代・近世 竪穴住居・掘立柱建物

鬼柳 B 古 代

番号 遺跡名 時代 主な遺構

鬼柳 C 古代

野古 B 古代 溝

大宮北 古代 竪穴住居

大宮 中世 大溝

小 林 古代

水 門 古代

西田B 古 代

前 田 糸電文 陥し穴

西 田A 古 代

中屋敷 古代

上越場 B 縄文 古代

二 又 古代 竪穴住居

志波城 古代 城柵官衛

上越場A 縄文・古代

辻屋敷 古代 竪穴住居

-4-



Ⅲ 野外調査 と室内整理の方法

1調 査 方 法

(1)グ リッ ドの設定

調査区の区害Jり とグリッドの設定については、盛岡市教育委員会の方針に則っている。各遺跡は、

平面直角座標第X系 (日 本測地系)に基づき、北西隅の点を原点座標 として区割 りされ、大グリッド

は50m間隔とし、更に各大グリッドを2m間隔で25等分 して小グリッドが表されている。

なお、各遺跡の区割 りの原点座標値と今次調査における作業上の便宜的な基準点座標値は後述する

各章に示 している。また、基準杭の測量打設は慣例により委託者が実施 している。

(2)粗 掘 と 精 査

粗掘は、両遺跡 とも今次調査区と隣接する過年度調査地における基本層序を参考としつつ、状況把

握のために適宜 トレンチによる試掘を行い、層序の確認をしたところ、旧河道部分を除いては表土直

下が遺構検出面であったことから、 I層表土は重機を使用 して除去することとした。また、部分的に

存在 した古代の遺構検出面となるⅡ層 (低地 。旧河道部分)も 、遺物包含層が確認されなかったこと

もあって、上面で検出作業をしたのち、遺構が確認されなかった部分については重機により除去 した。

なお、各遺跡の基本層序 と遺構検出面等については各章で後述する。

精査は、竪穴住居跡・竪穴状遺構は 4分法、陥し穴・土坑類は 2分法による覆上の観察を行い、重

複あるいは不明瞭なプランについては状況把握のために適宜複数のベル トを設定 して掘 り下げを行っ

た。溝跡については適宜間隔をもってベル トを設定 して横断面で覆土の観察を行った。柱穴について

は、土層注記 と柱痕、掘削時の特異な状況等はフイール ドカー ドに記録 した。

遺物の取 り上げは、遺構内では遺構名と埋土層位を記入 し、出土地点を計測した遺物については取

り上げ番号 も記入 した。遺構外出土については出上位置・層位にほとんど意味が認められない状況で

あったことから、調査区名と各区内の便宜的範囲・位置等を記入 して採 り上げた。

(3)遺 構 の 記 録

遺構の記録は実測図と写真撮影により、作図に表現できない場合はフイール ドカー ドに記録 した。

図面は、遺構の平面形や火山灰・焼土・炭化物範囲、遺物出土状況等を記録 した平面図、及び遺構

の断面形、覆土の堆積状態を記録 した断面図と適宜エレベーション図も作成 した。作図は、平面図に

ついては原則的に電子平板を使用 した光波測量によったが、野古A遺跡では遺構数が多 く、繁雑な作

業に追われる状況となったことから、併用 して簡易遣 り方測量 も準用 し、精査途中で必要に応 じて作

図記録 している。その縮尺は、簡易遣 り方測量による平面図は原則 1/20と し、カマ ド等の微細図が必

要なものは適宜 1/10で作図したが、電子平板は現場段階では機能・性能により任意的な入力 となって

いる。断面図類は原則1/20で作図した。

写真は、遺構検出時の確認状況、埋土堆積状態、遺物出土状況、完掘状態 というように精査の段階

毎に必要に応 じて撮影を行っている。記録保存を主とした銀塩写真は 6× 9判のモノクロ、記録及び

普及活用を主体 として35ミ リフイルム相当となる1300万画素のデジタルカメラを使用 した。
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2 整理方法

2整 理 方 法

図面等の点検 と遺物の洗浄は、原則的に現場で野外調査 と並行 して行った。

遺構名は凡例のとお り、盛岡市教育委員会の方針に則つているが、整理段階で種別による遺構名の

変更を行うにあたり混乱を避けるため、調査段階では仮登録 として、奈文研方式の遺構略号を用いて

検出順に番号を付 して整理作業まで行い、本報告に際 して遺構名を変更 している。

なお、作業上の旧遺構名と本報告に掲載 した正式遺構名の対応表は各章にて示 している。

野タト調査中に撮影 した写真は、撮影順に対応するようにモノクロフィルムはネガアルバムに整理を

して台帳に記載 した。報告書に掲載 した写真はデジタルカメラ (1300万画素)撮影データである。

測量図・写真のデジタルデータについては当センターの資料整理保管要綱に従って整理 して、PC
の外付けハー ドデイスクに保管 している。

(1)遺構 図面の整理

遺構図面は、点検後に断面図及び簡易遣 り方測量により手実測 した平面図をデジタル図化 し、また、

一部簡易写真測量用として撮影 したデジタル写真データも取 り込み、これらと電子平板によるデジタ

ルデータと合成 して作成 した。

挿図中の縮尺は、竪穴住居跡は1/50、 竪穴状遺構は1/60、 掘立柱建物跡と柱穴は1/80、 陥し穴・土

坑類は1/40、 溝跡の平面図は1/100～ 500、 溝跡の断面は1/40、 カマ ド等の微細図は1/30を 原則とし、

スケールを付 している。使用 したスクリーン・ トーンは凡例のとお りである。

(2)遺 物 の 整 理

遺物は洗浄後、遺構内外の種別毎に仕分けを行い、全出土遺物を点検 しつつ、接合・注記・復元と

作業を進め、実測や採拓の必要なものを選択 した後に登録 した。報告書に掲載 した遺物は、登録 した

中からさらに選択 して実測・ トレース・写真撮影 。図版作成と作業を進めた。作業は、調査員が仕事

の計画と指示・点検、作業員が実際の仕事 というように分担 している。

報告書に掲載 した遺物の選択基準は、基本的には土器は完形品と接合復元 したもので器形がおよそ

把握できるものとし、同一形状の個体が多数ある場合には床面及び底面出上のものを優先 し、可能な

限り形状的な重複掲載を避け、作業の効率化を図った。ただし、出土土器の少ない遺構では口縁部と

底部破片を選択 している。遺構外出土遺物は出土量と基本層序の状況から掲載を見合わせた。

土製品と石器・石製品類は、微小な砕片を除き全点を掲載 した。

なお、雑な作 りの小形土器については、ミニチュアとせず、一応土器に分類 している。

陶磁器類は遺構内出土は全点掲載 し、遺構外出土については近世で産地・時期のおよそ特定可能な

ものを抽出し、文様は写真掲載を主とした。

挿図中の縮尺は土器・陶磁器 と礫石器 。大形の石器 (砥石等)は 1/3、 土・石製品 (玉類・紡錘車 )

は1/2、 鉄製品と古銭は原寸 としたが、任意の縮尺についてはスケールを付 している。

なお、土師器の反転実測は1/4以上が残存するものとし、掲載 した遺物の番号は各遺跡毎に 1番から

の通 しの連番としている。

遺物写真は登録 したものをデジタルカメラ (1300万画素)で当センターの写真技師が撮影 し、その

中から選択 して掲載 している。
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Ⅳ 矢盛遺跡第27次調査

1 遺 跡 の概 要 と調査 歴

矢盛遺跡 (第 4図)は岩手県のほぼ中央にある盛岡市の南西部、 」R東北本線盛岡駅の南方約 3 km、

仙北町駅からは南西に約1.8kmに位置し、北緯39度40分26秒、東経度141分08分01秒付近を中心とする

飯岡新田第 2地割・第 4地割、向中野、矢盛地区と広大な範囲に所在する。

遺跡は雫石川の南側右岸に形成された低位の沖積段丘上および後背湿地 (低地 。旧河道)に立地す

る。遺跡の微地形としては岩手県工業技術センター付近を要とする東側に広がる扇状の遺跡範囲で、

南北に交互に存在する段丘と旧河道がやや蛇行 しながら東方に放射状に延びている。開発前の土地の

利用状況としては、2列ある段丘微高地は主に宅地と畑地で標高123m前後、やや低 く段丘を挟むよう

に 3列ある低地 (旧河道部分)は主に水田として使用されてお り、標高は122m以上である。

矢盛遺跡の調査は平成 4年度の 1次調査に始まり、平成22年度の今次調査までで試掘調査 も含め27

回の調査が行われてきた。当埋蔵文化財センター以外の機関が調査を実施 した分 (第 2,7・ 8'15

～17・ 21・ 22・ 28次)については、報告書が未刊行のため詳細は不明であるが、これまでの調査成果

からは縄文時代の狩猟場、古代 (9世紀後半～10世紀)の集落、中世 (16世紀代)の環濠居館 と付随

する集落、近世 (18世紀)以降の民家跡と付属施設群といった時代・性格共に多岐にわたる複合遺跡

であることが半J明 している。

各時代の遺跡内での占地状況としては、縄文時代では、陥し穴が遺跡北部 (第 3～ 6・ 12次最北区)

の低地部分の旧河道に沿って列をなして多数検出されており、さらに遺跡東側中央部 (14次 。今次 B・

C区)の旧河道に挟まれた南側の段丘上でも比較的まとまって検出された。また、この南狽1の段丘上

では第12・ 19。 今次とフラスコ状土坑が数基点在 している。平安時代の竪穴住居跡は、遺跡の西部

(第 1・ 19次 s島 区)の南側段丘上で検出されている。中世の環濠居館 と竪穴建物跡は遺跡の南西部

(第 10～ 13次 )の南側低地の西側にまとまっている。近世では民家跡は現代の集落と同様に南北両段丘

上 (第 18'19。 23'24。 今次A区)に分布 している。

2調 査 の 概 要

今次の調査地は 3箇所に分かれていたことから、便宜的に西側から順にA～ C区 として調査を行っ

た。A・ B区は、遺跡南側段丘上のほぼ中央に位置 し、盛南開発に因らない古 くからある民家敦地の

東西両端にあたる。A区は第18次 s民家区の西側に接する敷地境界林跡 と畑地部分で、隣接調査区か

ら続 く掘立柱建物跡や溝跡など近世の遺構が多 く検出された。B区は、民家と接する北 。西側を除 く

東・南二方が第12次調査区と接する畑地部分で、南側から続 く古代の溝跡のほかはC区隣接地で比較

的多 く検出された陥し穴群の西端となる 1基が検出された。 C区は遺跡の東側で、遺跡南側段丘とこ

の両側の低地 (南側及び中央旧河道)を南北に長 く横断する範囲で、北側の低地 (中央旧河道)では

表土下は基盤層の砂礫層が露頭 してお り、著 しい削平によるものかほとんど遺構は検出されず、東西

両側の過去の調査でも遺構は皆無に等 しい状況である。中央の段丘 (南側段丘)は陥し穴群とフラス

コ状土坑 1基が検出されたが、残存状況からみて、やはりかなり削平されている模様であった。段丘

南縁から南側低地にかけては中世居館の環濠の北東隅から続き、関連性がうかがえる同様の区画をし
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2 訓介の1死要

日
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第 4図  これまでと今回の調査範囲



Ⅳ 矢盛遺跡第27次調査

たと見える溝跡が検出されている。

(1)調 査 経 過

今次の発掘調査は、平成22年 8月 10日 から11月 10日 まで行った。ただし、発掘機材は、野古A遺跡

第30次調査が終了した 8月 9日 の夕方に搬入 している。

お盆休み前の10日 と■日は、環境整備 と層序確認のための試掘 (B区)を行った。

お盆休み明けの18日 からは、細谷地遺跡第26次調査が終了し、調査員と作業員が合流 したことによ

り調査体制が整った。 しかし、この時点では 3ヶ 所ある調査区のうち最 も広いC区の上山撤去が委託

者の都合により未着手であったため、調査に着手できなかったことから、小山内班が B区、金子班が

A区を担当して調査を開始 した。

A区は狭い調査区ながら宅地境界林であった樹齢100年 近い木根が多 くあったため、遺構検出まで

の作業に手間取つたことと9月 後半は天候不順の日が多かったため測量作業が進まず、調査の終了は

9月 末となった。

B区は面積 も少なく、遺構 も溝跡数条と陥し穴 1基 と希薄なため、 9月 上旬で調査を終えた。

C区は9月 上旬から、農作物が収穫されたことにより調査が可能となった北部の畑地に着手 した。

9月 中旬からは委託者による土山の搬出作業が始まり、これを追いかけるようにC区の北側から調

査が可能となった範囲の粗掘を随時行った。 9月 末までにはC区北側半分まで粗掘 と検出が進み、北

部は遺構がほとんどなかったことから精査を終了 し、土捨て場 として使用することとした。

10月 からは、中村調査員が当初計画による他遺跡の担当として転出し、また、本遺跡の上山撤去が

遅々として進まないことと遺構密度が希薄なことから、予算と人員に余剰が生 じたこともあって盛南

開発事業関連の飯岡才川遺跡の調査に着手することとなり、金子班 (細谷地遺跡担当人員)が離脱す

ることとなった。

10月 の上旬から中旬にかけてはC区中央部の陥し穴の精査を中心に作業を進めた。また、土山の撤

去がすべて終了した中旬からはC区南部の重機による粗掘を開始 したが、旧河道部分が広 く、深いこ

とから土量が多 く、調査による排土は搬出対象外なこともあって、これまで土捨て場としていたC区

北部では賄いきれなくなったことから、南部は細切れの作業をして、土山の反転を行った。10月 は調

査員 1名体制となっていたため、中旬の重機による粗掘に際しては、監督指示のために数日センター

内勤職員による支援を受けた。

10月 下旬には検出作業も終わり、遺構数はほぼ確定 したが、あまり天候に恵まれず、遺構掘削は辛

うじて行えたものの、写真撮影と測量については進捗が芳 しくない状況であつた。

27日 には、県教委生文課・委託者・等センターによる終了確認を行ったが、委託者の手続きの遅れ

により、電柱支線が未救去であった部分に、陥し穴がかかってお り、撤去工事が11月 4日 ということ

と残る作業量から11月 二週まで調査を延長することとなった。

11月 も雪こそ降らないものの天候不順が続き、調査終盤はテントを建てて光波測量を行った。

10日 にはすべての作業を終え、機材を撤収 し、野外調査を終了 した。

(2)グ リッ ドの設定

調査区の区割 りとグリッドの設定 (第 5図)についてはⅢ章に記 したように盛岡市教育委員会の方

針に則つて行っている。大グリッドは一辺50m間 隔とし、これを一辺 2mの小グリッドに分割 してい

る。本遺跡の位置する飯岡新田地区は、平面直角座標第X系 (日 本測地系)における座標値 X=―
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2 調査の概要
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第 5図  グリッド配置図



Ⅳ 矢盛遺跡第27次調査

36,000000、 Y=+26,000,000を 原点として区割 りされてお り、この原点より東狽Iは従来どお り東西方

向にはアルフアベット、南北方向には算用数字をあて、この組み合わせにより、 8C15aと 小グリッ

ドを呼称 しているが、原′点から西側の追跡拡大範囲については大グリッドが一A～ 一Yと 区分されて

いる。

今次の各調査区が位置する大グリッドは、A区は 7・ 8Aグ リッド内、B区 は8BoCグ リッド内、

C区は 5～ 1l C・ Dグ リッドにあたっている。

なお、調査時に、実際にグリッドの設定を行なう際には、調査区域内にあるグリッド交点を使宜的

な基準点として使用 してお り、A区 とB区ではそれぞれ 2点ずつ基準抗を委託者に打設 していただい

たが、C区では隣接するB区の基準抗から調査の進行に従い、必要に応 じて実際的な杭の打設を行

なった。調査で基準点として使用 した座標値は次の通 りである。

区 域 点 名 X座標 Y座標 点 名 X座標 Y座標

A 区 基  3 -36,416000 26,024000 補  1 -36,400000 26,024000

B 区 基 1 -36,414000 26,100000 基  2 -36,436000 26.100000

※上記表の座標値は日本測地系による

(3)基 本 層 序

本遺跡の立地する低位段丘では、砂礫層を基底と

いる。本遺跡では、過去の調査成果から概ね次のよ

して、その上位を水成シルト層、現表土が覆って

うな土層堆積の状況が確認されている。

I層   暗褐色土

I― Ⅱ層 暗褐色土

Ⅱ層   黒褐色土

Ⅲ層   暗褐色土

Ⅳ層   褐～責掲色土

V層   責掲色砂礫層

表土・耕作土。層厚20～ 30cm。

Ⅱ層よりくすんだ灰色。層厚 0～ 20cm。 下部が中世の遺構検出面。

クロボク土。旧河道で厚 く、層厚 0～ 40cm。 古代の遺構検出面。

漸移層。層厚 0～ 20cm。 実質的な遺構検出面。

粘土質だが地点により砂質、また間層 として褐色上が認め られる。

層厚30～ 50cm。 実質的な遺構検出面。

地点により黒掲色を呈する。上位は砂、下位は中小の円礫含む。

本遺跡の基本層序は以上の6層 に細分されるが、実際には段丘微高地は後世の削平が著 しく、 I層

下はⅣ層もしくはV層の場合が多く、 I― I層 とⅡ層のほとんどは低地・旧河道で確認されている。

今次調査区でも、段丘上となるA区 とB区及びC区中央部は表上下はほとんどⅣ層 (Ⅳ層も上層は削

平)と なっており、C区北部では南側段丘の北側を縁どる旧河道部分より以北の低地から北側段丘に

かけて表土下はV冨砂礫層が露出していた。従って遺構検出面は各区微高地の大半がⅣ・V層である。

ただし、C区南部の低地部分は工層が比較的厚 く堆積しており、溝跡は本来この上面から掘 り込まれ

たものと思われるが、実際の検出は遺構覆土と判別できなかったため、Ⅲ層上面で行っている。

(4)遺構名について

遺構名は凡例のとおり、盛岡市教育委員会の方針に則つて命名している。遺構略号はともかく、香

号については同一遺跡で調査次数の順に欠呑の無いよう連呑としているが、先に記したように当セン

ター以外の調査報告書が未刊行のため、遺構番号の調整は市教育委員会が行っており、年度末近くに

ならないと判明しないことから、混乱を避けるため調査段階では、Ⅲ章に記したように奈文研方式で
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3 検出された遺構

仮登録をして整理作業まで行い、報告書掲載に際 し、以下の対応表のとお り遺構名を変更 した。

なお、過年度調査で命名済みの遺構は略・番号を踏襲 したが、調査地が離れていて複数の命名がさ

れていた溝跡で、今次調査で一連と判明したものについては若い番号を当てることとし、他は ( )

で示した。

第 2表 新旧遺構名対応表

掘立柱建物跡                  土坑類 (陥 し穴含む)

1日 新

S B01 R B 063

S B02 R B 047

S B03 R B 064

I日 新 十日 新

S K T01 R D 245 S KT10 R D254

S K T02 R D 246 SKTH R D255

S K T03 R D 247 S K T12 R D256

S K T04 R D 248 S K T14 R D257

S K T05 R D 249 S K01 R D258

S K T06 R D 250 S K02 R D259

S K T07 R D 251 S K03 R D 260

S K T08 R D 252 S K04 R D261

S K T09 R D 253 S K07 R D262

溝 跡

I日 新 1日 新 十日 新

S D01 R G 040 S D07 R G065 SD R G 083

S D02 R G 077 S D08 R G075 SD 5 R G 013(022)

S D03 R G078 S D10 R G076 SD R G 014

S D04 R G 079 S Dll R G081 SD 7 R G012

S D05 R G080 S D12 R G082 SD R G021(025)

S D06 R G064 S D13 R G046

3 検 出 された遺構

今回の発掘調査では縄文時代、古代 (平安時代)、 中 。近世、時期不明の遺構 (第 6～ 8図)と 古

代と近世から近代の遺物を検出した。ただし、遺構内から出土した遺物は少なく、ほとんどの遺構は、

形態やプランの確認状況などから時期を判断するか、時期の特定された遺構との重複関係から時期が

判断されたものであり、必ずしも統一された明確な根拠に基づくものではない。各時期の遺構の種別

と数量は次のとおりである。

跡亀文時代〕

陥し穴状遺構 13基 (R D245～257) フラスコ状土坑 1基 (R D261)

〔平安時代〕

土坑 1基 (R D262) 溝跡 1条 (R G040)

〔中世〕

溝跡 3条 (R G013・ 014,021)

〔近世〕

掘立柱建物跡  3棟 (R B 047・ 063・ 064) 柱穴状土坑 9個

〔時期不明 (近世以降)〕

竪穴状遺構

1日 新

SK R E 022

S K 104,飛 A R E 023

S K 1 04Ftt B R E 024
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第 6図 遺構配置全体図
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3 検出された遺構

A区 C区耳ヒ部

-14-
第 7図 遺構配置分割図 1



C区中央部

Ⅳ 矢盛遺跡第27次調査

0             1:500           20m

C区南部

第 8図 遺構配置分割図 2
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3 検出された遺構

竪穴状遺構  3棟 (R E 022～024)土坑 3基 (R D 258～260)

溝跡 13条 (R G046・ 064・ 065'075～ 083)

以下、各調査区毎に記述する。

(1)A区 の 遺 構 (第 9～ 13図 )

本遺跡第18。 19次調査のs民家区の西側に隣接 した調査区である。幅3～ 8m、 長さ約45.5mと 南北に

細長 く、南端は現在の道路に沿って幅約25～ 3m、 長さ13mほ ど東側にL字状に折れている。調査前は、

東半が樹齢約100年の大木がそびえる屋敷林、西半が畑地であった。屋敷林であった東半には巨大な

切 り株が残っていた。人力による除去を行ったものの、とり切れず残った根や縦横に延びた根によっ

て破壊されている遺構面 も多い。南端は前回調査 (平成20年度)後に、土取 りのため1～ 1.5mの幅で

50cmほ どの深さに削られてお り、実際に調査できたのは1.5～2m程の幅にすぎない。

東側に隣接する前回の調査区では、第Ⅳ層の黄褐色砂質シル ト層まで一端削平された後、5～ 15cm程

度の黒褐色土 (xl層 、 x2層 )が堆積 してお り、その上から遺構が掘削されている様相であった。今

回はそのような堆積状況は北側の一部 (RG064、 RG065の 2条の溝周辺)だけで、その他は上面が削

平されたⅣ層の責褐色シル ト層の上に耕作上が堆積 していた。

第18・ 19次調査で検出された東西方向の溝2条 (RG064、 RG065)が北端から検出された。これらは、

前回の調査では溝の方向が現代の屋敷境 とほぼ直交することなどから近世末～近代以降と推定 してい

た。今回そのうち1条から大堀相馬産の陶器破片が出上 したことにより、年代観が裏付けられた。な

お、これら2条 の溝は前回の調査ではほぼ平行するとみられていたが、今回の調査では若干軸が異なり、

両者は西に向かって徐々に近接することがわかった。

また、北東～南西方向の溝 2条は屋敷境の方向を反映しているとみられる。

掘立柱建物跡は南端から前回調査でも検出されたものも含め2棟、北側からも1棟検出された。撹乱

のため、廂や下屋柱が確認できなかった部分 (RB063の 西側中央、RB064の北東隅)も ある。また、

竪穴状遺構を 1基報告 した (RE022)が 、埋上が類似する凹みをこの遺構の南側に 2基確認 している。

これらの 2基については、新 しい陶磁器片が確認されたため、撹乱として報告を割愛 した。よって、

新 しい遺物は出土 しなかったものの、本遺構 も近代以降に属する可能性がある。

a 掘立柱建物跡

R B047掘立桂建物跡 (第 9図、写真図版 1)

(位置。検出状況〉調査区内の南端東側8A7～ 111～ qグ リッドに位置し、削平されたⅣ層で検出した。

第18・ 19次調査において、本建物跡の四辺の側柱を検出しており、今回は建物内部の柱筋を検出した

(SP21、 22、  23、  8、 24、 25-26、  27-28)。

(重複関係〉この東延長線上にSP29、 SP7、 SP6の 3個の柱穴があるが、前回調査でこれらに対応する

柱穴が乏しかったことから、本建物とは別と考えた。ただし、これら3個の柱穴の南側に、前回調査で

カマド状遺構が 3基重複して検出されていることから、カマド状遺構に関連する施設の柱穴の可能性

もあろう。

柱穴に新旧見られるものがあることは前回の調査で検出された柱穴群と同様であり、若干軸をずら

して建て替えている。今回検出された柱穴では、重複する柱穴SP25-26、 SP28-27の うちいずれも南

側の後者のほうが新しい。柱筋の柱間寸法は西から90cm(30尺 )、 212cm(7.0尺 )、 212cm(7.0尺 )212
cm(7.0尺 )、 90cm(3.0尺 )である。
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Ⅳ 矢盛遺跡第27次調査

(平面形・規模〉平面形は梁行3間 ×桁行3間で、南側、東側、西側の三方に間尺3尺の下屋柱がまわる

が、西側、南側の下屋柱は建て替えの痕跡が不明瞭である。

旧い建物は、梁行の軸方向がN-22° 一Eである。梁行は636cm(21.1尺 )、 桁行は757cm(25,0尺 )で

ある。桁行3間、梁行3間 で、少なくとも東側には下屋柱がまわる。西からSP23、 SP8、 SP24、 SP25、

SP28が本目当する。 うちSP25、 SP28は 深さが10cm以下と浅い。

新しい建物は、梁行の軸方向がN-25° 一Eで、軸方向が若千東側にずれる。梁行は714cm(23.6尺 )、

桁行は851cm(28.1尺 )である。今回検出した柱穴では西からSP21、 SP23、 SP8、 SP24、 SP26、 SP27

が相当する。SP8、 SP26、 SP27に は柱痕跡が残る。

(埋土〉Ⅳ層起源の責褐色土粒を含んだ単層のものが5イ固、柱痕跡と裏込めの上が明瞭なものが2イ回であ

る。SP8、 SP24、 SP25、 SP28に 根固めとみられる礫が検出された。

(出土遺物〉ない。

(時期〉前回調査で本建物は軸方向が南側に隣接する調査区で検出された16世紀主体の居館、集落跡に

一致することや本建物の南東 lmか ら検出されたカマド状遺構の存在から、同時期の可能性もあると

述べた。しかし、本建物の軸方向は南側に広がる水路や水田の区画の方向とも一致しており、居館の

区画方向が周辺の後世の地割にも影響していたとも考えられることから、居館の年代と同一とばかり

も考えられない。また、カマ ド状遺構は燃焼部が本建物の側柱よりlmしか離れておらず、やや近接し

すぎているようにも思えることから両者には時期差がある可能性がある。

以上の点と三方に下屋柱がまわる構造から、近世以降と考えられる。

R B063掘立柱建物跡 (第 10。 25図、写真図版 1・ 7)

(位置。検出状況)A区北側7A19～ 22n～ qグ リッドに位置し、削平されたⅣ層で検出した。SP5は撹

乱が上面を切つており、撹乱除去後に検出した。また、西側のSP6と SPlの 中間にも柱のあった可能性

があるが、この撹乱により検出されていない。北東のSP6は撹乱によって一部が壊されている。また、

北東隅のSP9は木根により上面が破壊されている。

(重複関係〉東側の柱列がRG075と 重複し、本建物跡の方が古い。

(平面形・規模)西面する建物とみられ、桁行の軸方向はN-18° ―Eである。梁行は515cm(17.0尺 )、

桁行は560cm(200尺 )である。西側に柱間121cm(4.0尺)の廂がつく。使用した柱穴は10個 である。

柱間寸法はまちまちで、梁行が182cm(6.0尺 )、 212(7.0尺 )cm、 桁行は242cm(8.0尺 )、 318cm(10.5尺 )

である。廂とみられるSPl、 SP6は 他の柱穴と異なり、若千東西に細長い楕円形で、浅い。

(埋土〉比較的混入物の少ない黒褐色土に地山の責褐色土粒を多く含む黒褐色土が柱痕跡状にみられる

もの (SP2上層、SP3上層、SP7、 SP8)があり、柱を抜き取った痕跡と思われる。

(出土遺物〉SP8の埋土上層から鉄釘と思われる鉄製品 (図番21)が 1点出土している。

(時期)本遺構は、規模から附属屋とみられ、樹齢100年 ほどの木根及び屋敷境の溝より古いことから

20世紀初頭より下らない時期の建物と考えられる。

R B064掘立柱建物跡 (第 11・ 25図、写真図版 1・ 7)

(位置 。検出状況)A区南端の 8A5～9i～mグ リッドに位置し、削平されたⅣ層で検出した。SP9、 10、

13、 14、 17、 45は撹乱によって上面を削平されている。また、本遺構北東隅の下屋柱は撹乱により、

削平された可能性がある。

(重複関係〉ない。
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3 検出された遺構
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置構名
構 成

径 (cm) 雁
ｍ

柱痕 (cm) 埋  土 底 面 その他

SP8 RB047 67× 57 径14 黒褐色土 W粒 15% 砂 眉 埋土中に礫3個 、 西 と商側に段

SP2] 27× % 2層  黒褐 Ⅳ粒20% Ⅳ

SP22 RB047 41 単層 黒褐 SP21よ り灰色味 Ⅳ粒 10% Ⅳ

SP邪 RB047 39× 37 25 単層 黒褐色土 Ⅳ粒 10% Ⅳ

SP% RB047 57(39)X39 黒褐色土 W粒20% 黒色土Ⅳ粒5% 砂 層 埋土中に扁平な角礫3個

SP25 RB047 48× 40? 3 黒褐色土 V粒獅7暗褐色土 V粒15% 黒褐色土粒10% Ⅳ 角礫3個 SP26に切 られる

SP26 RB047 39X31 埋土中2層径15
1層  黒褐色上 と褐色砂が斑に混入 2層柱痕 3層
黒褐色土 V粒7% 4層 褐色砂 と黒褐色上の混入

Ⅳ SP25を 切る

SP27 RB047 41× 30 底面10X8 単層 黒褐色土 Ⅳ粒10% 黒色土粒15% 混合 Ⅳ 西側に段 SP28よ り新 しい

SP28 RB047 23× 15 9 単層 黒褐色土 Ⅳ層5% Ⅳ 検出面に痛平な礫

SP5 あり (径不明) 黒褐色層2層 (Ⅳ 層粒 30%、 3%) Ⅳ 堕土中に礫 撹乱に北半切 られる

SP6 40X39 径 15 明黄褐色土 +黒褐色土地 15%/黒 色土 Ⅳ粒協 Ⅳ

SP7 33X31 副 穴状 1l x 10 黒褐色土 Ⅳ粒15%

44× 40 V層 を含んだ褐色土 と明黄褐上の互層 砂 層

SP34 31X30 単層 黒色土 Ⅳ層15% Ⅳ

SP35 31× 31 単層 黒褐色土 Ⅳ泣7% 炭粒中2% Ⅳ 埋土新 しそう

SP39 26× 30 黒褐色土 Ⅳ粒 10% 底凹西あ り

SP41 28× 21 黒色土 Ⅳ粒20% Ⅳ

SP43 黒褐色砂 Ⅳ粒5% 砂 層

-18-
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r

SP3
1 10YR3/2(黒 褐色 )

締り無 粘性やや有 シル ト 木根 Ⅳ層粒 10%
2 10YR2/2(黒 褐色 )

締り有 粘性有 シル ト Ⅳ層粒2%
3 10YR2/2(黒 褐色 )

締り有 粘性有 ンル ト Ⅳ層粒5%
4 10YR2/2(黒 褐色 )

締り有 粘性有 ンル ト Ⅳ層ブロック30%
5 10YR4/4(褐 色 )

締り有 粘性無 砂質ンル ト 黒褐色土ブロック20%

Ⅳ 矢盛遺跡第27次調査
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SP5

H=1230m

SPl
l 10YR2/2(黒 褐色 )

締嘱尋 粘性有 シル ト Ⅳ層粒 10%

SP2
1 10YR2/2(黒 褐色 )

締り無 粘性有 シル ト 
～

恨 Ⅳ層粒5%
2 10YR2/2(黒 掲色 )

締り無 粘性有 シル ト Ⅳ層粒 10%
3 10YR2/2(黒 褐色 )

締り有 粘性やや有 シル ト Ⅳ層粒3%
4 10YR4/4(褐 色 )

締り有 粘性無 砂質シル ト 黒褐色土粒40%

SPl

1妊
       

イ

C'   D   H=1230m  上 SP4
1 10YR2/2(黒 褐色 )

締り有 かたい 粘性やや有 シル ト 木根 Ⅳ層粒2%
2 10YR3/2(黒 褐色)締 りやや有

粘性やや有 シル ト 木根はびこる V層粒 10%柱痕 ?

3 10YR4/4(褐 色砂 )

締り有 粘性無 黒褐色土粒20%
4 10YR2/2(黒 褐砂 )

締り有 粘性無 V層起源の砂粒 20%

SP5
1 10YR2/2(黒 褐色 )

締り無 粘性有 シル ト Ⅳ層粒 20%桂痕

2 10YR2/2(黒 褐色 )

硬く4Tる 粘性有 シル ト W層 粒 5%裏込め

SP6
1 10YR2/2(黒褐色 )

締り弱 粘性有 シル ト Ⅳ層粒 10%

SP7
1  10YR2/2 (黒 褐色 )

シル ト Ⅳ層粒25% 抜き取り痕 ?

2  10YR2/2 (黒 褐色 )

シル ト Ⅳ層粒3%

SP8
1 10YR2/2(黒 褐色 )

シル ト Ⅳ層粒25% 抜き取り痕 ?

2 10YR2/2(黒 褐色 )

ンル ト Ⅳ層粒3%

SP9
1 10YR2/2(黒 褐色 )

締り無 粘性有 シル ト Ⅳ層粒 10%柱痕 ?

2 10YR2/2(黒 褐色 )

締り無 粘性有 シル ト Ⅳ層粒 15%
3 10YR2/2 (黒 褐色 )

締り有 粘性有 シル ト Ⅳ層粒 3%
4 10YR2/2 (黒 褐色 )

硬く締る 粘性有 ンル ト Ⅳ層粒2%
5 10YR2/2(黒 掲色 )

締り有 粘性有 シル ト V層粒 15% 木根か?

SP10
1 10YR3/2(黒 掲色 )

締り無 粘性有 シル ト Ⅳ層粒 7%柱痕 ?

2 10YR4/2(灰 黄褐色 )

締り弱 粘性有 シル ト 黒褐色土粒 10%
3 10YR3/3(暗 褐砂 )

締り有 粘性無 Ⅳ層粒3%

SP7

H=1230m 二

SP3

H  H=1230m上

第10図  R B063掘立柱建物跡
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3 検出された遺構

(平面形・規模〉南面する東西棟の可能性があり、西側は調査区外に延びているものと推測される。梁

行の軸方向はN-25° ―Eである。梁行は656cm(230尺 )、 桁行は561cm(18.5尺 )である。使用 した柱

穴は、22個である。柱間寸法は梁行きが106cm(3.5尺 )、 182cm(6.0尺 )、 191cm(63尺 )、 91cm(3.0尺 )、

106cm(3.5尺 )、 桁行が182cm(6.0尺 )、 197cm(6.5尺 )である。南辺は下屋柱が 2条認められ (SP3-

SP4、 SP30-SP31-SP42)、 付け替えなどの時期差があるが、うちSP3-SP4に は柱痕跡が残ることか

らこちらが新しいと考えられる。これら南面の下屋柱とみられるSP3、 SP4、 SP30、 SP31、 SP42は 、

規模が他よリー回り小さい。

(埋土)Ⅳ層起源の責褐色土粒を2～30%含む黒～黒褐色上で、柱痕跡の残るものが半数の11個 ある。

(出土遺物)SPllか ら18世紀～19世紀の所産と思われる産地不明の陶器片 (図番 2)が出上している。

(時期〉出土遺物と形態から近世～近代初頭の建物と思われる。

b 竪穴状遺構

R E022竪穴状遺構 (第 12・ 25図、写真図版 2・ 7)

(位置・検出状況)A区南半の8A2～31～mグ リッドに位置し、削平されたⅣ層で検出した。周辺は表

土からの撹乱が広範囲に入っており、それらを取り除いたところ、長方形のプラン2箇所と楕円形の

プラン1か所を確認した。三者は埋土が類似しているが、南側の長方形プラン、楕円形プランからは

新しい遺物が出土したので、報告を割愛している。従って、本遺構も他の 2基と同様近代以降のもの

の可能性がある。

(重複関係〉本遺構は東辺をRG076と 接 しているが、新旧関係は不明である。

(平面形・規模〉平面形はゆがんだ長方形で、規模は2.94× 2.05mで ある。

(埋土〉黒褐色土で、Ⅳ層起源の黄褐色土粒を3～20%含み、3層 に細分される。遺構の南側に黄褐色土

粒が多く含まれる。

(壁・底面〉壁高は最深部で12cmで ある。壁は緩やかに内湾気味に立ち上がる。西壁は比較的はつきり

立ち上がるが、南壁と東壁の南半の立ち上がりが特に緩やかである。底面はⅣ～V層中で、若干酸化

しており、締まっていて、若子の凹凸がある。

(出土遺物〉埋土中から18世紀前葉の肥前産磁器皿 (図呑 4)、 19世紀の大堀相馬産陶器の上瓶体部破

片 (図番 3)が出土した。

(時期)出土遺物と周辺の状況から19世紀以降に属すると考えられる。性格は不明である。

c 溝跡

R G064清跡 (第 12図、写真図版 6)

(位置 。検出状況)A区北側の7A13～ 14p～rグ リッドに位置する。東西方向の溝で、東側は第18次調

査区、西側は調査区外に延びる。検出面は削平されたⅣ層上に堆積した黒褐色土層 (xl、 x2層 )であ

る。

(重複関係)な い。南側2～3mに やや軸線をずらしてRG065溝跡がある。

(平面形・規模〉長さは今回の調査分が3.54m、 前回調査分を加えると、904mで ある。幅は44～ 68cm、

深さは最深で45cmである。方向はN-80° 一Wである。

(壁・底面〉壁は内湾気味に立ち上がるが、開口部でやや開く部分がある。底面は砂層かV層に形成

され、内湾して部分的に凹凸が見られる。工具痕は見られなかった。

(埋土〉黒掲色土で、下位及び壁際に黒褐色の砂質シルト、上位に黒褐色シルトが堆積する。自然堆
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柱穴観察表

遺構名
構成

建物
径 (cm) 漆

てｃｍ，
柱反 (cm) 埋 土 底 面 その他

SPl RB064 40× 40 14 径17 黒褐層、暗褐層、黒色層の3層 砂層

SP2 RB064 42X38 17 径18 黒褐屠、にぶい責褐層の2層 砂層

SP3 RB064 34X31 5 径15 底面では14X Ю 褐色

SP4 RB064 34× 30 12 径13 褐色 固 く締 まる 黒色土粒含む

SP9 RB06判 48× 40 径25 黒褐色土 板状構造のⅣ層ブロック20% 砂層

RB06コ 43X41 径20 黒褐色土 Ⅳ層粒 25% Ⅳ～砂 底面に扁平な礫

RB06均 47X40 径 15 掲色上、黒褐色土粒 を含む暗褐色土 砂層 埋上に長円形の礫1個

SP12 RB064 型 X40 径18 黒褐色土 Ⅳ層粒 10% 砂層 埋上に亜角礫2個

SP13 RB064 30× 28 暗褐色土 W層 粒20% 砂層

RB064 41X30 黒褐色土 Ⅳ層粒30% Ⅳ 底凹凸

RB064 40X31 黒色土 Ⅳ層10% 砂 層

RB064 56X40 黒褐色土 Ⅳ層釣% 砂 層

RB064 59× 53 径13 黒褐色土、黒色上の2層 Ⅳ層粒 15% 砂 層

RB064 46X42 単層 黒褐 W層小一大15% 砂 層

RB064 40× 40 9 単層 黒褐 灰色味 褐鉄 v層粒小～大 15% 砂層 ●R跡のみ 西側が深い

RB064 49× 30 2層 黒褐  Ⅳ層小～大20% 砂層

RB064 26X26 単層 黒色土 Ⅳ層粒2% 砂 層

RB064 26X23 [1 単層 黒色土 Ⅳ層粒 Ⅳ

RB064 43× 40 副穴状 11× 10 黒褐色土 Ⅳ層粒 15% 砂 層

SP42 RB064 31X26 10 黒褐色土粒 とⅣ層粒の混合土 根の可能性有 Ⅳ 検出面に扁平礫 1個

SP44 RB064 50× 47 黒色土 Ⅳ層粒10% 灰黄褐の灰小～中粒少量 砂層

SP45 RB064 45× 35 [4 径16 Ⅳ層起源 褐色土 黒褐色土粒 10% 砂 層 砂層中に黄褐色± 19と 同様西側が深い

SP32 37× 31 14 単層 黒褐色土  Ⅳ層粒7% 炭粒中2% Ⅳ

SP33 32X29 単層 黒色土Ⅳ層粒 10% Ⅳ

第11図  R B064掘立桂建物跡
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3 検出された遺構

RE022

0          1:100          5m

A  H三 123!7m                  止

REl122

1 10YR3/3(黒暗色 )

締り有 粘性無 秒質シルト Ⅳ層小～中20% 登崩壊土

2 10YR2/2(黒褐色)

締りやや有 粘性無 シルト やや園米げ る Ⅳ層小‐饉大3■5%
3 ュoYR3/S(暗衝色)Ⅳ層崩壊土

0          1160         ワm

E=1244m

守

W

堤 H=蝕、4m   A'AC'C

D'    B

表土 (耕作±1) 表土 (耕作土ュ)

ヽ一 蝙 5｀一

D H=123.9m H=12318m   B'

0           1:40          2m

RG004
1 10VR3/1(黒 t7」色 )

締り弱 粘性有 シルト 黄褐色土粒 (小)3%
2 10YR2/2(黒褐色)

締朔母 粘牲有 シルト 黄掲色土小粒7%―

鯉 /夢犠 ♂

冴 韓 色砂小～中紅Ю%

砂質シルト 舗 色土粒 (小～中)1096

RC065
1 10YR2/2(黒褐色 )

締り有 粘性やや有 シルト 黄褐色土粒 (小 )2%
2 10YR3/1(黒褐色)締 りやや有 粘性やや若 シル ト

黄褐色土 小～中粒10%
3 10YR3/3(暗褐色)

締りやや有 粘性無 砂質功1/h 黄褐色土小～極大10～15%
璧崩壊土

※ =1 10YR2/2(黒褐色 )

締聴  活性無

=2 10YW/3 等講母色)

締りやや有 粘性無 黄掲色土/EIック7%
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Ⅳ 矢盛遺跡第27次調査

積と思われる。

(出土遺物〉ない。

(時期〉本溝跡の方向が現代の屋敷境とほぼ直交すること、隣接するRG065溝跡と検出面、埋上の状況

が類似することから、近世末～近代の遺構と思われる。

R G065溝跡 (第 12・ 25図、写真図版 6・ 7)

(位置・検出状況)A区北側の7A15～ 16p～ rグ リッドに位置する。東西方向の溝跡で、東側は第18

次調査区、西側は調査区外に廷びる。検出面は削平されたⅣ層とその上に堆積した黒褐色土層 (xl層 )

である。

(重複関係〉ない。北側2～ 3mに軸線をややずらしてRG064溝跡がある。

(平面形・規模〉長さは今回の調査区分で5.20m、 前回調査分を加えると1008mで ある。幅は44～ 73cm、

深さは最深で37cmで ある。方向はN-69° ―Wである。

(壁・底面〉底面と壁の境は明瞭で、壁は外傾して立ち上がり、開口部で内湾気味にやや開く。底面

は砂層で、平坦である。工具痕は見られなかった。

(埋土)黒褐色土で壁際や下位に壁崩壊上の暗褐色砂質シルト、上位にやや粘性のある黒褐色シルトが

堆積する。

(出土遺物〉土層観察用のベルト (D― D′ )か ら大堀相馬産の陶器碗破片 (図呑 5)が出上した。

(時期〉出土遺物から19世紀以降に属すると考えられる。

R G075溝跡 (第 13図、写真図版 6)

(位置 。検出状況)A区東調査区際の7A17r～22pグ リッドに位置する。北東～南西方向の溝跡である。

現代の屋敷境とほぼ同一の場所にあり、本溝跡の直上及び延長線上に屋敷林として近年まで残ってい

た樹木の切り株が並んでいた。

(重複関係〉隣接する第18次調査区のRG062溝跡と軸方向がほぼ同一で、一部重複していると思われる

が、新旧を確認できなかった。また、RB063掘 立柱建物跡の東側柱を切っている。

(平面形・規模〉長さ10,32m、 幅27～ 50cm、 深さは北側が深く20cmで、南側は10cm程度である。方向

はN-20° ―Eである。

(壁 。底面〉壁は外傾～内湾気味に立ち上がる。底面は内湾している。工具痕は見られなかった。

(埋土〉Ⅳ層起源の責褐色土粒を含む黒褐色上の単層で、自然堆積と思われる。

(出土遺物)な い。

(時期〉本溝跡は、検出された位置から東西の屋敷の境界を反映している可能性が高く、屋敷林の樹

齢から近世末～近代のものと考えられる。

R G076溝跡 (第 13図、写真図版 6)

(位置・検出状況)A区南側の7A24r～8A51グ リッドに位置する。北東～南西方向の溝跡である。一部

近代以降の撹乱及び木根によって破壊されている。

(重複関係〉RE022竪穴状遺構と接しているが、新旧関係は不明である。

(平面形・規模〉長さは11.24m、 幅は40～ 67cmである。深さは最深で19cmで、北側が深く、南側は周

辺が削平されているため、3～4cm程度の深さである。方向はN-19° ―Eである。

(壁・底面〉壁は内湾気味に立ち上がる。底面は内湾気味で工具痕は見られない。
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3 検出された遺構

(埋土〉若干酸化して固く締まった黒褐色上であるが、やや灰色味を帯びており比較的新しい時期のも

のと推測される。

(出土遺物〉ない。

(時期)本溝跡は、RG075溝跡及び屋敷境と軸方向がほIF同一であり、屋敷の区画を意識して掘られて

いる可能性が高いことから、近世末～近代のものと考えられる。

A   直・ 123Bm   止

RG075
1 10YR3/2 傑踊 0

締り有 粘性有 ンル ト Ⅳ層小～種丈ア～10%

RG076

A    H=12a7m  止

ユイ甘:二;,身:(期綿 ィ蜘 陣 羽
RE02″彦層より恢 味をお斃 V層小～0極大10%

第13図  R G075。 076溝跡
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Ⅳ 矢盛遣跡第27次訓査

(2)BoC区 の遺構 (第 14～ 24図 )

今回検出された縄文時代の遺構はすべてB・ C区で検出され、遺跡南側の段丘上に位置する。 B区

では、南側の第12次調査区から繁が り、出土火山灰から唯一平安時代と判断された溝跡が検出され、

C区の遺跡南側低地には、西側の第12次調査区の中世居館の環濠から続 く古代～中世 と推定される溝

跡 も検出された。この他では時期不明の溝跡や土坑が検出されてお り、縄文時代の陥 し穴を除くと数

量的には時期不明の溝跡が最 も多い。

地区ごとの遺構の種別と数量は、B区では縄文時代の陥 し穴 1基、平安時代の溝跡 1条、時期不明

の溝跡 4条が検出され、 C区では縄文時代の陥し穴12基、フラスコ状土坑 1基、古代～中世の上坑 1

基と溝跡 3条、時期不明の土坑 3基 と溝跡 5条が検出された。以下、遺構種別毎に記述する。

a 竪穴状遺構

R E023竪穴状遺構 (第 14図 、写真図版 2)

(位置 。検出状況)C区北部の遺跡中央部低地の北側縁辺の6D8。 9c～eグ リッドに位置 し、水田床土

直下の削平されたと思われるV層中で検出した。規模・形態的に一応竪穴状遺構 として扱うこととし

た。

(重複関係)RE024竪穴状遺構 と重複する。検出時には一連の遺構 と思われたが、断面観察と底面の状

況から時間的差のある新旧関係にあると判断した。本遺構が新 しい。位置的にRG081溝 跡との重複関

係 も考えられる。

(平面形 。規模)平面形は歪な平行四辺形状を呈 し、長軸方向北北西 ―南南東にある。規模は長軸約

42m、 短軸は約3.5mを測る。

(埋土〉黄褐色土に黒色土が混 じつているが、基本的には単層である。人為的堆積の様相を呈する。

(壁・底面)壁はやや外傾 して立ち上が り、壁高は15～20cmを 測る。底面は概ね平坦で堅締だが、粘土

による貼床は認められず、砂礫層が露出した状態であった。床面積は約12だ を測る。特に床面施設は

認められなかった。

〈出土遺物〉遺物は出土 しなかった。

(時期〉重複関係から近・現代と思われる。

R E024竪穴状遺構 (第 14図 、写真図版 2)

(位置・検出状況〉 C区北部の遺跡中央部低地の北側縁辺の6D8～ 10a～dグ リッドに位置し、水田床土

直下の削平されたと思われるV層中で検出した。RG081溝跡との位置関係等からため池的なものとも

考えられたが、V層 (砂礫層)中の遺構であって保水機能がないことから、規模・形態的にみてRE023

竪穴状遺構と同様に一応竪穴状遺構として扱うこととした。

(重複関係〉RE023竪穴状遺構・RG081溝 跡と重複する。検出時にはRE023竪穴状遺構と一連の遺構と

思われたが、断面観察と底面の状況から時間的差のある新旧関係にあると判断した。本遺構が古い。

RG081溝 跡との重複関係については、一連のものか新旧関係があるかは遺存状況からは判断できな

かった。

(平面形・規模〉平面形は東西の壁はおよそ平行し、東側の壁が短い略台形状を呈し、長軸方向は北

北西―南南東にある。規模は長軸は5～62m、 短軸は約4mを測る。

(埋土〉黒色土に褐色土が混じっているが、基本的には単層である。人為的堆積の様相を呈する。
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Ⅳ 矢盛遣跡第27次調査

〈壁・底面)壁はややタト傾 して立ち上がり、段丘縁辺となる北側の残 りは比較的良好で、最大壁高約22

cmを 測るが、東側はRE023竪穴状遺構に、南側は水田造成により削平されており、南側に向かい12～

10cm以下と低くなっていた。床面は概ね平坦で堅締だが、粘土による貼床は認められず、砂礫層が露

出した状態であった。床面積は約21面 を測る。特に床面施設は認められなかった。

(出土遺物〉摩減した土師器小片 1点 と近代陶磁器数点と微小なガラス片とプラスチック片が各 1点出

上した。北西部分からの出土であり、RG081溝跡に関連する可能性もある。

(時期〉出土遺物から近 。現代と思われる。

b 土坑類

R D245陥 し穴状遺構 (第 15図 、写真図版 2)

(位置・検出状況〉B区の遺跡南側段丘上の8Cll。 12cグ リッドに位置し、Ⅲ層中で検出した。

(重複関係)な し。

(平面形 。規模〉平面形は溝状を呈し、開口部で長軸長約3.6m、 幅約60cm、 底部では長軸長約3.9m、

幅約15cm、 検出面からの深さは約1.2mを 測る。長軸方向は北北西―南南東である。

(埋土〉埋土は 7層 に細分され、上位と最下層には流入と思われる黒ボク上、中位から下位には壁崩

落と思われる褐色系土が堆積する。

(壁・底面〉壁は長軸両端下部が僅かに決れるほかは、全体的に垂直気味に立ち上がり、短軸の上位

はやや外反する。底面は概ね平坦で、逆茂木等の抗痕跡は認められなかった。

(出土遺物〉遺物は出土しなかった。

(時期)出土遺物はないが、形状から縄文時代の陥し穴と判断した。

R D246陥 し穴状遺構 (第 15図 、写真図版 2)

(位置・検出状況〉 C区中央部の遺跡南側段丘上の8C15y～ 8D15a・ bグ リッドに位置し、削平された

Ⅳ層中で検出した。畑作により開口部は一部破壊されている。

(重複関係)な し。

(平面形・規模)平面形は溝状を呈し、開口部で長軸長約3.6m、 幅約65cm、 底部では長軸長約 4m、

幅約12cm、 検出面からの深さは約08mを測る。長軸方向は東―西である。

(埋土〉埋土は7層 に細分されるが、全体的に壁崩落と思われる褐色系土で、上位と最下層には流入

した黒ボク土が滲むように混じる。

(壁 。底面〉壁は長軸両端下部は狭れ、上位はやや内湾し、短軸両壁は垂直気味に立ち上がるが、上

位はやや外反する。底面は概ね平坦で、逆茂木等の抗痕跡は認められなかった。

(出土遺物〉遺物は出上しなかった。

(時期〉出土遺物はないが、形状から縄文時代の陥し穴と判断した。

R D247陥 し穴状遺構 (第 15図 、写真図版 2)

(位置 。検出状況〉 C区中央部の遺跡南側段丘上の8C22・ 23wグ リッドに位置し、削平されたⅣ層中

で検出した。畑作により開口部は一部破壊されている。

〈重複関係)な し。

(平面形・規模〉平面形は溝状を呈し、開口部・底部とも長軸長約24m、 開口部幅は約50cm、 底部幅

は約10cm、 検出面からの深さは約075mを 測る。長軸方向はおよそ北一南である。
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Ⅳ 矢盛遺跡第27次調査

(埋土〉埋土は6層 に細分されるが、全体的に壁崩落と思われる掲色系土で、上位には流入した黒ボ

ク土が滲むように混じる。

(壁・底面〉壁は長軸両端下半が袋状に決れ、上位と短軸両壁は垂直気味に立ち上がるが、短軸上位

はやや外反する。底面は概ね平坦で、逆茂木等の杭痕跡は認められなかった。

〈出土遺物〉遺物は出土しなかった。

〈時期〉出土遺物はないが、形状から縄文時代の陥し穴と判断した。

R D248陥 し穴状遺構 (第 16図、写真図版2)

(位置・検出状況〉C区中央部の遺跡南側段丘上の9C3vowグ リッドに位置し、削平されたⅣ層中で

検出した。畑作により開口部は一部破壊されている。

(重複関係〉なし。

(平面形・規模〉平面形は溝状を呈し、開田部で長軸長約 3m、 幅約56cm、 底部では長軸長約3.lm、

幅約10cm、 検出面からの深さは約08mを 測る。長軸方向は北東―南西である。

(埋土〉埋土は9層 に細分されるが、全体的に壁崩落と思われる褐色系土で、上位と下位には流入し

た黒ボク上が滲むように混じる。

(壁・底面〉壁は長軸両端部は袋状に狭れ、短軸両壁は垂直気味に立ち上がるが、上位は全体的に外

反する。底面は概ね平坦で、逆茂木等の抗痕跡は認められなかった。

(出土遺物〉遺物は出上しなかった。

〈時期)出土遺物はないが、形状から縄文時代の陥し穴と判断した。

R D249陥 し穴状遺構 (第 16図、写真図版 2)

(位置。検出状況〉C区中央部の遺跡南側段丘上の9C7x・ y～ 9D7aグ リッドに位置し、削平されたⅣ

層中で検出した。畑作により開口部は一部破壊されている。

(重複関係〉なし。

(平面形・規模〉平面形は溝状を呈し、開口部で長軸長約29m、 幅約60cm、 底部では長軸長約31m、

幅約15cm、 検出面からの深さは約0,75mを 測る。長軸方向は東―西である。

(埋土)埋土は7層 に細分されるが、全体的に壁崩落と思われる褐色系上で、上位には流入した黒ボ

ク上が滲むように混じる。

(壁・底面〉壁は長軸両端下部は袂れ、上位はやや外湾し、短軸両壁は垂直気味に立ち上がるが、上

位はやや外反する。底面は概ね平坦だが、基本層序V層の小礫に達し、凸凹している。逆茂木等の杭

痕跡は認められなかった。

(出土遺物〉遺物は出上しなかった。

(時期)出土遺物はないが、形状から縄文時代の陥し穴と判断した。

R D250陥 し穴状遺構 (第 16図、写真図版 2)

(位置・検出状況)C区中央部の遺跡南側段丘上の8C20～ 22t・ uグ リッドに位置し、削平されたⅣ層

中で検出した。畑作により開口部は一部破壊されている。

(重複関係〉なし。

(平面形 。規模〉平面形は長長方形基調の溝状を呈し、開田部・底部とも長軸長約33m、 開口部幅は

約65cm、 底部幅は約30cm、 検出面からの深さは約07mを波1る 。長軸方向は北北西―南南東である。
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3 検出された遺構
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Ⅳ 矢盛遺跡第27次調査

(埋土〉埋土は8層 に細分されるが、下半と最下層には流入と思われる黒ボク上が薄く堆積 し、全体

的には壁崩落と思われる褐色系上が堆積する。

(壁・底面〉壁は長軸南側下部が狭れるほかは、全体的に垂直気味に立ち上がる。底面は概ね平坦で、

逆茂木等の杭痕跡は認められなかった。

(出土遺物〉遺物は出土しなかった。

(時期)出土遺物はないが、形状から縄文時代の陥し穴と判断した。

R D251陥 し穴状遺構 (第 17図、写真図版3)

(位置・検出状況〉C区中央部の遺跡南側段丘上の7C25s～ 8Clr o sグ リッドに位置し、削平されたⅢ

層中で検出した。北端の上位は開発前の旧道で破壊されていた。

(重複関係〉なし。

(平面形・規模〉平面形は溝状を呈し、両端の下位がやや広くなっている。開口部の長軸長は3.3m前

後と推定され、幅約63cm、 底部では長軸長約31m、 幅は約15cmで、両端では25～ 33cm、 検出面からの

深さは約09mを測る。長軸方向はおよそ北―南である。

〈埋土)埋土は8層 に細分され、上位と最下層には流入と思われる黒ボク上、中位から下位には壁崩

落と思われる褐色系上が堆積する。

(壁・底面〉壁は全体的に垂直気味に立ち上がり、短軸の上位はやや外反する。底面は概ね平坦で、

逆茂木等の抗痕跡は認められなかった。

(出土遺物〉遺物は出上しなかった。

(時期〉出土遺物はないが、形状から縄文時代の陥し穴と判断した。

R D252陥 し穴状遺構 (第 17図、写真図版 3)

(位置 。検出状況〉C区中央部の遺跡南狽1段丘上の8C16q・ rグ リッドに位置し、削平されたⅣ層中で

検出した。覆土の判別が難しく、ベルトを除きV層上面の黒色上の砂礫層まで掘り下げてしまった。

(重複関係〉なし。

(平面形・規模〉平面形は溝状を呈し、開口部で長軸長約 3m、 幅約67cm、 底部では長軸長約33m、

幅約18cm、 検出面からの深さは約07mを測る。長軸方向は北西―南東である。

(埋土〉埋土は3層 に細分されるが、全体的に壁崩落と思われる褐色系上の堆積である。

(壁・底面〉壁は長軸西側下部が袋状となり、上位は両端とも内湾しながら立ち上がり、短軸は外反

して立ち上がる。底面は概ね平坦と思われ、逆茂木等の杭痕跡は不明である。

(出土遺物)遺物は出土しなかった。

(時期〉出土遺物はないが、形状から縄文時代の陥し穴と判断した。

R D253陥 し穴状遺構 (第 17図、写真図版 3)

(位置・検出状況〉C区中央部の遺跡南側段丘上の8C20q。 19。 20rグ リッドに位置し、削平されたⅣ

層中で検出した。畑作により開口部は一部破壊されている。

(重複関係〉なし。

(平面形・規模〉平面形は長長方形基調の溝状を呈し、開口部・底部とも長軸長約2.6m、 開口部幅は

約57cm、 底部幅は約21cm、 検出面からの深さは約0.85mを 測る。長軸方向は北東一南西である。

(埋土〉埋土は5層 に細分されるが、全体的に壁崩落と思われる褐色系上で、上位と最下層には流入
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3 検出された遺襦
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Ⅳ 矢盛遺跡第27次調査

した黒ボク上が滲むように混じる。

(壁・底面〉壁は全体的に垂直気味に立ち上が り、短軸の上位はやや外反する。底面は概ね平坦で、

逆茂木等の杭痕跡は認められなかった。

(出土遺物〉遺物は出土しなかった。

(時期〉出土遺物はないが、形状から縄文時代の陥し穴と判断した。

R D254陥 し穴状遺構 (第 18図、写真図版 3)

(位置・検出状況)C区中央部の遺跡南側段丘上の9Cll・ 12・ p・ qグ リッドに位置し、削平されたⅣ

層中で検出した。

(重複関係)な し。

(平面形・規模〉平面形は溝状を呈し、開口部・底部とも長軸長約 3m、 開口部幅は約70cm、 底部幅は

約14cm、 検出面からの深さは約0.8mを測る。長軸方向は北西一南東である。

(埋土〉埋土は6層 に細分されるが、全体的に壁崩落と思われる褐色系上で、上位と最下層には流入

した黒ボク土が滲むように混じる。

(壁・底面)壁 は全体的に外傾して立ち上がり、上位はやや外反する。底面は概ね平坦だが、基本層

序V層の小礫に達して凸凹している。逆茂木等の杭痕跡は認められなかった。

(出土遺物〉遺物は出上しなかった。

(時期〉出土遺物はないが、形状から縄文時代の陥し穴と判断した。

R D255陥 し穴状遺構 (第 18図、写真図版 3)

(位置・検出状況)C区中央部の遺跡南側段丘上の9C17w～ yグ リッドに位置し、削平されたⅣ層中で

検出した。東側の上位が畦畔溝により破壊されていた。

(重複関係〉なし。

(平面形・規模〉平面形は溝状を呈し、開口部で長軸長約34m、 幅約52cm、 底部では長軸長約35m、

幅約12cm、 検出面からの深さは約055mを 測る。長軸方向は東―西である。

(埋土〉埋土は5層 に細分されるが、全体的に壁崩落の褐色系上に黒ボク上が滲むように混じる。

(壁・底面〉壁は長軸西側下部が快れるほかは、全体的に垂直気味に立ち上がり、短軸上位はやや外

反する。底面は概ね平坦だが、基本層序V層の小礫に達して凸凹している。逆茂木等の杭痕跡は認め

られなかった。

(出土遺物〉遺物は出土しなかった。

〈時期〉出土遺物はないが、形状から縄文時代の陥し穴と判断した。

R D256陥 し穴状遺構 (第 18図、写真図版 3)

(位置 。検出状況〉 C区中央部の遺跡南側段丘上の8C6sグ リッドに位置する。RD261フ ラスコ状土坑

の精査中に底面と西側壁に本遺構の存在を確認したもので、検出面は削平されたⅢ層中になる。

(重複関係)RD261フ ラスコ状土坑と重複し、本遺構が切られる。

(平面形・規模〉平面形は溝状を呈し、開口部・底部とも長軸長約23m、 開口部幅は約50cm、 底部幅

は約15cm、 検出面からの深さは約 lmを測る。長軸方向は北西一南東である。

(埋土〉埋土は2層 に分層されるが、全体的に壁崩落の褐色系上に黒ボク土が滲むように混じる。

(壁・底面〉壁は長軸両端は下部から内湾気味に立ち上がり、短軸は垂直気味に立ち上がる。底面は
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3 検出された遺構
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Ⅳ 矢盛遺跡第27次調査

概ね平坦で、逆茂木等の杭痕跡は認められなかった。

(出土遺物〉遺物は出上しなかった。

(時期〉出土遣物はないが、形状から縄文時代の陥し穴と判断した。

R D257陥 し穴状遺構 (第 19図、写真図版 3)

(位置・検出状況〉C区中央部の遺跡南側段丘上の9C16o～ 16・ 17pグ リッドに位置し、削平されたⅣ

層中で検出した。

(重複関係〉なし。

(平面形・規模〉平面形は溝状を呈し、開口部・底部とも長軸長約4.4m、 開口部幅は約90cm、 底部幅

は約21cm、 検出面からの深さは約0.8mを 測る。長軸方向は北西―南東である。

(埋土〉埋土は6層 に細分されるが、上位には黒ボク上が滲むように混じる褐色土、下位には壁崩落

と思われる褐色系土、中位と最下層には流入と思われるクロボク上が堆積する。

(壁・底面)壁は長軸西側は下部から内湾気味に、ほかは全体的に外傾して立ち上がり、短軸上位は

外反する。底面は概ね平坦で、逆茂木等の杭痕跡は認められなかった。

〈出土遺物〉遺物は出上しなかった。

(時期〉出土遺物はないが、形状から縄文時代の陥し穴と判断した。

R D258土坑 (第 19図、写真図版4)

(位置・検出状況〉C区北部の遺跡中央低地の6D20bグ リッドに位置し、V層砂礫層中で検出した。

(重複関係〉なし。

(平面形 。規模〉平面形は、開口部130× 75cmの略楕円形を呈し、長軸方向はおよそ北―南である。

(埋土〉埋土は基本的には自然堆積と思われる黒ボク土の単層である。

(壁 。底面〉底面は北側が低く、南側と二つの九鍋底形を呈し、壁は九みのある底面から明瞭な稜を

持たずに緩やかに外傾して立ち上がる。深さは約12cmを 測る。

〈出土遺物〉遺物は出上しなかった。

(時期〉判断材料が無く、不明である。

R D259土坑 (第 19図、写真図版4)

(位置・検出状況〉C区北部の遺跡中央低地の7C9t・ uグ リッドに位置し、旧河道の北岸縁辺部のⅢ層

中で検出した。確認時の状況からは掘り込み面はⅢ層上面より上位にあると思われる。

(重複関係〉なし。

(平面形・規模〉平面形は歪な略円形を呈し、開回部で77× 68cmを 測る。

(埋土〉埋土は基本的には自然堆積と思われる黒ボク上の単層で、上位に廃棄と思われる炭化物と焼土

がブロック状に混じる。

〈壁・底面〉底面は九鍋底形を呈し、壁は九みのある底面から比較的明瞭な稜を持ってタト傾して立ち

上がる。深さは約18cmを 測る。

(出土遺物〉遺物は出上しなかったが、炭化物はクリの木との鑑定を得た。

(時期〉半J断材料が無く、不明である。
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3 検出された遺構

R D260土坑 (第 19図、写真図版4)

(位置。検出状況〉C区中央部の遺跡南側段丘上の8C7x・ yグ リッドに位置し、Ⅲ層中で検出した。確

認時の状況からは掘り込み面はⅢ層上面より上位にあると思われる。

(重複関係〉なし。

(平面形・規模〉平面形は開口部径約75cmの歪な略円形を呈する。

(埋土〉埋土は基本的には自然堆積と思われるⅢ層起源の黒ボク土の単層である。

(壁・底面〉底面は丸鍋底形を呈し、壁は丸みのある底面から明瞭な稜を持たずに緩やかに外傾して

立ち上がる。深さは約15cmを 測る。

(出土遺物〉遺物は出土しなかった。

(時期〉判断材料が無く、不明である。

R D261フ ラスコ状土坑 (第 19図、写真図版 3)

(位置 。検出状況〉C区中央部の遺跡南側段丘上の8C6sグ リッドに位置し、Ⅲ層中で検出した。

(重複関係〉RD256陥 し穴状遺構と重複し、断面観察から本遺構が新しい。

(平面形・規模〉平面形は略楕円形を呈し、規模は開田部で180× 140cm、 底部は170× 140cmを 測る。長

軸方向はおよそ北西―南東である。深さは約65cmを 測る。

(埋土〉埋土は9層 に細分されるが、上位に流入と思われる黒ボク上、中位は黒ボク土混じりの掲色

系土、下位には壁崩落と思われる褐色土と大別される自然堆積である。

(壁・底面〉断面形はほぼフラットな底面から内湾し、開口部は外反するフラスコ状を呈する。底面

中央に西―東方向のRD256陥 し穴状遺構があり、精査段階では底面ピット等は確認できなかった。

(出土遺物〉遺物は出土しなかった。

(時期〉出土遺物がないが、形状と重複関係から縄文時代のフラスコ状土坑と判断した。

R D262土坑 (第 19,25図、写真図版 4・ 7)

(位置・検出状況)C区中央部の追跡南側段丘上の9C15pグ リッドに位置し、削平されたⅣ層中で検出

した。検出時には小破片ながら摩耗していないしっかりした土師器杯破片が確認された。

(重複関係〉なし。

(平面形・規模〉平面形は、開口部径約90cmの略円形を呈する。深さは約 5 cmを測る。

(埋土〉埋土は基本的には自然堆積と思われる黒ボク上の単層である。

(壁・底面)断面形は削平されて皿状を呈し、やや丸みのある底面から壁は明瞭な稜を持たずに緩や

かに外傾して立ち上がる。底部付近のみ遺存していた。

(出土遺物)検出面から摩滅していない土師器郭破片が 2点 ・約 6g出土した。図呑 1は 口縁部片で

ある。

(時期〉出土遺物及び周辺遺構との配置状況から古代～中世と推定される。

c 溝跡

R G012溝跡 (第 20図、写真図版4)

(位置・検出状況〉C区南端の遺跡南側低地の1lC15～ 18・ o～yグ リッドに位置し、Ⅲ～Ⅳ層面で検出

した。

(重複関係〉なし。
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3 検出された遺構

(走向・規模〉西北西―東南東方向に走向し、南側に向かい緩やかに屈曲している。西端は南側の旧

河道に繁がり終わるようだが、東方は隣接する第9次調査に続くが、東端は消失している。検出した

部分の長さ約19m、 開口部幅は80～ 110cm、 底部幅は約60cmを 測る。 9次調査分との総延長は約30mを

測る。

(埋土〉埋土は下層ほど褐色砂質上が多く混入する黒ボク系± 2層からなる自然堆積である。

(底面 。壁〉横断面形はやや丸みのある底面から明瞭な稜を持たずに外傾して立ち上がる。底面は部

分的に基本層序V層 に達している。深さは翌片20cmを 測る。底面標高は西側に向い 9 cm程低くなる。

(出土遺物)遺物は出土しなかった。

(時期)判 断材料が無く、不明である。 9次調査では現畦畔以前の区画溝としているが、根拠に乏し

いものと思われる。

R G014溝跡 (第 20図、写真図版4)

(位置・検出状況〉 C区中央部の遺跡南側段丘上の9C23・ 24x・ y～ 9D24・ 25a・ bグ リッドに位置し、

削平されたⅣ層中で検出した。

(重複関係〉RG013と 重複し、断面観察から本遺構が古い。

(走向 。規模〉西北西一東南東方向に直線的に走向している。西端はRG0131こ 切られて終わっており、

RG013と 重なるように屈曲していた可能性も考えられ、時期差はほとんどないものかもしれない。東

方は隣接する第 9次調査区を経て第14次調査区まで続き、東端は畑地で削平され消失している。検出

した部分では長さ約7.4m、 開口部幅はおよそ80cm前後、底部幅は約50cmを 測る。 9次・14次調査分と

の総延長は約45,lmを測る。

(埋土〉埋土は基本的には自然堆積と思われる黒ボク上の単層である。

(底面 。壁〉底面は植栽痕による小さな凸凹があり、壁はやや九みのある底面からやや稜を持って外

傾して立ち上がり、深さはおよそ15cm前後を測る。西側には開口部95× 50cmの楕円形の落ち込みがあ

り、底面はおよそ平坦で壁は外傾して立ち上がり、溝底からの深さは約20cmを 測る。精査時の埋土状

況からは溝と一連のものと思われる。底面標高は東側に向い10cmほ ど低くなる。

(出土遺物)遺物は出土しなかった。

(時期〉RG013・ 021(025)と の重複関係から平安時代から中世と推定される。

R G013溝跡 (第 21図、写真図版 5)

(位置・検出状況)C区中央部の遺跡南側段丘上から南部の遺跡南側低地にかけての9D18～21a～ c、

9C21～ 25w～ y、 10Cl～25m～ w、 1lClmグ リッドに位置し、中央部段丘上では削平されたⅣ層中で検

出した。南部低地では基本層序工層と遺構覆上の判別が道わず、結果的にⅢ層上面で検出したが、本

来の掘り込み面はⅡ層上面と考えられる。旧河道最深部では掘り込みがⅢ層に達していなかったため、

一部確認できずに途切れてしまっている。

調査区の離れた第 9。 14次調査と第11次調査で別名で登録されていたが、今次調査で一連の遺構と

判明したため、若い方の番号で扱うこととした。

(重複関係〉RG014・ 021溝跡と重複し、断面観察から本遺構よりRG021溝 跡が新しく、RG014溝跡が

古い。

(走向・規模〉北北東一南南西方向に直線的に走向している。南方は隣接する第11次調査区 (RG022溝

跡)に続き、南端は遺跡南限の堰に至る。北方は隣接する第 9次調査区を経て第14次調査区まで続き、
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Ⅳ 矢盛遺跡第27次調査

A

RG012

Hと123諏
A B

RC012
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RGO12

歩縦賜〕儲期幣癬需靴艤、麹盤混じり

RG014

車■1233m
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鴻 工 (魏 >縮,私 活性有、鶏 色粒少鐘
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第20図  R G912・ 014溝跡
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-39-



3 検出された遺構

調査区外

RG013(022)

RG021(025)

調査区外

RG021
(025)

RG013
(022)

A

RG013

H=1233m

D

RG013・ 021

H=1229m

B

RG021

H=1234m

RG013・ 021

H=1233m
E

C

RG013・ 021

H=1232m

調査区外

0

畔跡

10m

RG013
1 10YR2/1(黒 色)締 りやや有、粘性有、黄褐色粒微量
2 ЮYR3/1(黒褐色)締 り有、粘性有、黄掲色粒少量
3 10YR3/3(暗 褐色)締 り有、粘性有、黄褐色土 と黒色土混 じり
4 10YR2/3(黒 褐色)締 り有、粘性有、黄褐色土多量

RC021
1 10YR2/1(黒 色)締 りやや有、粘性有、黄褐色粒微量
2 10YR3/1(黒 褐色)締 り有、粘性有、黄褐色粒少量
3 10YR2/2(褐 色)締 り極めて有、粘性有、黄褐色粒微量
4 10YR3/2(黒 褐色)締 り有、粘性有、黄褐色上多量
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Ⅳ 矢盛遺跡第27次調査

西北西方向に屈曲する。西端は今次C区調査区の中央部に至るが、畑地で削平され消失 している。検

出した長さは、途切れた部分 も含めて推定約75m、 開口部幅は40～65cm前後、底部幅は20～ 35cmを 測

る。 9次 。11次 ・14次調査分との総延長は約143mを 測る。

(埋土〉埋土は黒ボク土系の4層 に細分され、下層ほど褐色土が混じる自然堆積である。

(底面・壁〉底面は植栽痕による小さな凸凹があるが、およそ平坦で、壁は底面から明瞭な稜を持っ

て外傾して立ち上がり、横断面形はおよそ逆台形様を呈する。深さは10～35cmを 測る。底面標高は地

形に沿うように南北両方向から南部低地の北側にある旧河道に向い低くなる。

(出土遺物〉遺物は出上しなかった。

(時期〉RG021(025)溝跡との重複関係や軸方向からは中世の区画溝と推測されるが、14次調査では

出土遺物から近世後半と判断されている。出土地点や状況の詳細が不明なため、不確かではあるが、

周辺は畑地で畝間や作物】又穫時の掘削があり、必ずしも伴う遺物とは断定できないものと思われる。

R G021溝跡 (第 21図 、写真図版 5)

(位置・検出状況)C区中央部の遺跡南側段丘上から南部の遺跡南側低地にかけての9C18～ 25n～ w、

10Cl～25m～wグリッドに位置し、中央部段丘上では削平されたⅣ層中で検出した。南部低地では基

本層序Ⅱ層と遺構覆土の判別が道わず、結果的にⅢ層上面で検出したが、本来の掘り込み面はⅡ層上

面と考えられる。旧河道最深部では掘り込みがⅢ層に達していなかったため、一部確認できずに途切

れてしまっている。

第11次調査において調査地内で離れていた走向方向の異なる2条の溝跡として別個に登録されてい

たが、今次調査で一連の遺構と判明したため、若い方の番号で扱うこととした。

(重複関係)RG013溝跡と重複し、断面観察から本遺構が新しい。

(走向・規模〉北側は西北西―東南東方向に走向し、RG013溝跡と重複する部分から南西方向におよそ

直角に屈曲して北北東―南南西方向に直線的に走向する。南方は隣接する第11次調査区に続き、南端

は遺跡南限の堰に至る。北側西方は隣接する第11次調査区(RG025溝跡)を経て第12次調査区まで続き、

中世環濠居館の堀の北東隅に繁がっている。検出した長さは、途切れた部分も含めて推定約78m、 開

口部幅は40～60cm前後、底部幅は20～ 30cmを 測る。11次 。12次調査分との総延長は約124mを 測る。

(埋土〉埋土は黒ボク土系の4層 に細分され、下層ほど褐色土が混じる自然堆積である。

(底面 。壁〉底面は植栽痕による小さな凸凹があるが、およそ平坦で、壁はやや九みのある底面から

明瞭な稜を持って外傾して立ち上がり、横断面形はおよそ逆台形様を呈する。深さは10～35cmを 測る。

底面標高は地形に沿うように南北両方向から南部低地の北側にある旧河道に向い低くなる。

(出土遺物〉遺物は幾分摩滅した土師器郭の小破片が 3点出土した。

(時期〉12次調査では時期不明としながらも、環濠居館の堀跡との接合部の状況や軸方向から中世もし

くはそれ以前の可能性も示唆されており、出土遺物と状況から平安時代から中世の区画溝と推定され

る。

R G040溝跡 (第22図、写真図版 5)

(位置・検出状況〉B区の遺跡南側段丘上の8C6～ 19e・ fグ リッドラインに位置し、Ⅲ～Ⅳ層面で検出

したが、Ш層が残っていて遺存状況が比較的良好な中央部の検出面で火山灰が確認されており、本来

の掘り込み面は削平されたⅡ層面であったと思われる。

(重複関係〉RG077溝跡と重複し、断面観察から本遺構が古い。
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3 検出された遺構

調査区外

0                 1:100                5m

RG046

A  H=1237m   止

1

B'B

RG046

H=1237m

1

RG040

H=1238m

RC046
1 10YR3/1(黒褐色)締 り有、粘性有
2 1∝R2/3(黒 褐色)締 りやや有、粘性有、黄褐色土少量

3 10YR3/4(暗 褐色)締 り有、粘性有、黄褐色土多量

BA A'

RG040

H=¥Ym火山灰

RC040
1 10VR2/1(黒 色)締 り有、粘性有、部分的に上層に火山灰あ り
2 10YR3/1(黒 褐色)締 り有、粘性有
3 10YR3/2(黒 褐色)締 り有、粘性有、黄褐色土混 じり

0          1:40          2m

R G040・ 046渾 S,亦
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Ⅳ 矢盛遺跡第27次調査

(走向・規模〉南―北方向に幾分蛇行しながらほぼ直線的に走向する。南方は一部途切れながらも第12

次調査を経て第11次調査区 (RG019溝跡 ?)ま で続き、遺跡南限の堰まで達するが、北側の延長は12

次調査北北区の段丘縁辺から北側低地まで削平されていたため、確認されていない。ただし、今次調

査区の北から西側にかけての隣接地は未調査地であり、この部分で西狽1に折れ曲がっている可能性も

考えられる。検出した部分では長さ約25.5m、 開口部幅は55～ 74cm、 底部幅は28～ 38cmを測る。11次・

12次調査分との総延長は約155mで ある。

(埋土〉埋土は下層に褐色砂質上が混入する黒ボク系± 3層 と検出面で一部ブロック状に火山灰が堆積

する4層 に細分される自然堆積である。

(底面・壁〉底面は植栽痕による小さな凸凹があるが、およそ平坦で、壁はやや丸みのある底面から

明瞭な稜を持ってタト傾して立ち上がり、横断面形はおよそ逆台形様を呈する。深さは10～ 30cmを 測る。

底面標高は北側から南側に向かい32cm低 くなる。

(出土遺物〉遺物は出土しなかった。

(時期〉出土火山灰の分析結果から平安時代と判断された。12次調査の判断同様に底面標高差からつF水

路と思われる。

R G046溝跡 (第 22図、写真図版 5)

(位置 。検出状況〉 C区中央部の遺跡南側段丘上の8Cl,2v～ y、 8D2～ 4a～dグ リッドに位置し、削平

されたⅣ層中で検出した。

(重複関係〉なし。

(走向・規模)西北西―東南東方向に直線的に走向する。北方は旧道で破壊され消失している。東方

は第14次調査区に続くが、遺存状況が悪く途切れている。検出した部分では長さ約16.5m、 開田部幅

は45～ 55cm、 底部幅はおよそ40cm前後を測る。14次調査分と合わせた推定される総延長は約40mであ

る。

(埋土〉埋土は3層 に細分されるが、基本的には黒ボク系土で下位程褐色土が混じる自然堆積である。

(底面・壁〉底面は植栽痕による小さな凸凹があるが、およそ平坦で、壁は底面から明瞭な稜を持っ

て外傾して立ち上がり、横断面形はおよそ逆台形様を呈する。深さはおよそ10cm前後を測る。底面標

高は西側から東側に向かい5 cmほ ど低くなる。

〈出土遺物〉遺物は出上しなかった。

(時期〉判断材料が無く、不明である。

R G077清跡 (第 23図、写真図版 6)

(位置・検出状況〉B区の遺跡南側段丘上の8B9～ 1lu～ y、 8Cll～ 15a～ jグ リッドに位置し、Ⅲ～Ⅳ層

面で検出した。

(重複関係〉RG040,078～ 080溝跡と重複し、検出状況と断面観察からRG040溝跡とRG080溝跡は本遺

構より古く、RG079溝跡は新しい。RG078溝跡は覆土状況では判断できず、同時期の可能性が考えら

れる。

(走向・規模)西北西 ―東南東方向に走向し、西側でクランク状に 2度屈曲する。西側は調査区外 に

続 くようだが、東側の隣接する第12次調査北北区では連続する溝跡は検出されていない。近接する今

次調査のC区でも畑地で削平され、延長方向では検出されなかった。検出した部分では長さ約32m、

開口部幅は40～ 70cm、 底部幅約21～ 24cmを 測る。
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3 検出された遺構

(埋土〉埋土は下層ほど褐色土が多く混入する黒ボク系±2層 からなる自然堆積である。

〈底面・壁〉底面はやや九みがあり、植栽痕による小さな凸凹がある。壁は底面から明瞭な稜を持た

ずに外傾して立ち上がり、部分的に開口部が外反している。横断面形はおよそ逆さの蒲鉾形を呈する。

深さは15～35cmを 波Iる 。底面標高は西側から東側に向かい 9 cmほ ど低くなる。

(出土遺物〉遺物は出土しなかった。

(時期)判 断材料が無く、不明である。

R G078溝跡 (第23図、写真図版 6)

(位置・検出状況〉B区の遺跡南側段丘上の8B6～ 16s～wグ リッドに位置し、Ⅲ～Ⅳ層面で検出した。

(重複関係〉RG077・ 080溝跡と重複し、検出状況と断面観察からRG080溝跡より新しいが、RG077溝

跡とは覆上の状況では判断できず、同時期の可能性が考えられる。

(走向。規模〉北北東―南南西方向に直線的に走向し、南側で西方向に緩やかに屈曲するが、南端は

攪乱で破壊されており、不明である。北側は調査区外に延びる。検出した部分では長さ約20.5m、 開

田部幅は30～ 60cm、 底部幅約20cm前後を測る。

(埋土〉埋土は下層ほど褐色土が多く混入する黒ボク系±2層 からなる自然堆積である。

(底面・壁〉底面はやや九みがあり、植栽痕による小さな凸凹がある。壁は底面から明瞭な稜を持た

ずに外傾して立ち上がり、部分的に開口部が外反している。横断面形はおよそ逆さの蒲鉾形を呈する。

深さは14～26cmを 測る。底面標高は北側から南側に向かい26cmほ ど低くなる。

(出土遺物〉遺物は出上しなかった。

(時期)判断材料が無く、不明である。

R G079溝跡 (第 23図、写真図版 6)

(位置 。検出状況〉B区の遺跡南側段丘上の8B6～ 10t～ vグ リッドに位置し、Ⅳ層面で検出した。

(重複関係〉RG077溝跡と重複し、断面観察から本遺構が新しい。

(走向・規模〉北北東―南南西方向に直線的に走向する。南北両側とも調査区外に延びる。検出した

部分では長さ約 9m、 開口部幅は25～ 35cm、 底部幅約15cm前後を測る。

(埋土〉埋土は、基本的には下層に褐色上が混入する自然堆積の黒ボク上の単層である。

(底面 。壁〉底面はやや丸みがあり、植栽痕による小さな凸凹がある。壁は底面から明瞭な稜を持っ

て外傾して立ち上がる。横断面形はおよそ逆さの蒲鉾形を呈する。深さは11～ 22cmを測る。底面標高

は南側から北側に向かい 6 cmほ ど低くなる。

(出土遺物〉遺物は出土しなかった。

(時期)判断材料が無く、不明である。

R G080溝跡 (第 23・ 25図、写真図版 6・ 7)

(位置・検出状況〉B区の遺跡南側段丘上の8B6～ 14s～wグ リッドに位置し、Ⅲ～Ⅳ層面で検出した。

(重複関係〉RG077溝跡、RG078溝跡と重複し、断面観察から本遺構が古い。

(走向・規模〉北北東―南南西方向に直線的に走向する。南北両側とも調査区外 |こ 延びる。検出した

部分では長さ約173m、 開口部幅は52～ 90cm、 底部幅は20～ 25cm前後を測る。

(埋土)埋土は下層ほど掲色土が多く混入する黒ボク系±2層からなる自然堆積である。

(底面・壁〉底面はやや丸みがあり、植栽痕による小さな凸凹がある。壁は底面から明瞭な稜を持た

-44-



絲 L 調査区外

＼

RG078

H=l乏&7m

RG078
1 10マ R2/1(黒 色)締りやや若、粘性有
2 ЮYR3/1(黒褐色)締りやや有、路性右、黄褐色土少量

RG080

H=1237五

CICB

B'BD'D

RG078'980

H=1237m
2 1

AA A

RG077

H=蟻、7m r

RGOS0
1 10YR2/1(黒色う締り有、粘性有、責褐色土少量
2 10YRγ 2(暴褐色)締 り有、粘佐有、黄褐●土少量

0                      1:150                     10即

調査区外

RG077
1 19YR2/2(黒 褐色)締り有―粕性有
2 10YR2/8(黒 褐色)締 り有、粘性有、

黄褐色土混 じ,

0              1:40             2m

Ⅳ 矢盛遺跡第27次調査

RG079

H=1237m

RC079
1 10YR2/3(黒 褐色)締 り有、粘性右、

黄褐色土まじり

RG077

H=1237m

調査区外

第23図  R G077～ 030溝跡
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3 検出された遺構

ずに外傾して立ち上が り、部分的に開口部が外反している。横断面形は浅い皿形を呈する。深さは7

～12cmを 測る。底面標高差はほとんどなく、およそ平坦である。

(出土遺物)遺物は18世紀前半と思われる肥前産磁器のくらわんか手碗片 1点 (図番 6)が出土した。

(時期〉出土遺物から近世後半に属すると思われる。

R G081溝跡 (第 24図、写真図版 6)

(位置・検出状況〉 C区北部の遺跡中央部低地の北側縁辺の6C9q～ y、 6D9aグ リッドラインに位置し、

削平されたⅣ～V層 中で検出した。

(重複関係〉RE024竪穴状遺構と重複するが、新旧関係については遺存状況からは判断できなかった。

(走向 。規模)お よそ西―東方向にやや蛇行して走向する。東端はRE024竪穴状遺構と接して終わり、

西方は第12次調査北北区に続くが、雨裂により消失している。検出した部分では長さ約18m、 開口部

幅は45～ 55cm、 底部幅は30～34cm前後を測る。

(埋土〉埋土は 5層 に細分される黒ボク系上で中位には褐色土が混じり、最下層は細粒の水成と思われ

る自然堆積である。

(底面 。壁〉底面はやや丸みがあり、壁は丸みのある底面から比較的明瞭な稜を持って外傾して立ち

上がり、横断面形はおよそ逆さの蒲鉾形を呈する。深さは19～ 30cm前 後を測る。底面標高は西側から

東側に向かい 7 cmほ ど低 くなる。

(出土遺物〉遺物は出土しなかった。

〈時期)判 断材料が無く、不明である。

R G082溝跡 (第 24・ 25図、写真図版 6。 7)

(位置・検出状況〉 C区中央部の遺跡南側段丘上の北側縁辺の7C14～ 16x・ y、 7D16～21a～dグ リッド

に位置し、削平されたV層 中で検出した。

(重複関係〉なし。

〈走向・規模〉およそ北西―南東方向に直線的に走向し、南側がカーブを描いて直角に南西に屈曲し

ている。南北両端とも現代の掘削により破壊され、消失している。検出した部分では長さ約18.5m、

開口部幅は40～ 63cm、 底部幅は15～ 20cm前後を測る。

(埋土〉埋土は 8層 に細分されるが、上位は黒ボク系土、下位は褐色系土に大別される下層には細粒

の水成と思われる自然堆積である。

(底面 。壁〉底面はおよそ平坦で、壁は底面から明瞭な稜を持って外傾して立ち上がり、横断面形は

およそ逆台形を呈する。深さは15～ 40cmを測る。底面標高差はほとんどなく、およそ平坦である。

(出土遺物〉遺物は18～ 19世紀と思われる白磁片 1点 (図番 7)が出土した。

(時期〉近世後半～近代の水路と思われる。

R G083溝跡 (第 24図、写真図版 6)

(位置・検出状況〉 C区中央部の遺跡南側段丘上の8C10。 1lr～ uグ リッドに位置し、Ⅲ～Ⅳ層中で検

出 した。

(重複関係〉なし。

(走向 。規模〉およそ東―西方向に直線的に走向する。東西両端とも削平により消失している。検出

した部分では長さ約6m、 開口部幅は約30cm、 底部幅はおよそ17cm前後を測る。
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RG082

RG082

B  H=1236m

1

A'

RG083

A  H=1236m 上

k

RG083
1 10YR3/1(黒 褐色)締 りやや有、粘性有

RG082
C'C

H=1236m

RG082

H=1236m

B'

B'B

RG081

H=1232m

A'A

10YR2/3(黒褐色)締 り有、粘性無、砂質、

黄褐色土混 じり

10YR3/4(暗褐色)締り有、粘性無、細粒

10YR2/2(黒褐色)締 り有、粘性やや有、

やや砂質、黄褐色土混 じり

10YR2/1(黒 色)締 り有、粘性やや有、細粒

A

RG083

o                  l:100                 5m 2m

RG081

H=1233m

RG081
1 10YR3/1(黒褐色)締 り有、粘性やや有、

やや砂質

RG082
1 10YR3/1(黒褐色)畑の耕作土

2 10YR2/2(黒 掲色)締 り有、粘性有、黄掲色土少量まじり

3 10YR3/4(暗 掲色)締 り無、粘性有、黄褐色土に黒木土混 じり

4 10YR2/3(黒 褐色)締 り無、粘性有、黄褐色土微量

5 10YR4/3(に ぶい黄褐色)締 り無、粘性無、細粒、水成堆債

6 10YR2/3(黒 褐色)締 り無、粘性有、黄褐色土微量

7 ЮYR4/6(褐色)締 り無、粘性有、黄褐色土多量

8 10YR4/2(灰 黄褐色)締 り無、粘性無、砂質 水成堆積

RE024

第24図 R G081～ 083溝 ,亦

1 :40
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3 検出された遺構
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第 3表 遺物観察表

図番 出上位置・層位 器種・部位 産地・年代 文様 (内面/外面)・ 釉調
法量 (cm) 重量

g 備考
口径 器高 底径

1

CttRD262
埋土

土師器郭
口縁部

ロクロロ

2
AttRB064・ SPll

埋土

陶器碗

口縁部

不明

18-19c ?
施釉/口縁部施釉

AttRE 022ベ ル ト

埋土

陶器土瓶

体部

大堀相馬

19c
無釉/平行線

AttRE022
埋土

磁器皿・底部
肥前
18c前

見込蛇の目釉剥ぎ/高台無釉

5
AttRG065ベ ルト

埋土
陶器碗・体部

大堀相馬
18⌒-19c

透明釉

BttRG080北 側

埋土

磁器碗

体～底部

肥前
18c前

/草花文 229
くらわん

か手

7
CttRG082

埋土

白磁壷 ?

体部

不明(中 国 ?)

中世 ?
122

A区攪舌L
磁器碗

体～底部

清 (中 国)

18後～19c
見込み宝文 ?/草花文 (58) (69) 焼き継ぎ

9
A区南半木根周辺

黒褐色土上半

磁器碗
回縁部

清 (中国)

18後～19c
雷文/草花文 (104) 1■7

10
A区北半木根周辺

I層
陶器碗
回縁部

肥前
17末～18c前

透明釉・灰責 (103) (54)

A区南半木根周辺
陶器火鉢
回縁部

瀬戸・美濃

19c
無釉/緑釉

A区北半盛±2

下層

陶器碗

口縁部

大堀相馬
18～ 19c

透明釉 (82) (41) 156

C区中央部南西

表土
陶器土瓶
回縁部

大堀相馬
19c

無釉/平行線 (77) (28)

A区北半木根周辺

I層
陶器碗
回縁部

肥前
18c前

/二重網 目文 297
くらわん

か手

B区・表土
陶器碗

口縁～底部

肥前
19c前

平行線/宝文 ? (107) (33) 端 反

B区・表土
陶器碗
口縁部

瀬戸
19c前

見込み字文/不明 端 反

A区北半木根周辺

I層
陶器碗
口縁部

瀬戸
19c前

平行線/不明 端反

C区中央部北側
盛土

磁器皿

底部 肺
‐８ｃ後

見込み松竹梅繁ぎ・蛸唐車
/平行線・裏銘

B区・表土
磁器蓋
口縁部 廟

‐８ｃ後
四方欅文/雲文 ? (101)

A区北半盛±2

下層

磁器皿

口縁～底部

東北在地 ?

19c中

見込み松竹梅繁ぎ・みじん唐草
文/唐草文・蛇の目凹形高台

(148) 1918

図番 出土地点・層位 器種 残存部位
長さ・宿

(cm)

幅

ｃｍ
隣
くｃｍナ

重量

(g)
備考

A区 ・RB063・ SP8・ 埋土上層 釘 完形 ? 356

C区 中央北側・表土 寛永通宝 完形 24 155

C区 中央北側・表土 寛永通宝 完形

Ⅳ 矢盛遺跡第27次調査
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4 出土遺物

〈埋土〉埋土は、基本的には黒ボク土の単層の自然堆積である。

(底面・壁〉底面は植栽痕による小さな凸凹があるが、およそ平坦で、壁は明瞭な稜を持たず外傾し

て立ち上がる。深さはおよそ 5 cm前 後を測る。底面標高差はほとんどなく、およそ平坦である。

(出土遺物〉遺物は出土しなかった。

(時期〉判断材料が無く、不明である。

4 出 土  遺 物

今回の発掘調査では古代、中・近世、近代の遺物 (第 25図)が中コンテナで 1箱弱程度出上 した。

遺構内から出土したものは数′点の上師器を除くと7点のみで、古代以外の遺物のほとんどは遺構外出

上である。

出土量としては土地利用によるものと思われるが、近世から宅地であった地境となるA区 に偏って

おり、特に境界林であつた木根の周辺から陶磁器が多く出土している。古くは17世紀末～18世紀前葉

の肥前産陶器 (図番10)か ら現代のものまである。近代以降のものを除くと、ほとんど18～ 19世紀の

ものであり、屋敷が機能していた年代を示していると思われる。B区は畑地であったが、しばらく作

付されておらず、旧耕作土中に廃棄されたものが散見されたものである。C区は畑地と水田であつた

が、過去の隣接地調査の排土山となっており、少ない遺物の大半がこの盛り上中のものである。

各種遺物の出土量は、近世から近代にかけての陶磁器類が多く、大半は19世紀以降の産地不明のも

のである。産地・時期の特定可能なものは近世の肥前産陶磁器、福島県大堀相馬産陶器、瀬戸・美濃

産陶磁器、このほか清 (中 国)産磁器 2点、銭貨 2枚 。鉄製品 1点が出土しているが、小コンテナ半

箱にも満たない。遺構内出土遺物 8点を含め23点図示した。個別の説明は表に記載している。

と め

矢盛遺跡第27次調査によって得られた資料は、主な遺構 としては縄文時代と考えられる陥 し穴状遺

構13基 とフラスコ状土坑 1基、平安時代の溝跡 1条 と土坑 1基、中世と推定される溝跡 3条、近世の

掘立柱建物跡 3棟、時期不明の竪穴状遺構 3棟、土坑 3基、溝跡13条 などがある。縄文時代の遺構 と

近世の掘立柱建物跡は遺跡南側段丘微高地上に立地 しているが、溝ほかは地形的要素に捕 らわれない

分布状況である。

遺物は上述のとお りであり、遺構内出土遺物が少ないのは、時代を問わず個々の遺構の性格 と占地

状況によるものと思われる。

縄文時代の陥 し穴は、東側に隣接する14次調査の 2基 を合わせると遺跡南部では計15基の陥 し穴が

存在することが判明し、(14次調査区の東側について盛岡市教委が今年度28次調査を実施 してお り、陥

し穴数基が検出されている。)遺跡の北部 (6次調査ほか)と 同様に南部でも狩猟場 としての土地使

用が確認された。立地としては旧河道に挟まれた遺跡南部の段丘上の狭い範囲に分散 している。

形態的にはすべて溝状を呈 し、規模的には長軸長25m前後が 3基、3m前後が 7基、3.5m前後が 4

基、 4mが 1基の 4サイズ、幅は壁崩落などの影響の少ないと思われる底部における法量 として、や

や幅広の30cmが 1基あるほかは20cm未満が14基 とほとんど差異はない。すべて底面には逆茂木痕等は

認められない。配置状況等としては、長軸方向が西 ―東 3基、北西―南東 4基、北北西一南南東 2基、

北北東―南南西 3基、北東一南西 3基のものがある。形態・規模・配置で特に組み合わせに特徴は認
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Ⅳ 矢盛遺跡第27次調査

められない。重複 もなく、それぞれの位置間隔からみても、あまり規則性のない同時期のものである

可能性が高いと思われる。

第27図上は、盛南開発以前の地図に今次調査の溝跡と過年度調査済みの中世・古代の堀・溝跡を重

ねたもの、下は明治 5年に作成された飯岡新田地割絵図から作成 した模式図である。11・ 12次調査で

確認された中世の環濠屋敷を中心に地形・地害↓と対比 してみると、RG015環濠は東西の辺はやや外れ

ているものの南北の辺は現況の水田区画とほぼ合致してお り、概ね現代の区害」りと軸方向は一致 して

いる。絵図では環濠の南西隅に沿うように水田区画がクランク状になっている。環濠北東隅から東側

に繁がるRG021溝跡とこれと関連性の認められたRG013・ 014も 軸方向は一致するが、南側に屈曲した

部分は田区の中央を走向しており、近世から現代の水田区画と必ず しも合致 しない。このことからも

水田として区画される以前の中世における区画溝である可能性が高いと思われる。

いずれにしても上下図を対比 してみると分割された田畑 もあるが、宅地位置をはじめ、遺跡南部の

段丘とこの南側低地においては中世から近世 。近代を経て現代まで土地使用に際して区割 りはほとん

ど変動 しておらず、近世には居住区が低地から段丘上に移ったとして、低地を水田として土地使用す

るにあたつても中世末の土地区画の様相を引き継いでいることが地割上読み取れる。ちなみに追跡の

東南部で検出された十和田a火 山灰が出土 したRG040・ 008・ 009の平安時代の溝跡 3条は、地形や区割

りに捕 らわれない中世以降の溝跡とは軸方向を異にする配置となっている。時期不明の多数の溝跡に

ついては概ね水田区画と軸が一致 していることから、中世以降に帰属するものと推測される。

参考文献

2005『矢盛遺跡第6次発掘調査報告書』

(岩文振埋蔵文化財調査報告書第488集 )
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・矢盛遺跡第9次発掘調査報告書』

(岩文振埋蔵文化財調査報告書第508集 )

2008『矢盛遺跡第10,■次・向中野館遺跡第9次

・台太郎遺跡第58次発掘調査報告』

(岩文振埋蔵文化財調査報告書第516集 )

2008『平成19年度発掘調査報告書』

(岩文振埋蔵文化財調査報告書第524集 )

2009『矢盛追跡第12・ 13次発掘調査報告書』
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2009『矢盛遺跡第18・ 19次発掘調査報告書』

(岩文振埋蔵文化財調査報告書第555集 )

2010『平成21年度発掘調査報告書』

(岩文振埋蔵文化財調査報告書第571集 )
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V 野古 A遺跡第30次調査

1 遺跡の概要と調査歴

野古A遺跡は、岩手県盛岡市下鹿妻字北ほか (平成25年以降盛岡市向中野 3丁 目に地番変更予定)

に所在する。国土地理院発行の 2万5000分 の 1の地図「盛岡」NJ-54-13-14-2の 図幅に含まれ、

北緯39度40分54秒、東経141度 7分50秒 (世界測地系)付近、」R東北本線仙北町駅北西約1.5kmに位置

し、遺跡の北側を流れる雫石川によって形成された、低位の沖積段丘上に立地 している。この段丘面

には雫石川から北上川に向けてい くつかの氾濫源を持ちながら後背湿地が形成されてお り、遺跡内も、

自然堤防状の微高地と旧河道 (湿地)が入 り組んでいる (第 32・ 114図 )。 遺跡範囲は東西640m、 南北

400mを 図る (第 29図 )。 本遺跡周辺は、南東に飯岡沢田遺跡、北東側に熊堂B遺跡、北西に稲荷遺跡

が隣接 し、古代の集落跡 と古墳群が広がってお り、とくに近世以降の農業用水路によって分断されて

いる飯岡沢田遺跡とは、本来の地形的には一連の集落跡であると考えられる。

野古A遺跡はこれまでに29次 にわたる調査が、当埋蔵文化財センター・盛岡市教育委員会によって

行われてきている。平成22年度当初で、調査延べ面積は約48,000ゴ におよぶ。検出された竪穴住居跡

は80棟に手が届 くところで、周辺の遺跡同様に奈良・平安時代の集落跡である。また、上述の旧河道

への落ち際付近では陥 し穴状遺構 も多 くみつかってお り、縄文時代においては狩猟場としての利用さ

れていたようである。

2調 査 の 概 要

(1)調 査 区 の概 要

本次調査の範囲は遺跡の南東部に位置し、11,12・ 15。 19,21・ 23・ 24・ 29次調査区と隣接する。

調査区は 2箇所に分かれ、北側の狭い範囲を調査当時「飛び地」と称していたが、本報告書では、南

側の広い部分を「A区」、北側を「B区」と呼称していきたい。調査区の標高は123～ 125m、 A区内は

北東―南東方向に旧河道が 3本走 り、これに挟まれた状態で微高地が南北帯状に広がる。旧河道は北

西岸側の傾斜が強く落ち込んでいき、南東岸側は緩く立ち上がり微高地へと続く形状を持つ。

(2)グリッドの設定

グリッドの設定については、平面直角座標第X系 (日 本測地系)を用いた (第 30図 )。 過年度までの

調査同様、盛岡市教育委員会の方針に準じ、X=-35,000、 Y=25,000に 調査座標原点を設けた。この

原点を起点として

遺跡全体を覆うよ

うに、一辺50mの

大グリッドを設定

し、さらにこれを

一辺 2mの 小 グ

リッドに区割した。

大グリッドは原点

第 4表 基準点・区画割付杭一覧

日本測地系 世界測地系
H グリッド 杭 名

X Y X Y

-35600000 25790000 -35292306 25490428 1246591n 13Plu 基 1

-35550000 -35242305 25490429 125 278rn 12Plu 基 2

-35600000 25840000 -35292305 25540427 124 339rn 13Qlu ネ市1

-35670000 25770000 -35362307 25470428 123799m 14Pllk 干
冊

-35690000 25770000 -35382307 25470428 123890m 14P21k 補 3-1
-35530000 25790000 -35222305 125278m 1lP16u 補 3-2
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2 調査の概要

から南に算用数字の 1・ 2-、 東にアルフアベット大文字A・ B・ C… として「 lA」、「 lB」 と表

した。小グリッドは、北から南へ算用数字の 1～ 25、 西から東ヘアルフアベット小文字の a～ yと し

て「lAlbJ、 「3B2c」 と大グリッドと組み合わせて表現 した。実際の区画設定には、表の基準点を 2

点・区画割付杭を 4′点打設 し、これを用いた。

(3)基 本 層 序

本次調査の基本層序は以下の通 りである。

IA 10YR4/4褐 色 礫多量。盛土。

IB 10YR3/4暗掲色 表土。

Ⅱ 10YR2/1黒色 古代の遺構検出面。旧1可道内にのみ残存する。

Ⅲ 10YR2/3黒 褐色～10YR3/3暗 褐色 漸移層。

Ⅳ 10YR4/4褐 色 地山。地点によっては本層中に黒味のある砂の

薄層を挟む場合がある。

V 砂層 大区でのみ確認

Ⅵ 礫層 A区北西～B区でのみ確認

(4)遺構名 について

野外調査時は矢盛遺跡27次調査同様、遺構ごとに略号を設け、仮名称をつけた。その後室内整理時

に新たに掲載名称を付 したが、命名については盛岡市教育委員会に準 じ下記の略号を用いて行った。

竪穴住居跡…RA、 掘立柱建物跡…RB、 柱穴列…RC、 土坑…RD、 住居状遺構…RE、 炉・焼土跡…RF、

堀・溝跡…RG、 井戸跡…RI、 その他遺構…RZ

第 5表 遺構名対応一覧

掲載名 仮名称 掲載名 仮名称 掲載名 仮名称 掲載名 仮名称 掲載名 仮名称

RA071 SI-17 RA063 SI-06 RD142 SX-04 RE003 SI-16 RG029 SD-07

RA080 SI-14 RA097 SI-05 RD143 SX-05 RE004 SKI-01 RG030 SD-05

RA081 SI-08 RB005 SB-01 RD144 SN-09 RF005 SK-08 欠呑 SI-15

RA082 SI-07 RD126 SK-26 RD145 SK-25 RF006 SN-01 欠 番 SK-03

RA083 SI-09 RD SK-09 RD146 SK-21 RF007 SN-02 欠 番 SK-04

RA084 SI-04 RD SK-10 RD147 SK-22 RF008 SK-02 欠呑 SK-05

RA085 SI-02 RD SK-12 RD148 SK-24 RF009 SN-03 欠番 SK-07

RA086 SI-10 RD SK-13 RD149 SK-01 RF0 0 SN-04 欠番 SK-11

RA087 SI-12 RD SK-14 RD150 SK-29 RF0 l SK-20 欠番 SK-27

RA088 SI-13 RD SK-15 RD151 SX-06 RF0 2 SN-07 欠番 S必こ-28

RA089 SN-08 RD SK-06 RD152 SKT-06 RF0 3 SN-06 欠番 SK-30

RA090 Ｃ
∪ -11 RD SK-16 RD153 SKT-05 RF0 4 SN-05 欠 番 SKT-03

RA091 S -18 RD SN-10 RD154 SKT-08 RF0 5 SK-23 欠番 SKT-04

RA092 S -19 RD SK-17 RD155 SKT-12 RG0 5 SD-06 欠 番 SKT-07

RA093 Ｇ
０ -20 RD SK-18 RD156 SKT-09 RG022 SD-03 欠番 SKT-10

RA094 SI-21 RD SK-19 RD157 SKT-11 RG023 SD-02

RA095 SI-03 RD SX-01 RD158 SKT-13 RG024 SD-04

RA096 SI-01 RD SX-02 RD159 SKT-01 RG025 SD-01

RA056 SI-22 RD SX-03 RD160 SKT-02 RG028 SD-08

L‐ 1250m一

L‐ 1240m一

(I～Ⅳ層は 12Q21a付近、

V・ Ⅵ層は推定線)

第28図  基本土層図
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2 調査の概要
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V 野古A遺跡第30次調査

3 検出された遺構 と遺物

今回の調査区で検出した遺構は、竪穴住居跡21棟、掘立柱建物跡 1椋、土坑26基、陥 し穴状遺構 9

基、竪穴状遺構 2棟、焼土遺構11基、溝跡 8条である。遺物は土器・陶磁器・土製品・石器・金属製

品等が出土 している。

(1)竪 穴 住 居 跡

R A071竪穴住居跡 (第 33図 、写真図版12)

(位置・検出状況)A区 、南西部、13P25eグ リッド付近に位置する。地山層 (Ⅳ層)で黒褐色上の広

が りを確認 した。遺構壁に平行するように畑耕作痕が何条も走ってお り、平面形をはっきり検出する

ことはできなかった。

(重複関係〉なし。

(平面形 。規模〉検出された範囲は住居跡の東半、東壁2.98m、 北壁2,07m、 平面形は三角形である。

西半は23次調査区で検出されている。南壁は攪乱により消失し、両調査区の間には調査できなかった

範囲がある。そのため本遺構の全形を把握することはできていないが、南北38m、 東西35m以上の方

形プランと推定される。長軸方向はN-53° ―Eである。

(埋土〉畑の耕作痕によって埋土が分断されているが、底面～壁際に地山ブロックの多い層 (3層 )、

上部には黒味の強い層 (1層 )と おおむねレンズ状に堆積し、自然に埋没したものと推定される。

(壁・底面〉検出面からの深さは30cm程度、壁はほぼ直立する。Ⅳ層まで掘り込み、これを均し床とし

ており (4層 )、 攪乱を受けていない残存する床面は平坦である。壁溝は確認されていない。東壁のほ

ぼ中央、カマドの対面に径45× 40cm、 深さ22cmの小穴が検出された (Pl)。 Plの埋土は、暗褐色土

を主体とし焼土ブロック・炭化物を混入する。

(カ マ ド)西壁に設けられ23次調査区内で検出・調査されている。

(出土遺物〉土師器214g(郭 9g、 甕204g)出上しているが、いずれも小片のため図化 していない。

(時期〉過年度の調査成果もあわせて、出土遺物より奈良時代と判断される。

R A080竪穴住居跡 (第 34～ 36図 、写真図版13～ 15)

(位置・検出状況)A区東部北側の東側旧河道の東岸、12R23～25e～gグ リッドに位置する。本遺構

周辺は基本層位の状況が良好でⅡ層が20cm程度残っていたことからⅡ層面での検出を行っているが、

遺構覆土と工層黒褐色上の判別が難しく、実質的な確認はⅢ層上面での検出となった。ただし、過去

の調査成果 (主 に断面観察による確認)か ら、本来の掘り込み面はⅡ層面と推測される。

(重複関係)な し。

(平面形・規模〉平面形は東壁長約5.lm、 南壁長約44m、 西壁長約52m、 北壁長約4.5mを 波1る 隅九略

方形を呈し、床面積は約219∬である。主軸方位はN-61° ―Wである。

(埋土〉埋土は11層 に細分される黒ボク土系の自然堆積である。カマド付近の壁際上位ではブロック状

の火山灰を確認し、分析の結果十和田a降下火山灰の鑑定結果を得た。

(壁・底面〉壁はほぼ垂直に立ち上がり、上位では崩落によリー部外反する部分もある。検出したⅢ

層からの壁高は40～46cm前後を測る。床面は平坦で堅締、カマ ド部分を除き全体的に只占床が施されて

おり、カマ ドのある西壁を除く3辺の壁際ではやや深い掘り方となっていた。
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3 検出された遺構と遺物

(23次調査区〉

調査不可能範囲

A.Li1253m

RA071仁居 (本一A')

I■ 10YR3/1黒 褐色 シルト (Iワ層より10YR4/1褐灰色より)ボロポロ。表土。

}2 10YR3/1黒褐色 ンルト しまりややあり、粘性弱い。旧表土。

0 10YR2/1黒色 シルト しまり・粘性弱い。地山プロッタ大きく斑状に含む (径～5cm大 )。 川の航。在居をカク乱。

1 10YR2/1黒色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。地1山ブロッタ極微 (径 1～ 2 cln)。

2 10YR2/2黒褐色 シルト しまりややあり、お性やや弱いo地山ブロッタ微量 (径～l cm)。

3 10YR2/2黒褐色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。地山プロックやや多畳、比較的細かく入る (径～ l clll)。

4 10YR2/2黒褐色シルト微量 (径 1～ 2 cm)と 地山プロック大量。しまりあり、粘性やや弱い。

第33図―RA071竪穴住居跡

(床面施識 床面施設としては北東部の壁1際にKl土坑 1基と四隅に2個づつの計 8個の柱穴を検出 し

た。カマ ド部分 と対極の壁際を除き一部途切れながらも幅 7～ 10cm、 深 さ 5 cm以下の壁溝が巡ってい

る。また壁溝 と主柱穴を結ぶ長さ90～ 100Cm、 幅 6～ 12cm、 深さ 8 cm前後の間仕切 り状のDl～ 4溝跡

4条が確認された。

亀
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り 粘性あり。

粘性あり。この下に部分的に火山灰が認め

り 粘性あり。

り 粘性あり。責褐色粒微量。

りややあり、粘性あり。黄褐色粒微量。

り 粘性あり。責掲色粒微量。

りなし、粘性あり。責褐色粒微量。

V 野古A遺跡第30次調査

A'

A'

10YR2泡 黒褐色 しまりややあり、粘性あり。

10YR3/3暗褐色 しまり 粘性ややあり。責褐色粒少量。

10YR4た 褐色 しまり'粘性なし。砂質。Ⅵ層のブロック。

10YR3/4暗褐色 しまり 粘性あり。やや砂質。地山粒少量。

10YR2/3黒褐色 しまり・粘性なし。砂質。V層砂混じり。

10YR3/4暗褐色 しまりきわめてあり、粘性ややあり。黒ぼく上、V層砂質土

の混じり。貼床。

一∩

さ
亀

‐隔Ｐ，・　い＝〕Ｎ卜〕Ｈ】

×
宝
鷺

ず
A

田

．

口

。
A. L‐ 1%lm

RA080住居 (A―A''B―Bう

1 10YR2/3黒 褐色  しま

2 10YR2/1黒色  しま り

られる。

3 10YR2/2黒褐色  しま

4 10YR2/2黒褐色  しま

5 10YR3/2黒褐色  しま

6 10YR2/3黒褐色  しま

7 10YR3/1黒褐色  しま

8

9

10

11

12

13

E oL‐
1235m l

F  Dl  F'   G  D2  G'
―――・L‐ 1235m・ ―――   ―――・L‐ 1235m。 ―――

獣J     ま 1

RA080住居Kl(E― Eウ

1 10YR3/1黒 褐色 しまりあり、粘性あり。地山粒少量、炭化物 焼土粒微量。

H   D3  H,   I   D4  1,
一――・L‐ 1235m・ ―――  

― ・[‐ 1235m・ ―~〒 r~       Yl

RA080住居Dl～ 4(F― F'～ II')

1 10YR2洛 黒褐色 しまりややあり、粘性あり。

黄掲色粒少量。

o         l:50         2m

第34図  R A080竪穴住居跡 (1)
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3 検出された遺構と遺物
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R A080住居カマド (CC',D― Dつ

1 10YR3/1黒 褐色 しまり 粘性あり。責褐色粒少量、焼土粒微量。

2 75YR3/2黒褐色 しまりなし、粘性あり。焼土まじり。

3 10YR2/1黒色 しまりなし、粘性あり。地山プロック少量。畑の機乱。

4 10YR2/1黒色 しまりややあり、粘性あり。焼土粒微量、地山粒微量。

5 10YR4/6褐色 しまりあり、粘性なし。黒ぼく土混じる。

6 10YR2/3黒褐色 しまりあり、粘性なし。砂質。

7 75YR3/4暗 褐色 しまりあり、粘性なし。砂質。黄褐色上、黒ぼく土混

じり、焼土粒少量。

8 75YR3/2黒 褐色 しまり 粘性あり。焼土粒少量。

9 10YR3/1黒褐色 しまりややあり、粘性あり。黄褐色粒微量。

10 10YR2/2黒褐色 しまりなし、粘性あり。責褐色土混じり。

11 10YR3/1黒褐色 しまりなし、粘性あり。責褐色泣少量。

12 10YR2/3黒褐色 しまりなし、粘性あり。黄褐色粒多量。

13 10YR4/4褐色 しまりなし、粘性あり。煙道崩落。焚き国近く焼土化している。

14 10YR2/2黒褐色 しまりなし、粘性あり。責褐色粒微量。

15 5YR3/2暗赤褐色 しまりあり、粘性なし。砂質。炭化物微量、全体的に焼土

混じる。

V 野古A遺跡第30次調査

16 75YR3/4暗 褐色 しまりややあり、粘性なし。焼土混じり。

17 ЮYR4/6褐色 しまり 粘性あり。煙道天丼崩落。

18 10YR2/1黒色 しまりなし、粘性あり。

19 10YR4/6褐 色 しまり 粘性あり。煙道天丼の崩落。

20 10YR3/4暗褐色 しまりさわめてあり、粘性あり。黄褐色土多量。

21 10Y罵 /4暗褐色 しまりきわめてあり、粘性なし。焼土微量。

22 10YR3/3暗褐色 しまりきわめてあり、粘性なし。焼土粒微量。

23 75YR3/4暗 褐色 しまりきわめてあり、粘性なし。焼土まじり。

24 10YR3/4暗 褐色 しまりきわめてあり、粘性なし。

25 75YR4た 褐色 しまりきわめてあり、粘性あり。上位に黒く、内側は

焼土化している。

26 5YR3ん 暗赤褐色 燃焼部焼土。

※21～ 25 袖構築土                       m

∩ヽ
一∩

C . L‐
1237m

C'

第36図  R A080竪 穴住居跡 (3)
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3 検出された遺構と遺物

Kl土坑の平面形・規模は、開口部では47× 70cmの略楕円形を呈 し、壁は丸みのある底面から東側

はやや鋭角的に、ほかは緩やかに外反 して立ち上がる。埋土は地山土や焼土・炭化物が混 じる人為的

な単層である。

柱穴は、配置と規模からPl～ 4の 4個が主柱穴、P5～ 8の 4個が副柱穴と考えられる。Pl～

4の主柱穴にはそれぞれ南北方向の壁側に向う間仕切り状の溝跡が接続している。Pl～ 4の開口部

径は27cm前後、深さは60cm前後を測り、いずれも径17cm前後の柱痕が確認された。P5～ 8は 開田部

径23～32cmを 測る略円形で、深さは5～ 8 cmと 浅い。

(カ マ ド〉カマ ドは西壁の中央付近に付設されていたが、壁際部分、特に北側が畑作の植栽痕により

破壊されていた。本体天丼部は崩落しており、袖部は芯材として倒立状態で甕形土器が設置されてお

り、 5個体を確認した。配置的に植栽痕により破壊された部分にも1個体あった可能性が高く、片側

3個体づつにして粘土を貼り付けた構造であったと思われる。燃焼部は床面よりも若干低く、底面は

火熱により48× 58cmほ どの不整形で厚さ約 6 cmと 強く、袖内面は比較的弱く赤色変化していた。煙道

は奥行き約1.6mの季Jり 貫き式であったが、天丼の崩落により径約50cmと 広くなっていた。タト側に向か

い下り勾配となっている。煙出しピットは開口部径約33cm、 深さは約 lmを測り、煙道よりも若干深

く掘り込まれていた。

(出土遺物〉遣物は、土師器の甕形土器片と郭形土器片約21kgと 須恵器瓶破片 1点が出上し、郭形土器

片は500g以下と極めて少なく、甕型土器がほとんどを占める。掲載した土器は、カマ ド芯材と大半が

床面から出上したもので、一部欠損したり、土圧等により潰れているが、原形を留めているものが多

いため出土量の約 7割 と多くなっている。およそ形状を把握できた個体は、カマ ド芯材の奏 5個体

(図番3～7)の うち4個体、カマド付近の床面で破砕状態で出土し、接合復元できた2個体 (図呑 8・

9)、 北西都と東側床面で横倒しで出上し、ほぼ原形を留めていた3個体 (図番11～ 13)、 北西部に意

図的に置かれたような球胴甕の上半部 2個体 (図香14・ 15)と カマ ド脇に供えられたように見受けら

れた完形の長顎瓶 1点 (図番16)な どがある。このほか北東隅から砥石 1点 (図呑20)が出土してい

る。(1～ 20、 第92～94図 、写真図版72～ 74)

(時期)出土遺物から奈良時代と判断される。

R A081竪穴住居跡 (第37図、写真図版16・ 17)

(位置・検出状況〉A区北側中央部微高地上の12Q24sグ リッドを中心に位置し、かなり削平されたⅣ

層中で検出した。中央部分が南北にかけて盛岡市教委の確認調査により削平されていた。

(重複関係〉RG015溝跡と重複し、本遺構が切られる。

(平面形・規模〉平面形は東西の壁長は約2.8m、 南北の壁長は約36mを測る隅九略長方形を呈し、床

面積は約9.6ゴ である。主軸方位はN-51° ―Wである。

(埋土〉埋土は10層 に細分される黒ボク土系の自然堆積と思われるが、部分的に人為的と見受けられる

褐色上の多く混じる部分やカマド周辺の埋土下位には土器や炭化物とともに廃棄された弱い焼上の広

がりが認められた。

(壁・底面〉壁はほぼ垂直に立ち上がり、残存する壁高は10～ 17cmを 測り、床面はほぼ全体的に貼床が

施され、平坦で堅締である。

(床面施設〉床面施設としては南北の壁際でKl・ 2の土坑 2基 と北東隅付近で径約24cm、 深さ約15cm

の柱穴 1個 を検出した。東壁の南側を除き一部途切れながらも幅 7～ 12cm、 深さ4 cm以下の壁溝が

巡っている。
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R A081住居 (A―A'・ B―B')

1 10YR2//1黒 色 しまり 粘性あり。責褐色粒 焼土粒 炭化物微量。

2 10YR3/2黒 褐色 しまり 粘性あり。責褐色粒微量。

3 10YR3/3陪掲色 しまりきわめてあり、粘性なし。砂質。責褐色砂質土まじり。

4 10YR2/2黒褐色 しまり 粘性あり。

5 10YR3/2黒褐色 しまりきわめてあり、粘性なし。砂質。炭化物 焼土粒微量。

6 75YR4/4褐 色 しまりあり、粘性なし。砂質。焼上の混入土。

V 野古A遺跡第30次調査

R A081住居Kl(E― E')

1 10YRy4暗褐色 しまり 粘性あり。黒ぼく上、

地山土混じり。

10YR3た 暗褐色 しまり 粘性あり。砂質。焼土粒 炭化物微量。

10YR3れ 暗褐色 しまりあり、粘性ややあり。責褐色ブロック多量。

10YR3/2黒褐色 しまり 粘性あり。責褐色粒少量。

10YR4/4褐色 しまり 粘性あり。掲色粒少畳。

10YR4/6褐色 しまり極めてあり。粘性なし。黄褐色土と黒ボク上

の混じり。貼床。

R A081住居カマド (C―C'D― D′ )

1 10YR2/3黒 褐色 しまり 粘性あり。地山ブロック少量。

畑の攪舌L。

2 10YR3/3暗褐色 しまりややあり、粘性あり。

3 10YR3/3暗褐色 しまりあり、粘性なし。砂質。黄褐色上、

黒ぽく土混じり。

７

８

９

１０

■

生 .L‐レ45m C'

D' 4

5

10YR4/6褐色 しまりきわめてあり、粘性ややあり。

やや砂質。カマ ド天丼の崩落。

10YR3洛 暗褐色 しまりなし、粘性あり。天丼崩落土と黒

土混じり。

10YR4/6褐 色 しまりあり、粘性なし。砂質。Ⅵ層起源の砂質上。

10YR4/6褐 色 しまりきわめてあり、粘性あり。部分的に

焼土化、天丼内壁崩落土。

10YR2/2黒褐色 しまりなし、粘性あり。地山粒 焼土粒微量。

10YR3た 暗褐色 しまり 粘性あり。焼土粒・炭化物少量。

75YR3/2黒褐色 しまり'粘性なし。焼土粒多量。

10Y隠/1黒褐色 しまりなし、粘性あり。

5YR3/2暗 赤褐色 燃焼部焼土。

６

７

　

８

９

Ю

■

１２

10

第37図  R A08刊 竪穴住居跡
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3 検出された遺構 と遺物

Kl土坑は南壁際の中央に位置 し、平面形・規模は、開口部径約44cm、 底部径約30cmの略円形を呈

し、断面形は深さ約12cmの 九底風の鍋形を呈する。埋土は人為的な暗褐色上の単層である。

K2土坑は北側中央に位置し、当初不整なシミのように見えていたことから貼床の一部と思ってい

たものだが、貼床除去後に土坑と判断したものである。平面形・規模は、開田部で長軸約60cm、 短軸

約40cmの略楕円形を呈 し、壁は丸みのある底面から明瞭な稜を持たずにタト傾 して立ち上がる。深さは

約30cmを 測る。埋土は暗褐色土と褐色上の混 じった人為的堆積であった。

(カ マ ド)カ マ ドは西壁の中央に付設されていた。本体天丼部は崩落 し、袖部は架構・芯材として石や

土器などは認められず、遺存 していた部分は造 り出 しとなっていた。燃焼部底面は、火熟により

11× 23cmほ どの略楕円形で厚さ l cm以下と弱 く赤色変化 していた。煙道は奥行 き約1,3m、 径約28cmの

今Jり 貫き式で、外側に向かい下 り勾配となっていたが、断面観察からは天丼部は耕作によるものか崩

落していた。煙出しピットの上位 も耕作により破壊されてお り、確認 した部分では開口部で25× 33cm、

深さは約68cmを測 り、煙道よりも若千深 く掘 り込まれていた。

(出土遺物〉遺物は、土師器の甕形土器と杯形土器片約4 3kgが出上し、甕型土器が約 7割を占める。掲

載した土器は出土量の約 6割にあたる。形状をおよそ把握できた個体としては、カマド周辺の床面及

び下層に欠損品の廃棄と思われる状況で出土した土師器の郭形土器 4点 (図呑21～ 24)と K2土坑の

南側埋土下部に横位の潰れた状態で出上した甕形土器 1点 (図呑25)がある。 (21～ 29、 第94・ 95図 、

写真図版74)

(時期〉出土遺物から奈良時代と判断される。

R A082竪穴住居跡 (第 38・ 39図、写真図版18・ 19)

(位置・検出状況)A区北側中央部の中央旧河道跡の東岸、12Q251・ m、 13Q l l・ mグ リッドを中

心に位置し、Ⅲ層及びⅣ層上面で検出した。

(重複関係〉なし。

(平面形・規模〉平面形は東壁長約4.9m、 南壁長約4.6m、 西壁長約 5m、 北壁長約43mを測る隅九略

方形を呈し、床面積は約21.3だである。主軸方位はN-64° ―Wである。

(埋土)埋土は20層 に細分される黒ボク土を主体とする自然堆積と思われる。カマド脇の床面にはカマ

ド関連と思われる焼土の広がりが認められた。

〈壁・底面)壁 はほぼ垂直に立ち上がるが、一部崩落により上位が外反する部分もある。遺存する壁

高は37cm前後を測る。床面は平坦で堅締、カマ ド部分を除き全体的に貼床が施されており、特にカマ

ドのある西壁を除く3辺の壁際ではコの字状に深い掘り方となっていた。

(床面施設〉カマ ドの南脇に貯蔵穴と思われるKl土坑 1基 を検出した。

Kl土坑の平面形・規模は、開口部は長軸約83cm、 短軸46～ 56cm、 底部では約67× 33～ 38cmの略円

形の連結しただるま形を呈し、壁はカマ ド袖部分が一部内湾気味となっているが、およそ外傾して立

ち上がる。深さは約16cmを 測る。埋土は上位のカマド崩落土を除き、焼上が多く混じる4層からなる

人為的堆積である。

(カ マド〉カマ ドは西壁の中央に付設されていた。本体天丼部は崩落しており、袖部は壁側が部分的に

造り出しとされ、南側の燃焼部横には芯材として底部を欠く甕形土器 (図呑30)1個が倒立で埋置さ

れていた。燃焼部は床面よりも若千低く、底面は火熱により40× 50cmほ どの不整形で厚さ約 6 cmと 強

く、袖内面は比較的弱く赤色変化していた。煙道は奥行き約1.3m、 径約30cmの李」り貫き式で、外狽1に

向かい下り勾配となっている。煙出しピットは開口部で24× 32cm、 深さは約78cmを測り、煙道よりも
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A.L‐
1246m

B .L=1246m

R A082住居 (A―A'B― Bり

1 10YR2/1黒 色 しまりきわめてあり、粘性あり。黄掲色微量。

2 10YR2/2黒 褐色 しまりきわめてあり、粘性あり。0 5mm黄 褐色粒少量。

3 10YR3/1黒 褐色 しまりきわめてあり、粘性あり。責掲色粒微量。

4 10YR2/3黒褐色 しまりきわめてあり、粘性あり。責褐色粒微畳。

5 10YR3/1黒褐色 しまりきわめてあり、粘性あり。黄褐色土少量、

一部ブロック状。

6 10YR2氾 黒掲色 しまりきわめてあり、粘性あり。0 1cm責 褐色土多量。

7 10YR3れ 暗掲色 しまりきわめてあり、粘性あり。黄褐色土混じり。

8 10YR3/2黒 褐色 しまりきわめてあり、粘性あり。黄褐色泣微量。

9 10YR2/1黒 色 しまりきわめてあり、粘性あり。黄褐色微量。

10 10YR3/2黒 褐色 しまりきわめてあり、粘性あり。黄褐色上少量。

11 10YR3/2黒 褐色 しまりきわめてあり、粘性あり。0 5mm黄 褐土少畳。

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

V 野古A遣跡第30次調査

10YR3々 H音褐色 しまりきわめてあり、粘性あり。壁崩落。

10YR4ん 褐色 しまりきわめてあり、粘性あり。地山ブロック。壁崩落。

10YR2/3黒褐色 しまりきわめてあり、粘性あり。0 5mm黄 褐土微量。

10YR3/4暗掲色 しまりきわめてあり、粘性あり。責褐色土多量。

10YR3/1黒褐色 しまりきわめてあり、粘性あり。黄褐色土混じり。

10YR2/3黒 褐色 しまりきわめてあり、粘性あり。黄褐色土混じり。

10YR2/1黒色 しまりきわめてあり、粘性あり。

10YR2/2黒掲色 しまりきわめてあり、粘性あり。責掲色土少量。

75YR3/3暗褐色 しまり 粘性あり。焼土粒少量、戊化物微量。

10YR2/1黒 色 しまりあり、粘性ややあり。責褐色土少量。貼床。

10YR2/2黒褐色 しまりあり、粘性ややあり。黄褐色土大量、10YR2/2

黒褐色土少量。貼床。    0        .50       2m

|∪

第38図  R A082竪 穴住居跡 (刊 )
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3 検出された遺構 と遺物

C . L‐ 1245m

D_. L‐ 1245m

R A082住居カマド

1 10YR2/1黒 色

2 10YR3//4暗 褐色

焼土粒微量。

3 75YR3/3暗褐色

4 10YR4/6褐 色

5 75YR4/4褐 色

6 10YR2/2黒褐色

7 10YR2/1黒色

8 75YR3/4暗 褐色

少量。

9 10YR2/2黒 褐色

責褐色ブロック。

E .L=124 3m  l    . E

o         l:50        2m

(C―C',D― Dつ

しまりややあり、粘性あり。黄褐色土微量。

しまりややあり、粘性あり。黄褐色土少量、

しまり・粘性あり。焼土混じりの責褐色土。

しまり,粘性あり。天丼崩落土。

天丼崩落の弱い焼土。

しまり・粘性あり。責褐色粒多量。

しまりややあり、粘性あり。焼土粒微量。

しまり,粘性あり。焼土粒少量、黄掲色粒

しまり,粘性あり。責褐色粒少量、上位に

10 10YR4/6褐 色

11 10YR3/3暗 褐色

12 10YR3れ 暗褐色

13 10YR2/1黒 色

14 10YR3/1黒 褐色

の混じり。

15 10YR4/6褐 色

16 10YR2/2黒 褐色

17 75YR3/2黒褐色

18 10YR3/2黒 褐色

19 5YR4/6赤褐色

C'

しまり,粘性あり。カマド天丼崩落。

しまり。粘性あり。

しまりややあり、粘性あり。

しまりなし、粘性あり。

しまりなし、粘性あり。黒ぼく上、黄褐色土

しまりあり、粘性ややあり。煙道天丼崩落土。

しまりなし、粘性あり。焼土粒微量。

しまり,粘性あり。焼土粒多量。

しまりなし、粘性あり。

燃焼部焼土。

R A082住居Kl(E―E')

1 10YR4/6褐 色 しまりきわめてあり、粘性あり。焼土粒微量。カマ ド構築土崩落。

2 10YR4た 褐色 しまり,粘性あり。焼土粒微量。

3 10YR3/4暗褐色 しまり,粘性あり。焼土混じり。

4 75YR3/4暗 褐色 しまりなし、粘性あり。焼土粒多量。

5 10YR3/4暗褐色 しまり,粘性あり。焼土ブロック少量。

6 10YR4/4褐色 しまり,粘性あり。

第39図  R A082竪穴住居跡 (2)

若干深く掘り込まれていた。

(出土遺物〉遺物は、カマド芯材以外では、主にカマ ド周辺の埋土からの出上で、土師器の甕形土器

片と杯形土器片約5.5kgが 出土し、ほとんどが甕型土器である。掲載した土器は出土量の約 5割にあた

る。形状をおよそ把握できた個体としては、カマ ド芯材の底部を欠く甕形土器 1点 (図呑30)と 復元

個体では、埋土上位出上の破片が接合した甕形土器 2点 (図番33'36)がある。 (30～ 38、 第95。 96図、

写真図版75)

(時期〉出土遺物から奈良時代と判断される。

R A083竪穴住居跡 (第40～43図、写真図版20～22)

(位置・検出状況)A区北側中央部微高地上の13Q3～ 7m～ qグ リッドに位置し、削平されたⅣ層中
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V 野古A遺跡第30次調査

で検出した。

(重複関係)RG015溝跡と重複 し、本遺構が切られる。

(平面形・規模〉平面形は東壁長約69m、 南壁長約6.7m、 西壁長約7.3m、 北壁長約 7mを 測る隅丸略

方形を呈し、床面積は約461だ である。主軸方位はN-58° ―Wである。

(埋土〉埋土は8層 に細分される黒ボク土系の自然堆積である。 l層 には粒子状及びブロック状の火山

灰が視認され、中央部下位ほどブロック状のまとまりが多く認められた。分析の結果十和田a火山灰

の鑑定結果を得た。

(壁・底面〉壁はほぼ垂直に立ち上がり、遺存する壁高は12～ 32cmを 測り、東側旧河道よりに低 くなっ

ている。床面は平坦で堅締、カマド部分を除き全体的に貼床が施されていた。

(床面施設〉床面施設としてはカマドの両脇と東壁際の南側にKl～ 4土坑 4基と柱穴状ピット11個 を

検出した。カマ ド部分の壁際を除き一部途切れながらも幅10cm前後、深さ6 cm以 下の壁溝が巡ってい

る。また壁溝と主・副柱穴を結ぶ長さ134～ 145cm、 幅10～ 16cm、 深さ5～ 9 cmの 間仕切り状のDl～
4溝跡 4条 とカマ ドの対面の東壁から内側に長さ約80cm、 幅約15cm、 深さ約10cmの D5溝跡も確認さ

れた。

Kl土坑はカマ ドの南側に位置する貯蔵穴と思われるもので、平面形・規模は、開口部径約76cmの

略円形を呈し、断面形は深さ約31cmの九底鍋形を呈する。埋土は4層 に細分され、上位は黒ボク上、

中位以下は褐色土主体の地山土・焼土・炭化物・土器破片の混じる人為的堆積である。

K2土坑は南東隅付近の壁際に位置し、平面形・規模は、開口部径約68cmの 略円形を呈し、断面形

は深さ約14cmの浅い皿形を呈する。埋土は焼土・炭化物の混 じる人為的な単層である。

K3土坑は東壁際の中央に位置し、平面形・規模は、開口部で長軸約151cm、 短軸約37cm、 底部では

長軸約110cm、 短軸約20cmの溝状を呈し、底面は中央部が深く丸みを持ち、壁は明瞭な稜を持たずに立

ち上がる。深さは20～30cmを測る。埋土は4層 に細分され、中位以下は掲色土主体の地山土・焼土の

混じる人為的堆積である。D5溝跡とともに出入り口に関連する可能性が考えられる。

K4土坑はカマ ド北脇で袖部と一部重複して位置する。床面ではプランを確認できなかったものだ

が、貼床除去後に形態から土坑と判断したものである。位置と覆土の状況からみて、カマ ド構築時に

未使用で埋め戻されたか、住居よりも古い土坑の可能性も考えられる。一応ここでは本遺構に伴うも

のとして扱う。平面形・規模は、開田部径約82cmの略円形を呈し、断面形は深さ約50cmの丸底鍋形を

呈する。埋土は褐色土と黒ボク上の混じる人為的堆積である。

柱穴は、配置と規模からPl～ 4の 4個が主柱穴、P5・ 6の 2個が副柱穴と思われる。残りのP

7～ 11の 5個は北西隅にまとまる。Pl～ 6の柱穴のうち中央より西側のPl・ 4～ 6の 4個はそれ

ぞれ南北方向の壁側に向う間仕切 り状の溝跡が接続 している。東側のP2・ 3の 2個は横断する

RG015溝跡に切られているため不明だが、おそらく同様に溝跡があったと思われる。主・副柱穴の開

口部径は25～40cm前後を測り、西側 2個の主柱穴が遺存状態として良いことから大きい。深さは床面

からで見た場合には主柱穴 4個は60cmを超え、副柱穴は35cmと 50cmと やや浅くなっている。いずれも

径18cm前後の柱痕が確認された。P7～ 11は 開口部径15～ 33cmを 測る略円形で、深さは10cm前後と浅

く、 5個の位置する北西隅は床面が緩やかに5 cmほ ど高くなっていた。

(カ マド〉カマ ドは西壁の中央に付設されていた。本体天丼部は崩落しており、袖部は壁際が一部造り

出しとされ、燃焼部両側には芯材として倒立状態で 3個体の甕形土器が設置されており、これに粘土

を貼 り付けた構造であったと思われる。燃焼部底面は火熱により47× 70cmほ どの不整形で厚さ約 5 cm

と強く、残っていた袖部分の内面は弱く赤色変化していた。煙道は奥行き約1.2m、 径26～30cmの参1り

-69-



3 検出された遺構 と遺物

貫 き式で、一部天丼の崩落により広 くなっていた。外狽↓に向かい下 り勾配となっている。煙出しピッ

トは開口部径約30cm、 深さは約72cmを 測 り、煙道よりも若干深 く掘 り込まれていた。

(出土遺物〉遺物は、土師器の甕形土器片と郭形土器片約24kgと 須恵器瓶破片 1点が出土し、郭形土器

片は l kg未満と少なく、甕型土器がほとんどを占める。出土状況としては、袖芯材として原位置を留

める甕形土器 3個体も含め、原形を留めている個体は無く、西側から北側の壁沿いの床面から埋土中

に都度都度壊れた土器が廃棄されていたようである。およそ形状を把握できた個体は、カマド芯材の

甕形土器 2個体 (図呑45・ 46)、 Kl周辺の埋土下部出上の破片から甕形土器 2個体 (図香55・ 56)と

P4付近の埋土中出上で復元できた甕形土器 1個体 (図番52)な どであり、掲載した土器は出土量の

約 4割 とあまり多くはない。このほか、火山灰の含まれる1層 中からロクロ成形の墨書土器 1点 (図

番67)と 南西I品 の埋土下位から切子玉 1点 (図香71)、 P5。 6副柱穴の近くの埋土下位から砥石と台

石各 1点 (図呑69・ 70)が出上している。 (39～ 71、 第96～ 99図、写真図版75～ 78)

(時期)出土遺物から奈良時代と判断される。

R A084A・ B竪穴住居跡 (第 44～46図、写真図版23～25)

(位置・検出状況)A区北側中央部の中央旧河道内、12Q22～ 24f～ hグ リッドに位置する。本遺構は

旧河道内ということもあって周辺は基本層位の状況が比較的良好で工層が15cm程度残っていたことか

らⅡ層面での検出を行っているが、遺構覆土とⅡ層黒褐色上の判別が難しく、実質的な確認はⅢ層上

面での検出となった。RA080住居跡同様、本来の遺構掘り込み面はⅡ層面と推測される。

また、精査過程において並列してカマド煙道を確認し、造り替えと判断して作業を進めたが、貼床

掘削の段階で小型の住居からの拡張建て替えであることが判明したもので、拡張した新しい住居をA、

古い住居をBと して扱うこととした。

(重複関係〉直接的な重複はないものの、位置的にRA097竪穴住居跡と同時存在はあり得ないことから、

新旧関係にあると思われ、出土遺物から本遺構が古い。

R A084A竪穴住居跡

(平面形・規模〉平面形は東壁長約5,6m、 南壁長約4.2m、 西壁長約53m、 北壁長約4.4mを 測る隅丸略

方形を呈し、床面積は約23だである。主軸方位はN-74° ―Wである。

(埋土〉埋土は6層 に細分される黒ボク土系の自然堆積である。

(壁・底面〉壁はほぼ垂直に立ち上がり、検出したⅢ層からの壁高は23～33cm前後を測る。床面は全体

的に貼床が施されており、平坦で堅締である。

(床面施設〉床面施設としては中央カマ ドよりと東壁際にKl～ 6の土坑 6基と柱穴 8個 を検出した。

Kl土坑は中央カマ ドよりに位置し、平面形・規模は、開口部径約60cmの 略円形を呈し、断面形は

深さ約19cmの 九底鍋形を呈する。埋土は焼土や炭化物混じりの人為的な単層である。

K2土坑は北東部に位置し、平面形・規模は、開口部径約51c14の 略円形を呈し、断面形は深さ約22

cmの 平底鋼形を呈する。埋土は黒ボク土系 5層からなる自然堆積である。

K3土坑は東壁際中央に位置し、平面形・規模は、開口部径約45cmの 略円形を呈し、断面形は深さ

約32cmの寸胴風鍋形を呈する。埋土は黒ボク土系 2層からなる自然堆積である。

K4土坑はK3土坑の精査中に確認したもので、当初は貼床のシミと考えていたものである。平面

形・規模は、開口部径約40cmの 略円形を呈し、断面形は深さ約14cmの 平底鍋形を呈する。埋土は黒ボ

ク上に地山土が混じる人為的堆積と思われる。
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R A088住 居 (A― A' B― B)                       6

1 10YR2/2黒褐色  しまり 粘性あ り。火山灰粒子状からブロック状に入る。 7

2 10YR2/3黒 褐色  しまりきわめてあ り、粘性あ り。           8
3 10YR3/2黒褐色  しまり 粘性あ り。黄掲色粒微量。          9
4 10YR3/2黒褐色  しまりきわめてあ り、粘性あ り。黄褐色ブロック少量。 10
5 10YR3/3暗 褐色  しまり 粘性あ り。黄掲色土混 じり。

V 野古A遺跡第30次調査

A'

10YR2//2黒褐色 しまりあ り、粘性なし。砂質。責褐色粒少量。

10YR/1黒色 しまりややあ り、粘性あ り。黄褐色土少量混 じり。

10YR3/2黒 褐色 しまり 粘性あ り。黄褐色土混 じり。

10YR3/2黒 褐色  しまりなし、粘性あ り。地山プロックが多量。

10YR3//4暗褐色  しまりきわめてあ り、粘性あ り。黄褐色 黒 IFく 土混 じり。貼床。

o         l:50        2m

|∪

栄
呟
粋

A L=1246m

火山灰検出範囲

荀

第40図  R A083竪穴住居跡 (1)
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3 検出された遺構と遺物
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第41図  R A083竪 穴住居跡 (2)
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R A083住居Dl～ D5(H―H'～ L―Lう

1 10YR3/2黒褐色 しまりややあり、

粘性あり。地山土混じり。

o         l:50        2m

V 野古A遺跡第30次調査

Ｓ
づ

つ 6

C砂鬼
U 声

二 .L‐鬱4罪  .ユ
R A083住 居Kl(E― E')

1 10YR2/1黒色 しまりややあり、粘性あり。焼土粒微畳、黄褐色土微量。

2 10YR3/3暗褐色 しまりなし、粘性あり。焼土粒少量、黄褐色土少量。

3 10YR4/6褐色 しまりややあり、粘性あり。焼土粒微量、黄褐色粒微量。

4 75YR3た 暗褐色 しまりなし、粘性あり。焼土粒少量、黄褐色土微量。

※2～ 4層人為堆積

R A083住 居K2(F― Fう

1 10YR3/3暗掲色 しまり・粘性あり。焼土粒・炭化物微量、

黄褐色粒微量。

R A083住居K3(G― σ)

1 10YR3/1黒褐色 しまりなし、粘性あり。黄褐色粒微量。

2 10YR3/4暗褐色 しまり・粘性あり。黄褐色粒・黒ぽく土混じり。

3 75YR3/2黒 褐色 しまりややあり、粘性あり。焼上混じり。

4 10YR3/4暗褐色 しまり,粘性あり。責褐色粒・黒ぼく土混じり。

生。L嘲 2「

2 .二

一ユ.L=鬱4罪 .生

第42図  R A083竪穴住居跡 (3)
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3 検出された遺構と遺物

C . L‐
1245m

R A083住居カマ ド (C―C'D― Dう

1 10YR22黒 褐色 しまりややあり、粘性あり。畑の攪乱。

2 10YR2/1黒色 しまり 粘性あり。黄褐色粒微量。

3 ЮYR2/2黒褐色 しまり 粘性あり。黄褐色泣少量。

4 10YR4/6褐色 地山プロック。

5 10YR3/1黒褐色 しまり 粘性あり。責褐色土少量。

6 10Y隔/1黒掲色 しまりややあり、粘性あり。責褐色土微量、

焼土粒微量。

7 10YR4/6褐色 しまりきわめてあり、粘性あり。カマド天丼崩落。

8 10YR2/3黒掲色 しまり・粘性あり。焼土粒微量。

9 10YR3/2黒褐色 しまり 粘性あり。焼土粒微量。

10 10YR2/1黒色 しまり 粘性あり。

11 75YR3//4暗褐色 しまりあり、粘性なし。焼土多量。

12 10YR2/3黒褐色 しまりややあり、粘性あり。焼土粒多量。

13 10YR3れ 暗褐色 しまりきわめてあり、粘性あり。焼土粒微量。

袖の崩落土。

14 75YR3洛 暗褐色 しまりややあり、粘性あり。焼土粒少量。

|∪

C'

15 10YR4/4褐色 しまり 粘性あり。煙道天丼部崩落。

16 75YR2/2黒 褐色 しまりややあり、粘性あり。焼土混じり。

17 5YR3/2暗 赤褐色焼土。

18 10YR〃 l黒色 しまり 粘性あり。

19 75YR3/4暗 褐色 内壁の焼土化。

20 75YR3/4暗 褐色 しまりなし、粘性あり。焼土混じり。

21 75YR3/2黒 褐色 しまりややあり、粘性あり。焼土粒少量、炭化物微量。

22 75YR2カ 黒褐色 しまりややあり、粘性あり。焼土混じり。

23 75YR2/3極 暗褐色 しまり 粘性あり。

24 75YR3/3暗 褐色 しまり'粘性あり。焼土混じり。

25 75YR4/4褐 色 しまりややあり、粘性あり。焼土混じり。

26 75YR4//3褐 色 しまりなし、粘性あり。焼土混じり。

27 5YR4//6赤褐色 しまりきわめてあり、粘性なし。焼土化強い。袖構築。

28 75YR4/4褐 色 しまりきわめてあり、粘性なし。焼土化弱い。袖構築。

29 10YR4た 褐色 しまりきわめてあり、粘性なし。袖構築。

30 5YR3/6暗 赤褐色 燃焼部焼土。

|∪

Ｆ
＝
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Ｎ
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V 野古A遺跡第30次調査

K5土坑は東壁際中央に位置し、平面形・規模は、開口部で長軸約58cm、 短軸30～ 40cmの不整形を

呈 し、壁は九みのある底面から明瞭な稜を持たずに外傾 して立ち上がる。深さは約13cmを 測る。埋土

は自然流入と思われる黒ボク土の単層である。

K6土坑南東部に位置 し、平面形・規模は、開口部径約32cmの略円形を呈 し、断面形は深さ約15cm

の九底鍋形を呈する。埋土は上位の黒ボク土と下位の廃棄焼土の 2層 に分層される。

柱穴は、配置と規模からPl～ 4の 4個が主柱穴と考えられ、いずれも開口部径は約32cm、 カマ ド

よりの西側のPl・ 4は深さ約 lm、 東側のP2・ 3は深さ約80cmを 測る。 Pl・ 4では径約20cmの

柱痕 も確認された。P5は開口部32× 46cm、 底部19× 30cm、 深さ約20cmの楕円形で、抜 き取 り痕と思

われる。埋上下半には焼土が廃棄されていた。 P6は 開口部径25cm前後、深さ約1lcmの 略円形、P7

は径約25cm、 深さ約40cmの略円形を呈する。 P8は 開回部径約17cm、 深さ約 4 cmの 略円形で、位置的

にカマ ド芯材の抜 き取 り穴と考えられる。

(カ マ ド)カ マ ドは西壁の中央に付設されていた。本体は潰れてお り、袖部は壁際で一部造 り出し部分

が残っていた。上記に示 したとおり、芯材 として土器を埋置 したと思われる小ピットが 1個検出され

ている。燃焼部底面は火熱により50× 58cmほ どの不整形で厚さ約 5 cmほ どと強く赤色変化 していた。

煙道は奥行 き約12m、 径約33cmの今Jり 貫 き式で、外狽1に向かい下 り勾配となっている。煙出しピット

は径約32cm、 深さは約70cmを 測 り、煙道よりも若千深 く掘 り込まれていた。

(出土遺物〉遺物は、土師器の甕形土器片と郭形土器片約12 5kgが出土し、甕型土器が約 9割 を占める。

いずれも破片状態で甕形土器は埋土上位からの出土が多い。埋上下位から底面付近では東西両壁際に

破片が点在していた。掲載した土器は出土量の約 4割にあたる。形状をおよそ把握できた個体として

は、カマド脇の底面で破片が比較的まとまって出土した底部を欠く甕形土器 1点 (図呑78)と 東壁際

底面で廃棄と思われる半完形の土師器の郭形土器 1点 (図番74)、 西壁側に点在した破片が接合した杯

形土器 1点 (図香75)、 K3埋土から出上した杯形土器 1点 (図呑72)な どがある。埋土中からは刻書

土器片 1点 (図香73)も 出上している。このほかK6検出面から砥石 1点 (図呑98)、 埋土上位と床面

から紡錘車各 1点 (図呑86・ 87)、 東壁際の埋上下位から勾玉 1点 (図番97)と 近接するK5検出面と

周辺の床面から土玉 9点 (図呑88～ 96)が出土している。 (72～ 98、 第99～ 101図 、写真図版78'79)

R A084B竪 穴住居跡

(平面形 。規模〉平面形は東西の壁長は約3.lm、 南北の壁長は約33mを測る隅丸略方形を呈し、床面

積は約9.8だ である。主軸方位はN-78° ―Wである。

(埋土〉埋土はA住居貼床土と底面に薄く堆積した黒ボク上の2層 に分層される。

(壁 。底面〉壁は、A住居の壁に続く北側から西側にかけてはほぼ垂直に立ち上がり、残る2辺はや

や外傾して立ち上がる。残存する壁高は8～ 16cm前後を波1り 、北西隅から内側に向かい低くなる。床

面は全体的に貼床が施されており、平坦で堅締である。

(床面施設〉床面施設としてはBKl・ 2の上坑 2基 を検出した。いずれもA住居の貼床掘削に伴っ

て検出したものである。

BKl土 坑は南壁の中央から張 り出してお り、開回部で長軸約110cm、 短軸約80cmの略楕円形を呈す

る。底面は僅かに段差があり、中央部が深 く丸みを持ち、東側は幾分平 らになっている。壁は、丸み

のある底面から明瞭な稜を持たずに外傾 して立ち上がる。深さは約28cmを 波1る 。埋土は 2層 に分層さ

れるが、基本的には黒ボク土に下位ほど多 く褐色土が混 じる単層である。南側張 り出す壁際には開口

部で18× 27cm、 深さ約10cmの 柱穴状のピットがある。
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3 検出された遺構と遺物

A.L‐
1244m

(A―A'・ B一B')

黒色 しまり 粘性あり。

黒色 しまり 粘性あり。黄褐色粒微量。

黒褐色 しまり 粘性あり。責褐色ブロック少量、炭化物微量。

黒色 しまりややあり、粘性あり。黄掲色粒微量。

黒褐色 しまり 粘性あり。責褐色土混じり。

黒色 しまりややあり、粘性あり。

黒色 しまりなし、粘性あり。責褐色粒微量、上面土玉出土

8 10YR3/1黒褐色 しまりきわめてあり、粘性あり。黄褐色土と黒ぼく土

の混じり。R A084A貼 床。

9 10YR4/4褐色 しまりきわめてあり、粘性あり。黄褐色土多量。R A084

A貼床。

10 10YR2/1黒 色 しまりややあり、粘性あり。R A084 B埋土。

11 10YR3れ 暗褐色 しまりきわめてあり、粘性あり。責褐色土 黒ぼく土

の混じり。R A084B貼 床。
o       l:50      2m

|∪

◎
璽①
鴫

ン

｀

‖ 意

A'

RA084B範囲

ｑ

銀

Ａ一

R A084住居

1 10YR2/1

2 10YR2/1

3 10YR2/2
4 10YR2/1

5 10YR3/1

6 10YR2/1

7 10YR2/1

(K5)
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第44図  R A084竪 穴住居跡 (1)



R A084住居カマドA(C―C'D― D.)

1 10YR2/2黒 褐色 しまり 粘性あり。焼土粒微量。

2 10YR3/3暗褐色 しまりなし、粘性あり。焼土地・責褐色粒少量。

3 10YR2/3黒褐色 しまりなし、粘性あり。焼土粒微量。

4 10YR3/4暗掲色 しまり '粘性あり。費褐色土多量、焼土粒少畳。

5 10YR2/1黒色 しまり 粘性あり。黄褐色粒微量。

6 75YR/2黒褐色 しまりややあり、粘性あり。黄褐色土少量、焼土

プロック少量。

7 10YR3/3暗褐色 しまりややあり、粘性あり。焼土粒少量、責褐色

土混じり。

8 75YR2/3極 暗褐色  しまりややあり、粘性あり。焼土ブロック少量。

9 5YR3/4暗赤褐色 天丼内整の焼土化。

10 10YR4/4褐 色 しまりきわめてあり、粘性なし。カマ ド天丼崩落土。

11 75YR4/4掲色 カマド内壁の焼土化。

12 10YR3/4暗 褐色 しまり 粘性あり。黒ぼく土混じり。

13 10YR2/2黒 褐色 しまりややあり、粘性あり。黄褐包粒微量。

14 ЮYR4/4褐色 しまり '粘性あり。煙道天丼の崩落上。

15 75YR3/4暗褐色 煙道内壁が焼土化したものの、崩落。

V 野古A遺跡第30次調査

CI

D'

O                  m

16 10YR2/3黒 褐色 しまり 粘性あり。責褐色粒少量。

17 10YR2/3黒 褐色 しまり・粘性あり。黄褐色粒 焼土粒少量。煙出し。

18 10YR2/3黒 褐色 しまりややあり、粘性あり。地山粒 焼土粒微量。

煙出し。

19 10YR2/3黒褐色 しまりややあり、粘性あり。責褐色土少量、焼土微量。

20 10Y巴/4暗褐色 しまりきわめてあり、粘性あり。天丼崩落土。

21 10YR3/4暗褐色 しまり 粘性あり。天丼崩落土。

22 75YR3/2黒 褐色 しまりややあり、粘性あり。責褐色土混じり、焼土

粒微量。

23 10YR2/2黒褐色 しまり 粘性あり。焼土ブロック微量。

24 10YR2/3黒褐色 しまりなし、粘性あり。黄褐色粒、焼土粒少量。

25 5YR3/2暗赤褐色 しまりなし、粘性あり。焼上プロック多量。

26 75YR3/4暗 褐色 しまりややあり、粘性あり。焼土混じり。

27 75YR2/2黒 褐色 しまりなし、粘性あり。

28 10YR2/1黒色 しまりなし、粘性あり。

29 5YR3/6暗赤褐色 燃焼部焼上。

C . L=1243m

D . L‐
1雰 4m

E .L=1顔
lm Kl

E'

二.L=乾 41√
2

ユ.L靱■♂ 。生

R A084住居Kl(E― Eウ

1 10YR3/2黒 褐色 しまり'粘性あり。焼土 責褐色土混じり。人為的堆積。

R A084住居K2(F― F')

1 10YR2/1黒 色 しまりややあり、粘性あり。黄褐色粒微量。

2 10YR3/1黒褐色 しまりなし、粘性あり。地山土少量、炭化物微量。

3 10YR/2黒 褐色 しまりややあり、粘性あり。貨褐色粒微量。

4 10YR4//4褐 色 地山プロック。

5 10YR3/1黒 褐色 しまりややあり、粘性あり。責褐色粒微量。

R A084住居K3(G― Gウ

1 10YR2/1黒 色 しまりややあり、粘性あり。黄褐色粒微量。

2 10YR3/1黒 褐色 しまりややあり、粘性あり。黄褐色ブロック少量、炭化物微畳。

第45図  R A084竪穴住居跡 (2)
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3 検出された遺構と遺物

B_. L=124 0m BKl .ユ  生 。L■
"Om BK2

.涯上  R A084住 居BKl(B― Bつ

よ
鷺

｀
2

A .  L‐
1244m

R A084住居カマ ドB(A― Aり

1 10YR3/4暗 掲色 しまりきわめてあり、粘性あり。責褐色土 黒ぼく

上の混じり。RA084A射床。

2 10YR2/1黒色 しまりややあり、粘性あり。責褐色粒微量。

3 10YR3/3暗掲色 しまり,粘性あり。黄褐色土多量。

4 10YR3/1黒褐色 しまり'粘性あり。責褐色粒微量。

5 10YR2/2黒褐色 しまりややあり、粘性あり。責褐色粒微量。

6 10YR3/4暗褐色 しまりややあり、粘性あり。壁崩落土。

7 10YR2/3黒褐色 しまりややあり、粘性あり。焼土 責褐色土混じり。

8 10YR2/2黒褐色 しまりややあり、粘性あり。責褐色土混じり。

9 10YR3/1黒褐色 しまりややあり、粘性あり。黄褐色土少量。

10 10YR2/1黒 色 しまり 粘性あり。

1 10YR2/1黒 色 しまり・粘性あり。責褐色土少量。

2 10YR3/4暗褐色 しまり 粘性あり。責褐色土多量。

o                l:50              21n

A'

o          ●25         1m

l1 10YR76褐色 しまり 粘性あり。天丼崩落土。

12 5YR3/6暗赤褐色 しまりあり、粘性ややあり。内壁の焼土イヒしたもの

か ?

13 10YR4/4褐色 しまり 粘性あり。天丼崩落土。

14 75YR2/2黒褐色 しまり 粘性あり。責褐色粒 焼土粒少量。

15 75YR3/4暗 褐色 しまりややあり、粘性あり。焼土粒多量、責掲色粒

少量。

16 75YR4/3褐 色 しまりややあり、粘性あり。責褐色土 焼土多量。

17 10Y貶/1黒包 しまりなし、粘性あり。

18 ЮYR4/4褐色 しまり 粘性あり。天丼崩落土。

19 10YR3/1黒褐色 しまりなし、粘性あり。責褐色土少量。

20 10YR2/1黒色 しまりなし、粘性あり。責褐色土微量。
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V 野古A遺跡第30次調査

BK2土 坑は北東部の貼床掘削後に、形態か ら土坑 と判断 したもので、平面形・規模は、開口部径

約78cmの略円形 を呈 し、断面形は深 さ約33cmの平底鍋形 を呈する。埋土はA住居の貼床土に類するも

のでった。

(カ マド〉カマ ドは西壁の中央に付設されていた。本体燃焼部は建て替えにより消失しており、袖部は

壁際で造り出しの痕跡が良く残っていた。煙道は奥行き約13m、 径約33cmの今」り貫き式で、外側に向

かい下り勾配となっている。煙出しピットは径約31cm、 深さは約84cmを測り、煙道よりも深く掘り込

まれていた。               ~
(出土遺物〉遺物は、カマド周辺と煙道から底部を欠く土師器の甕形土器ほぼ 1個体分 (図香76)の破

片が出土した。

(時期〉大・B住居とも出土遺物から奈良時代と判断される。

R A085竪穴住居跡 (第 47・ 48図、写真図版26・ 27)

(位置。検出状況)A区北西部、12P231グ リッド付近に位置する。地山 (Ⅳ層)面で明瞭な黒色上の方

形プランとして検出した。

(重複関係〉なし。

(平面形 。規模〉438× 4.23mの方形、主軸方位はN-56° 一W、 床面積は15,7ど である。

(埋土〉黒色～暗褐色土を主体とする。壁際から床面付近に地山ブロックを多く含む層 (4・ 5・ 8・

9層 )と 黒色土層 (7層)がたまった後に、炭化物・焼土ブロック層 (6層)が住居西側からこれら

の層上面を覆い、さらに混入物の少ない黒色～黒褐色上が堆積する (1・ 2層 )。 住居壁際から床面

付近が埋まった廃絶後ある程度時間がたつた状態で焼失・倒壊し、その後自然に上が流入し埋没した

ものと推測される。本遺構内に出土した炭化材を採取して鑑定を行った結果、クリとナラと判定され

た。

(壁・底面〉壁の残存状態は良く、高さ20～ 35cm程度、外傾して立ち上がる。Ⅳ層まで掘り込み、掘り

方土 (12層 )を均して床とする。その範囲はカマド周辺を除くほぼ床全面におよび、壁際が深く中心

部へ向かって浅く、中心ほど主体上の色調もやや明るくなる。床面は比較的締まっており平坦で、カ

マ ド付近は周囲よりやや窪む。壁際には周溝が巡る。周溝は幅 5～ 20cm、 深さ10～20cm程度、北西

コーナー付近で一部途切れる。床面からは5個の小穴を検出した。Pl～ 4は床面精査中、P5は掘

り方土を掘り下げる過程で確認した。小穴の規模は開口部径が20～ 50cm程度と様々で、深さは12～25

cmと 比較的浅い。Pl～ 3は住居北半に東西方向直線状に並ぶが、南側にこれと対応する穴は確認で

きず、上屋を支える主柱穴との断定はできなかった。P4はカマ ドの対面に位置する。P5は埋土上

部が床掘り方土と類似しているために床面で検出できなかったものの、埋土下部には焼土ブロックを

多く含んでいるため、住居使用段階では開口し、いずれかの段階で埋め戻された可能性が考えられる。

その位置 。規模から貯蔵穴とも推定される。P5以外 (Pl～ 4)は、いずれの埋土も黒色土を主体

としている。

(カ マ ド〉北西壁、ほぼ中央に設置され、煙道方向はN-59° ―Wである。袖は、住居壁側は地山 (Ⅳ

層)を掘り残し、焚口側は床面直上に黒褐色土、その上に地山土を積み構築している。掘り残しと積

み上げ部分の境界には小穴が検出されており、礫などをいれ補強していた痕跡の可能性がある。燃焼

部底面には直径35cm程度の不整形な焼成面が広がり、袖の内側 (燃焼部内)も 被熱する。煙道部は全

長115cm、 地山土をくり抜き、燃焼部側から住居外へ向かって緩やかに下り、煙出し部で一段低くなる。

埋土は、煙出し底面に黒褐色土が堆積 (14層 )後、天丼部が崩落 (10・ 13・ 15層)し、残った隙間に
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3 検出された遺構と遺物

ltl

R A085住居 (A―A' B嗚
1)

1 10YR2/1黒 色 しまり 粘性あり。

2 10YR3/2黒褐色 きわめてしまりあり、粘性あり。

3 10YR3/1黒褐色 しまりややあり、粘性あり。

4 10YR2/2黒褐色 しまりややあり、粘性あり。黄褐色粒少量。

5 10YR3/1黒褐色 しまりややあり、粘性あり。黄褐色粒50%。

6 75YR4洛 褐色 しまりあり、粘性ややあり。

D oL‐
1247m

7 10YR1 71黒色

8 10YR2/3黒褐色

9 10YR3/3暗褐色

10 10Y貶/2黒褐色

11 10Y硝/4暗褐色

12 10YR2/2黒 褐色

しまりややあり、粘性あり。

しまりあり、粘性あり。責褐色粒少量。

しまりあり、粘性あり。黄褐色土多量。

しまりあり、粘性あり。焼土粒 炭化物少量。

しまりあり、粘性あり。責褐土少量混じる。壁溝。

しまりあり、粘性やや弱い。地山ブロック大量斑状に混じる。

L‐ 1246m
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V 野古A遺跡第30次調査

o       l:50      2m

R A085住居カマド (C―C' D― Dつ

1 10YR2/1黒 色土 シルト しまり弱い、粘性ややあり。黒味強くやわらかい層。地山ブロック細かく (径 1～ 2 mm)微量。炭化物 焼土ブロック極微量、

細かくはいる (径 5 mm)。

2 10YR2/2黒褐色 シルト しまり 粘性ややあり。地山ブロック微量、細かい (径 1～ 2 mm)。 炭化物 焼土ブロック微量 (径～ 5 mn)。

3 10Y隠 /3暗褐色 シルト しまり、粘性やや弱い。地山ブロック全体に少量こなれて混じる。炭化物 焼土ブロック斑状にや彰 量 (径～ l cm)。

4 75YR3/3暗 褐色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。地山ブロック少量、焼土全体にこなれて混じる、大量。

5 75YR3/2黒 褐色 シルト しまり 粘性ややあり。地山ブロック微量、細かい (径 l～ 2剛 )、 炭化物 焼土ブロック少量。(2層 と雰囲気似るが、

2層 より明るく、え化物 焼土ブロック多い。)

6 10YR2/2黒褐色 ンルト しまりややあり、粘性やや弱い。地山プロック極微量 (径 1～ 2 cm)、 炭化物極微量 (径～ 5 nlm)

7 5層 に似るがやや明るく、焼土ブロック多い。

8 10YR2/2黒掲色 シルト しまり、粘性やや弱い。地山ブロック極微量。

9 10YR2/1黒色 シルト しまり弱い、粘性ややあり。主体土少量と10YR2/2黒褐色上が全体に大きく混じる。焼土極微量 (径 1～ 2 mm)、 地山ブロック

少量 (径 1～ 2 cm)

10 75YR3/3暗 tBJ色  シルト しまり弱い、粘性ややあり。被熱した地山土 (やや汚れるくらい)。 焼土ブロック大きく (径～l cm)斑状に含む (天丼崩落)。

11 10YR2/1黒色 シルト しまり中、粘性やや弱い。地山ブロック少量 (径～ l cm)。

12 10YR2/1黒色 シルト しまり弱い、粘性やや弱い。地山ブロック微量 (径～ 5 mn)、 焼土ブロック極微量。

13 75YR2/2黒 褐色 シルト しまり弱い、粘性やや弱い。地山ブロックこなれて全体にやや多量混じる。被熟した主体土もブロックで斑状にはいる。

14 10YR2/2黒褐色 シルト しまり 粘性弱い。地山ブロック 焼土プロック少量 (径 1～ 2 cr)。

15 75YR2/2黒 褐色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。地山ブロック大量、主体土微量、被熱したブロックも斑状に少量含む。

16 10YR3/2黒褐色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。地山ブロック細かく混じる (袖崩落土)焼土プロック極微量 (径 2～ 3 mm)。

17 13層 に似るがやや地山プロック多く粒径大きい (袖崩落)。

18 5YR3/4暗赤褐色 焼土層。

19 75YR3/3暗褐色 袖被熱土。

20 75YR4/4褐 色 袖被熱上。

21 地山ブロック層。しまりあり、粘性やや弱い。

22 10YR3/2黒褐色 シルト しまりあり、粘性やや弱い。地山ブロックがやや汚れた感じ。

23 10YR2/2黒掲色 シルト しまりややあり、粘性弱い。地山ブロック微量、焼土ブロック極微量、細かく混じる (径 2～ 3 mm)。

24 21層 に似る。

25 6層 に似るが地山ブロック微量 (径 1～ 2 mm)細かく混じる。

26 23層 に似る。

◎
鰯
③
阻

第48図  R A085竪 穴住居跡 (2)
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3 検出された遺構 と遺物

黒色土が流入 している (1・ 9。 11・ 12層 )。 燃焼部側には、焼土ブロックや炭化物が混入する暗褐色

～黒褐色土が堆積 してお り、天丼や袖の崩落土層は確認できなかった。

(出土遺物〉土師器1049g(イ類135g、 甕類959g)出上し、杯 2点、甕 3点、紡錘車 1点、総重量の

約650/Oを掲載した (99～ 104、 第102図 、写真図版79)。 床面よりも、埋土下部からの出土が目立つ。他

の住居跡と比較すると出土量は少ない方で、個体ごとの残存率も低い。102は 口唇部の一部が外側に

押され突出し片国の可能性があるが、突出した部分からもとの径に戻ることなく欠損しているため、

歪んでいるだけとも考えられる。     ´

〈時期〉出土遺物から奈良時代と判断される。

R A086竪穴住居跡 (第49図、写真図版28)

(位置・検出状況)A区中央部微高地上の13Q14gグ リッドを中心に位置し、やや削平されたⅣ層中で

検出した。

(重複関係〉RF009焼 土遺構と重複し、本遺構が切られる。

(平面形・規模〉平面形は東壁長約2.9m、 南壁長約2.7m、 西壁長約32m、 北壁長約2.5mを測る隅丸略

方形を呈し、床面積は約74�である。主軸方位はN-50°―Wである。

(埋土)埋土は13層 に細分され、壁際下位の黒ボク土は自然流入と思われるが、全体的には掲色土と黒

ボク土の混じった人為的堆積である。

(壁・底面〉壁はほぼ垂直に立ち上がり、遺存する壁高は33～ 40cmを沢1る 。床面はカマド周辺を除き、

全体的に貼床が施され、平坦で堅締である。

(床面施設〉無し。

(カ マ ド〉カマドは西壁の中央付近に付設されていたが、検出当初の本体部は褐色上の壇状となってお

り、Ⅳ層と一体的で外観的には判別できなかったが、一部造り出しの袖があったかもしれない。燃焼

部に相当する部分では使用の痕跡は認められなかった。煙道は奥行き約1.3m、 径約35cmの参」り貫き式

で、外側に向かい下り勾配となっている。煙出しピットは径約25cm、 深さは約84cmを 測り、煙道より

も若干深く掘り込まれていた。

(出土遺物〉遺物は、埋土から土師器の斐形土器片約140gと 極めて少量が出土した。形状を把握でき

た個体はない。 (105、 第102図 、写真図版79)

(時期 。その他〉遺構形態から奈良時代と思われる。カマ ド煙道埋土との断面の繋がりや燃焼部本体

部の状態、埋め戻された埋土などの状況から構築途中で放棄されたように見受けられた。

R A087竪穴住居跡 (第50図、写真図版29)

(位置・検出状況)A区中央部微高地上の13Q17iグ リッドを中心に位置し、削平されたⅣ層中で検出

した。

(重複関係〉直接的な重複はないものの、位置的にRA088竪穴住居跡と同時存在はあり得ないことから、

新旧関係にあると思われるが、具体は不明である。

(平面形・規模〉平面形は東西の壁長は約2.7m、 南北の壁長は約23mを測る隅丸略方形を呈し、床面

積は約5.5ゴ である。主軸方位はN-40° ―Wである。

(埋土)埋土は11層 に細分されるが、自然流入と思われる中央上位と壁際下位の黒ボク土と中位の褐色

土と黒ボク土が混じった人為的堆積に大別される。カマド脇の床面にはカマド関連と思われる焼土粒

の広がりが認められた。
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V 野古A遺跡第30次調査

'CD

臨ピ‐
・　
・‐Ｐ］ド商日

A

琴

C o L=1242m

A.L‐ 1%2m

R A086住居 (A―A'・ B―B')                        0        ユ50       2m
l 10YR2/2黒 褐色 しまりきわめてあり、粘性あり。黄褐色粒微量。

2 10YR3/1黒褐色 しまりきわめてあり、粘性あり。0 10cm責 褐色土プロック多量、責褐色土粒少量。

3 10YR3/2黒褐色 しまりきわめてあり、粘性あり。責褐色粒少畳。

4 10YR3/4暗褐色 しまりきわめてあり、粘性あり。黄褐色粒多量。

5 10YR3/3暗褐色 しまりきわめてあり、粘性あり。黄褐色土と黒ぼく土混じり。

6 10YR3/3暗褐色 しまりきわめてあり、粘性あり。黄褐色土少量。

7 10YR3/4暗褐色 しまりきわめてあり、粘性あり。黄褐色土多畳。

8 10YR2/2黒褐色 しまりきわめてあり、粘性あり。0 3cm責褐土プロック少量。

9 10YR3/1黒褐色 しまりややあり、粘性あり。責褐色粒微量。

10 10YR2/1黒色 しまり 粘性あり。黄褐色粒少量。

■ 10YR4/4褐 色 しまり 粘性あり。壁崩落。

12 10YR2/1黒色 しまり 粘性あり。

13 10YR3/1黒褐色 しまり。粘性あり。黄褐色土微量。

14 10YR4/6掲色 しまりあり、粘性やや弱い。貼床。地山層より僅かに黒い。

地山土に黒褐色土ごく微量、細かく入る。

※比～9層人為堆積
R A086住 居カマ ド (C―C' D― D')

C' 1 10YR3/3暗 褐色 しまり 粘性あり。責褐

色土 ・黒 ぼ く土 まじり。

2 10YR4/6褐 色 しまりきわめてあり、粘性

あり。カマド構築土 ?

3 10YR2/1黒 色 しまりややあり、粘性あり。

黄褐色粒微量。

4 10YR3/4暗褐色 しまり・粘性あり。黄褐

色土多量。

5 10YR2/2黒褐色 しまりなし、粘性あり。

黒ぼく上、黄褐色土まじり。

6 10YR4/4褐 色 しまりややあり、粘性あり。

7 ЮYR3/3暗褐色 しまりなし、粘性あり。

o          ,25         1m

・漁
・　
　
　
　
　
　
Ｘ

第49図  R A086竪穴住居跡
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3 検出された遣構 と遺物

(壁・底面〉壁はほぼ垂直に立ち上がり、遺存する壁高は13～ 22cmを測り、東側旧河道よりに低 くなっ

ている。床面はカマ ド部分を除き、全体的に貼床が施され、平坦で堅締である。

(床面施設〉カマドの対極の壁際で径約22cm、 深さ約13cmの柱穴 1個が検出された。

(カ マド〉カマ ドは西壁の中央に付設されていた。本体は、天丼部構築土は残骸として残っておらず、

袖部は架構・芯材として石や土器などは認められないが、一部造り出しとして褐色粘上で構築されて

いた。燃焼部は床面よりも若千低く、底面は火熱により21× 15cmほ どの不整形で厚さ約 l cm程度に弱

く、袖内面は比較的強く赤色変化していた。煙道は奥行き約1.2m、 径約31cmの今」り貫き式で、タト側に

向かい下り勾配となっている。煙出しピットは径約26cm、 深さは約44cmを 測る。

(出土遺物〉遺物は、埋土から土師器の甕形土器片とイ形土器片約186gが出土し、 9割以上が甕型土

器である。形状を把握できた個体はない。

(時期〉遺構形態から奈良時代と判断される。

R A088竪穴住居跡 (第 51・ 52図 、写真図版30・ 31)

(位置・検出状況)A区中央部微高地上の13Q18gグ リッドを中心に位置し、やや削平されたⅣ層中で

検出した。

〈重複関係〉RG015溝 跡と重複し、本遺構が切られる。また、上記のとおりRA087竪穴住居跡と新旧関

係にあると思われるが、具体は不明である。

(平面形・規模〉平面形は一辺約3.6mの 隅丸方形を呈し、床面積は約11.4だである。主軸方位はN-53°

―Wである。

(埋土〉埋土は 5層 に細分されるが、全体的に下位ほど掲色上が多い黒ボク土と混じる人為的堆積であ

る①カマ ド周辺には廃棄と思われる焼上の広がりが認められた。

(壁・底面〉壁はほぼ垂直に立ち上がり、遺存する壁高は24～ 36cmを測り、東側旧河道よりに低 くなっ

ている。床面はほぼ全体的に貼床が施され、平坦で堅締である。

(床面施設〉床面施設としては北西隅付近と東壁際にKl～ 3の上坑 3基を検出した。土坑とカマ ド部

分を除き一部途切れながらも幅 6～ 13cm、 深さ4 cm以下の壁溝が巡っている。

Kl土坑は北壁際の西側に位置し、平面形・規模は、開口部で長軸約60cm、 短軸26～44cm、 底部で

は約22× 47cmの 略円形の連結しただるま形を呈し、短軸断面形は深さ約14cmの 平底鍋形を呈する。南

西側底部には径約24cm、 土坑底面からの深さ約15cmの柱穴が 1個ある。埋土は4層 に細分される焼土

と褐色系土混じりの人為的堆積である。

K2土坑は東壁際の北よりに位置し、平面形・規模は、開口部径約37cm、 底部は20× 26cmの略円形

を呈し、断面形は深さ約17cmの 平底鍋形を呈する。埋土は焼土と炭化物の混じる人為的な褐色土の単

層である。

K3土坑は東壁際の南よりに位置し、平面形・規模は、開口部33× 44cm、 底部21× 32cmの略楕円形

を呈し、断面形は深さ約20cmの平底鍋形を呈する。埋土は焼土と炭化物の混じる人為的な褐色上の単

層である。

(カ マド〉カマ ドは西壁の中央に付設されていた。本体は、壁際を除き、燃焼部部分がRG015溝跡によ

り破壊されており、遺存状況はあまり良好ではない。天丼部構築土は残骸として残っておらず、袖部

は芯材として石や土器などは認められず、遺存 していた部分は造 り出しとなっていた。燃焼部は

RG015溝 跡により凸凹の状態となっていたが、底面は火熱により径約42cmほ どの略円形で厚さ最大で

約 5 cm、 袖内面も強く赤色変化していた。煙道は奥行き約1,4m、 径約20cmの今」り貫き式で、タト側に向
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V 野古A遺跡第30次調査

|∪

必A'

“

．

t.
A.L‐ 1241m

R

1

2

3

4

5

6

A087住居 (A― A≒ B―B')

10YR2/1黒色 しまり 粘性あり。

10YR2/3黒褐色 しまり 粘性あり。責褐色粒微量。

10YR3/3暗褐色 しまり 粘性あり。責褐色粒少量。

10YR2/3黒褐色 しまり 粘性あり。責褐色粒微量。

10YR2/1黒色 しまり 粘性あり。黄褐色粒微量。

10YR3/3暗褐色 しまりきわめてあり、粘性あり。

責褐色土混じり。

皇 。L=ワ 39m

D. L‐1241m

R A087住居カマド (C―C'・ D―D,                       9
1 10YR2/2黒 褐色 しまりきわめてあり、粘性あり。黄褐色粒微量。  10
2 10YR2/3黒褐色 しまりきわめてあり、粘性あり。責褐色粒少量。  11
3 10YR3/2黒褐色 しまりきわめてあり、粘性あり。責褐色泣微量、  12

炭化物微量。                           13
4 10YR2/3黒褐色 しまりきわめてあり、粘性あり。黄褐色土少量。  14
5 10YR2/2黒褐色 しまり 粘性あり。責褐色粒少量。        15
6 10YR3/4暗褐色 しまり 粘性あり。下位が焼土化。内壁の崩落。  16
7 10YR2/1黒色 しまりややあり、粘性あり。            17
8 10YR4/6褐色 しまりきわめてあり、粘性あり。カマド構築上の崩落。18

しまり 粘性あり。黄褐色土多量。

しまり 粘性あり。黄褐色粒微量。

しまり 粘性あり。黄褐色粒微量δ

しまり'粘性あり。黄褐色土混じり。

しまり 粘性あり。カマ ド構築上の崩落。

しまりあり、お性ややあり。責褐色土多畳

7 10YR4/4褐色

8 10YR2/1黒色

9 10YR2/2黒褐色

10 10YR2/3黒褐色

■ 10YR4/4褐 色

12 10YR2/2黒褐色

全体に入る。

※2～ 7層 人為堆積

D'

10YR3/4暗褐色 しまりきわめてあり、粘性あり。責褐色泣・黒ぼく土混じり。

75YR2/2黒褐色 しまりきわめてあり、粘性あり。焼土粒少量、責褐色粒少畳。

10YR2/2黒褐色 しまり・粘性あり。責褐色粒微量。

10YR2/3黒褐色 しまりなし、粘性あり。責褐色土混じり。

10YR2/2黒褐色 しまりややあり、粘性あり。黄褐色粒微量。

名5YR3/4暗 褐色 しまりあり、粘性ややあり。焼土多量。

10YR5/4にぶい黄褐色 しまりあり、粘性やや弱い。地山ブロック層

10YR3/2黒褐色 しまりあり、粘性やや弱い。黄褐色ブロックやや多量。

75Y馳/4褐 色 焼土。

75YR4/6褐 色 焼土。 lm

第50図  R A087竪 穴住居跡

1 :25
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3 検出された遺構と遺物

E.L=1237r i

二 .L=唸37r2 。二

す

■.L■路7斎

3 .主

す

一∩

×乾
ヾ

比

△
一

A'

A.L=1241m

R A088住居 (A―A'B― B')

1 10YR2/1黒 色 しまり '粘性あり。拳大の責褐色ブロック多量。

2 10YR3/4暗褐色 しまり 粘性あり。黄褐色壮多量。

3 10YR3/3暗褐色 しまりきわめてあり、粘性あり。黄褐色土ブロック多畳、焼土ブロック少量。

4 10YR3/4暗褐色 しまりきわめてあり、粘性あり。 黄褐色土壮少量。

5 10YR2/2黒 褐色 しまり 粘性あり。黄褐色土少量。周溝。

6 10YR2/3黒褐色 しまり 粘性あり。責褐色土大量、10YR2/3黒褐色シルト少量、こなれて混じる。貼床。

1～ 4層人為堆積

R A088住 居Kl(E―Eつ

1 10YR2/2黒褐色 しまり・粘性あり。黄褐色土少量。

2 75YR74褐色 しまり 粘性あり。焼土粒多量。

3 75YR4/3褐 色 しまり 粘性あり。炭化物少量、全体的に焼土混じり。

4 75YR3/4暗 褐色 しまりなし、粘性あり。焼土粒微量、炭化物少量。

R088住 居K2(F―F)

1 75YR3/4暗 褐色 しまり 粘性あり。0 5mm焼 土粒多畳、黄褐色泣微畳、

戊化物微畳。

R A088住居K3(G― Gつ

1 75YR4/4掲 色 しまりきわめてあり、粘性あり。焼土と責褐色上の混じり。

炭化物少畳。
o               l:50

Ｄ
。

惚           亀
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R A088住居カマ ド (C―C',D― Dり

1 10YR2/3黒 褐色 しまりあり、粘性ややあり。責褐色粒少量。

2 10YR4/4褐 色 しまりあり、粘性ややあり。地山ブロック層。

3 ЮYR2/3黒掲色 しまりやや弱い、粘性ややあり。責褐色ブロック

やや多量。

4 10YR2/3黒褐色 しまりやや弱い、粘性ややあり。黄褐色ブロック

微量。

5 10YR2/2黒褐色 しまり'粘性あり。責褐色ブロック微量。

6 10YR2/3黒褐色 しまり 粘性あり。責褐色粒少量、焼土粒・炭化物

微量。

7 10YR3れ 暗褐色 しまり ,粘性あり。責褐色土多量、炭化物微量。

8 75YR4/4褐 色 しまり 粘性あり。kO焼土粒多量。

9 10YR/3黒 褐色 しまり 粘性あり。黄褐色ブロックやや多量、

大きく混じる。焼土粒極微量。

106

C'

11

12

13

15

16

17

10YR2/3黒褐色 しまり 粘性あり。責褐色プロック少量、焼土粒

細かく微量。

10YR2/2黒褐色 しまりやや弱い、粘性あり。責褐色ブロック微畳、

焼土粒細かく極微 (12層 より細かい)。

10YR4/4褐色 しまり 粘性あり。地山天丼崩落層、下面被熟する。

10YR2/3黒褐色 しまりややあり、粘性あり。責褐色ブロック微量

(細かい)、 焼土粒 炭化物 (径～l cm)微畳。

10YR2/3黒褐色 しまりややあり、粘性あり。黄褐色ブロック少量、

全体に混じる。

5YR4//6赤褐色 焼土プロック。地山天丼崩落層の赤変化。

75YR3/3暗褐色 しまり 粘性あり。焼土粒少量、炭化物微量。

5YR3/6暗 赤褐色 燃焼部焼土。

V 野古A遺跡第30次調査

o                 l:50                2m
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統

ヾ

鬼
∪
ワ

C .L‐
1239m

L‐ 1240m

第52図 R A088竪穴住居跡 (2)

1:25
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3 検出された遺構と遺物

かい下 り勾配となっている。煙出しピットは径約24cm、 深さは約85cmを 測る。

(出土遺物)遺物は、出土状況としては埋上下層の 4層上面に廃棄された状態で、土師器の奏形土器

片と郭形土器片約4 2kgが出土 し、甕型土器が約 9割を占める。掲載 した土器は出土量の約 5割にあた

る。形状をおよそ把握できた個体 としては、一括廃棄と思われるほぼ完形の上師器の琢形土器 1点

(図番106)と 甕形土器 1点 (図香109)、 復元個体では、甕形土器 1点 (図呑110)と カマ ド近 くから破

砕状態で出土 した球胴甕の上半 1点 (図呑112)が あり、この下半はRG015溝跡により消失 したものと

思われる。このほか砥石の破片 1点が出上 している。 (106～ 113、 第102図 、写真図版79・ 80)

(時期〉出土遺物から奈良時代と判断される。

R A089竪穴住居跡 (第 53図 、写真図版32)

(位置・検出状況)A区南部、13Q2豹 グリッド付近に位置する。旧河道への落ち際、Ⅱ～Ⅲ層で溝状

の焼土が広がる範囲を検出した。本遺構の南西側にはRF011～ 014焼土遺構がならんでいることから、

本遺構 もこれらと同種類 と考え精査を開始 したところ、形状・埋上の堆積状況とも焼土遺構 とは異な

り、カマ ドの煙道部と類似 していた。そのため再度丁寧に検出したところ、南側にⅢ層よりも黒味の

強い方形プランを確認 し、住居跡と判断した。

(重複関係)な し。

(平面形・規模〉南東部を攪乱によって消失する。南西壁は3.12m、 北西壁は3.07m、 残存部から方形

のプランをもち、床面積は8.6∬ ほどと推定される。主軸方位はN-56° ―Wである。

(埋上)黒色～黒掲色土を主体 としレンズ状に堆積する。地山上の混入は微量～少量 と少なく、炭化

物・焼土ブロックをわずかに含む。

(壁・底面)壁は残存高20cm程度、ほぼ直立する。Ⅳ層まで掘 り込み、Ⅱ層とⅣ層の混ざった掘 り方土

を均 し床とする。その範囲はカマ ド周辺を除き全面に及ぶ。床面は平坦で、Ⅳ層を掘 り残 したカマ ド

周辺は若千高 くなる。周溝・小穴等の床面施設は検出されなかった。

(カ マ ド〉北西壁、ほぼ中央に設置され、煙道方向はN-50° ―Wである。袖は地山土 (Ⅲ ～Ⅳ層)を

掘 り残 してお リー部被熱する。燃焼部内の底面に焼土は検出されず、直径34cm、 深さ10cm程の円形の

掘 り込みが確認された。煙道部は全長130cm、 地山土をくり抜いている。底面の高さは住居床面と変

わらず煙出しまでのびる。埋土は、上述の通 り、焼土遺構 として精査を開始 したため、煙道部南半か

ら燃焼部にかけての記録を欠 く。掘 り進める際の観察では黒色～黒掲色土を主体として、焼土ブロッ

クを多 く含んでいた (カ マ ド断面 2・ 5層のような土)。 煙道部北半は、煙道内に天丼崩落土 (6層 )、

焼土を多 く含んだ黒色～黒褐色土 (5'7層)が堆積、煙出し内は地山ブロックの混入量が多い。 く

り抜いた地山土 (Ⅲ ～Ⅳ層)の上にも焼土ブロックが広がっており、自然に堆積 したものとは説明が

つきにくい。煙道内に地山崩落上が少ないが焼土ブロックの混入量が多いこと、煙出しの地山ブロッ

ク量、などもあわせて考えると、煙道部は人為的に埋め戻され天丼部が崩落、その上面に焼土ブロッ

クが広がったものと考えられる。

(出土遺物)出上 していない。

(時期〉遺物は出土していないが、住居主軸方位、カマドの設置方向から奈良時代と考えられる。

R A090竪穴住居跡 (第 54・ 55図 、写真図版33・ 34)

(位置 。検出状況〉☆区南部、13Q17dグ リッド付近に位置する。地山層 (Ⅳ層)で明瞭な黒色土の方

形プランとして検出した。
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10

止 .Lと厖&5m

R A089住居 (A‐A'

1 10YR2/1黒 色 しまりきわめてあり、粘性あり。炭化物微量。

2 10YR2/2黒褐色 しまり・粘性あり。責褐色土プロックと粒子少量、炭化物

3 10YR17/1黒色 しまりややあり、粘性あり。黄褐色土粒子微量。

4 10YR2/1黒色 しまりあり、粘性ややあり。地山ブロック大きく (径～ 3 cln)

5 4層 より地山ブロック多く多量。

三 .L=乾&5m

V 野古A遺跡第30次調査

o                l:50              2m

焼土粒きわめて微量。

斑状にやや多量入る。

D'

R A089住居カマド (D― Dウ

二 .L=鬱35m
D.L‐ 1234mB'

l Ⅲ層

2 Ⅳ層

R A089住居カマド (B嗚 '・ C― C・ )

1 75YR4//6褐 色 シルト しまりあり、粘性ややあり。きれいな焼土層。ブロック層。

2 10YR2/1黒色 シルト しまりやや弱い、粘性ややあり。焼土ブロック (75YR4/6褐色)少量 (径～ l cm)。

3 101rR2/2黒 褐色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。地山ブロックやや多量、全体にこなれて混じる。

4 10YR2/1黒色 シルト しまり 粘性ややあり。地山ブロック少量、大きくこなれて混じる。

5 10YR2/1黒 色 ンルト しまりやや弱い、粘性ややあり。焼土ブロック (75YR4/6褐 色)やや多量、大きく (径～2 cm)斑状に混じる。

6 75YR3/4暗 褐色 シルト しまり・粘性ややあり。被熟プロック層。混ざらずそのまま落ちた感じ。

7 10YR2/2黒掲色 シルト しまり 粘性ややあり。地山プロック微量 (径～ l cm)、 焼土ブロック5層 より大きく (径～3 cm)やや多量、斑状に入る。

1:25

第53図  R A089竪 穴住居跡
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3 検出された遺構と遺物

(重複関係〉なし。

(平面形・規模〉5。 15× 4.18mの方形、主軸方位はN-53° 一W、 床面積は144ごである。

(埋土〉黒色～黒褐色土を主体とする。埋土下部に地山ブロックを多く大きく含み (4層 )、 上部 (2・

3層 )は量が減り細かくなり、最上層は混入物の少ない層が堆積する。 2層以下は地山ブロックの混

入量が多いことから、人為的に埋め戻された可能性がある。一方で埋土最上層 (1層)は 自然堆積と

考えられ、埋め戻し平らにするというより、周囲の住居跡を掘り下げる際などの排上場として利用さ

れたとも推測される。           ´

〈壁・底面〉壁は残存高40～50cm程度、ほぼ直立する。Ⅳ層まで掘り込み、掘り方土を均し床としてお

り、その範囲はカマド燃焼部内を除き全面に及ぶ。掘り方の深さは壁際が深く、中心部が浅い。埋土

も深い部分のほうが黒色土を多く含んでいる。カマド設置場所以外の壁際には、一部途切れるものの

周溝が全周する。その幅は5～25cm、 深さ5 cm前 後である。その他床面からは5基の上坑・小穴が検

出された。土坑 (Kl～ 4)イよ、いずれも住居南東部で検出され、開口部径はK3が最も大きく116cm、

これ以外は50～ 60cm程度、深さはいずれも25cmほ どである。小穴 (Pl)は 開口部径34cm、 深さ27cm、

カマ ド脇で検出された。これらの土坑・小穴の埋土中には焼土ブロックを含む層が確認されている

(Kl～ 3・ 2層、Pl・ 3層 )。 住居の埋土中には、これと類似する層は確認できず、住居使用中～廃絶・

埋没前までに人為的に埋め戻されているものと考えられる。しかし、その位置・深さから上屋を支え

る主柱穴とも考えにくく用途は不明である。

(カ マ ド〉北西壁、ほぼ中央に設置され、煙道方向はN-54° ―Wである。袖は壁から連続して地山土

を掘残し、焚口側は地山ブロックを用い補強している。燃焼部底面には28× 34cmの焼土が形成され、

袖内側 (燃焼部内)も 被熱する。煙道部は全長115cm、 底面は煙出しに向かって緩やかに下り、くり抜

かれている。埋没過程は、黒色上の流入 (16・ 17層、 7・ 8層 )と 天丼の崩落 (15、 10、 5。 6層 )

が繰り返されている。煙出し上部は大きくえぐれ、被熱土や地山ブロックが斜めに細長く混入し (13・

14層 )、 天丼も他の住居跡と比べ大きく崩落している。

(出上遺物〉土師器3458g(杯類355g、 甕類3103g)出土し、総重量の約600/Oを掲載した (杯 4点 ・

甕 4点・石器 1点、114～ 122、 第103図 、写真図版80)。 床面～下部、K2・ 3内からの出上が目立つ。

〈時期〉出土遺物から奈良時代と判断される。

R A091竪穴住居跡 (第 56・ 57図 、写真図版35'36)

(位置・検出状況)A区西部、13P15nグ リッド付近に位置する。地山層 (Ⅳ層)で明瞭な黒色上の方

形プランとして検出した。

(重複関係〉なし。

(平面形・規模〉6.00× 5。76mの 方形、主軸方位はN-25° ―W、 床面積は32.9∬ である。カマド燃焼部

から東壁にかけて溝状に攪乱される。

〈埋土〉黒色土を主体とし、壁際から床面付近にかけて地山ブロックの混入量が多くなる。

(壁・底面〉壁の残存状態は悪く、高さ10～ 15cm程度、Ⅳ層まで掘りこんでいる。掘り方土を均して床

としており、カマド袖の下を含め、壁周辺が深く中央部へ向かって浅くなりる。燃焼部内には掘り方

土はみられず地山面を底面としている。床面は平坦で、北東隅だけは130の 上師器甕を埋め込んでお

り、周囲より若干高くなっている。東壁を除く壁際には断続的に周溝が巡る。幅 4～ 13cm、 深さは2

～ 8 cm程 度である。埋土は住居内の埋没土よりも地山ブロックの混入量が多い。その他、土坑 3基、

小穴 7個が検出された (Kl～ 3、 Pl～ 7)。 Kl・ K3は住居南東に位置し、開田部径80cm前後の不整楕円
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A

R A090住居 (A―A'・ B― Bう

1 10YR2/1黒 色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。地山プロッ

ク極微 (径～l mm)混入物少ない層。白っぽい。

2 10YR2/1黒 色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。地山ブロッ

ク少量、比較的綱かい (径大きくても5mH～ l cm程度)。

3 10YR17/1黒色 シルト しまりややあり、粘性弱い。地山ブロッ

ク少畳 (径大小様 )々、 2層 より多い、10YR2/1黒色ンルト少量。

4 5層 に似るが地山ブロック大小様々。

5 10YR2/2黒褐色 シルト しまり 粘性やや弱い。地山プロック全体

にやや多量、比較的細かく混じる (2層 と同じくらいの大きさ)。

6 10YR17/1黒色 シルト しまり 粘性ややあり。地山ブロック層状

に斜めに微量入る。

7 10YR17/1黒色 ンルト しまり'粘性ややあり。地山ブロック (砂

質)やや多量、全体に入る。

8 10YR17/1黒色 シルト しまりやや弱い、粘性あり。地山プロック

層状にやや多量入る。

9 10YR17/1黒色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。地山ブロ

V 野古A遺跡第30次調査

ックとても大きなブロックでやや多量入る。

10YR17/1黒 色 シル ト しまり,粘性やや弱い。地山プロック少量、

やや横長に入る。

10YR2/3黒褐色 ンルト しまりやや弱い、粘性ややあり。地山ブロッ

ク少量、10YR17/1黒色 シルト微畳全体に斑状に含む (大 きく混じる)。

10YR2/2黒 褐色 シル ト しまりややあり、粘性やや弱い。地山ブロッ

ク少量とても細かく入る (径～ l mln)。

12層 に似るが、しまり弱く色もやや黒い。

10YR2/2黒 褐色 ンル ト しまりややあり、粘性やや弱い。地山ブロッ

ク少量、細かく入る (径～ 5nm)。

10YR2/1黒色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。地山プロック

やや多量、10YR2/2黒 褐色シルト多量、10YR2/1黒 色シルト少量、大きく

(径～cm)斑状に混じる。

10YR2/1黒 色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。地山ブロック

大量、主体土微量 (径～ l cm)、 10YR2/2黒褐色シルトこなれて少量含む。

o         l:50        2m

及 S
◇    σ⑤◎

ml

第54図  R A090竪 穴住居跡 (1)
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L=1237m

3 検出された遺構と遺物

D . L=1241m

Kl

L=12361n

二.L=嵐m。 二
Ч

R A090住居カマド (C―C' D― D')

l ЮYR/1黒色 シルト しまり 粘性ややあり。地山プロック極微 (径 1～ 2 mm)。

2 地山プロック層。

3 10YR2/2黒褐色 シルト しまり、粘性やや弱い。地山ブロックやや多量、焼土ブロック 炭化物細かく入る (径～ 5 nlm)。

4 10YR3/2黒褐色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。漸移層。

5 10YR3/4暗褐色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。10YRy2黒褐色シルトシミ状に混じる。漸移層 P崩落 ?

6 10YR76褐 色 地山層。しまりややあり、粘性弱い。

7 ЮYR2/2黒褐色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。地山ブロック微量 (径～ lnm)。

8 10YR2/2黒褐色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。地山ブロック少量 (径 1～ 2 mm)。

9 6層 に10YR2/2黒褐色シルト大きくプロックで入る。根攪乱 ?

10 10YR4/6褐色～10YR5れ にぶい黄褐色 地山層。

■ 10YR2/2黒 褐色 シルト 8層に似るがしまりやや弱い。

12 10YR2//2黒 褐色 シルト しまり・粘性やや弱い。地山ブロック細かく微量 (径～ l mm)。

13 8層に炭化物極微量 (径～ 5 mm)、 地山ブロックやや大きくなり斜め気味に入る。

14 10YR2/2黒褐色 ンルト しまり,粘性ややあり。地山プロック微量 (径～ 5 mm)、 被熱ブロック (径～2 cm)極 微量斜めに入る。

15 10YR4/6褐色 地山ブロック層。下面部分的に被熱。天丼崩落。

16 75YR2/2黒 褐色 シルト しまり・粘性やや弱い。地山プロック極微量 (径 1～ 2 ma)、 焼土プロック (径～5mn)や や多量、

炭化物 (径～l cm)微量、主体土被熟。

17 75YR3/2黒 褐色 シルト しまり 粘性やや弱い。こなれた被熟土 焼土プロック (径～5 mm)や や多量。下面に薄く炭化物のる

(燃焼部の焼上の上に)。

18 10YR2/2黒褐色 ンルト 地山ブロックやや多量、全体に混じる。

19 5YR3/6暗赤褐色 焼土層。

20 10YR2/2黒褐色 シルト しまりあり、粘性やや弱い。地山ブロック大量、10YR/2黒褐色シルト微量 (径 1～ 2 mm)。

21 10YR4/6褐色 シルト しまりあり、粘性やや弱い。焼土ブロック極微量 (径～ l mm)、 10YR2/2黒 褐色シルト極微量 (径～ l mm)。

22 10YR4ん 褐色 地山掘り残し分。地山土に根攪舌し入ったもの P

23 5YR3/6暗赤褐色 焼土層。よく焼ける。

R A090住 居Kl(E―Eう

1 10YR2/1黒色 シルト しまりやや弱い、粘性ややあり。地山プロック微量 (径～ l mm)。

2 ЮYR3/2黒褐色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。地山ブロック (10YR6/4に ぶい責橙色

粘土質シルト) 焼土ブロック 炭化物やや多畳斑状に混じる。 (径 ～ 5 mm)。

3 10YR3/2黒褐色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。地山プロック (10YRγ4にぶい黄橙色

粘土質シルト)微量こなれて混じる。

R A090住居K2(F―Fつ

1 10YR2/2黒褐色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。地山ブロック細かく (径～5 mm)少量。

2 10YR2/2黒褐色 シルト しまり弱い、粘性やや弱い。地山ブロック細かく (径 1～ 2 mm)極微量。

焼土ブロック極微量。

R AO∞住居K3(G―G')

1 10YR2/2黒褐色 シルト しまり 粘性ややあり。地山ブロックやや多量 (径 l mm～ 2 cm)、

さらに下面に薄く層状に入る。

K2の 2層に似る。地山ブロックは少量。

10YR2/1黒 色 シルト しまり 粘性ややあり。地山ブロック少量 (径～ l cm)、 遺物含む層。

生
支董≧影影代ノ

ニ
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V 野古A遺跡第30次調査

形である。床面からの深さは35cm程度、埋土は地山土と黒色土の混上で、掘 り方構成土と同じである。

特にKlは、床面精査時は 1層下面を底面と誤認 し、掘 り方土を取 り除く際にさらに掘 り下がることが

判明した。K3は板状の礫が北壁に立てかけてあった。柱などを支える側石の可能性 も考えられるが、

柱痕跡は確認していない。両者は規模や埋土などが類似することから同類の用途が想定されるが、そ

れを特定することはできなかった。K2は直径50cm程度の円形のものが二つ重なったような形状を持

ち、埋土内に焼土ブロックが含まれる層が確認された (2層 )。 この層は、上述の北東隅の高まりに

広がる焼土ブロック層と類似 しており、土坑内に東側から流入 した痕跡 もみられることから、住居使

用時には開口していた可能性が高い。その位置から貯蔵穴であろうと推測される。Pl～ 4内 には、柱

痕跡が認められ、住居の上屋を支える主柱穴と考えられる。直径31～ 36cm、 深さはいずれも50cmを 超

える。各柱間は350cm程度である。P5は カマ ドの対面壁際、P6・ 7は カマ ド袖脇に位置し、後者は埋土

下部に焼土ブロックを混入する。

(カ マ ド〉北西壁、中央やや北寄りに設置され、煙道方向はN-21° 一Wである。西側の袖と燃焼部の

壁際から東袖にかけて溝状に攪乱される。残存範囲では、壁側の地山土を掘り残し、焚口側は地山土

を貼り付け土師器甕 (127)を 倒位で置き芯材として利用している。燃焼部底面には59× 46cmの焼成面

が広がり、壁内側 (燃焼部側)に も被熱が及ぶ。煙道部の長さは185cm、 住居壁際から煙出しに向かっ

て緩やかに下がりくり抜かれる。煙道天丼壁はよく被熱している。埋土は、燃焼部から煙道部南半に

かけて底面直上に天丼部が崩落し、煙道北側は、被熱上が混入するものの、地山ブロックの量は多く

ない。廃絶後早い段階で燃焼部～煙道部南半が崩れ、その後自然に黒色上が流入し埋没したものと考

えられる。

(出土遺物〉土師器4590g(杯類504g、 甕類4086g)出上し、総重量の約 4割、イ類 4点、奏類 7点、

紡錘車 1点 を掲載した (123～ 134、 第104図 、写真図版80・ 81)。 上述の通り、127は カマ ドの芯材、

130は床面に胴部を埋め込まれて使用されていた。その他、床面～埋上下部からの出上が多く、カマド

の設置壁側から器形を復元できる個体が多く出上した。

(時期〉出土遺物から奈良時代と判断される。

R A092竪穴住居跡 (第 58・ 59図 、写真図版37・ 38)

(位置・検出状況〉A区西部、13P19iグ リッド付近に位置する。地山層 (Ⅳ層)で明瞭な黒色上の方形

プランとして検出した。

〈重複関係〉なし。

(平面形 。規模)3.69× 4.06mの方形、主軸方位はN-77° ―W、 床面積は135∬である。

(埋土〉壁際に黒色土 (5～ 8層 )が堆積した後、黒褐色土 (2～ 4層)が壁際から中央へ、住居全

体を1層が覆う。3'4層は炭化物・焼土ブロックを多く含んでおり、住居南半、壁際に溜まった埋

土の上面を覆うように、壁際に高く中央部へ向かって低くなって広がる。廃絶後若干時間がたつた状

態で焼失・倒壊したものと推定される。これらの層を覆う1層は、大小様々な粒径の地山ブロックを

多く混入しているため、焼失・倒壊後、人為的に埋め戻されたものと考えられる。

(壁・底面〉残存する壁の高さは15～20cm程度、ほぼ直立する。Ⅳ層まで掘りこみ、掘り方土 (地 山ブ

ロックと黒色上の混土)を均し床とする。カマド内はⅣ層を底面としている。床面には溝が東西方向、

主軸方向に沿って 2条平行して検出された。幅 5～ 15cm、 深さ5 cm程 度である。北側の溝より壁側の

床面は、溝を境に若千高くなる。溝内からは棒状の材 (C5)が出上している。溝と壁の間は70～ 80cm

と狭くこの空間を区切った間仕切と考えるのは難しく、床面に板材並べ敷いた痕跡と考えられるが、
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3 検出された遺構と遺物

瓜 邑

|∪

R A091住居 (A―A・ B―B')

0 10YR2/1黒色 シルト しまりあり、粘性やや弱い。地山ブロック大きく 5
斑状に少量混じる。攪乱。

l ЮYR2/1黒色 シルト しまりあり、粘性やや弱い。混入物少ない層で  6
所々地山ブロックが含まれる (極微量、径～ 3 cm)。

2 10YR2/1黒色 シルト しまりあり、粘性やや弱い。地山ブロック細か  7
く少量 (径～ 5 mm)。

3 10YR2/1黒色 シルト しまりあり、粘性やや弱い。地山ブロック2層  8
より多く粒径大きい。                         9

4 10YR17/1黒色 シルト しまりあり、粘性やや弱い。地山ブロック大

きく (径 3 cmよ り大)斑状にやや多量含む。黒味強い。

10YR2/1黒色 シルト しまりあり、粘性やや弱い。地山ブロックやや

多量全体に混じる。(周溝 P)

75Y毘/1黒色 シルト しまりあり、粘性やや弱い。焼土粒全体に含

み赤味強い。

10YR3/3暗褐色 砂質シルト しまりややあり、粘性やや弱い。地山砂

質土プロック層。

5YR3/6暗 赤褐色 焼土層 地山が被熱。

10YR2/2黒褐色 シルト しまりややあり、粘性弱い。地山ブロック大

量に主体土全体にやや多量混じる。
o          l:50         2m

127

*

L=1245m
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V 野古A遺跡第30次調査

E.L‐ 1244m

O                  m

RA∞ 1住居カマド (C―C'～ E―Eウ

1 10YR2/2黒 掲色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。地山ブロック上面に大きくのるが層中には細かく微量 (径～ lal)。

2 10YR2/2黒褐色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。地山ブロック微量 (径～5mn)焼土プロック少量 (径～ 5 mln)

炭化物微量 (径～ 5 mm)。

3 75YR3/4暗 褐色 シルト しまりややあり、粘性なし。焼土ブロック全体に斑状に多量含む (径 5 mn～ l cm)。 中心ほど多い。

炭化物極微量 (径～5Hm)。 天丼・袖崩落上が主体土。

4 10YR2/1黒色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。焼土ブロック多量 (径～ l cm)。

5 10YR2/1黒色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。焼土ブロック微量 (径～ 2 mm)。

6 75YR2/1黒 色 シルト しまりややあり、絵粘性やや弱い。地山ブロック少量、壁の被熱崩落土含む。焼土ブロック少畳。

7 75YR2/1黒 色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。地山ブロック微量 (径～ l cm)、 焼土ブロック少量 (径～ l cm)。

8 10YR2/2黒褐色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。地山ブロック細かく少量 (径～ l cm)、 煙道中心に多くなる。

焼土ブロック極微量 (径～ l cm)。

9 7 51FR2/1黒 色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。地山ブロック微量 (径～ l cm)、 壁の被熱崩落上が大きいプロック

ではいる (径 5 cm程度)。

10 10YR2/2黒 褐色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。地山プロック多量、墜崩落の被熱土細長く層状に入る。

11 5YR3ん 暗赤褐色 焼土層 (地 山上が被熱)。 焼成とてもよい。

12 10YR2/2黒 褐色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。焼土プロック微量細かく入る (径～ l nln)。

13 5YR3/6暗赤褐色 焼土。15層が被熟。

14 5YR4/6赤褐色 被熱した地山土に普通の地山土 (径～ l cm)ЮYR2/2黒褐色シルト (径 1～ 2 mm)微量含む。

15 10YR4/4掲 色 シルト 地山プロック層。しまりあり、粘性なし。

16 10YR4/4褐色 シルト 地山プロック層。しまりあり、粘性なし。炭化物 焼土ブロック微量含む (径～ 5 mll)。

17 10YR3/3暗褐色 シルト しまりあり、粘性やや弱い。地山プロック細かく少量 (径 2～ 3 mn)。

18 10YR4/4褐色シルト大量に10YR2/1黒色シルト少量、全体にこなれて混じる。しまりややあり、粘性弱い。住居据り方土。

二`
竜登Ξブ

ニ R A091住居Kl(F― F,

1 10YR/2黒褐色 シルト しまりややあり、粘性弱い (サ ラサラ)。 地山ブロック少量、

炭化物少量、焼土ブロック極微量、すべて細かく全体に混じる (径～ 3 mm)。

2 A―A' B‐B'の 9層 (掘 り方土)に似る。

R A091住居K2(G― Gウ

1 10YR3/4暗 褐色 シルト しまり ,粘性やや弱い。被熱した地山ブロック大量、焼土

ブロックこなれて少量。

2 10YR2/1黒色 シルト しまり 粘性やや弱い。地山ブロック (やや被熟)やや多量、

焼土プロック (径～5 mm)炭化物 (径～l mm)少量。

3 75YR3/4暗 褐色 シルト しまり 粘性やや弱い。地山プロック少量、炭化物少量、

焼上プロックやや多量、すべて斑状に入る。

R A091住居K3(H―Hつ

1 10YR2/2黒 褐色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。地山プロック少量、

10YR2/1黒色シルト極微量。細かく入る (径～ 5 ma)。

2 10YR2/2黒褐色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。地山ブロックやや多量、

細か くこなれて入 る。

3 10YR2/2黒褐色  シル ト しま りややあ り、

主体土少量、大 きく混 じる。

皇.L■%耳 .ニ

ユ.L=盟澪 。二

粘性やや弱い。地山ブロック大量、

L‐1%4m

第57図  R A091竪 穴住居跡 (2)
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3 検出された遣構 と遺物

板材を敷いた範囲、床面の硬化部分などは確認できなかった。その他、小穴が 2個検出された (Pl・

P2)。 両者とも埋土が床面の掘り方土と類似していたために、床面では検出できず、掘り方土を剥が

す際に確認した。カマ ド脇のPlプ ラン内には土師器甕 (141)が置かれているが、土器は床面から数

cm程度の深さ、黒色土で埋め込まれ、Plは さらに下へ30cm程度掘られ、埋土は地山土を多く含んでい

ることから、土器を埋めるためにPlは掘り下げたとは考えにくい。一方で北西隅のP2も Plと 同様

の規模・深さ。埋上のため、これらは対になっての利用が推測され、棚などを設置するための柱を埋

め込んだ後、さらに土器をおいたものとも考えられる。これら以外に、カマド対面の壁が若千張り出

し、床面が円形に窪んでいた。周囲が新期耕作痕による攪乱が多く、調査時はこれも新しいものと判

断し記録を欠いたが、調査区内の他の住居跡でこの位置に小穴・窪みがあるものが多いことから、本

遺構の窪みも床面に設置された小穴の可能性も考えられる。

(カ マ ド〉西壁ほぼ中央に位置し、煙道方向はN-76① ―Wである。カマド袖は壁側の地山土を掘残し、

焚口側に土師器甕 (137)を倒位で置き芯材としている。燃焼部底面には、45× 52cmの焼土が形成され

ており、袖内壁まで被熟する。他の住居に比べ焼成が深くまで及んでおり、よく被熟している。燃焼

部底面には礫が出土しており、支脚の可能性があるが、礫自体が被熱している様子は観察できなかっ

た。煙道部は全長150cm、 底面は燃焼部から住居外へと平らに伸びてから、途中で緩やかに下り煙出し

へとくり抜かれる。埋土は燃焼部底面直上に天丼が崩落 (6・ 7層 )、 煙道部には黒色上が流入する

(11層 )。 その後煙道部は天丼崩落 (3・ 10層 )、 被熟ブロック・地山ブロックを含む黒色土 (5・ 8・

9層 )が繰り返し堆積する。最下層の11層 は自然堆積と推定され、これに対し10層 (天丼崩落土)よ

り上位層は、混入物の量が多いまたはその粒径が大きいため、住居の焼失に伴い崩落が激しくなった、

もしくは焼失後住居内と同様に人為的に埋め戻されたものと考えられる。

(出土遺物〉土師器が7489g出土しており、このうち郭類が60g、 甕類が7428gと 圧倒的に後者が多い。

このうち杯類は全量で 1点、甕類は約700/Oで 6点を掲載した (135～ 141、 第104・ 105図 、写真図版81・

82)。 138は カマド芯材として、141は上半だけをカマド脇に置かれ (台か ?)利用されていた。その他

カマド付近、焼土ブロックの広がる範囲から器形復元可能な個体が出上している。炭化材は鑑定の結

果クリが多く、ナラ、ケヤキと次ぐ。

(時期)出土遺物から奈良時代と判断される。

R A093竪穴住居跡 (第60図 、写真図版39・ 40)

(位置 。検出状況〉A区西部、13P25nグ リッド付近に位置する。I～Ⅲ層中で周囲よりやや黒味の強

い方形プランとして検出した。

(重複関係〉なし。

(平面形・規模)290× 3.06mの方形、主軸方位はN-92°一W、 床面積は7.4∬ である。

(埋土〉壁際に黒味の強い層 (7・ 9層 )が堆積後、焼土ブロック・戊化物を含む層 (6・ 8層)が

東半に広がり、地山ブロックの混入量が異なる黒色上がレンズ状に堆積し埋没する。 6・ 8層 は、壁

際に堆積した層を覆うように壁際に高く、中央は低く床面直上となる。住居廃絶後若干時間がたつた

のちに焼失・倒壊し、その後自然に埋没したものと推測される。

(壁・底面〉壁の残存状態は良く、検出面からの高さ45cm前後である。床面はⅣ層まで掘りこみ、その

掘り方上を均している。掘り方はカマド周辺を除き全体で確認でき、深さは壁際に深く、住居中央ヘ

向かって浅くなり、住居中央部及びカマド周辺はⅣ層が床面となる。床面は平坦だが、南側が一段高

くなる。その範囲は南壁から0.8～ 1.Om程度の幅で、掘 り方土を積み上げ北側より10cmほ ど高くして
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V 野古A遺跡第30久調査

R A092住居 (A―A' B― Bう

0 攪乱

1 10YR2/2黒 褐色 シルト しまりあり、粘性やや弱い。地山ブロック (大小様々、径 l DIn～ 5 cm)全体にやや多量含む。え化物 (径～5 mm)微 畳。

2 ЮYR2/2黒褐色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。地山プロック細かく (径～5 mm)少畳、炭化物少量 (径～ 5 mm)。 4層 と似る主体土。
3 10YR2/2黒褐色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。75YR3/3暗褐色シルト・焼土プロック大量、炭化物微量 (径～5 mm))。

4 10YR2/2黒褐色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。地山プロック細かく (径～5 Hm)少 量、炭化物・焼土ブロック少量 (径～5 mln)上面に

被熱した焼土 (3層 と同じ)多 くのる。

5 10YR2/1黒色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。地山プロック少量 (径～ 2 cm)。

6 7層 に似る。

7 10YR2/1黒色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。地山ブロック細かい (径～ 5an)。

8 10YR2/1黒色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。地山ブロック少畳 (径～ l cm)、 10YR2/2阜褐色シルトやや多量。

9 10YR2/2黒褐色 シル ト しまりあり、粘性やや弱い。地山ブロック大量、主体土少量、こなれて混じる。

上 .勒師.二 二 .聰em.二 G.L‐
12481n

G'

R A092住 居 (E― E'～ G―Gつ

1 10YR2/2黒褐色 ンルト しまりややあり、粘性やや弱い

地山ブロック少量、細かく入る (径～ 5 mm)。

2 10YR2/2黒掲色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い

地山ブロックやや多畳。

3 10YR2/1黒色 シル ト しまりややあり、粘性やや弱い。

地山ブロック極微量 (径 2～ 3 mu)。

o       ●50      2m

第58図  R A092竪 穴住居跡 (刊 )
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3 検出された遺構と遺物

C.L‐ 1244m

D_。  し_1244m

R A092住 居 カマ ド (C―C'D― D')

1 10YR3/2黒 褐色  シル ト しま りあ り、粘性弱い。地山プロック多量、  9
こなれて混 じる。袖崩落上。

2 10YR3//2黒 褐色  シル ト しま りあ り、粘性弱い。地山ブロック微量、  10
こなれて混 じる。

3 10YR4/4褐色  シル ト しまりややあ り、粘性弱い。地山天丼崩落土。  ll

混入物 な し。

4 10YR2/2黒褐色 シル ト しま りあ り、粘性やや弱い。地山ブロック   12

炭化物 焼土細か く (径～ l mm)微量混 じる。

5 10YR3洛 暗褐色 シル ト しま りあ り、粘性やや弱い。被熱 したプロ ック 13

(天丼の被熱部分が崩落 した もの)大量、全体 に大 きく入 る。焼土ブロック

0________単聖______=誓m

C'

10YR2/2黒褐色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。地山ブロッ

ク少量、被熱ブロックやや多畳。全体に大きめに混じる。

10YR4/4褐色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。地山プロック

層。混入物なし。

10YR2/2黒褐色 ンルト しまり 粘性やや弱い。地山ブロック極微量

(径～ 5 mm)、 被熱ブロック微量 (径～l cm)少量。

10YR32黒褐色 シルト しまり 粘性やや弱い。地山ブロックこなれ

て細かく少量混じる。焼土ブロックやや多量こなれて細かく混じる。

10YR4た 褐色 シルト しまり 粘性ややあり。地山プロック層 (やや

粘土質)。

10YR4//4褐 色 シルト しまりややあり、粘性弱い。地山ブロック層

(やや砂質)。

5YR4/4に ぶい赤褐色 14層 が被熱したもの。

5YR3/6暗 赤褐色 焼土。とても良く焼ける (上面中心部はやや固くなる

所あり)。

(径～l cm)少量。

6 10YR3れ 暗褐色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。地山ブロッ

ク層。混入物なくきれいな層。天丼崩落土。

7 5YR3/6暗 赤褐色焼土ブロック大量、10YR4/6褐 色焼土プロック (径 1～

2 mm)微 量。天丼崩落土 (焼土以外混じらない層)。

8 10YR3/2黒掲色 シルト しまりやや弱い、粘性ややあり。地山ブロッ

ク全体に細かく (径～5 mm)やや多畳。75YR2/2黒褐色被熱ブロック少量

(径 1～ 2 cm)。

14

15

16

什

|ザ
|

__1!__!'ユ |

筆:=l11111■ |:I砂

`
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V 野古A遺跡第30次調査

R A093住居 (A―A'B弔つ

1 10YR2/1黒 色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。

地山プロックこなれて極微量含む。3層 より白っぽい。

2 10YR2/1黒色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。

地山プロックこなれて全体にやや多量 (そのため明るい)。

3 10YR17/1黒色 ンルト しまりややあり、粘性やや弱い。

黒味強いが中心部には地山こなれて入りやや明るくなる。

4 10YR滲/1黒色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。

地山プロック細かく微量 (径 1～ 2 mln)、 濃化物 (径～ l cm)

焼土プロック (径～ 5 mnl)極 微量。

5 10YR3/2黒褐色 シルト しまり 粘性やや弱い。

・■6札揺元Υ属す」や
に
比ヒ鳥

。
翠跳l絶翌耳ず【争

量°

焼土ブロック 被熱土多量、炭化惨下面に入る (径～ 2 cm)。

7 10YR1 71黒色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。

地山ブロック微量、細かいもの (径 1～mm)と大きいもの

(径～2 cm)が ブロックで入る。

8 ЮYR2/1黒色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。

地山ブロック少量 (径～ l cm)、 焼土プロック 被熱土やや

多量含む。炭化物 (径～l cm)少畳。

9 10YR1 7/1黒 色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。

地山プロック極微量細かく入る (径 1～ 2 mm)。

地山ブロック (砂質)大量、主体土やや多量 (混 じつた感じ)。

1:50

10YR2/1黒色シルト極微量 (径 2～ 3nm)。 天丼崩落土。

11 5YR3//4暗赤褐色 焼土層。天丼崩落層。しまり '粘性やや弱い。

12 10YR2/2黒掲色 シルト しまりやや弱い、粘性ややあり。炭化物・

焼土ブロックやや多量、斑状に入る (粒径様 )々。

13 5YR3/4暗赤褐色 シルト しまりやや弱い、粘性ややあり。焼土ブ

ロック12層 より大きめに入る (径 1～ 2 nlm)。

14 10YR2/1黒色 シルト しまり,粘性ややあり。犬化物・焼土ブロック

やや多量 (径～文cm)。

15 炭化物層。

16 地山ブロック層。しまりやや弱い、粘性ややあり。天丼崩落土。

17 10層 に似る。

18 10YR17/1黒色 シルト しまりやや弱い、粘性ややあり。地山ブ

ロックやや横長、斜めに微量入る。

19 10YR2/2黒褐色 シルト しまり'粘性あり。地山粘土ブロック大量、

こなれて混じる。

20 10YR4/6褐色 地山砂質シルト しまりあり 粘性やや弱い。

21 10YR2/2黒褐色 シルト 地山砂質シルト大量、こなれて混じる。

22 10YR4/6褐色 地山層。           .…
lm

静
と
＝〕∞會
　
計
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10 10YR2/1黒色シルト 10YR2/2黒 褐色シルト・地山上が

.=全二11称犠う介整♂七;ザト
し
L観後り中塊♂鞠しを

つ棘じ°
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1塞 Om
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R A093住居カマド (C―C'・ D―Dり

1 10YR1 7/1黒 色 ンルト しまりやや弱い、粘性ややあり。■層に地山

ブロック極微量 (径～ l mn)

2 10YR2/1黒色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。黒味強い。

地山ブロック微量 (径～ l nlm)、 炭化物極微。

3 10YR17/1黒色 シルト しまりやや弱い、粘性ややあり。I層 に地山

ブロック多量、こなれて混じる。

4 10YR2/1黒色 シルト しまり・粘性ややあり。地山プロックこなれて

全体にやや多量含む。

10YR17/1黒 色 シルト しまり '粘性ややあり。地山プロック極微

量 (径 2～ 3 nun)。

10YR2/1黒色 シルト しまり 粘性ややあり。地山プロック少量

(径～ 5 mm)。

10YR17/1黒 色 シルト しまりやや弱い、粘性ややあり。Ⅱ層に地山

ブロック少量、細かく入る (径～ 5 mm)。

1層 に似るが、さらに黒味強い。

10YR2/1黒色 シルト しまり'粘性ややあり。地山プロック細かく

少量、全体に含む (径 2～ 3 mm)。

10YR3/3暗褐色 地山ンルト層 しまり 粘性ややあり。

盗
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第60図  R A093竪 穴住居跡
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3 検出された遺構 と遺物

いる。その他小穴が 2個検出されたが、いずれも埋土が掘 り方土と類似 してお り床面では検出できず、

掘 り方土を取 り除 く段階で確認 した。Plは カマ ド対面壁近 く、P2は カマ ド北側に位置している。

(カ マ ド)西壁ほぼ中央、煙道方向はN-91° ―Wである。袖は壁側の地山土を掘残 し、焚口側は黒褐

色土と地山上を使用 して層状に土を積み上げている。燃焼部内底面には、20× 40cm不整楕円形の炭化

物層が広がるが、焼土は形成されてなかった。袖の被熱も認められない。 しかし、炭化物層直上には

焼土ブロック層 (11～ 13層、袖・天丼崩落土)が堆積 してお り、カマ ド内での焼成は行われていたも

のと考えられ、底面の焼土を定期的に掻 きだしカマ ドを使用 していた可能性がある。燃焼部底面には

礫が 2個出土 してお り、北側のものは、その位置から、支脚に使用されていた可能性がある。煙道部

は全長105cm、 底面は燃焼部から住居壁付近で若干高 くなってから、煙出しに向かって緩やかに下 り、

くり抜かれる。埋土は、燃焼部底面上に袖・天丼崩落土層 (10～ 13層 )、 煙道部も埋没の比較的早い段

階で崩落する (16・ 17層 )。 その後、黒色上が自然流入 している。本カマ ドが実際に使用されていたも

のであろうと、上述 したが、煙道内の天丼、崩落土中に焼土ブロックを含まれておらず、周囲に住居

跡に比べて使用頻度は低かったものと推定される。

(出土遺物〉土師器891g(郭類86g、 甕類805g)出上し、総重量の27%、 郭類 3点、奏類 2点 を掲載

した (142～ 146、 第105図 、写真図版82)。 遺物出土量も比較的少なく、器形を復元できる個体も出土

していない。床面から下部よりも、上部 (1～ 2層 )中 に遺物が多く含まれていた。炭化材は、鑑定

の結果ナラとタモであった。

(時期)出土遺物から奈良時代と判断される。

R A094竪穴住居跡 (第61～ 63図 、写真図版41,42)

(位置 。検出状況〉A区南東部、14P3sグ リッド付近に位置する。地山層 (Ⅳ層)で明瞭な黒色上の方

形プランとして検出した。

(重複関係)な し。

(平面形 。規模〉5,10× 5.1lmの方形、主軸方位はN-57°―W、 床面積は212ご である。

(埋土〉黒色土を主体とし、地山ブロックを混入する。混入量は下部に多く上部に少ない。また、 3

層中には炭化物・焼土ブロックを含んでおり、その平面範囲は南東壁際に広がる。壁際が崩落し、住

居跡が若干埋没した後、焼失・倒壊した可能性が考えられる。

(壁・底面〉壁の残存状態は比較的悪く、15～ 25cm程度、Ⅳ層まで掘り込み床とする。床面は、カマド

付近はⅣ層のまま、それ以外は掘り方土を平らに均しており、比較的しまる。壁際には断続的に周溝

が巡る。幅 6～ 12cm、 深さ5 cm程 度である。その他土坑が 3基、小穴が10個検出された。土坑は、K

lが北東隅、K2・ 3が北西隅、カマ ド脇に位置する。いずれも埋土内に焼土ブロック・炭化物を含

んでいる。K2・ 3は、焼土ブロック・炭化物の量比で何層かに分層することができる。住居廃絶時

に開口し、焼失・倒壊とともに一気に土や焼土・炭化物が流入したというよりも、住居使用途中でカ

マドの焼土等を投げ込み埋め戻されたのではないかと考えられる。とくにK2は小穴が重なったよう

な底面形状を持ち、土層断面を観察すると、 1・ 2・ 5'6層 と3・ 4・ 7層で別遺構とも判断でき、

掘っては埋め戻すという行為が複数回行われた可能性が考えられる。小穴はPl・ 2・ 4・ 5が住居上屋

を構成する主柱穴と推定される。いずれも開口部径30cm前後、深さはP5以外50cmを 超える。P4・ 5で

は柱痕も確認したが、記録を欠いてしまった。これらの柱間は、東西が約270cm、 南北が約300cmで あ

る。その他P3は カマドの対面、P7は南西隅、P6・ 8,9イまカマ ド周辺に位置する。

(カ マ ド〉北西壁、中央よりやや北寄りに位置し、煙道方向はN-53° ―Wである。袖は、壁側の地山

-100-
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V 野古A遺跡第30次調査

A.L=1242m

R A094住 居 (A―A'・ B―Bつ

1 10YR2/1黒色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。地山プロック大きく班状 (径～ 5 cm大 )に少量入る。最も黒味強い。

2 10YR2/1黒色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。地山ブロック極微量。混入物少なくきれいな層。

3 10YR2/1黒色 ンルト しまりややあり、粘性やや弱い。地山ブロック少量、細かく (径～5 mm)全体に混じる。炭片含む。

4 3層 に似るが、炭化物 焼土ブロック含まない層。

5 10YR2/2黒褐色 シルト しまり 粘性やや弱い。地山ブロック細かく (径～ 5 mll)、 全体に多く混じる。戊化材 炭片 (径～ l cln)

を多く含む層。焼土ブロック極微量 (径 2～ 3mn)。

6 10YR2/1黒色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。地山ブロック微量こなれて混じる。

7 10YR2/1黒色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。地山ブロック少量、全体に混じる。

8 10YR2/1黒色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。地山ブロック細かく (径～5 mm)少量、全体に混じる。

9 10YR2/1黒色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。地山ブロックやや多量、主体土と細かく混じる。

10 10YR2//2黒褐色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。地山プロック大量、斑状に混じる。10YR2/1黒色シルトも少畳含む。

第61図  R A094竪穴住居跡 (1)
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3 検出された遺構と遺物

二.L=壱:9m。 二

掘りす▽

R AO%住居K2(F― F')

1 10YR2/1黒 色 シルト しまり 粘性やや弱い。地山ブロック微量  焼土ブロック

少畳、細かくはいる (径～ 5 mm)。

2 75YR32黒褐色 シルト しまり 粘性やや弱い。焼上ブロック (径～5 mm)被熟

土大量、10YR2/1黒色シルト少量、炭化物極微量 (径～ 5 mm)。

3 1層 に似る。

4 2層 に似るが焼土ブロック細かく (径～ 3 mm)、 炭化物多い。

5 10YR2/1黒色 シルト しまり 粘性やや弱い。地山プロック少量 焼土ブロック微量

(径 ～51m)。

6 75YR2/1黒 ね⊆ シフレト しまり

7 10YR2/1黒色 シルト しまり

G .L=1241m

P6

粘性やや弱い。地山ブロック微量、こなれて混じる。

粘性やや弱い。地山プロック少量、こなれて混じる。

K3                  ・」⊆と

R A094住 居Kl(E―E')

1 10YR2/1黒色 シルト しまり 粘性やや弱い。地山

プロック少量、戻化物 焼土ブロック極微量、細かく入る。

2 10YR3/2黒褐色 シルト しまり 粘性ややあり。地山

ブロックやや多畳、大きめに入る。炭化物 焼土ブロック微量

(径～ 5 mm)。

R A094住 居K3'P6(← Gつ

1 10YR3/4暗掲色 シルト しまり,粘性やや弱い。

地山ブロック大量、災化物 焼土ブロック少量 (径～ l cm)。

2 10YR2/3黒褐色 シルト しまり・粘性やや弱い。地山

ブロック・炭化物 焼土ブロック少量 (径～ l cm)。

3 10YR2/3黒褐色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。

地山プロック細かくやや多量、炭化物 焼土ブロック

極微量 (径～ l cm)。 貼つている感じがする。

4 10YR3/4暗褐色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。

地山プロック大量、炭化物 焼土プロックやや多量 (径 1～

2 mm)。 K2埋土に似るか ?

0_______二 湮生______聟 m

K2
L‐ 1239m

-102-
第62図  R A094竪 穴住居跡 (2)



V 野古A遺跡第30次調査

|∪

CoL=1%lln

R A094住居カマド (C―σ・D―D')

1 10YR2/1黒 色 ンルト しまりややあり、粘性やや弱い。地山ブロック・焼土プロック極微量 (径 1～ 2ml)。

2 10YR2/1黒色 シルト しまり,粘性やや弱い。地山ブロック少畳 (径～ l cm)。

3 10YR2/2黒褐色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。地山プロックやや多畳全体に混じる。

4 10N/2黒褐色 シルト しまりやや弱い、粘性ややあり。地山ブロック大きくこなれて混じる。やや多量。

5 10YR3/2黒褐色 シルト しまり弱い、粘性ややあり。地山ブロックこなれて全体に混じる (4層 より多いが炭化物・焼土ブ芭ック極微量)。

6 10YR3/2黒褐色 シルト しまり・粘性ややあり。地山プロツク大―きく薙状に多量 (径～5 cm)、 え化物 焼土プロック細かく微量 (径 2～ 3 mm)p

7 75YR3/2黒褐色 シルト しまり'粘性ややあり。被熱した地山土。天丼崩落土。

8 10YR2/2黒褐色 シルト しまり弱い、粘性ややあり。地山プロック少量 (径 1～ 2 cm)、 焼土ブロック少量全体に混じる (径～ l cm)。 炭化物極微畳

(径～5 H ll)。 天丼崩落のような被熱土ブロックも大きく混じる。

3層に似るが地山プロック多く、焼土プロック少なくなる。

10YR2/2黒褐色 ンルト しまりややあり、粘性やや弱い。地山プロック極微豊、焼上プロック・炭化物少量 (径 5甲m～ l cm)。

■5YR3/4暗褐色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。被熱土・焼上ブロック (径～5 mm)多 く合む。炭化物微量 (径～ l cln)。

5YR4/4に ぶい赤褐色 シルト 焼土プロック層。袖崩落土。

10YR3/2黒褐色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。地山ブロック微量 (径～ l cm)、 焼土ブロック少量 (径～5縞 )、 え化物微畳 (径 2～ 34u)

10YR3/3暗褐色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。焼土ブロック微量 (径～5 Hnl)。

10YR2/2黒掲色 シルト しまりややあり、粘性弱い。地山ブロツタやや多量 (径～1叩 )。

10YR2/2黒褐色 シルト しまりややあり、粘性弱い。地山ブロック少量、炭化物・焼土プロック微量、細かく入る。

5YR3/6暗 赤褐色 焼土層。袖被熱。

19YR2/2黒褐色 シルト しまりややあり、粘性弱い。地山プロック

10YR4/6褐色 地山層。

お層に似るが、炭化物 焼土ブロック含まない。

75YR3/4暗褐色 焼土層。被熱とても弱い。

・炭化物少量、焼土ブロック細かく混じる。

o         ■25        1m
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第63図  R A094竪穴住居跡 (3)
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3 検出された遺構と遺物

層を掘残 し、燃焼部側には土器を芯材とし使用 してお り、土器との隙間には地山土と黒褐色上を入れ

ている。燃焼部底面には、29× 26cmの焼成範囲が広が り、袖内側 も被熱する。焼土範囲の奥、壁際に

は開口部径20cm程度の小穴が検出された (P10)。 穴内には炭化物・焼土ブロックが含まれてお り、そ

の位置を合わせて考えると、支脚が抜 き取られた痕跡と考えられる。煙道部は、全長約130cm、 燃焼部

底面から煙出しへ向かって緩やかに下 りくり抜かれる。煙道天丼部はよく被熱する。埋土は、被熱土

が崩落 し、これを多 く伴いながら黒褐色土～暗褐色土 (8。 9・ 11層 )が堆積後、壁際の煙道天丼部

が崩落 (7層 )、 再び黒色～黒褐色上が地山ブロック・焼土ブロック・炭化物を混入 しなが ら流入

(1・ 2・ 4～ 6層)してお り、自然堆積 と推定される。カマ ドの南隣 りには、小穴 (P6)と 地山を

トンネル状に掘った溝状のプランが確認された。埋土を記録できなかったが、床掘 り方土と類似 した

層が堆積 している。炭化物・焼土ブロックを含んでおらず、カマ ドを掘 りかけ途中で作業をやめ、こ

れよりも北側に作 り替えたの可能性が考えらる。この煙道掘 りかけ ?入口 (住居壁)に は礫が埋め込

まれていた。

(出土遺物〉土師器10405g(郭類161g、 甕類10244g)出 上し、総重量の50%、 郭類 4点、甕類 8点、

紡錘車・石器・鉄製品を各 1点掲載した (147～ 161、 第106・ 107図 、写真図版82・ 83)。 150・ 155の上

師器甕はカマ ド芯材、それ以外の器形を復元できた個体は、カマ ド周辺とK2内 に集中する。158は小

形の杯で、カマ ド南側、壁際より出土した。炭化材は、鑑定の結果クリが大半を占め、ケヤキ・ナ

ラ・エンジュも確認された。

(時期〉出土遺物から奈良時代と判断される。

R A095竪穴住居跡 (第 64・ 65図 、写真図版43～45)

(位置・検出状況)A区南西部、14P6uグ リッド付近に位置する。地山層 (Ⅳ層)で明瞭な黒色上の方

形プランとして検出した。

(重複関係)RG015溝跡 。RD158陥 し穴状遺構と重複し、溝跡より古く、陥し穴状遺構より新しい。

(平面形 。規模〉390× 4.68mの方形、主軸方位はN-52° ―W、 床面積は16.1だ である。

(埋土〉壁際の黒褐色土層 (9層 )上面から床面に沿って焼土ブロックを多く含む層が堆積、その後

黒色～黒掲色上が覆い埋没する。最上層の 4層以外、壁際の層も含め、地山ブロックの混入量が多く、

粒径も大きいことから、人為的に埋め戻された可能性がある。焼土ブロック層 (8層)は住居南側に

広がっているが、小塊で点在するのみで、炭化材は検出されなかった。壁際の堆積土も人為堆積とす

ると、焼土ブロック層も人為的に投棄されたものか、もしくは焼失・倒壊したものの可能性が考えら

れる。

(壁・底面〉壁の残存状態は良く、検出面からの高さは30～ 50cm程度である。床面は、Ⅳ層まで掘り下

げ、掘 り方土を均している。掘り方はカマ ド周辺を除き住居全体で確認でき、壁際が深く黒色土を多

く含み、中央部が浅く地山上の混入量が増える。床面は比較的しまっており、とくに中心部は周囲よ

りさらに固くなる。周溝は、北東壁側を除き断続的に巡り、幅 4～ 1lcm、 深さ5～ 15cm程度である。

その他土坑が 6基検出された。いずれも住居壁に近い場所で、Kl・ 2・ 6は カマド側、K3～ 51よ その対

面に位置する。Kl・ 3・ 4は直径60cm程度の不整楕円形で、埋土は黒褐色土を主体とし地山ブロックを

含む。K2・ 5は、黒色～黒褐色上を主体とするが、地山土を多く含む層を挟み、層状に堆積している。

K6は、地山ブロック・焼土ブロック・炭化物が斑状に混ざっており、K2・ 5・ 6は人為的に埋め戻さ

れたものと考えられる。主柱穴等の小穴は検出されなかった。

(カ マド)北西壁ほぼ中央に設置され、煙道方向N-57° 一Wである。袖は地山土を掘り残している。両
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V 野古A遺跡第30次調査

止 .L=レ4h

B.L‐1%lm

R A095住 居 (A― A' B一 B,

1 10YR2/1黒色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。白色の粒子含む。地山ブロック極微、こなれて混じる。

2 10YR2/1黒色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。地山プロック微量、こなれて混じる。

3 10YR2/1黒色 シルト しまりやや弱い、粘性ややあり。地山プロック斑状に少量 (径～ 2 cm)。

4 10YR2/2黒褐色 シルト しまりあり、粘性やや弱い。地山ブロック極微量、細かく入る (径 1～ 2 mm)、 炭化物微量 (径～ l cm)。

5 10YR2/2黒褐色 しまりややあり、粘性やや弱い。地山ブロック全体に斑状、やや多量 (径～ l cm程度)。 炭化物 焼土ブロック

微量 (径～ l cm)。

6 10YR2/2黒褐色シルト大量、10YR2/1黒色シルトやや多量、地山ブロックやや多量、斑状に大きく混じる (径 2～ 3 cm程度多い)。

しまりややあり、粘性やや弱い。

7 ЮYR2/2旱褐色 シルト しまり 粘性やや弱い。地山ブロック細かく (径～5 mm)少量。

8 10YR2/2黒褐色 シルト しまり 粘性やや弱い。5YR3/6暗赤褐色被熟プロック多量。

9 10YR2/2黒褐色 シルト しまりやや弱い、粘性ややあり。地山ブロック少量、細かく (径～5m4)、 所々大きく (径 5 cm)入 る。

10 7層 に似るが地山ブロックの粒径やや大きい。

11 10YR3/3暗褐色 シルト しまり 粘性やや弱い。地山ブロックやや多畳、10YR2/2黒褐色ブロック少量、全体に斑状に入る。

12 10YR2/2黒褐色 シルト しまり 粘性やや弱い。地山ブロック 10YR2/1黒 色シルト斑状にやや多量混じる (径 2 cm程 度)。

13 10YR4/6褐色シルト (Ⅳ層)10YR5た にぶい黄褐色粘土質ンルト (Ⅳ 層下の明るい地山)多量、10YR2/2黒 褐色シルト少量斑状に

混じる (径 1～ 2 cm)。 しまり 粘性ややあり。

14 10YR2/1黒色 シルト しまり 粘性ややあり。地山プロック (10YR5れ にぶい黄褐色)大量、主体土は上面に多い。

15 10YR2/1黒色シルトやや多量と地山ブロック大量こなれて混じる。しまりややあり、粘性やや弱い。

0          1:50         2m

」はM亀

第64図  R A095竪穴住居跡 (1)
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3 検出された遺構と遺物

C .L‐1238m

m

R A095住居カマ ド (C―C'D― Dつ

1 地山ブロック層

2 10YR2/2黒褐色 シルト しまり 粘性ややあり。地山プロック微量 (径～ 5 mll)。

2' 地山ブロック層

3 2層 と似るが焼土ブロック微量 (径～5mn)。

4 10YR4/4褐色 シルト しまりややあり・粘性やや弱い。地山プロック層 (混 ざりものなし)。 天丼崩落層。

5 2層 に似る。

6 4層 と同じ地山ブロック層だがしまり弱い。天丼崩落層。

7 10YR2/2黒褐色 シルト しまり 粘性ややあり。地山ブロック細かく微量 (径 1～ 2 mn〉 微量、被熱ブロック極微量 (径～ 5 nlm)

8 2層 に似る。

9 10YR3/3暗褐色 シルト しまり 粘性ややあり。地山漸移層 ?崩落土。

10 10YR/2黒褐色 ンルト しまりやや弱い、粘性ややあり。10YR3/3暗褐色シルト・地山ブロックこなれて細かく握 混じる。

11 10YR3/3暗褐色 シルト 9層 と同じだがしまり弱い。

12 10YR2/1黒色 シルト しまりやや弱い、粘性ややあり。地山ブロック極微量 (径～ l mn)。

13 10YR2/2黒褐色 シルト しまり弱い、粘性ややあり。地山ブロック少量、被熱ブロック微量 (径～ l cm)。

14 10YR2/2黒褐色 シルト しまりやや弱い、粘性ややあり。地山ブロック極微量 (径～ 5 mm)、 被熱プロック 焼土プロック少量と

炭化物微量が斑状にはいる (径～ 3 cm)。

15 14層 に似るがしまり弱くなる。

16 10YR2/2黒褐色 シルト しまり弱い、粘性ややあり。地山ブロック多畳大きくこなれて混じる。

17 5YR3/2暗赤褐色 シル ト 焼土層。

18 10YR2/2黒褐色 シルト しまり 粘性あり。地山プロックやや多量全体に混じる。

―芋導塾玉
二

_.L12熱 .二

ー
R A095住居Kl(E―Eう

1 10YR2/2黒褐色 シルト

2 10YR2/2黒褐色 シルト

3 1層 に似るがしまり弱い。

R A095住居K2(F―Fウ

1 10YR2/1黒色 シルト

2 10YR22黒 褐色 シルト

少量 (径 1～ 2 cm)。

3 10YR22黒 褐色 シルト

R A095住 居K3(G―G')

1 10YR2/2黒褐色 ンルト

2 10YR2/2黒褐色 シルト

R A095住 居K4(H―Hウ

1 10YR2/2黒 褐色 シルト

R A095住居K5(II')

1 10YR2/2黒褐色 シルト

2 10YR2/2黒褐色 シルト

3 10YR2/1黒色 シルト

4 10YR2/2黒褐色 シルト

_.L=ツ &6舌

2 .二

セ
―

線

上

~梃
馨

坪
三

しまり 粘性ややあり。地山ブロック少量、10YR/1黒色シルト微量 (径～ 5m14)。

しまり 粘性ややあり。地山ブロック多量。

しまりややあり、粘性やや弱い。地山ブロック微量。

しまりややあり、粘性やや弱い。地山プロックやや多量大きく混じる (径 2～ 3 cm)、 炭化物 焼土プロック

しまりややあり、粘性やや弱い。地山ブロック少量 (径～ l cm)、 炭化物・焼土ブロック少量 (径 1～ 2 cm)。

しまりややあり、粘性やや弱い。地山ブロック極微量、25Y6/2灰責色粘土大きく斑状に少量 (径 5 cm大 )。

しまりややあり、粘性やや弱い。地山ブロック少量 (径 5 mm～ 2 cm)。

しまりややあり、粘性やや弱い。地山ブロック少量 (径～ 5 mm)、 炭化物 焼土ブロック少量 (径～5nm)

しまりややあり、粘性やや弱い。地山ブロック微量 (径～ 5 mm)、 災化物極微畳 (径～ l cm)

しまりややあり、粘性やや弱い。地山ブロック多量、細かく全体に混じる。

しまりややあり、粘性やや弱い。地山プロック微量 (径～ l cm)。

しまりややあり、粘性やや弱い。地山ブロック少量、細かく混じる (径～ 5 mm)。
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V 野古A遣跡第30次調査

袖の先端付近には、直径10cm弱の小穴が検出された。埋土はK6と 類似 してお り、焼土ブロック・炭化

物を混入 しており、芯材の抜 き取 り痕の可能性が考えられる。燃焼部底面には39× 22cmの焼土が形成

され、袖内側も被熱する。焼成面の下には逆L字状の掘 り込みが確認された。煙道部は全長約120cm、

燃焼部底面から煙出しまで緩やかに下 りくり抜かれる。埋土は黒色～黒褐色土を主体とし、煙道底面

に地山ブロックを大きく混入する層 (16層 )が堆積、その後被熟土ブロック・炭化物を含む層 (7・

13～ 15層)で煙道内から燃焼部が埋まり、さらに天丼部・壁の崩落 (4・ 5。 9。 11層)と 主体土の

流入 (3・ 5・ 8・ 10。 12層)を繰 り返 し埋没する。自然堆積 と考えられ、煙道部下半 (天丼崩落よ

り下位層)は しまりが弱い。

(出土遺物〉土師器4485g(杯類320g、 甕類4165g)出土し、総重量の約30%、 杯類 7点、甕類 3点、

紡錘車・鉄製品を各 1点掲載した (162～ 173、 第107図 、写真図版83)。 器形の復元が可能な個体は、

床面～埋上下部壁際・Kl内からの出土が多い。小形のlTN(169。 170)イよカマ ド脇北側、171は RG015

との重複部付近と比較的近い位置にまとまっていた。またカマ ド脇南側には礫が敷き並べられていた。

(時期〉出土遺物から奈良時代と判断される。

R A096竪穴住居跡 (第 66・ 67図 、写真図版46)

(位置 。検出状況)A区南西部、14P19mグ リッド付近に位置する。地山層 (Ⅳ層)で黒色上の方形プ

ランとカマ ド燃焼部焼土を検出した。

(重複関係〉なし。

(平面形・規模〉4.10× 4.32mの方形、主軸方位はN-64°―W、 床面積は156∬ である。東壁の一部が

張り出している。

(埋土)厚 さ数cm程残るのみで、黒褐色土に地山ブロックを混入する。

(壁 。底面〉壁の残存状態は悪く、北東側で高さ数 cm、 南西側はわずかに窪む程度である。Ⅳ層まで

掘り込み、掘り方土を均し床としている。掘り方上の厚さは中央部が浅く壁際が深くなり、特にカマ

ド対面の南東側が深い。東側の張り出した部分には、焼土ブロックが広がるが、掘り方内にも焼土ブ

ロックが含まれ、本遺構が焼失したことを示すものではなく、床面を均す際に混入したものと考えら

れる。この張出部の埋土を取り除いたところ、柱穴状の掘り込みが 2個並んで検出された。住居内の

位置からこの張出部は、出入り口 (階段等 ?)施設の可能性が考えられる。カマド両脇には土坑が 2

基 (Kl・ K2)設けられており、その位置から貯蔵穴と推定される。両者とも底面は平坦ではなく埋

土中に焼土ブロックを混入する。またカマド袖と貯蔵穴の間には、それぞれ小穴が検出された。深さ

は、貯蔵穴と同じくらいで埋土中に多くの焼土ブロックが含まれていた。周溝・主柱穴は検出されて

いない。

(カ マ ド〉北西壁中央、やや北寄りに設置され、煙道方向はN-61° 一Wである。袖は地山土を掘り残

しており、燃焼部底面は25× 28cmの焼成面が広がる。煙道部は全長約100cm、 燃焼部底面から緩やかに

下つて、煙出しで一段低 くなる。埋土は、黒色～黒褐色土を主体とし、焼土ブロック・地山ブロック

を混入する。壁や天丼部が崩落した痕跡 (地 山ブロック層)は堆積していない。

(出土遺物)土師器1576g(郭類17g、 甕類1559g)出 土し、総重量の約150/O、 杯類 1点、甕 2点を掲

載した (174～ 177、 第108図 、写真図版83・ 84)。 床面からの出土は少なく、壁のコーナー付近に若干

残っている程度である。出土遺物の大半は貯蔵穴内からであるが、接合状況は悪く、器形を復元でき

た個体は限られていた。

(時期〉出土遺物から奈良時代と判断される。
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3 検出された遺構と遺物

|∪

B

L-1239m

R A096住居 (A―A' B一Bウ

1 10YR2//2黒 掲色上 責褐色土ブロック (小～中粒)を不規則に5～20%含 む。しまり・粘性ややあり。 (埋土)

2 10YR6/8明責褐色土ブロック50%、 黒褐色土ブロック50%含 む。しまりあり、粘性ややあり。 (貼床)

3 10YR2/2黒褐色土 焼土プロック (中小粒)10%含む。しまり 粘性ややあり。

B'

E
Kl

. L=1239m

R A096住居Kl(E― E')

1 10YR2/2黒 褐色上 しまりややあり、粘性やや弱い。焼土粒30%、 炭粒1096、

明黄褐色土ブロック20%含 む。 (人為堆積)

F oL‐1239m F'

∪
．

．‐

　

　

　

　

栄
亀
稔

R A096住居 (F―Fう

1 25YR4/8赤褐色焼土プロック50%、

粘性やや弱い。 (貼床)

2 10YR2/1黒色土と責褐色土の混合。

3 10YR6/8明責褐色土ブロック50%、

10%含 む。しまり'粘性ややあり。

その隙間に黒褐色土。しまりややあり、

しまりあり、粘性ややあり。 (貼床)

黒褐色土プロック40%、 焼土プロック

o          l:50         2m
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V 野古A遺跡第30次調査

D'

抵

宅 ∪

．

D_.L=1239m

R A096住居カマド (C―C' D― D')

1 10YR2/1黒 色上 しまり 粘性ややあり。明黄褐色土プロック小粒をXO～ 30%含む。

2a 10YR2/3黒 褐色上 しまりややあり、粘性やや弱い。焼土粒 (極小)を50%含む。

2b 10YR2/3黒褐色土 しまりややあり、粘性やや弱い。焼土粒 (小・中粒)を 30%含 む。

3 10YR3/2黒褐色上 しまにりややあり、粘性やや弱い。灰黄褐色土ブロック (大粒)を 50%、

明責褐色土ブロック小粒を10%、 焼土粒 (小 )を 5%含む。

4 ЮYR2/1黒色上 しまり'粘性ややあり。責褐色土プロック小壮を20%含 む。

5 10YR2/1黒色上 しまりややあり、粘性やや弱い。灰責褐色土 ,黄褐色砂質上が流れ込んだように堆積。

(カ マ ド機能している時から堆積か)

6 10YR2/3黒褐色上 しまりややあり、粘性やや弱い。焼土粒 (枢小)を 50%含 む。

7 10YR2/1黒色上 しまり・粘性ややあり。炭粒を5%弱含む。

8 10YR4/6褐色上 しまりややあり、粘性やや弱い。焼土粒を30%含 む。

9 10YR2/2黒褐色上 しまり 粘性ややあり。焼土粒を5%含む。

10 10YR4/4褐色上 しまり 粘性ややあり。責褐色ブロック50%含 む (大粒)。

11 10YR4/6褐色土 しまり 粘性ややあり。焼土ブロック30～40%、 炭粒 5%含む。

12 25YR5/8明 赤褐色土 焼土。しまりあり、粘性弱い。

13 10YR5/8責褐色土プロック主体、その除間に暗褐色土含む。しまりあり、粘性ややあり。(貼床)

14 10YR2/2黒褐色上 しまり 粘性ややあり。黒色土ブロック10%、 黄褐色土プロック20%含む。

9～■層人為

界67図  R A096堅 l,R傷と

'吾

働い (2)

1:25

-109-



3 検出された遺構と遺物

R A056竪穴住居跡 (第 68図 、写真図版47)

(位置 。検出状況)B区東側、1lP22uグ リッド付近に位置する。地山層 (Ⅳ 層)で明瞭な黒色土の方

形プランとして検出した。東側 (全形の2/3程度)は第21次調査で調査済みである。

(重複関係〉なし。

(平面形・規模〉本次調査で検出した範囲は1.70× 3.45m、 主軸方位はN-93° 一Wである。

過去の調査と合わせると3.45× 340m、 床面積は11.7だ 程度と推測される。

(埋土)黒色上を主体とする。壁際に堆積する層がより黒味が強く、A区の住居跡と比べ、埋土全体

の地山ブロックの混入量が少ない。 2層上面には炭化材が残っており、過去の調査結果も加味しなけ

ればならないが、焼失、倒壊した可能性が考えられる。

(壁・底面〉検出面からの壁の高さは20cm程度、Ⅳ層からV層上面まで掘りこんでいる。壁際は掘り方

埋土を均し床面としているが、中央部は床面に礫が露出する。

(カ マド)東壁に設置されており、第21次調査にて調査済みである。

(出土遺物)土師器787g(郭類243g、 甕類544g)、 須恵器49g出上し、総重量の約90°/。 、土師器郭類

2点、甕類 1点、須恵器瓶類 1点を掲載した (178～ 182、 第108図 、写真図版84)。 床面付近から埋土

下部からの出土が多い。

(時期〉出土遺物から平安時代と判断される。

R A063竪穴住居跡 (第 68図 、写真図版47)

(位置・検出状況)A区北西端の微高地上の12P19kグ リッド杭を中心に位置し、削平されたⅣ～V層

中で検出した。本遺構は第24次調査で検出・精査が行われた竪穴住居であり、未精査となっていた南

西隅部分について検出したものである。24次調査終了後の区画整理に伴う道路工事によるものと思わ

れるが、24次調査当時よりも削平された模様で残存状況は極めて悪い。

(重複関係)な し。

(平面形・規模)24次調査成果から、一辺約 4m前後の隅九方形と推測され、主軸方位はおよそ東―西

である。

(埋土〉残っていた埋土は黒色上の単層であった。

(壁 。底面〉壁は揺るかに外傾して立ち上がり、壁高は8 cm前後を測る。床面は概ね平坦で堅締、貼

床が施されていた。本遺構の位置するあたりはV層砂礫層が部分的に露頭しており、掘り方は一部V

層を掘り込んでいた。

(床面施設〉なし。

(出土遺物〉遺物は、掲載した須恵器瓶の顎部片 1点約56gが出土した。(183、 第108図 、写真図版84)

(時期)24次調査から平安時代 (9世紀後半から10世紀初頭)と 思われる。

R A097竪穴住居跡 (第69'70図、写真図版48'49)

(位置 。検出状況〉☆区北側中央部の中央旧河道内、12Q25g、 13Q l gグ リッドを中心に位置する。

本遺構は旧河道内ということもあって周辺は基本層位の状況が比較的良好でⅡ層が15cm程度残ってい

たことから工層面での検出を行っているが、隣接するRA084竪穴住居跡と同様に遺構覆土とⅡ層黒褐

色土の判別が難しく、実質的な確認はⅢ層上面での検出となった。

(重複関係〉直接的な重複はないものの、位置的にRA084竪穴住居跡と同時存在はあり得ないことから、

新旧関係にあると思われ、出土遺物から本遺構が新しい。
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V 野古A遺跡第魏次調査

RA056

RA063

キ 義
ｍ

ミ

魯

「

A.L=1252中

B.L=1252m

RA056t居 (A―F IB Bう

1 10YR2/1黒色 シルト しまりややあリー、粘性やや弱い。礫含む。■山プロック含まなψ■

2 10YR2/1黒色 シールド しまりややあリー、粘性やや弱い。1層 よりやや黒味強い、上面に炭イBII・ 炭片のる.

3 10-l黒色 ンルトしまりやや弱い、消性ややあり。地山ブロッケ微量、こなれて全体に混じる。1層 より切るいo

4 10YR2れ 黒色 しまり,やあり、1粘隆やや弱い。地山プロッタ微畳、こなれて全体に混じる。3層より黒い。

5 10YR3/4暗褐色 地山ブロツク層。

6 10YR2/1黒色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。黒味あり。地山ブロック粧微還 (篠 l～2m焼
7 10YR2/1黒色 シルト しまりややあけ、粘性やや弱い。黒味あり。礫含む―。地山プロック種微量 (径～2�)。

3 10YR2/2黒掲色 シルト 地山ブロッタ大量.

9 10YR2/2黒褐色 シルト しまり。粘性ややありも地山ブロック少量こなれて滉じる。

10 10YR2/2黒褐色 ンルト しま, 粘佳マやあり。礫多く混じる。

第68図  R A056・ 063竪穴住居跡

工
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3 検出された遺構と遺物

(平面形・規模〉平面形は東壁長約37m、 南壁長約3.2m、 西壁長約3.6m、 北壁長約28mを測る歪な隅

丸略方形を呈し、床面積は約94だである。主軸方位はS-74° ―Eである。

(埋土〉埋土は 8層 に細分されるが、全体的に黒ボク土に地山土・焼上のプロックや塊と炭化物が混

じる人為的堆積で、カマ ドのある北東部の中位から下位には廃棄と思われる焼土の広がり、中央部下

位には炭化材が多く認められた。

(壁・底面〉壁はほぼ垂直に立ち上がるが、一部崩落により上位が外反する部分もある。検出したⅢ

層からの壁高は40cm前 後を測る。床面は概ね平坦で堅締、全体的に貼床が施されており、特にカマ ド

のある北東部から中央部を除いた壁際では深い掘り方となっていた。

〈床面施設〉床面施設としては東壁際のカマ ド南横に2基、北壁際の中央と南西隅に各 1基のKl～ 4

の上坑 4基を検出し、北東部と西壁際では6個の柱穴状ピットも検出した。

Kl土坑は東壁際の中央に位置し、平面形・規模は、開口部では約50× 70cmの略楕円形を呈 し、断

面形は深さ約 5 cmほ どの浅い皿形を呈する。底面南西側には径約40cm、 土坑底面からの深さ約22cmの

柱穴状ピットが 1個ある。埋土は土坑と柱穴で 2層に分層されるが、いずれも焼土・炭化物混 じりの

人為的堆積である。

K2土坑は南西隅付近の壁際に位置し、平面形・規模は、開口部では約57× 50～ 65cm、 底部は20× 44

cmの不整形を呈し、住居内側の上位は深さ4 cm前後のテラス状となっていた。断面形は南壁側がタト側

にかなり快れた袋状を呈し、深さ約30cmを 測る。埋土は4層 に細分され、上位は黒ボク上、中位以下

は褐色土主体の地山土・焼土・炭化物の混じる人為的堆積である。

K3土坑は北壁際の中央に位置し、平面形・規模は、開口部56× 87cm、 底部30× 51cmの 略楕円形を

呈し、断面形は深さ約46cmの九底風の鍋形を呈する。埋土は5層 に細分される黒ボク土と褐色上の混

じる人為的堆積である。

K4土坑はカマ ドの南脇に位置する貯蔵穴と思われるもので、平面形・規模は、開田部径約50cmの

略円形を呈し、断面形は深さ約10cmの 九底鍋形を呈する。埋土は焼土・炭化物が混じる人為的堆積の

単層である。

Plは開口部径約32cm、 深さ約26cm、 P2は開口部径約32cm、 深さ約25cm、 P4は開口部径約24cm、

深さ約 5 cmの 円形で、P3は開田部28× 62cm、 底部20× 51cmの楕円形で、柱穴 2個の重複か、抜き取

り痕と思われる。 P5・ 6は径15～ 20cm、 深さ5 cmほ どの略円形を呈し、位置的にカマ ド芯材の抜 き

取り穴と考えられる。

〈カマ ド〉カマ ドは東壁の北側に付設されていた。本体は、検出時には天丼部は消失しているが、袖

部は遺存しているものと思われたが、精査の結果、袖部は南側の壁際の一部が造り出しで残っていた

が、大半が潰れていることが半J明 した。上記に示したとおり、芯材として土器を埋置したと思われる

小ピットが検出されている。燃焼部底面は火熱により径15cmほ どの略円形で厚さ約 l cm未満と弱 く赤

色変化していた。煙道は、南寄りの斜めにな」り貫かれており、奥行き約 lm、 径約22cmで外側に向か

い下り勾配となっている。煙出しピットは、煙道からさらに南寄りにずれて掘られており、開口部径

約30cm、 深さは煙道の中位までで約59cmを 測る。

(出土遺物〉遺物は、土師器の甕形土器片と郭形土器片約 7 kgと 須恵器瓶の破片数点が出上し、土師

器の甕型土器が約 9割を占める。甕形土器の一部を除き大半がロクロ成形の上器である。掲載した土

器は出土量の約 5割にあたる。出土状況としては遺構埋土と同様にすべて一括的に廃棄されたもので

ある。形状をおよそ把握できた個体としては、カマ ド煙出しピットに廃棄されていた甕形土器 1点

(図番191)と K2土坑テラス出土の杯形土器 1点 (図呑186)、 Kl検出面から出土の甕形土器と杯形

-112-



R A097住居Kl(D― Dう

1 10YR2/2黒 褐色 しまりなし、粘性あり。焼土粒 炭化物微量、

2 10YR3/3暗褐色 しまりなし、粘性あり。炭化物 焼土泣微量。

※l～2層 人為堆積

R A097住居K2(E― E.)

1 10YR2/1黒 色 しまりなし、粘性あり。責褐色粒 焼土粒微量。

2 10YR4/6褐色 しまり 粘性あり。黒lFく 土微量混じり。

3 10YR3/4暗褐色 しまりなし、粘性あり。炭化物 焼土類微量、

4 10YR4/6褐色 しまりなし、粘性あり。

※2～ 4層 人為堆積

R A097住 居K3(F―Fう

1 10Y13/1黒褐色 しまりややあり、粘性あり。

地山粒子・黄褐色粒 ブロック少量。

2 10YR4/4褐色 しまりなし、粘性あり。黒ぽく土

混じり。

3 10YR2/1黒色 しまりなし、粘性あり。黄褐色土

ブロック多量。

4 10YR2/1黒色 しまりなし、粘性あり。

5 10YR4/6褐色 しまりなし、粘性あり。

※1～ 5層人為堆積。

R A097住 居K4(G― Gう

l ЮYR3/3暗褐色 しまりあり、粘性あり。焼土粒

炭化物 黄褐色粒少量。

10YR2/2黒褐色 しまり 粘性あり。

10YR3/2黒褐色 しまり,粘性あり。

10YR17/1黒 色 しまり 粘性あり。

10YR3々 暗褐色 しまりきわめてあり

の混じり。貼床。

責褐色土混じり。

黒ぼく土混じり。

黒ぼ く土混 じり。

V 野古A遺跡第30次調査

地山ブロック 焼土粒少量。

責褐色土・焼土ブロック微量。

黄褐土ブロック少量。

、粘性あり。黒ぼく土 黄褐色土

＾
Ｏ

inヤ

A. L‐
12441m

いヽ

R A097住 居 (A―A' B―Bl)

1 10YR2/1黒色 しまり 粘性あり。責褐色粒と炭化物粒微畳。

2 ЮYR17/1黒色 しまり 粘性あり。責掲色ブロック少量。人為的堆積。

3 10YR3/1黒掲色 しまり 粘性あり。責褐色プロック多量。災化物微量。

人為的堆積。

4 ЮYR2/1黒色 しまり 粘性あり。

5 10YR3/1黒褐色 しまり 粘性あり。責褐色少量。

D.L‐
1240汗

1  .ユ

色
監
キ

尋
氏
ム
　
．
湘
引

上.L=2監 。二

F K3
. L‐1240m

■ .L■跡辞 。■

一o                l:50

掘 り方

0     1:80    2m

第69図  R A097竪穴住居跡 (呵 )
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3 検出された遺構と遺物

鸞
198

C . L=1244m

R A097住居カマド (C― C')

1 10YR4/4褐 色 しまりあり、粘性なし。砂質。

2 10YR2/2黒褐色 しまり・粘性あり。責褐色粒微量。

3 10YR3/3暗褐色 しまりなし、粘性あり。黄褐色上、黒ぼく土混じり。

4 10YR3/4暗褐色 しまり・粘性なし。砂質。Ⅵ層に黒ぼく土混じり。

5 75YR3/4暗 褐色 焼土ブロック。

6 10YR4/4褐色 しまり 粘性なし。砂質。

7 10YR2/3黒褐色 しまりなし、粘性あり。黄褐色粒少量。

■
一

日
旧

２一

m

C'

8 10YR4/6褐色

9 10YR2/1黒色

19 猛5YR2/2黒褐色

ブロック多量。

11 10YR2/3黒褐色

12 10YR3/3暗褐色

13 10YR3/2黒褐色

14 75YR3/4暗 褐色

しまりややあり、粘性あり。壁の崩落。

しまりなし、粘性あり。地山プロック微量。

しまりなし、粘性あり。 焼土プロック・黄掲色土

しまりなし、粘性あり。黄褐色粒少量。

しまりなし、粘性あり。焼土粒微量。

しまりなし、粘性あり。責褐色土混じり。

燃焼部焼上。

釘

イ

黒_ヤ
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V 野古A遺跡第30次調査

土器各 1点 (図呑187・ 195)と 埋土出土の郭形土器 2点 (図呑188・ 190)がある。このほかに埋土中

から墨書土器 1点 (図呑185)と 台石 1点 (図呑201)、 K3埋土から棒状鉄製品 1点 (図番202)が出

上 した。出土 した炭化材については同定の結果、クリとケヤキとの鑑定であった。 (184～ 202、 第108・

109図、写真図版84・ 85)

(時期〉出土遺物から平安時代 と判断される。

(2)掘 立 柱 建 物 跡

R B005掘立柱建物跡 (第71図、写真図版50)

(位置・検出状況)A区南西部、13P21sグ リッド付近に位置する。地山層 (Ⅳ層)上面で検出した。

(重複)RD141土坑と重複するが、新旧関係は確認できていない。

(規模・方向)桁行4.54m(15尺 )、 梁間3.94m(13尺 )、 面積17.89ど の掘立柱建物跡である。軸方向は

N-66° 一Ⅵr。

(柱間寸法〉桁行で227cm(7.5尺 )、 梁間で197cm(6.5尺 )を使用している。

(柱穴〉 7個使用した。直径はすべて30cm前後で揃うが、深さは23～62cmと 様々である。Plで は径

13× 12cm、 深さ27cmの柱痕跡を確認した。本来はRD141土坑との重複部にP4と 対応する柱穴が存在

し8個の柱穴で建物を構成していたものと推定される。

(出土遺物)出土していない。

(時期〉不明である。

キ

ヤ→♂狩

227卿 (75尺 )
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。 し‐1242m
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Xキ
渤P6
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第71図  R B005掘 立柱建物跡
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3 検出された遺構 と遺物

第 6表 RA・ RB柱穴一覧 (1)

帰属遺構 遺構 名 長径 (cm) 俎径 (cm 誅 さ (cm) 主体土 l■ 痕

RA071 Pl 75YR3/4暗 褐色

砂質シル ト。 しまりややあ り、粘性やや弱い。砂質の地山ブロック層

に焼土ブロック多 く班状に含む (5mm～ 3cm程 度 )。 炭化物微景(径～1

cm)。 上部は10YR2/2黒 褐色土混 じるが掘 り方内にはない (貼床下に構

築か ?)

RA080 Kl 断面 あ り

RA080 Pl 15× 14

RA080 17X16

RA080 15× 15

RA080 14× 13

RA080 27

RA080 7

RA080 6

RA080

RA081 Kl 12 断面 あ り

RA081 K2 61

RA081

RA082 Kl 46～56 Ll面 あ り

RA083 Kl 31 断面 あ り

RA083 K2 14 ll面 あり

RA083 K3 37 20^ヤ30 断面 あ り

RA083 K4

RA083 Pl 21X18

RA083 22X18

RA083 22X2]

RA083 23X20

RA083 22× 19

RA083 20X15

RA083 15

RA083 9

RA083 11

RA083 12

RA083 15

RA084 19 断面あ り

RA084 51 断面あ り

RA084

RA084 37 14

RA084 30^-40 13

RA084

RA084 23X20

RA084

RA084 76

RA084 98 26X2]

RA084

RA084 P6 27 23 11

RA084 40

RA084 17 4

RA084 BKl 80 28 断面 あ り

RA084 BK2 33

RA085 12 10YR2/1黒 色
しまり 粘性ややあ り。地山ブロック細か く微量 (径 1～ 2mm)

10YR3/2黒 褐色土ブロック大きく(径 2～3cm)微量。

RA085 27 23 10YR2/1黒 色

14X13深
さ12

10YR2/2
黒掲色

P2～4共通。しまり 粘性ややあり。地山ブロック細かく微量 (径 1～

2mm)。

RA085 21 17 10YR2/1黒 色

RA085 ЮYR2/1黒 色

RA085 10YR2/2黒 褐 色
掘り方下げ中に見つかる。地山ブロックと主体土斑状に交じる。焼土
ブロック下部に斑状に多く含む。

RA087

RA088 26～44 14 断面あ り

RA088 17 断面あ り

RA088 断面あ り

RA090 LT面あり

RA090 断面あ り

RA090 断面 あ り

RA090 48 10YR2/1黒 色
しまり 粘性ややあ り。地山ブロックやや多量、斑状 に入る。 (径～ 1

cn)。

RA090 LT面あり

RA091 97 断面あ り

RA091 西15 束22 断面あ り
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第 6表  RA。 自B柱穴一覧 (2)

帰属遺橋 遺構 名 長径 (cml 短径 (cm) 深 さ (cn) 主体土 柱 痕 (cm)

RA091 断面 あ り

RA091 10YR2/1黒 色

24× 21深
さ44

10YR2/1
黒色

Pl～ 4共通

RA09X 10YR2/1黒 色

27× 23深
さ61

10YR2/1
黒色

桂痕 :や や明るめ。 しまり 粘性やや弱い。地山ブロ ック微量細か く

はいる。

RA091 69 10YR2/1黒 色

21X19深
さ (67)

10YR2/1
黒色

掘 り方 :し まり 粘性やや弱い。地山ブロック大 きく斑状 に混 じる。床

掘 り方土 より主体土多い。

RA091 10YR2/1黒 色

25X25深
さ49

10YR2/1
黒色

RA091 31 ll

RA09] 東27 西31
束25 西

(22)
東10 西 10 10YR2/1黒 色 地山ブロック少量、細かい(径～5mmえ 下面に焼土入る。

RA091 P7 10

RA092 Pl 掘 り方精査中に検出

RA092 24 掘 り方精査中に検出

RA093 Pユ 24 掘 り方精査中に検出

RA093 掘 り方精査 中に検出

RA094 Kl 56 断面あ り

RA094 82 14～ 28 断面あ り

RA094 57 断面あ り

RA094 Pl 34 10YR2/1黒 色
地山ブロ ック少量、やや細か くはいる(径 ～ lcm)、 下部地山砂大量 ↓

10YR2/1黒 色微量。炭化物極微量(径～5mnll。

RA094 28 18 10YR2/1黒 色 地山ブロック少量やや細か くはいる(径～lcm)、 炭化物含 まなψ

RA094 28 と7 10YR2/1黒 色
地山ブロック 炭化物 焼土ブロック微量、すべて細か くはいる(径 2

～3mml。 下部に被熱土 焼土ブロック大量に入る。炭化物 も少量。

RA094 30 10YR2/1黒 色

地山ブロック 炭化物 焼土ブロック微量、すべて細 か くはいる(径2

～3mnl。 掘 り方地山ブロック大量、10YR3/2黒 褐色少量、斑状に混 じ

る。柱痕範囲は記録で きず。

RA094 32 10YR2/1黒 色
地山プロック 炭化物 焼土ブロック微量、すべて細 か くはいる(径2

～3mmち 柱痕範囲は記録できず。

RA094 22 断面あ り

RA094 P7 10YR2/1黒 色
ま

ｍ，

し

３ｃ

粘性やや弱い。地山プロックやや多量、斑状 に混 じる(径 2～

RA094

RA094 19 5 断面あ り

RA095 Kl 断面あ り

RA095 K2 85 断面あ り

RA095 K3 lF面 あ り

RA095 K4 断面あ り

RA095 K5 24  13 Lh面あり

RA095 K6 10YR3/8暗 褐 色
しまり 粘性ややあ り。地山ブロック 炭化物少量。焼土ブロック微

量(径 ～2cm)、 斑状に混 じる。

RA096 K]

RA096 K2 と6  22

RA096 Pl

RA096

RA097 Kl 5 晰面あ り

RA097 K2 50～60 断面あ り

RA097 K3 断面あ り

RA097 K4 10 断面あ り

RA097

RA097

RA097

RA097 6

RA097 9

RA097

RB005 10YR17/1黒 色
13X12深
さ27

しまり、粘性やや弱い。地山ブロック極微量(径～ lmm)。

RB005 10YR 7 黒 色 しまり、粘性やや弱い。地山ブロック少量。

10YR 7 黒 色 Plに似 る

RB005 P4 10YR 7 黒色 Plに似 る

RB005 10YR 7 黒色 しまり、粘性やや弱い。地山ブロック微量(径 ～lcm)

RB005 P6 10YR 7 黒 色 Plに 似 る

RB005 10YR 7 黒 色 P5に 4以 る

V 野古A遺跡第30次調査
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3 検出された遺構と遺物

(3)土 坑

R D126土坑 (第 72図 、写真図版50)

(位置 。検出状況)A区東部の東側旧河道跡の東岸、13R4e・ fグ リッドに位置する。本遺構の周辺は

旧河道の岸辺ということもあって基本層位の状況が比較的良好でⅡ層が10cm程度残っていた。このた

め周辺ではⅡ層面での検出を行っているが、遺構覆土と工層黒褐色上の判別が難 しく、実質的な確認

はⅢ層上面での検出となった。隣接するRD127土坑の状況からみて、本来の遺構掘 り込み面は工層面

と推測される。

(重複関係〉なし。

(平面形・規模〉平面形は、開口部で長軸約200cm、 短軸約90cmの隅丸長方形を呈する。長軸方向はN
-60° 一Eである。

(埋土〉埋土は黒ボク系± 5層に分層されるが、自然堆積か人為的堆積か判然としない。

(壁・底面〉底面は概ね平坦で、壁は垂直気味に立ち上がる。残存する深さは約30cmを測る。

(出 土遺物)遺物は埋土から土師器の甕形土器片とイ形土器片が240g出 土した。ロクロ使用の破片が

多く、形状をおよそ把握できた個体は、掲載した底部を欠く杯形土器 2,点 と甕形土器の上半部 1点で

ある。 (203～ 205、 第110図 、写真図版85)

(時期〉出土遺物から平安時代と判断される。

R D127土坑 (第 72図 、写真図版50・ 51)

(位置・検出状況)A区東部の東側旧河道跡の東岸、13R4d・ eグ リッドに位置する。本遺構は当初、

重機による表土除去を行っていた際、工層上位で多量の上器が確認され、埋甕の可能性が考えられた

ものだが、隣接するRD126土坑と同様に遺構覆土とⅡ層黒褐色上の判別が難しく、実質的な確認はⅢ

層上面での検出となった。本来の遺構掘り込み面は工層面と推測されるが、遺構・遺物の遺存状況か

らみて、上層は削平されたものと思われる。

(重複関係〉なし。

(平面形・規模〉平面形は、開口部で長軸約135cm、 短草由約80cmの隅丸長方形を呈する。長軸方向はN
-46° 一Eである。

(埋上〉埋土は基本的には自然堆積と思われる黒ボク土の単層である。

(壁・底面〉底面は概ね平坦である。壁は確認できたⅢ層以下の掘 り込みは浅 く、残存する部分では

底面から比較的明瞭な稜を持って緩やかに外傾して立ち上がる。確認できた深さは約10cmを 測るが、

遺物の出土状況からみて、本来は30cm以上あったと思われる。

(出土遺物〉遺物は、土師器の甕形土器が約4 2kg分出上した。出土状況としては長軸北端に球胴甕の下

半部が正立して残り、この西側に上半部が倒れ破砕した1個体と思われたが、出土量の8割方の破片

が接合し、掲載した3点、2個体の球胴甕形土器が復元された。(206～ 208、 第110図、写真図版85)

(時期〉出土遺物から奈良時代と判断される。

R D128土坑 (第 72図 、写真図版51)

(位置・検出状況〉大区東部の東側旧河道跡の東岸、13R4cグ リッドに位置する。本遺構も隣接する

RD126・ 127土坑と同様に遺構覆土とⅡ層黒掲色上の判別が難しく、実質的な確認はⅢ層上面での検出

となった。本来の遺構掘り込み面はやはり工層面と推測される。
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RD126

ン・

RD127

A_.L‐ 1240m

RD129＼
◇

4

B o L‐ 1241m
C 

。し‐1234m

ンヽ

A.L‐ 1240m

R D 126土 坑 (A‐ Aう

1 10YR3/1黒 褐色

2 10YR2/1黒 色

3 10YR3/2黒 褐色

4 10YR2/3黒褐色

5 10YR3/3暗 褐色

V 野古A遣跡第30次調査

しまりきわめてあり、粘性あり。責褐色粒微量。

しまりきわめてあり、粘性あり。責褐色粒微量。火山灰 5 mm?

しまりきわめてあり、粘性あり。費褐色粒少量。

しまりややあり、粘性あり。 5 mm程度の責褐色粒微量。

しまり 粘性あり。責褐色土多量。

RD128   フヽ

荒 3R5c

・▼

R D 127土 坑 (AAつ

1 10YR2/1黒 色 しまりややあり、

粘性あり。

2 10YR3/2黒褐色 しまり 粘性あり。

地山土混じり。

A.  L=1239m

3

4

5

R D 128上 坑 (A―Aつ

1 10YR2/1黒 色 しまり・粘性あり。

2 75YR2/2黒 掲色 しまりなし、粘性あり。

焼上粒多量、炭化物少量。

10YR2/1黒色 しまりなし、粘性あり。

10YR?黒褐色 しまり,粘性あり。地山粒少量。

10YR2/2黒褐色 しまりなし、粘性あり。

地山粒微量。

10YR3/4晴褐色 しまり 粘性あり。責褐色土多量。

10YR2/1黒色 しまりなし、粘性あり。

75YR3/2黒褐色 しまりややあり、粘性あり。

焼土粒多量、炭化物少量。

【       3

4

5

6

7

8

9

B' lo

R D129土坑 (A―Aう

1 10YR/2黒褐色 しまり 粘性あり。炭化物 焼土粒 黄褐色粒微量。

2 10YR2/3黒褐色 しまり 粘性あり。炭化物 焼土粒微量、

責褐色土ブロック微量。

10YR3/4暗褐色 しまり 粘性あり。責褐色土ブロック少量。

10YR74褐色 しまりきわめてあり、粘性あり。黄褐色土多量。

75YR3/4暗褐色 しまりきわめてあり、活性あり。廃棄焼上。

10YR3/3暗褐色 しまり 粘性あり。地山ブロック少量、焼土

ブロック微量。

10YR2/2黒褐色 しまり 粘性あり。

10YR2/2黒褐色 しまり 粘性あり。焼土粒微量、責褐色粒少量。

10YR2/2黒褐色 しまり 粘性あり。黄褐色上、焼上の混じり。

10YR3/2黒褐色 しまり 粘性あり。炭化物 焼上粒微量、

黄褐色土少量。

10YR3/1黒褐色 しまり 粘性あり。焼土 責褐色土微量。

10YR2/1黒色 しまり,粘性あり。責褐色粒微量。

75YR2/2黒褐色 しまりなし、粘性あり。焼土少量、責褐色土混じり。

R D129土坑 (C―C')

1 75YR4/6褐色 固く焼けしまった焼土。

2 5YR3ん 暗赤褐色 焼土。

0                   1:40                  21n

北 R4e

畿 ヽ   彰
§

男72図  R D126～ 129■J九
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3 検出された遺構と遺物

(重複関係)な し。

(平面形・規模〉平面形は開口部では67× 76cmの歪な略円形を呈する。

(埋土〉埋土は 8層 に細分されるが、上位と下位は廃棄と思われる焼土混じりの人為的堆積、中位に

は流入と思われる黒ボク土の自然堆積に大別される。

(壁 。底面〉底面は概ね平坦で、壁は中位で屈曲しながら外傾して立ち上がる。残存する深さは約20cm

を測る。

(出土遺物)遺物は埋土から土師器の奏形土器片が181g出上したが、形状を復元できた個体はない。

(209、 第110図 、写真図版86)

(時期)出土遺物から奈良時代もしくはそれ以降と判断される。

R D129土坑 (第 72図、写真図版51)

(位置・検出状況〉A区北側中央部の東側旧河道跡内、13Q9rグ リッドに位置する。本遺構は重機に

よる表土除去を行っていた際、Ⅱ層面で焼土や責褐色土が多量に混じる範囲として確認され、精査の

結果遺構であることが判明したものである。

(重複関係〉なし①

(平面形・規模〉平面形は、大小の長方形基調のプランが連結した凸形】犬を呈し、開口部では2m× 15

～ 2mを 測る。底部では大長方形部は長軸長約1.4m、 短軸長約 lm、 小長方形部は長軸長約 lm、 短

軸長約55cmを 測る。

(埋土〉埋土は13層 に細分され、全体的に焼土や黄褐色上が混じり、特に中位には焼上の廃棄の繰り返

しが認められ、下位の壁際には壁崩落か自然流入と思われる黒ボク土も見受けられたが、全体的には

人為的堆積の様相を呈する。

(壁・底面〉底面は大小の長方形部で 5 cmほ どと僅かではあるが段差があり、大長方形部は概ね平坦で

あるが、小長方形部は幾分凹凸がある。プラン中央の連結部には径約35cm、 深さ約45cmの柱穴状ピッ

トが 1個あり、大長方形部の南側には火熱により径約55cmほ どの略円形で、厚さ3 cm以 下に赤色変化

した現地性の焼土が確認された。壁はⅣ層の掘 り込みは浅く、Ⅱ層が主体のため崩落によるものか全

体的に外傾するして立ち上がり、上位で外反する。深さは小長方形部で約58cm、 大長方形部で約62cm

を測る。

(出土遺物〉遺物は、土師器の甕形土器片と杯形土器片が約2 8kg出 土し、甕形土器が 9割を占める。掲

載した土器は出土量の 4割程度である。出土量の少ない杯形土器は破片がほとんどで形状を復元でき

た個体はない。甕形土器では柱穴上から出土した大破片が接合し底部を欠く1個体が復元された。

(210～ 214、 第110・ 111図 、写真図版86)

(性格 。時期〉規模的に居住には耐えないと思われることから土坑として扱っているが、炉跡と思し

き現地性焼土や、上屋の存在が考えられる柱穴が確認されており、かなり筒便な住居状遺構の可能性

も考えられる。出土遺物から奈良時代と判断される。

R D130土坑 (第 73図 、写真図版52)

(位置・検出状況)A区北側中央部微高地上の13Q41グ リッド杭付近に位置する。本遺構は調査開始

当初の層序確認の試掘時にⅣ層上面で土器が確認されたことから、遺構の存在を推定していたもので、

検出時には全体的に不明瞭なプランであったが、精査の結果、RD131土坑と攪乱との重なりであるこ

とが判明した。検出面はⅣ層中であるが、遺構・遺物の遺存状況からみて、本来の遺構掘り込み面は
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V 野古A遺跡第30次調査

Ⅱ層面と推測され、上層は削平されたものと思われる。

(重複関係〉なし。

(平面形・規模〉平面形は、南西部が攪乱で破壊されて一部不明であるが、北東側に柱穴状の張 り出

しをもつ不整な略楕円形を呈する。規模は開口部で長軸約90cm、 短軸約60cm、 張り出し部分の柱穴状

ピットの径は約40cmを 測る。

(埋土〉埋土は黒ボク± 3層 に細分され、下位ほど黄褐色上が多 く混じり、上位には土器が廃棄され

ていた。全体的に人為的堆積の様相を呈する。

(壁・底面)底面は概ね平坦であるが、張り出し部分は袋状を呈 し、一段低 くなっている。壁は底面

から比較的明瞭な稜を持って外傾して立ち上がる。残存する深さは約20cmを測 り、張り出し部はさら

に 3 cmtミ ヤヽ。

〈出土遺物〉遺物は、土師器の甕形土器が約12堆分出土した。出土状況としては遺構の遺存する上位に

廃棄されたもので、中央上位の大破片から上半部の形状が‡巴握できた甕形土器 2個体と張り出し部の

中位から出土した球胴甕の底部を掲載した。掲載した土器は出土量の 3分の 2程度である。 (215～

217、 第111図、写真図版86)

(時期〉出土遺物から奈良時代と判断される。

R D131土坑 (第 73図、写真図版52)

(位置・検出状況)A区北側中央部微高地上の13Q4kグ リッドに位置する。本遺構は検出時には全体

的に不明瞭なプランであったが、精査の結果、RD130土坑と攪乱との重なりであることが判明したも

ので、検出面はⅣ層中になる。

(重複関係〉なし。

(平面形・規模〉平面形は、開口部で106× 95cmを 測る西側にステップ状の張り出しをもつ歪な略円形

を呈する。

(埋土〉埋土は黒ボク土を基調として責褐色土が混じる9層 に細分される人為的堆積の様相を呈する。

(壁・底面〉底面は概ね平坦である。壁は底面から明瞭な稜を持って外傾して立ち上がり、上半は内

湾気味である。覆上の状況からステップ状の張り出しは壁の崩落の可能性が高い。残存する深さは約

35cm、 張り出し部では約15cmを 測る。

(出土遺物〉遺物は、土師器の甕形土器が約300g出 土した。掲載した土器は出土量の 4割程度であるが、

形状を復元できた個体はない。 (218、 第111図 、写真図版86)

(時期〉出土遺物から奈良時代もしくはそれ以降と推定される。

R D132土坑 (第73図、写真図版52)

(位置 。検出状況)A区北側中央部微高地上の13Q6k。 1グ リッドに位置し、やや削平されたⅣ層中で

検出した。

(重複関係〉なし。

(平面形・規模〉平面形は、開口部では長軸25m× 短軸19mを測る不整形プランを呈する。

(埋土〉埋土は10層 に細分され、上位は全体的に自然流入と思われる黒ボク土系、下位は黒ボク土と黄

褐色上が互層となる廃棄の繰り返しが認められた。

(壁・底面〉底面及び壁は大小様々な袋状の掘り込みが繁がつた様相を呈し、深さは20～ 50cm程度と

なっている。
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3 検出された遺構 と遺物

(出土遺物〉遺物は、土師器の甕形土器片と杯形土器片が約430g出土し、杯形土器片が 9割 を占める。

掲載した土器は出土量の 7割程度である。形状を復元できた個体は、掲載した丸底風の郭形土器 3点

である。 (219～ 221、 第111図、写真図版86)

ぐ陛格・時期〉遺構の掘 り方形状からは粘土採掘坑の可能性が考えられる。出土遺物から奈良時代と

判断される。

R D133土坑 (第 73図、写真図版52・ 53)

(位置 。検出状況〉A区北側中央部の中央旧河道跡内、12Q23dグ リッドに位置する。本来の遺構掘り

込み面は工層面と推測されるが、遺構覆土とⅡ層黒褐色土の判別が難しく、実質的な確認はⅢ層上面

での検出となった。

(重複関係〉なし。

(平面形・規模)平面形は開口部で88× 62cmを測る略楕円形を呈する。長軸方向はおよそ北一南である。

(埋土〉埋土は黒ボク土系 3層からなる自然堆積と思われる。

(壁・底面〉底面はやや九みがあり、北端は柱穴状に浅く窪んでいる。壁は丸みのある底面から鋭角

的に外傾して立ち上がり、北側では袋状に内湾している。深さは約35cmを 測 り、柱穴状の窪みはさら

に 5 cm寵氏しヽ。

(出土遺物〉遺物は出土しなかった。

(時期〉検出面から古代以降と推定される。

R D134土坑 (第 73図 、写真図版53)

(位置・検出状況)A区中央部北側の微高地上の13Q101グ リッドに位置し、やや削平されたⅣ層中で

検出した。

(重複関係〉なし。

(平面形・規模〉平面形は、南西側上位がステップ状になった略楕円形プランを呈し、南東側には柱

穴状の張り出しがつく。規模は開口部で長軸約134cm、 短草由約90cm、 張り出し部分の径は約57cmを 測る。

ただし、南西側ステップは状況から崩落した部分である可能性があり、本来は径約95cmの略円形プラ

ンに柱穴状の張り出しがついたものと考えられる。

(埋土〉埋土は6層 に細分され、上位には土器や焼土が廃棄されており、全体的に人為的堆積の様相

を呈する。

(壁 。底面〉底面は丸底を呈し、壁は底面から明瞭な稜を持たずに内湾気味にタト傾して立ち上がる。残

存する深さは約44cmを測り、張り出し部は約17cmを 測る。

(出土遺物〉遺物は、土師器の奏形土器片と郭形土器片が約2.2kg出 土した。出土状況としては遺構埋土

上位に廃棄されたもので、甕形土器片が 6割 を占めるが、形状を復元できた個体数は杯形土器が多く、

掲載した九底の6点がある。掲載した土器は出土量の5害↓程度である。(222～ 229、 第111・ 112図 、写

真図版86・ 87)

(時期〉出土遺物から奈良時代と判断される。

R D135土坑 (第74図 、写真図版53)

(位置 。検出状況〉A区中央部微高地上の13Q19hグ リッドに位置し、Ⅲ～Ⅳ層面で検出した。

(重複関係〉なし。
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RD131

|

押.13Q4k

V 野古A遺跡第30次調査

ハ 北 Q4

RD130

RD132

A.L‐ 1246m

R D 130土 坑 (A―Aう

1 10YR2/2黒 褐色 しまり 粘性あり。発の一個体 ?が廃棄。

2 10YR2/1黒色 しまり 粘性あり。責褐色土微量。

3 10YR2/3黒褐色 しまりきわめてあり、粘性あり。

責褐色土と黒ぼく土混じり。

※人為堆積

+i3Qα

・ヾ

RD134
フヽ

ム
|:Q24e

A. L‐1244m

R D133土坑 (A―Aつ

1 10YR2/1黒 色 しまりなし、粘性あり。

2 10YR3/2黒褐色 しまりなし、粘性あり。

3 10YR2/1黒色 しまりなし、粘性あり。

R D 131土 坑 (A―Al)

1 10YR2/2黒 褐色 しまり 粘性あり。

2 5YR3/2暗赤褐色 廃棄焼土。

3 10YR3/3暗褐色 しまり 粘性あり。責褐色土、黒ぼく上混じり。

4 10YR2/1黒色 しまり 粘性あり。

5 10YR2/3黒褐色 しまり'粘性あり。黄褐色土混じり。

6 10YR2/2黒褐色 しまり 粘性あり。黄褐色土微量。

7 10YR2/1黒色 しまりややあり、粘性あり。責褐色土微量。

8 10YR3/3暗褐色 しまり 粘性あり。責褐色土、黒ぼく土混じり。

9 10YR3/4暗褐色 しまりきわめてあり、粘性あり。

A'
L‐ 1245m

R D 132土 坑 (A― Aつ

1 10YR2/1黒 色 しまり 粘性あり。黄褐色壮微量。

2 10YR2/2黒 褐色 しまり 粘性あり。責褐色土混じり。

3 10YR2/1黒色 しまり 粘性あり。地山ブロック微量。

4 10YR3/4嗜褐色 しまり 粘性あり。責褐色上多量。

5 10YR/1黒 色 しまりなし、粘性あり。黄褐色土微量。

6 10YR4/6褐色 しまり 粘性あり。黒lFく 土混じり。

7 10YR2/2黒褐色 しまり 粘性あり。責褐色土混じり。

8 10YR3/1黒褐色 しまり 粘性あり。

9 10YR4/4褐色 しまり 粘性あり。黒ぼく土混じり。

10 10YR2/2黒褐色 しまり 粘性あり。

※6～ 10層人為的堆積

RD133

人

A'

R D134土坑 (A一Al)

1 10YR3/1黒 褐色 しまり 粘性あり。炭化物少量、焼土粒微量、下位に上器が多い。

2 10YR2/2黒褐色 しまりややあり、粘性あり。黄褐色粒微量、炭化物微量。土器多く含む。

3 10YR5/4に ぶい責褐色 しまり 粘性あり。破棄粘土塊。

4 10YR3/3暗褐色 しまり 粘性あり。黄褐色土少量。

5 10YR2/3黒褐色 しまり 粘性あり。黄褐色粒微量。

6 10YR2/1黒色 しまり 粘性あり。

※人為堆積              性_________二単坐――_____――聟
m

第73図  R D130～ 134土坑
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3 検出された遺構と遺物

(平面形・規模〉平面形は開口部で長軸約96cm、 短軸約79cmを 測る隅丸略長方形を呈する。長軸方向は

N-55°一Wである。

(埋土〉埋土は黒ボク土系 4層からなる自然堆積と思われる。

(壁・底面〉底面は概ね平坦だが、北東隅は楕円形の柱穴状に窪んでいる。壁は全体的に緩やかに外

傾して立ち上がり、柱穴状部分では袋状にやや内湾している。深さは約20cmを 測り、柱穴状の窪みは

さらに約 5 cmほ ど低い。

(出土遺物〉遺物は、土師器の甕形土器片 1点 と杯形土器片 2点の約45g出上した。 (230、 第112図 、

写真図版87)

(時期)出土遺物から奈良時代もしくはそれ以降と判断される。

R D136土坑 (第 74図、写真図版53)

(位置・検出状況〉A区南部、13Q20cグ リッド付近に位置する。地山層 (Ⅳ層)で黒色土のひろがり

を検出 した。

(重複〉なし。

(規模・形状〉開田部径1.30× 0.97m、 隅丸方形である。長軸はN-53°―E、 南西一北東方向に持つ。

(埋土〉底面付近に地山ブロックを多く含むが、大半は混入物を含まない黒色上で、自然堆積と推定

される。

(壁・底面〉底面は丸みを帯び、1.06× 0.75m、 壁はタト傾して立ち上がる。検出面からの深さは25cm程

度である。

(遺物〉出上していない。

(時期〉不明である。

R D137土坑 (第 74図、写真図版54)

(位置 。検出状況)A区南部、13Q21cグ リッド付近に位置する。地山層 (Ⅳ層)で黒色上のひろがり

を検出した。

(重複〉なし。

(規模・形状〉開口部径0.72× 0.69m、 円形である。

(埋土〉黒色土を主体とする。地山ブロックの混入量は下部に多くなる。

(壁・底面〉底面は0.63× 0.59cm、 九みを帯び、やや凹凸が見られる。壁は直立し、検出面からの深さ

は15～ 20cm程度である。

(遺物〉出上していない。

(時期〉不明である。

R D138土坑 (第 74図、写真図版54)

(位置 。検出状況)A区南部、13Q21eグ リッド付近に位置する。地山層 (Ⅳ層)で黒色上の広がりを

検出した。

(重複〉なし。

(規模・形状)開口部径1.60× 1.06m、 楕円形である。北側に柱穴を半裁したような突出部を持ち、こ

れを含めると短軸は1.32mと なる。長軸はN-49° 一E、 南西―北東方向に持つ。

(埋土〉底面に壁 (Ⅳ～V層)が崩落した層 (9層)が堆積し、その後混入物の少ない黒色土層 (1・
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RD135

く

A_.L‐ 1240m

R D 135土坑 (A―Aつ

1 10YR3/1黒褐色

2 10YR2/3黒褐色

3 ЮYR2/2黒褐色

4 10YR3/4暗褐色

RD137

しまり'粘性あり。責褐色粒微量。

しまりややあり、粘性あり。

しまり,お性あり。黄褐色粒少量。

しまり'粘性あり。責褐色土多量。

RD138

北3Q191

A. L=1孵 lm

R D 136土 坑 (A―Aウ

l ЮYR17/1黒 色 シルト しまりややあり、

極微量 (径～ 5 mm)。 きれいな層。

2 10YR2/2黒褐色 シルト しまりややあり

やや多畳。

A_.  L‐ 1240m

V 野古A遺跡第30次調査

北 3Q22d

ン
人

粘性やや弱い。地山プロック

粘性やや弱い。地山ブロック

R D 138土坑 (A―Aう

1 10YR2/1黒 色 ンルト しまり 粘性ややあり。地山ブロック含まないされいな層。

2 10YR2/1黒色 シルト しまりやや弱い、粘性ややあり。焼土ブロック 炭化物細かく微量

(径 2～ 3 mm)、 全体にやや多量混じる。

3 10YR2/1黒色 シルト しまりやや弱い、粘性ややあり。地山ブロック斑状に大きく (径 5 cm

大)多量。

4 10YR17/1黒色 シルト しまり,粘性ややあり。地山ブロックやや多量 (径～ 3 cm)。

5 10YR1 7/1黒 色 シルト しまり'粘性ややあり。地山ブロック含まないきれいな層。

6 10YR2/1黒色 シルト しまり 粘性ややあり。地山ブロック微量こなれて混じる。焼土ブロ

ック極微量 (径～lnm)炭化物微量 (径～ 2 cm)。

7 10YR17/1黒色 シルト しまりやや弱い 粘性ややあり。焼土プロック極微量 (径 1～ 2 mm)。

地山ブロック含まない層。 7層 と8層は他より黒味強い。

10YR17/1黒 色 シル ト しまりやや弱い、粘性ややあり。地山プロック少量 (大小様々)。

10YR4/6褐色 シルト しまり'粘性あり。地山粘土が崩落し、基本土層よりもやや黒味榜ゞあ

る層。10YR4/6褐 色地山砂少量混じる。

± 3m豹

地山プロック少量、

地山ブロック微量

北 3Q22c

13Q22▽
′

ン

A. L‐ 1%lm
ḱ

R D 137土坑 (A―A')

1 10YR2/1黒 色 シルト しまりややあり、

粘性やや弱い。地山プロック微量 (径～ 5 mm)、

焼土ブロック極微畳 (径～ l cm)。

2 10YR2/1黒色 シルト しまりややあり、

粘性やや弱い。地山プロック少量 (径～lm)。

RD139

L‐ 1塞 Om

R D139土坑 (A―Aウ

1 10YR17/1黒色 シルト しまり 粘性やや弱い。

焼土ブロック・炭化物極微量 (径 1～ 2 mm)。

2 10YR17/1黒色 シルト しまり 粘性やや弱い。

(径～ 5 mln)、 炭化物極微量 (径～ lHn)。

第74図  R D135～ 139土坑

弓た
＼

＼
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3 検出された遺構 と遺物

5'7層 )、 炭化物・焼土ブロックを含む層 (2・ 6・ 7層 )、 地山ブロックを多く含む層 (3・ 4層 )

によって埋没する。壁崩落土と黒色土層は他層に比べ層が厚く、これらは自然堆積、それ以外は人為

堆積の可能性が考えられる。

(壁・底面〉底面は九みを帯び102× 0.69m、 壁はオーバーハングして立ち上がる。検出面からの深さ

は83cm、 V層 まで掘 りこんでおり、突出部はこれよりも浅く46cmである。

(遺物〉土師器甕片が577g出 土している。このうち口縁部片 2点 を掲載した (231・ 232、 第112図 、写

真図版87)。

(時期〉出土遺物より奈良時代もしくはそれ以降と判断される。

R D139土坑 (第 74図、写真図版54・ 55)

(位置・検出状況)A区南部、13P16uグ リッド付近に位置する。地山層 (Ⅳ層)上面で黒色上の広が

りを検出した。

(重複〉重複する遺構はないが、排水管が遺構内を通り破壊されている箇所が多い。

(規模・形状〉攪乱を受けているため全形を把握できないが、推定される開口部径は504× 0.72m、 隅

丸長方形である。長軸はN-76° ―W、 北西―南東方向に持つ。

(埋土〉黒色土を主体とし、炭化物・焼土ブロックを含む。遺構の中心部の層 (1層 )は外周 (2層 )

より地山ブロックを多く含む。人為堆積と推定される。

(壁・底面〉底面は平坦で、規模は推定で4.71× 0.51m、 西端が085× 059mの隅九方形範囲が一段低 く

なる。壁は外傾して立ち上がる。検出面からの深さは25cm、 西端で49cmである。

(遺物〉土師器904g(杯類351g、 甕類553g)出土し、杯 4点・甕 1点を掲載した (233～ 237、 第112

図、写真図版87)。 いずれも埋土上部からの出土量が多い。

(時期〉出土遺物より奈良時代もしくはそれ以降と判断される。

R D140土坑 (第 75図、写真図版54・ 55)

(位置・検出状況)A区南部、13P18rグ リッド付近に位置する。地山層 (Ⅳ層)上面で黒色上の広が

りを検出した。

(重複)な し。

(規模・形状〉開口部径2,77× 0.67m、 楕円～隅丸の長方形である。長軸はN-13°一E、 南北方向に持

(埋土〉黒色土を主体とし、遺構の中心部の層 (1層)は外周 (2層 )よ り地山ブロックを多く含む。

人為堆積と推定される。

(壁・底面)底面径は2.03× 042m、 南側が一段低くなるが、それぞれ概ね平坦な底を持つ。壁は外傾

もしくは直立し、検出面からの深さは北側が35cm、 南側が40cm程度である。

(遺物〉土師器奏片が13g出 土したが、小片のため図化していない。

(時期〉出土遺物より奈良時代もしくはそれ以降と判断される。

R D141土坑 (第 75図、写真図版54・ 55)

(位置・検出状況〉A区南部、13P20tグ リッド付近に位置する。地山層 (Ⅳ層)上面で黒色上のひろが

りを検出した。

(重複)RB005掘 立柱建物跡と重複するが、新旧関係は確認できていない。
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V 野古A遺跡第30次調査

〈規模・形状〉開口部径419× 0.83m、 隅丸長方形である。長軸はN-72° 一W、 東西方向に持つ。

(埋土〉黒色土を主体とし上中下 3層 に分層されるが、上・下層に地山ブロックが多く含む。下層は

上自体の締まりはそれほどでもないが、地山ブロックがやや横につぶれた感じで、敷きならした可能

性も考えられる。しかし長軸の上層断面を確認していないため、遺構内全面を均したか否か、その範

囲は不明である。上中層には炭化物・焼土ブロックが含まれる。人為堆積と推定される。

(壁・底面)底面径は3.46× 061m、 中心部が高く、東西端は長軸1.3～ 1,4m程度の隅丸方形の範囲で一

段低くなる。壁はややタト傾して立ち上がる。検出面からの深さは中心部で45cm、 西側50cm、 東側65cm

程度である。。

(遺物〉土師器969g(イ 20g、 甕948g)出土し、甕 3点を掲載した (238～ 240、 第112図 、写真図版

87)。 埋土上部、とくに1層 中からの出土が多い。

(時期)出土遺物より奈良時代もしくはそれ以降と判断される。

R D142土坑 (第 75図 、写真図版54・ 56)

(位置・検出状況)大 区南部、13P17wグ リッド付近に位置する。地山層 (Ⅳ層)で黒色上のひろがり

を検出した。

(重複〉なし。

〈規模・形状〉開口部径138× 053m、 やや不整な隅丸長方形形である。長軸はN-78° ―W、 東西方向

に持つ。

(埋土〉底面付近は地山ブロックを多く含む層と黒色土層が薄く互層となり、それより上部はRD139土

坑同様に遺構の中心部の層 (1層 )は外周 (2層 )よ り地山ブロックを多く含み、炭化物・焼土ブ

ロックも混入する。人為堆積と判断される。

(壁・底面〉底面径は138× 0.53m、 図示できていないが東西に3分割したそれぞれが浅皿】犬に窪み、

波打つような形状を持つ。西端にはさらに直径25cm程度の小穴を設ける。壁は西狽↓～南側の一部が

オーバーハングし、北側が直立、東側が外傾して立ち上がる。検出面からの深さは50cm程度、小穴は

さらに10cm深 くなる。

(遺物)土師器315g(郭 280g、 甕280g)出上し、杯 1点・甕 2点を掲載した (241～ 243、 第112図 、

写真図版87)。 上部からの出土が目立った。

(時期〉出土遺物より奈良時代もしくはそれ以降と判断される。

R D143土坑 (第 75図 、写真図版54・ 56)

(位置 。検出状況)A区南部、13P18wグ リッド付近に位置する。地山層 (Ⅳ層)で黒色土のひろがり

を検出した。

(重複〉なし。

(規模・形状〉開口部径1.32× 0.46m、 やや不整な隅丸長方形である。長軸はN-1° W、 南北方向に

持つ。

(埋土〉黒色土を主体とし、地山ブロックの混入量の違う層が、数cm～十数cmの厚さで積み重ねられる。

人為堆積と推定される。

(壁・底面〉底面径は0.86× 025m、 やや九みを帯びる。壁は下部が内湾気味に立ち上がり、上部は外

傾する。検出面からの深さは45cmで ある。

(遺物)出上していない。
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3 検出された遺構と遺物

RD里0北
m狩

RD141

A_. L‐ 1242m

R D 140土坑 (A― A')

1 10YR17/1黒色 シルト しまりややあり、粘性やや

弱い。地山プロック細かく全体に少量 (径 1～ 3 mm)。

2 10YR17/1黒色 シルト しまりややあり、粘性やや

弱い。地山ブロック微量 (径 1～ 3 cm)。

RD143
塩 Pttx

1 10YR1 7/1黒 色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。

地山プロックやや多量、ややレンズ状に入る (遺物もレンズ状)。

焼土プロック極微量 (径 2～ 3 ml)

2 10YR17/1黒色 ンルト しまりややあり、粘性やや弱い。

地山プロック微量 (径～ l cm)、 焼土ブロック微量 (径 1～ 3 cm)。

3 101rR1 7/1黒 色 ンルト しまりややあり、粘性やや弱い。

地山ブロック大きく斑状に入る。やや横長 (径～ 5 cm)。

R D143上坑 (A―A')

1 10YR2/1黒 色 シルト しまりややあり 粘性やや弱い。

地山ブロック極微量。やや白味。

2 10YR17/1黒色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。

地山ブロック微畳。

3 ЮYR17/1黒色 ンルト しまりややあり、粘性やや弱い。

地山ブロック少量、細かく混じる (径 2～ 3 mm)。

4 2層 に似る。

5 ЮYR17/1黒色 シルト しまり 粘性やや弱い。

地山ブロック全体にやや多量。こなれて混じる。

6 10YR17/1黒色 シルト しまり・粘性やや弱い。

黒いきれいな層。

RD142

R D 144土 坑 (A―A')

0 攪乱層 (畑 ?)

1 10YR2/1黒 色  シル ト

(径 1～ 2 mm)。

2 10Y貶 /2黒褐色 シル ト

ブロック大量 に含む。

3 10YR2/1黒 色  シル ト

(径 ～ 3 mm)。

4 10Y貶 /2黒褐色  シル ト

こなれて混 じる。

しまり 粘性ややあり。炭化物・焼土プロック極微量

しまりややあり 粘性やや弱い。75YR4/6褐色焼土

しまりややあり、粘性やや弱い。地山プロック極微量

しまりややあり、粘性やや弱い。地山プロック少量、

o            l:40           2m

A.  L‐ 1239m

マ
/

R D142土坑 (A―A')

1 10YR2/1黒 色 シルト しまり 粘性やや弱い。下面に土器含む。地山ブロック全体にこな

れて混じり明るい。焼土ブロック微量 (径 2～ 34m)。 R D 139の 1層 に似る。

2 10YR2/1黒色 ンルト しまり 粘性やや弱い。地山プロック 炭化物極微量 (径～ 5 ala)。

3 10YR17/1黒色 シルト しまり,粘性やや弱い。地山ブロック斑状に少量 (径 5mn～ 2 cm)。

4 10YR2/1黒色 シルト しまり 粘性やや弱い。地山プロックこなれて全体に含む。1層 より

明るい下面に炭化物入る。

5 10YR17/1黒色シルトと地山上が互層となる。

RD144

4

R D141土坑 (A― Aウ
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V 野古 A遺跡第30次調査

(時期〉周囲の類似する遺構から考えると奈良時代もしくはそれ以降と判断される。

R D144土坑 (第 75図、写真図版54・ 56)

(位置・検出状況〉A区西部、18P14rグ リッド付近に位置する。地山層 (Ⅳ層)上面で炭化物と焼土

の広がりと、これらの炭・焼土を西端にした直径70cm程度の円～隅丸方形の黒色土の範囲を検出した。

焼土遺構の可能性を考え精査をすすめていたが、焼土はブロック状に埋上に混入したものとわかり、

土坑と判断した。さらにこの焼土ブロックの西側、攪乱 (0層 )下に埋土が続いており遺構が延びる

ことがわかった。

(重複〉なし。

(規模・形状〉開口部径1.39× 062m、 やや不整な隅九長方形である。長軸はN-79° ―W、 東西方向に

持つ。

(埋土〉黒色土を主体とし、検出面付近には炭化物・焼土ブロックを含む。層厚が薄いため、堆積状

況を把握しきれていないが、炭化物・焼土ブロックがまとまっていることから人為堆積の可能性が高

〈壁・底面〉底面径は1,35× 0.32m、 V層 まで掘 りこんでおり、一部これを掘りすぎてしまったが、ほ

ぼ平坦な底を持つ。壁はタト傾して立ち上がり、検出面からの深さは15cm程度である。

(遺物〉出土していない。

(時期〉周囲の類似する遺構から考えると奈良時代もしくはそれ以降と判断される。

R D145土坑 (第 76図、写真図版54・ 56・ 57)

(位置 。検出状況)A区南部、13P20rグ リッド付近に位置する。地山層 (Ⅳ層)上面で不整形な黒色

上の広がりを検出した。プランから遺構が重なっている可能性を考え、複数回平面からその確認を試

みたが困難だったため、重複が想定される箇所に土層観察用のベルトを設定し掘 り下げを開始 した。

その結果、東西に3基の遺構並び重複していることが分かったが、それぞれの平面形を完全切 り離な

すことができず、便宜上東から西へ a・ b・ cと 命名し一遺構として扱った。

(重複)上述の通り3つの遺構が重複するが、これら以外の遺構と重複はない。

〈規模・形状〉遺構全体の開口部径は282× 1,74m、 個々は a2.27× 066m、 b2.21× 0.76m、 cl.18× 0.54

m、 で隅九長方形の遺構が東西方向に連なっているものと判断した。長軸はN-15° ―E、 南北方向に

持つ。

(埋土〉 1・ 2層 は a、 3～ 6層 はb、 7～ 9層は cの埋土となり、堆積状況からaが最も新 しくb・

cと 続くことが分かった。個別の状況として aは地山ブロックの混入量が少ない黒色上が堆積する。

bは、黒色土を主体とし、地山ブロック・黒褐色土 (Ⅲ 層)ブロックが混入量をかえて含まれる。西

側から東側へ低 く斜めに層が重なっており、一方からだけでなく東西同じように上が流入したと仮定

すると、bの本来のプランはaの範囲に及び短軸は12～ 1.3m程度、acに比べ横に広い形状を持つ可

能性がある。 cは黒色土を主体とし、地山ブロック、黒褐色土 (Ⅲ層)ブロックを含む。下部ほど混

入量が多い。

(壁・底面)aの底面は九みを帯び、径0.47× 0.21m、 壁は緩急角度を変え外傾して立ち上がる。検出

面からの深さは40cm程度である。 bの底面も丸みを帯び、南側に直径0.8m程度円形の窪みを持つ。壁

はタト傾して立ち上がり、検出面からの深さは35cm、 南側は50cmで ある。 cの底面径は2.04× 0.54m、 南

半は比較的平坦で、北半は摺鉢状に窪む。壁は直立気味、検出面からの深さは南側が25cm、 北側が55
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3 検出された遺構と遺物

cm程度である。

(遺物〉土師器498g(杯30g、 甕468g)出土し、奏 2点 を掲載した (244・ 245、 第113図 、写真図版

87)。 2点 ともaの南側埋土上部より出土している。この他 bcで も遺物は出上したがいずれも埋土

上部に多く含まれる。

(時期)出土遺物より奈良時代と判断される。

R D146土坑 (第 76図、写真図版54・ 57)

(位置・検出状況)A区南部、13P22sグ リッド付近に位置する。地山層 (Ⅳ層)上面で黒色上の不整

形な広がりを検出した。その形状から2つの遺構が重複していると判断したが、平面形で新旧を確認

できなかったため、断面を設定し掘り下げを開始した。その結果南側の遺構のほうが新しいことが半J

明したが、同時に掘り下げた結果平面形を完全に把握することができず、便宜上南側を a、 北側をb

と命名し、一遺構として扱った。

(重複)本遺構自体が 2基重複するが、それ以外の遺構との重複関係はない。

(規模・形状〉遺構全体の開口部径は2.19× 1.07m、 個々は aが131× 0.45m、 bが219× 0.68m、 aは

北狽Iを 消失してしまったが、両者とも隅丸方形と思われる。長軸はN-60° ―W、 北西―南東方向を持

(埋土〉 1層が a、 2～ 7層が bと なり、上述の通りaの ほうが新 しい。 aは黒色土を主体とし、地

山ブロックを大きく混入する。bも 黒色土を主体とし、混入物の少ない層 (4・ 5・ 9層 )、 地山ブ

ロックを多く含む層 (3・ 8層 )、 炭化物・焼土ブロックを含む層 (2・ 6・ 7層)が積み重なるよ

うに堆積する。図示した炭化物・焼土ブロックの範囲は 6。 7層の広がりである。人為堆積と判断さ

れる。

(壁・底面)aの底面は、径068× 0.33m、 やや丸みを帯び南東へ向かって低くなる。壁は底面から直

立し上部は緩く外傾する。検出面からの深さは南東側で41cmで ある。 bの底面は、径2.08× 047m、 長

方形のプランが 2つ並ぶ。検出面から深さは北西端30cm、 中央の長方形プラン50cm、 南東側が55cmと 、

南東ほど深くなる。壁は直立気味である。

(遺物〉土師器甕151g出上し、 1点掲載した。また4層 より紡錘車も1点出土している。 (246・ 247、

第113図 、写真図版87)

(時期〉出土遺物より奈良時代と判断される。

R D147土坑 (第 76図、写真図版54・ 57)

(位置・検出状況)A区南部、13P23uグ リッド付近に位置する。地山層 (Ⅳ層)上面で黒色上のひろ

がりを検出した。

(重複〉なし。

(規模・形状〉開口部径1.38× 0,52m、 楕円～隅丸長方形である。長軸はN-61° ―W、 北西一南北方向

に持つ。

(埋土〉底面に黒色上が堆積後 (5層 )、 焼土ブロックを多く含む層が遺構を覆い (3・ 4層 )、 その

上には炭化物・焼土ブロックを混入する黒色土層 (1・ 2層 )が堆積する。 3・ 4層 は西側に厚く、

東側が薄い。人為堆積と推定される。

(壁 ・底面)底面径は1.10× 0.38m、 入れ子状に隅九長方形の範囲で一段低 くなる。壁は直立し、検出

面からの深さは、両端の浅い所で約20cm、 中心部で約30cmで ある。
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RD145

生 .L■%h

R D145土坑 (A―Aう

1 10YR17/1黒 色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。

地山ブロック極微量 (径 1～ 3 mm)。

2 10YR1 7/1黒 色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。

1層 に似るが1層 より地山プロック多く明るい。

3 10YR17/1黒色 ンルト しまりややあり、粘性やや弱い。

地山ブロック極微、2層 よりやや明るい。

4 10YR17/1黒色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。

地山プロックやや多量 (径 5 mm～ l cm)。

5 10YR17/1黒色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。

10YR3/2黒褐色シルト (漸移層)極微量大きく混じる。

6 10YR1 71黒色 ンルト しまりややあり、粘性やや弱い。

10YR3/2黒褐色シルト (漸移層)と 地山ブロック大きくこなれて混じる。

7 10YR17/1黒色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。

地山プロック微量 (径～ l cm)。

8 10YR17/1黒色 シルト しまり 粘性やや弱い。10YR3/2黒褐色

(漸移層)大きく (径～5 cm)極微量。

9 10YR17/1黒色 シルト しまり弱い・粘性ややあり。

地山ブロック大きく斑状に多量 (径～ 5 cm)。

V 野古A遺跡第30次調査

RD146

A.L‐1241m

B . L=1242m

R D146土坑 (A―A' B―B')

1 10YR17/1黒色 シルト しまり 粘性やや弱い。地山ブロック

大きく (径～5 cm)極微量。

2 10YR17/1黒色 シルト しまり 粘性やや弱い。焼土ブロック

極微量 (径 1～ 2 mm)。

3 10YR17/1黒色 シルト しまり 粘性やや弱い。地山プロック

やや多量、こなれて混じる。

4 10YR17/1黒色 シルト しまり 粘性やや弱い。地山ブロック

微量、こなれて混じる。

5 4層 に似るが地山ブロック少量、混じり方は同じ。

6 10YR17/1黒色 シルト しまり 粘性やや弱い。地山ブロック

少量 焼土プロック 炭化物やや多量、全体に斑状に混じる (径～ l cm)。

7 10YR1 7/1黒 色 シルト しまり 粘性やや弱い。焼土ブロック

極微量 (径 2～ 3 mm)。

8 10YR3/2黒褐色 シルト しまり 粘性ややあり。地山プロック大量。

9 10YR17/1黒色 シルト しまり 粘性やや弱い。地山ブロック

極微畳こなれて混じるされいな黒層。

RDl呼土坑 (A一A')

1 10YR17/1黒色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。地山ブ

ロックこなれて少量、焼土ブロック 炭化物微量 (径～ 5 mm)。

2 10YR17/1黒色 シルト しまり 粘性やや弱い。黒味強い。地山

ブロック極微量 (径～ l mm)、 焼土ブロック極微量 (径～ 5 mn)。

3 10YR17/1黒色 シルト しまり 粘性やや弱い。焼土ブロック

(径 2～ 3 mm)、 多量。

4 75YR3/3暗 褐色 被熱土プロック。

5 10YR17/1黒色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。地山プ

ロック微量 (径 1～ 2 mm)

0             140            ?m

″
一

RD147
~|:と

P23u

ブロック範囲

L‐ 1241■
k

第76図  R D145～ 147土坑
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3 検出された遺構 と遺物

(遺物〉土師器92g(郭68g、 甕24g)出土し、郭 1点 を掲載した (248、 第113図 、写真図版87)。

(時期〉出土遺物より奈良時代と判断される。

R D148土坑 (第 77図、写真図版57・ 58)

(位置・検出状況)A区南西部、14P2qグ リッド付近に位置する。地山層 (Ⅳ 層)上面で黒色上のひろ

がりを検出した。

〈重複〉なし。

(規模・形状〉開口部径1.77× 0.85m、 隅丸長方形である。長軸はN-28° ―E、 北東―南西方向に持つ。

(埋土)黒色土を主体とする。下部 (3・ 4層)は地山ブロックを多く含む層で、 4層の地山ブロッ

クは横長で締まりは弱いが、敷きならされた様子にみえる。上部は (1・ 2層 )炭化物・焼土ブロッ

クを含む層で、遺物を多く含む。人為堆積と推定される。

(壁 。底面)底面径は1.63× 0.79m、 側面にくびれをもち大小規模の違う円形の穴が入れ子状に3つ連

なる。北から直径54cm、 67cm、 36cm、 底面形状は九みを帯びる。検出面からの深さは北狽↓が45cm、 中

央と南側が48cmと 3つ とも大差ない。壁は円形の穴部分がオーバーハング気味、それより上部は外傾

して立ち上がる。

(遺物〉土師器甕1387g出 土し、 3点掲載した (249～ 251、 第113図 、写真図版87)。

(時期〉出土遺物より奈良時代と判断される。

R D149土坑 (第 77図、写真図版58)

(位置・検出状況)A区南西部、14P15eグ リッド付近に位置する。地山層 (Ⅳ層)上面で黒掲色上の

ひろがりを検出した。

(重複〉なし。

(規模・形状)西側が調査区外 (第 23次調査区)へ廷びているが、過年度の調査では同一遺構が検出さ

れていない。RA071竪穴住居跡で記載したとおり両次調査区間には、調査不可能な範囲がありここに

おさまる可能性がある。そのため全形は不明、円～楕円形と推定される。検出範囲の径は1.26× 088

mである。

(埋土〉黒褐色土を主体とし、壁から底面付近には地山ブロックも混入する。自然堆積と推定される。

(壁・底面〉底面は九みを帯び、検出範囲の径は0.66× 0.50m、 壁は下部が直立気味、上部が緩い角度

で大きく外形する。検出面からの深さは25cm程度である。

(遺物〉出土していない。

(時期〉不明である。

R D150上坑 (第 77図 、写真図版58)

(位置・検出状況)B区 中央部、1lP21sグ リッド付近に位置する。地山層 (Ⅳ層)上面で黒色土のひ

ろがりを検出した。

(重複)な し。

(規模・形状〉開口部径162× 1.03m、 隅九長方形である。長軸はN-13° ―W、 南北方向に持つ。

(埋土〉底面付近には地山ブロックを多く含む黒掲色土 (3層 )、 遺構全体には混入物の少ない黒色土

が堆積する。自然堆積と推定される。

(壁・底面〉底面は浅皿状に九みを帯び、径1.50× 113m、 中心部は礫層 (Ⅵ層)ま で掘りこむ。壁は

直立、部分的にオーバーハングする。検出面からの深さは25cm程度である。
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R D148土坑 (A―A,

1 10YR2/1黒 色 シルト しまり 粘性やや弱い。地山プロックやや多量。全体に

細かく入る (径～ 5 ma)。 炭化物 焼土ブロック極微量 (径～ 5 ulm)下 面に多い。

2 10YR17/1黒色 シルト しまりやや弱い、粘性ややあり。地山ブロック枢微量、

下面に焼土ブロック含む。

3 ЮYR17/1黒色 シルト しまりやや弱い、粘性ややあり。地山ブロック少量、

斑】大 (ややこなれるか)に含む (径～ 2 cm)。

4 10YR17/1黒色 シルト しまりやや弱い 粘性ややあり。地山ブロックやや多量、

北東部はやや横長、層状に長くはいる。

RD150

北 4P3q

A.L=1242m

±lPtts 七P独

~寸~二

lP22s

A.L‐ 1252m

甥 251 tPtte
A.L‐

1238m

R D 149土坑 (A―A')

1 10YR2/2黒 褐色土 しまり 粘性ややあり。底面から

壁付近では責褐色土ブロック中小粒が10%程度みられる。

A. L=1%3m RD151

0                   1:40                  2m

R D 150土坑 (A―A.)

1 10YR17/1黒色 シルト しまりやや弱い、粘性ややあり。

地山プロック含まない。2層 より白っぽい。

2 10YR17/1黒色 シルト しまりやや弱い、粘性ややあり。

黒味強い。地山ブロック極微量 (径～ lnm)。

3 10YR2/2黒褐色 シルト しまりやや弱い、粘性ややあり。

地山ブロックやや多量、全体にこなれて混じる。

R D 151土坑・R G29溝 跡 (A―A,

1 10YR2/1黒 色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。地山

ブロック極微畳 (径～ 5 mm)。

2 10YR2/2黒褐色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。

地山プロック少量、こなれて混じる。

10YR1 7/1黒 色 シルト しまり弱い、粘性やや弱い。攪乱 P

ЮYR2/2黒褐色 シルト しまり 粘性ややあり。きれいな層。

10YR2/2黒褐色 シルト しまり 粘性ややあり。地山プロッ

ク少量大きくこなれて混じる。

10YR2/1黒色 シルト しまり 粘性ややあり。地山ブロック

微量 (径 1～ 2 mm)、 炭化物極微量 (径 1～ 2nm)。

10YR3/4暗褐色 シルト しまりあり、粘性ややあり。地山ブ

ロック層 (粘土質)。 (壁 は砂つぽい。)

第77図  R D148～ 151土坑

-133-



3 検出された遺構と遺物

(遺物〉出上していない。

〈時期)不明である。

R D151土坑 (第 77図 、写真図版58)

(位置・検出状況〉B区北西部、1lP16pグ リッド付近に位置する。地山層 (Ⅳ層)上面で黒褐色上の

不明瞭な広がりを検出した。

(重複〉RG029溝跡と重複し、本遺構のほうが古い。

(規模・形状〉東側を溝によって切られるが、́残存する開口部径219× 1.05m、 楕円形である。長軸は

N-13°―E、 南北方向に持つ。

(埋土〉下部は地山ブロックを含むする層 (5～ 7層 )、 上部は混入物の少ない層 (4層)が堆積する。

自然堆積と推定される。

(壁・底面〉底面も東側は溝により消失しているが、残存部径1,72× 093m、 径1.08× 072mの楕円形の

穴が入れ子状におさまリー段深くなる。壁は外傾して立ち上がる。検出面からの深さは40cm程度であ

る。

(遺物)出上 していない。

(時期〉不明である。

R D152陥 し穴状遺構 (第 78図 、写真図版59)

(位置。検出状況)A区東端微高地上の13R4rグ リッドを中心に位置し、削平されたⅣ層中で検出した。

(重複関係〉なし。

(平面形・規模〉平面形は溝状を呈し、長軸長は開口部・底部とも約3.2m、 幅は開口部で約60cm、 底

部では幅約10cmを 測る。長軸方向はN-37° 一Wである。

(埋土〉埋土は6層 に細分され、上位と最下層には流入と思われる黒ボク土、中位から下位には壁崩

落と思われる褐色系上が堆積する。

(壁 。底面〉壁は長軸両端下部が僅かに狭れ、全体的に下位は垂直気味に立ち上がり、上位ではやや

外反する。検出面からの深さは約lmを沢1る 。底面は概ね平坦で、逆茂木等の杭痕跡は認められな

かった。

(出土遺物〉遺物は出土しなかった。

(時期〉出土遺物はないが、形状から縄文時代の陥し穴と判断した。

R D153陥 し穴状遺構 (第 78図 、写真図版59)

(位置 。検出状況〉A区北側中央部微高地上の13Ql・ 2pグ リッドに位置し、かなり削平されたⅣ層中

で検出した。

(重複関係)な し。

(平面形・規模〉平面形は溝状を呈し、開口部で長軸長約2.6m、 幅約35cm、 底部では長軸長約23m、

幅約 7 cmを測る。長軸方向はN-35° ―Eである。

(埋土〉埋土は5層 に細分されるが、流入と思われる黒ボク土と壁崩落と思われる掲色系上が混じつた

堆積状況である。

(壁・底面〉壁は全体的に垂直気味に立ち上がり、検出面からの深さは約63cmを 測る。底面は概ね平坦

ながらやや蛇行している。逆茂木等の杭痕跡は認められなかった。

(出土遺物〉遺物は出上しなかった。
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V 野古A遺跡第30次調査

R D 152陥 し穴状遺構 (A― Aウ

1 10YR3/1黒 褐色 しまり、粘性あり。

毛根多量。

2 10YR3/3暗褐色 しまりきわめてあり、

粘性あり。地山土まじり。

3 10YR4/6褐色 しまりきわめてあり、

粘性なし。砂質。Ⅳ起源。

4 10YR3/4暗褐色 しまり 粘性なし。

砂質。3層に黒土混じり。

5 10YR4/6褐 色 しまりきわめてあり、

粘性なし。砂質。Ⅳ起源。

6 10YR2洛 黒褐色 しまり'粘性なし。

砂質。

B'

B'

R D154陥 し穴状遺構 (A―A')

1 10YR2/2黒 褐色 しまり 粘性あり。

褐色土混じり。

2 10YR3/4暗褐色 しまりあり、粘性なし。

砂質。Ⅳ起源。

3 10YR3/3暗褐色 しまり 粘性ややあり。

4 10YR3/4暗褐色 しまりややあり、粘性

なし。砂質。Ⅵ層起源。

5 10YR2/3黒 褐色 しまりなし、粘性あり。

0             1:40            2m

R D 153陥 し穴状遺橋

1 10YR2/2黒 褐色

粘性なし。砂質。

2 10YR3/4暗褐色

砂質。

3 10YR3/3暗褐色

砂質。

4 10YR3/4暗褐色

やや砂質。

5 10YR3/2黒褐色

砂質。

(A―Aり

しまりきわめてあり、

黄褐色土微量。

しまりあり、粘性なし。

しまりあり、粘性なし。

しまり 粘性ややあり。

しまり'粘性なし。

Ｂ
一

B'

Ｓ
Ｏ
ヨ

L=1246m

第78図  R D152～ 154土坑
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3 検出された遺構と遺物

(時期〉出土遺物はないが、形状から縄文時代の陥し穴と判断した。

R D154陥 し穴状遺構 (第 78図 、写真図版59)

(位置。検出状況)A区中央部北側の微高地上の13Q9・ 10nグ リッドラインに位置し、やや削平され

たⅣ層中で検出した。

(重複関係〉RG015溝跡と重複し、北端が切られている。本遺構が古い。

(平面形 。規模〉平面形は溝状を呈し、開田部では長軸長約2.7m、 幅は40～ 55cm、 底部では長軸長約

3m、 幅は平均的には約10cmほ どであるが、長軸両端では最大約45cmを測る。長軸方向は北―南であ

る。

(埋土〉埋土は 5層 に細分されるが、上位と下層には流入と思われる黒ボク系土、中位から下位には

壁崩落と思われる褐色系上が多く堆積する。

(壁・底面〉壁は長軸両端下部が袂れ、全体的に下位は垂直気味に立ち上がり、上位ではやや外反する。

検出面からの深さは約08mを測る。底面は概ね平坦ながら長軸両端が膨らむ綿棒状を呈する。逆茂

木等の杭痕跡は認められなかった。

(出土遺物)遺物は出土しなかった。

(時期〉出土遺物はないが、形状から縄文時代の陥し穴と判断した。

R D155陥 し穴状遺構 (第 79図 、写真図版60)

(位置 。検出状況〉A区南部、13P15xグ リッド付近に位置する。旧河道の範囲に位置するためⅡ～Ⅲ

層が残存しており、これを除去し地山層 (Ⅳ層)上面で検出した。溝状に細長いⅣ層起源土の外側を

楕円形のドーナツ状に黒色土が囲む広がりとして確認した。

(重複)な し。

(規模・形状)開口部径3.71× 101m、 溝状である。長軸はN-39° 一W、 南西―北東方向に持つ。

(埋土〉底面に地山ブロック、黒色上の薄層 (7・ 8層 )、 埋上下部は地山壁崩落層 (4～ 6層 )、 上

部は黒色土層 (1・ 3層 )と この間に地山ブロック層 (2層)が堆積する。上述の通り、検出面より

上にはⅡ～Ⅲ残存していたことから、これらの層の形成が本遺構より古い場合、地山面の標高は遺構

のあつた当時と大差なく、 2層が自然に入り込むのは無理があり、人為堆積と判断される。しかし、

工～Ⅲ層の形成が本遺構より後、本遺構埋没時には地山面の標高が現在より高く、その後削られⅡ層

が堆積した場合は、自然堆積の可能性も考えられる。また本遺構は周囲より低い所に立地しているた

め微高地上から流入した可能性もある。Ⅱ層の形成時期は奈良時代以前ということしかわからないこ

とと、本遺構以外の陥し穴状遺構はすべて微高地上に作られていいるため、埋土の比較ができないこ

ともあり、 2層の堆積過程を人為か自然かを判断することはできなかった。

(壁・底面〉底面は長軸が381m、 幅は20～ 25cm程度、両端部約60cmに広がる。短軸方向の壁は底面か

ら直立し、上部で外形して立ち上がり、長軸方向はオーバーハングする。検出面からの深さは108cm、

南へ向かって徐々に深くなる。

(遺物)出上していない。

(時期〉出土遺物はないが、遺構の形状から縄文時代と判断される。

R D156陥 し穴状遺構 (第 79図 、写真図版60)

(位置 。検出状況〉A区南部、13Q20aグ リッド付近に位置する。地山層 (Ⅳ層)上面で黒色土の広が
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R D 155陥 し穴】夫遺構 (A―A')

1 10YR1 71黒 色 シルト しまりやや弱

。上と   い、粘性ややあり。I層起源 ?さ れいな層。

2 10YR4/3に ぶい黄褐色 シルト しまり

'粘性ややあり。地山ブロック層。

3 10YR2/1黒 色 シルト しまり 粘性や

やあり。地山ブロック微量、こなれて混じる。

4 10YR2/2黒褐色 シルト しまり 粘性

ややあり。地山ブロック微量、細かく混じる

。どと   (径 1～ 2nm)。

5 2層 に似る。

6 10YR4/3に ぶい黄褐色 地山砂質シルト

層。しまりややあり、粘性弱いp

7 10YR2/1黒色 シルト しまり 粘性や

やあり。地山ブロック含まない層。

8 6層 と似る。

R D 156陥 し穴】夫遺構 (A一A')

1 10YR17/1黒色 シルト しまりややあり、粘性やや

弱い。されいな層。

2 10YR2/1黒色 シルト しまりややあり、粘性やや弱

・了 3絲迅尤竃名を
ク
噺

｀
l色ち聯 粘性やや

弱い。地山ブロック微量、こなれて混じる。

4 10YR2/3黒褐色 シルト しまりやや弱い、粘性やや

あり。地山プロック全体に多量、こなれて混じる。

.二
5射

:2篭評ξッ兇健、で撃デ翠挽∫
粘性やや

6 10YR2/2黒褐色シルトブロック微量、地山ブロック大量。

しまりやや弱い、粘性ややあり。

7 5層 と似る。

8 6層 と似る。

9 10YR2/2黒褐色 シルト しまりやや弱い、粘性やや

あり。地山砂プロック少量、こなれて混じる。

R D 157陥 し穴状遺構 (A― A')

1 10YR2/1黒 色 シルト しまり 粘性ややあり。

地山ブロック極微量、こなれて混じる。きれいな層。

2 10YR2/1黒色 シルト しまり 粘性ややあり。

B,   地山ブロック少量、大きくこなれて混じる (径 1～ 2

・―     cm)。

3 10YR3/2黒褐色 しまり 粘性ややあり。地山ブ

ロック多量、全体に混じる。

4 地山プロック多量。10Y毘71黒色シルト少量、こ

なれてまじる。しまり 粘性ややあり。

5 2層 に似るが、しまりやや弱い。

B' 6 3層 に似るが、粘性強く、しまりは弱くなる。

黒味もやや黒い。

7 地山プロック粘土層 (10YR4/4褐色)。 しまりやや

弱い、粘性あり。

8 10YR2/2黒褐色 砂 地山砂層が崩落したもの。

地山砂 (10YRy4暗 褐色)よ り黒い。しまりあり、

粘性弱い。

o            l:40           2m

くヽ

″，
″
‘

、

３

に

l
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―
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|｀

~二

帯

く
|

第79図  R D155～ 157土坑
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3 検出された遺構と遺物

りを検出した。

(重複)な し。

(規模・形状)開田部径2.99× 081m、 溝状である。長軸はN-31° ―W、 北西―南東方向に持つ。

(埋土〉下部は、黒色土層 (5'7・ 9層 )と 壁崩落した地山ブロック層 (4・ 7・ 8層)の互層と

なる。上部も漸移層 (Ⅲ 層)の崩落層が壁際、全体には黒色土層 (1・ 2層 )で覆われ、自然堆積と

推定される。

(壁 。底面〉底面は平坦で、長軸3.13m、 幅は10～ 15cm程度、両端部では35cmに広がる。短軸方向の壁

は底面から直立し、上部で外形して立ち上がり、長軸方向はオーバーハングする。検出面からの深さ

は100cm程度である。

(遺物)出上していない。

(時期)出土遺物はないが、遺構の形状から縄文時代と判断される。

R D157陥 し穴状遺構 (第 79図 、写真図版60)

(位置・検出状況〉A区南部、14P2vグ リッド付近に位置する。地山層 (Ⅳ層)上面で黒色上のひろが

りを検出した。

(重複〉なし。

(規模・形状〉開口部径298× 063m、 溝状である。長軸はN-26° ―W、 北西―南東方向に持つ。

(埋土〉下部は壁の地山土 (Ⅳ ・V層 )の崩落層 (6～ 8層 )、 上部は地山ブロックを多く含む層 (4

層)と 黒色土層 (1・ 2層、 5層 )交互に堆積する。下半 (5層以下)は上半 (4層以上)に くらべ

しまりが弱い。自然堆積と推定される。

(壁・底面〉底面は中心部が低く端部が上がる形状を持ち、長軸301m、 幅は15cm程度、両端部では20

cmに広がる。短軸方向の壁は底面から直立し、上部でタト形して立ち上がり、長軸方向はオーバーハン

グする。検出面からの深さは95cm程度である。

(遺物)出上していない。

(時期)出土遺物はないが、遺構の形状から縄文時代と判断される。

R D158陥 し穴状遺構 (第80図、写真図版61)

(位置 。検出状況)A区南西部、14P7sグ リッド付近に位置する。北西半は地山層 (Ⅳ層)で検出した

が、南束半はRA095竪穴住居跡の掘り方上を除去し確認した。

(重複)上述の通りRA095竪穴住居跡と重複し、これよりも古い。

(規模・形状)残存する開口部径は410× 072mの溝状、本次調査検出された陥し穴状遺構の中で最も

規模が大きい。長軸はN-50° 一W方向に持つ。

(埋土〉下部～壁際は地山ブロックが多く含まれ、中心部には黒色土が堆積する。上部 (1～ 5層 )

に比べ下部 (6～ 8層 )は しまりが弱い。自然堆積と推定される。

(壁・底面〉底面はおおむね平坦で、V層 まで掘りこまれる。長軸は4.03m、 幅は10～ 15cm程度で端部

でもあまり広がらない。短軸方向の壁は底面から直立し、上部で外形して立ち上がり、長軸方向は

オーバーハングする。検出面からの深さは85cm程度である。

(遺物)出上していない。

(時期)出土遺物はないが、重複関係から奈良時代以前、遺構の形状から縄文時代と判断される。

-138-



RD158

RD159

B 
。 し‐1241m

X

A. L=1241m

R D 158陥 し穴状遺構 (A―A')

1 10YR17/1黒色 シルト しまり 粘性ややあり。地山ブロック極微量。きれいな層。

2 10YR2/1黒色 シルト しまり弱い、粘性ややあり。地山プロック少量 (径～ l cm)。

3 10YR3/4暗褐色 シルト しまりあり、粘性ややあり。地山ブロック層 (地山よりしまり弱い)。

4 3層 に似るが10YR/2黒褐色シルト少畳こなれて混じる。

5 10YR2/2黒褐色 シルト しまりやや弱い、粘性ややあり。地山ブロック微量細かく混じる。

6 10YRy4に ぶい責褐色 地山粘土質シルト層。しまり'粘性あり。

7 10YR4/4褐色 粘土質シルト しまりやや弱い、粘性ややあり。

8 7層 に10YR3/3暗褐色地山砂こなれて少量まじる層。しまり 粘性やや弱い。

A.L‐ 1238m

R D 159陥 し穴状遺構 (A―A,

1 10YR2/1黒 色土 しまり 粘性ややあり。

2 10YR2/1黒色土 しまり 粘性ややあり。

3 10YR7/6責 橙色土と黒褐色土との混土。

4 10YR2/1黒色上 しまり・粘性ややあり。

5 10YR7/6明 黄褐色土ブロック大粒が主体、

V 野古A遺跡第30次調査

にぶい責褐色中小粒50%含 む。

しまりややあり、粘性あり。

その隙間に黒褐色±10%。 しまりあり、

キ |

北Tlσ

RD160

く
|

粘性ややあり。

6 10YR2/2黒褐色上 しまり'粘性ややあり。明責褐色土ブロック大～中粒30%含 む。

7 10YR7/4に ぶい黄橙色 にぶい責褐色上 しまりややあり、粘性やや弱い。部分的に

砂っぽい所もある。

8 10YR3/1黒褐色上 しまりややあり、粘性やや弱い。明黄褐色砂質土プロック中小粒

を30%含 む。

A . L‐ 1239m

R D 160陥 し穴状遺権 (A― Aう

1 10YR2/2黒 褐色上 しまりあり、粘性ややあり。

2 10YR5/2灰責褐色粘土質上 しまり 粘性あり。

3 10YR3/2黒褐色土 しまり、粘性ややあり。黄明褐色±10%含 む。

4 10YR3/4浅黄橙粘土 しまりややあり、粘性あり。明掲色±10%含 む。

0                   1:40                  2m

第80図  R D158～ 160土坑
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3 検出された遺構 と遺物

R D159陥 し穴状遺構 (第 80図 、写真図版61)

(位置・検出状況)A区南西部、14P16fグ リッド付近に位置する。地山層 (Ⅳ層)上面とRG023溝跡底

面で黒色上の広が りを検出した。

(重複〉RG023溝跡と重複しこれよりも古い。

〈規模・形状〉開田部径311× 074m、 溝状である。長軸はN-81° 一W、 東西方向に持つ。

(埋土〉黒色～黒褐色土層 (1・ 2・ 4・ 6・ 8層 )と 地山ブロックの多い層 (3・ 5'7層 )が、

交互に堆積する。自然堆積と推定される。 ´

(壁 。底面〉底面長軸は320m、 幅は10cm程度で両端部は20cmと 広がる。短軸方向の壁は底面から直立

し、上部で外形して立ち上がり、長軸方向はオーバーハングする。V層 まで掘りこんでおり、検出面

からの深さは■Ocm程度である。

(遺物)出上していない。

(時期〉出土遺物はないが、遺構の形状から縄文時代と判断される。

R D160陥 し穴状遺構 (第80図、写真図版61)

(位置・検出状況)A区南西部、14P16mグ リッド付近に位置する。地山層 (Ⅳ層)上面で黒褐色上の

を検出 した。

(重複〉なし。

(規模・形状〉開田部径3.50× 0,74m、 溝状である。長軸はN-31° ―W、 北西―南東方向に持つ。

(埋土〉黒褐色土層 (1・ 3層 )と 地山ブロックの多い層 (2・ 4層)の互層となる。自然堆積と推

定される。

〈壁・底面〉底面長軸は3.23m、 幅は15～25cmと 比較的広く、端部では40cmと さらに広がる。短軸方向

の壁は底面から直立し、上部で外形して立ち上がり、長軸方向はオーバーハングする。V層 まで掘り

こんでおり、検出面からの深さは40cm程度である。

(遺物〉出上していない。

(時期〉出土遺物はないが、遺構の形状から縄文時代と判断される。

(4)竪 穴 状 遺 構

R E003竪穴状遺構 (第 81図 、写真図版62)

(位置・検出状況〉☆区北東部、13P10oグ リッド付近に位置する。地山層 (Ⅳ層)で、方形プランの

西側に張出部を持つ遺構を確認した。竪穴建物の可能性を考え掘り進めたが張出部は本遺構より新し

い畑などで攪乱された範囲と判明した。

(重複関係〉なし。

(形状・規模〉開口部径2,48× 2,43m、 正方形に近い。長軸はN-78° ―W、 東西方向に持つ。

(壁・底面〉底面径は2.23× 2.30m、 高さは揃うものの小さな起伏があり、面積は47∬。北西部と南西

部楕円形の掘 り込みを持つ。検出面からの深さは15cm程 度である。北西部の掘 り込みは径

■67× 0.56m、 深さ40cm程度、南西部は楕円形プランが2つ連なり、径123× 105m、 深さは北側で35cm、

南側で50cm程度である。壁はタト傾して立ち上がり、北西部の一段低くなる範囲ではオーバーハングす

る。

(埋土・遺構の性格〉黒色土を主体 とする。主体上の多い層 (1・ 3・ 4・ 6。 9層 )と 地山ブロッ

クを多 く混入する層 (5'7・ 8層 )が交互に、南東方向から流入する。壁崩落土などもなく人為堆
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RE003

RE004

V 野古A遺跡第30次調査

二

支蓬多
π要夏垂

煮五5「

二

RE∞鍵 穴状遺構 (岸梃・B―B,

1 19VR2/1黒 色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。地山ブロツク軽微 (径=?runlき れいな層。黒味強Vヽ

2. 10YR2/1黒 色シルトとれ山プロックカ
'大

きく1斑状に滉―じるo(オーバーハングし、地山ブロックが層状に流れ込むようにも見える。攪舌はか?)

3 10YR2/1黒色 ンルト しまりややあり、粘性やや弱い。地山プロック微量 (径～ 1911)。

4 3層 に似る。

5‐ loYR2/1黒 色 ンルト しまりややあり、粘性やや弱い。地山プロツク多量 (全体に粒子が屁じけブロッタも含む (径～2Cnl)。

β層と標する北側はブとックが大きくなる。

6 3層に似るが地山ブロックやや多い。
7 10YR2/1黒色 シルト しまりややあり、粘性やや―弱い。地山プtlッ クやや多量 (径 1～ 2.clll)、 全体に混じる。

3 5層 に似る。

0 10YR2/1黒色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。地山ブロツク微量。

十

4

十

R E004竪穴状趣幣 (AA)
1 10YR2/2黒 褐色 シルト

2 19YR2/2黒禍色 シルト

3 1層に似る。

しまりあり、絆離弱い。地山ブロッタ多量、

しまりあり、活性弱い。地山ブロック少畳、

大きく班状に含む (径～acm)。

全体|こ養状に滉じる。1唇―より維 おヽさい (径～l cn)。

北IP2x9      ±lP24p

第31図  R E003・ 004撃穴状遺構

1:60
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3 検出された遺構 と遺物

積と推定される。北西部と南西部の楕円形プラン内にも土が連続して入り込むことから、これらの穴

は住居の掘り方のように埋め戻して床面を平らにしていたものではなく、遺構廃絶時に開口していた

ものと考えられる。また、規模・形状から竪穴住居跡作りかけの可能性も考えられるが、調査区内の

住居跡の構造と比較すると、本遺構ほど床面下に掘り方を深く設けている遺構はなく、断定はできな

かった。

(出土遺物〉出土していない。

(時期〉不明である。           ´

R E004竪穴状遺構 (第81図 、写真図版63)

(位置・検出状況〉B区南西部、1lP24oグ リッド付近に位置する。地山層 (Ⅳ層)で黒褐色上の広が

りを検出した。

(重複関係〉RG029溝跡と重複しており、本遺構のほうが新しい。

(形状 。規模〉開口部径4.15× 2.79m、 長方形である。長軸はN-79° ―W、 東西方向に持つ。

(埋土)黒褐色土を主体とする。埋土中に地山ブロックを斑状に含んでおり、人為的に埋め戻されたも

のと推測される。

(壁・底面〉底面は平坦で、径は3.89× 2.38m、 床面積は8.8ご である。壁はタト傾し立ち上がる。礫層ま

で掘り込み、底面には礫が露出している。検出面からの深さは30cm程度である。

(出土遺物〉陶磁器が 2点出上している (252・ 253、 第113図 、写真図版87)。

(時期〉出土遺物から近世もしくはそれ以降と判断される。

(5)焼 土 遺 構

R F005焼土遺構 (第 82図 、写真図版63・ 64)

(位置・検出状況〉A区東側微高地上の13R7kグ リッドに位置し、削平されたⅣ層中で検出した。

(重複関係〉なし。

(平面形・規模)平面形は開口部径約98cm前後の歪な略円形を呈する。

(埋土〉埋土は黒ボク土系 3層 に細分され、下層は廃棄された炭化物と焼上が多く混じる。

(壁・底面〉底面は概ね平坦で、壁は緩やかに外傾して立ち上がり、深さは約20cmを 測る。底面と北西

側の壁面を除き、壁面は部分的に火熱により厚さ約5mm未満で弱く赤色変化していた。焼上の状況か

らみて坑内の清掃をしっかり行って繰り返しの使用をしていたものと思われる。

(出土遺物〉遺物は、土師器の甕形土器片約15gが出上した。

(時期〉出土遺物から古代と推定される。

R F006焼土遺構 (第 82図、写真図版64)

(位置・検出状況)A区の北側中央部の東側旧河道跡内、13Q2・ 3uグ リッドに位置する。本遺構はI

層面で焼上の部分的な縁取りとして不整なプランを確認したもので、精査の結果遺構であることが判

明したものである。

(重複関係)な し①

(平面形・規模〉平面形は開口部で長軸約90cm、 短軸約67cmを 波1る 隅丸略長方形を呈する。長軸は旧河

道を横断する方向でN-66°―Wである。

(埋土〉埋土は4層 に細分されるが、上位は黒ボク土の自然堆積、下位は廃棄された炭化物と焼土が
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V 野古A遺跡第30次調査

多く混じる人為的堆積の 2層 に大別される。

(壁・底面)底面は大きな凸凹がある①壁は垂直気味に立ち上がり、南東額Iで はやや外傾している。深

さは約25cmを 測る。短軸西狽1壁面の南半は火熱により厚さ約 l cmほ どが赤色変化していた。焼上の状

況からみて坑内の清掃を行って繰り返しの使用をしていたものと思われる。

〈出土遺物)遺物は、土師器の甕形土器片約21gと 縄文土器片 1点が出土した。 (254、 第113図 、写真

図版87)

(時期)出土遺物と隣接する同類の遺構 との対比から古代 と推定される。

R F007焼土遺構 (第 82図 、写真図版64)

(位置。検出状況〉A区の北側中央部の東側旧河道跡内、13Q6sグ リッドに位置する。本遺構はⅡ層面

で焼上の部分的な縁取りと炭化物混じりの長方形基調のプランを確認したもので、精査の結果遺構で

あることが半」明したものである。

(重複関係〉なし。

(平面形・規模)平面形は開田部で長軸約120cm、 短軸約95cmを 測る長方形を呈する。長軸は旧河道を

横断する方向でN-59° ―Wである。

(埋土〉埋土は 7層 に細分されるが、北西側の中位には多量の炭化物と焼土が廃棄されており、全体

的に人為的堆積の様相を呈する。

(壁・底面〉底面は比較的平坦だが、やや凸凹がある。壁は短軸西壁は垂直気味に、ほかは外傾して

立ち上がる。深さは約23cmを 測る。壁面の西側は部分的に火熱により厚さ約 5 mmほ どに赤色変化して

いた。焼上の状況からみて坑内の清掃を行って繰り返しの使用をしていたものと思われる。

(出土遺物〉遺物は、土師器の奏形土器片約80gが出土した。大きめの炭化材はクリと鑑定された。

(時期)出土遺物から古代と推定される。

R F008焼土遺構 (第 82図 、写真図版64・ 65)

(位置・検出状況)A区北西端微高地上の12P21fグ リッドに位置する。Ⅲ～Ⅳ層面で検出した。

(重複関係)な し。

(平面形・規模〉平面形は開口部で長軸約150cm、 短軸55～ 80cmを測る隅九略長方形を呈するが、長軸

東側は掘り込みの浅いテラス状でやや不整形となっており、西側は長軸約100cm、 短軸約80cmの きれい

な隅丸長方形となっている。長軸方向はほぼ西―東である。

(埋上〉埋土は 5層 に細分されるが、上位は黒ボク上の自然堆積、下位は廃棄された炭化物と焼土が

混じる人為的堆積の 2層 に大別される。

(壁・底面〉底面は比較的平坦だが、やや凸凹がある。壁は南北の両壁は垂直気味に、東西の短軸側

はタト傾して立ち上がる。深さは西側で約16cm、 東側テラス部分では約 6 cmを 測る。西側壁面は部分的

に火熟により厚さ約 5 mm未 満で赤色変化していた。焼土の状況からみて坑内の清掃を行って繰り返し

の使用をしていたものと思われる。

(出土遺物〉遺物は、土師器の甕形土器片約30gが 出上し、口縁部 1点 を掲載した (255、 第113図 、写

真図版87)。 その他炭化材はクリと鑑定された。

(時期)出土遺物から古代と推定される。
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3 検出された遺構と遺物

RF005

A. L‐
12421n

A_.L‐
1242m

RF006

A. L=1249m

《

R FO∞焼土遺構 (A―A')

1 10YR2/2黒 褐色 しまり 粘性あり。炭化物微量、責褐色ブロック微量。

2 10YR2/1黒色 しまりきわめてあり、粘性あり。炭化物微量。

3 10YR3/1黒褐色 しまりきわめてあり、粘性あり。焼土粒少量、炭化物多量。

4 5YR3/6暗赤褐色 焼土

RF007 RF008

A. L‐1243m

13Q3v

。《'

A'

R F006焼土遺構 (A―A')

1 10YR2/1黒 色 しまり 粘性あり。焼土粒 炭化物微量。

2 10YR2/1黒色 しまり 粘性あり。地山土と焼土混じる。

3 75YR4/6褐 色 焼土ブロック

4 10YR3/1黒褐色 しまり 粘性あり。炭化物多量、焼土少量、

責褐色少畳。

5 5YR5/6赤褐色 炉壁焼土

A'

12P22f

A'

A' A'

R F007焼土遺構 (A―Aつ

1 10YR2/2黒 褐色 しまりややあり、粘性あり。炭化物微量。

2 10YR2/3黒褐色 しまりややあり、粘性あり。炭化物 費褐色粒

焼土粒微量。

3 5YW/3にぶい赤褐色 廃棄焼上。

4 10YR2/2黒褐色 しまり 粘性あり。黄褐色粒少量。

5 5YR4/4にぶい赤褐色 しまりあり、粘性なし。廃棄焼土。

6 10YRク 1黒色 しまり 粘性あり。黄褐色土微量。

7 75YR3/1黒 褐色 しまり,粘性あり。地山土と焼土混じり。

8 5YR3/6暗赤褐色 壁面焼土。

R F008焼土遺構 (A―A,
1 10YR2/2黒 褐色 しまりややあり、粘性あり。

2 10YR3/1黒褐色 しまりややあり、粘性あり。責褐色泣微量。

3 10YR2/1黒色 しまりなし、粘性あり。

4 10YR3/1黒褐色 しまりややあり、粘性あり。焼土粒少量。

5 10YR2/3黒褐色 しまりややあり、粘性あり。黄褐色土混じり。

6 5YR4/8赤褐色 焼土

o                     l:30                    2m

マ
。
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R F009焼土遺構 (第 83図 、写真図版65)

(位置 。検出状況)A区 中央部微高地上の13Q15fグ リッドに位置 し、やや削平されたⅣ層中で検出し

た。検出時の状況では重複するR A086竪穴住居のカマ ド関連の可能性を考えながら精査を進めたが、

単独の遺構であることが判明したものである。

(重複関係〉RA086竪穴住居と重複し、本遺構が切る。

(平面形・規模〉平面形は開口部径約67cm前後の歪な略円形を呈する。

(埋土〉埋土は5層 に細分され、中位は褐色上、下位は廃棄された炭化物と焼土が混じる人為的堆積

である。

(壁・底面〉底面は九みを持ち、やや凹凸があり、壁は九みのある底面から明瞭な稜を持たずに緩や

かに外傾して立ち上がり、残存する深さは約llcmを 測る。底面から壁面にかけて一部分的に火熱によ

り弱く赤色変化していた。

(出土遺物〉遺物は出土しなかった。

(時期〉重複関係から及び類似する遺構の存在から古代以降と推定される。

R F010焼土遺構 (第 83図 、写真図版65)

(位置・検出状況)A区北東部、18P10uグ リッド付近、旧河道の落ち際斜面地に位置する。地山層 (Ⅳ

層)で焼土を検出し、その後周囲を再度検出したところ焼上の外側に黒色上の広がりを確認した。

〈重複)な し。

(規模・形状〉開口部径1.02× 1.01m、 不整な隅丸方形である。主軸はN-57° ―W、 北西―南東方向に

持つ。

〈壁・底面〉底面は凹凸を持ち、径084× 092m、 壁は外傾して立ち上がる。壁の一部は被熱している。

検出面からの深さは20cm程度である。

(埋土〉埋土下部 (3～ 5層 )は地山ブロック・炭化物を混入し、その上面に炭化物・焼土ブロック

が広がり (2層 )、 上部は混入物の少ない黒色土が堆積する。 2層は浅皿状に広がっており、被熱範

囲は壁際でしか確認できなかったが、おそらくこの面で火を焚き、焼成後にこの面を人為的に動かし

たため (も しくは自然の埋没過程で)崩れたものが焼土ブロックではないかと推測する。 2層 より下

位に、炭化物・焼土ブロックが混入すること、底面に凹凸がみられることなどから、 2層形成以前に

も焼成が行われ、何らかの理由で焼成面が壊され新しい面 (3～ 5層上面)を形成し、再び焼成がお

こなわらた可能性があると考えられる。 1層 は混入物の少ない黒色土 (工 層起源か)で 自然堆積と推

定される。

(遺物〉土師器382g(郭 24g、 甕358g)出上し、奏 1点を掲載した (256、 第■3図、写真図版87)。

〈時期)出土遺物より古代もしくはそれ以降と判断される。

R F011焼土遺構 (第 83図 、写真図版66)

(位置 。検出状況)A区南部、13Q22fグ リッド付近、旧河道への落ち際斜面地に位置する。地山層

(Ⅳ層)で黒色上の広がりを検出した。

(重複〉なし。

(規模・形状〉開口部径1.26× 1.17m、 不整円形である。長軸はN-55° 一W、 北西―南東方向に持つ。

(壁・底面)底面は凹凸を持ち、径1.18× 099m、 壁は外傾して立ち上がる。斜面上方、北西壁は被熱

している。検出面からの深さは20cm程度である。
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3 検出された遺構と遺物

RF009

RF010

炭・焼土ブロック層

RF011

A . L=1239m

ム 北蝕馳 ∧ 北 Q“g

人
R F009焼土遺構 (A―Aウ

1 10YR2/2黒 褐色 しまりきわめてあり、粘性あり。黄褐色微量。

2 10YRγ4褐色 しまりきわめてあり、粘性あり。責褐色多量。

3 10YR3/1黒褐色 しまりきわめてあり、粘性あり。

4 10YR2/2黒掲色 しまりきわめてあり、粘性あり。

5 10YR4/6褐色 しまりきわめてあり、粘性あり。地山プロック。

6 5YR3/6暗赤褐色 焼土ブロック。

A . L=1242m

R F010焼土遺構 (A―A')

1 10YR17/1黒色 シルト しまりやや弱い、粘性ややあり。地山ブロック極微量 (径～ l cm)、

炭化物極微量 (径～ 5 mm)。 きれいな層。

2 炭化物 焼土ブロック大量に含む層。

3 10YR2/1黒 色 シルト しまりやや弱い、粘性ややあり。地山ブロック大きく混じる (径 5 cm大 )。

炭化物微量 (径～ l cm)。

4 10YR3/4暗褐色 シルト しまり 粘性やや弱い。地山砂質シルト層。ЮYR2/2黒褐色シルト少量。

5 10YR2/2黒褐色 シルト しまり 粘性ややあり。地山ブロック少量 (径～ 5 ma)、 炭化物 焼土

ブロック少量 (径～ l cm)。

北Q閉

く
′

R FOH焼土遺構 (A―Aう

A'  1 loYR2/2黒 褐色 シルト しまりややあり 粘性やや弱い。地山ブロックこなれて少量

焼土プロック微量 (径 1～ 2 mm)。

2 10YR2/2黒 褐色 シルト しまり 粘性やや弱い。地山ブロック微量 (径～ 5 mm)、 焼土

ブロック 炭化物微量 (径 1～ 2 mm)。

3 10YR2/2黒 褐色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。上面に炭化物 焼土ブロック

大量にのる。層中には地山ブロック 焼土プロック 炭化物少量 (径～ l cm)。

4 10YR2/2黒 褐色 シルトしまり 粘性ややあり。地山ブロックやや多量、全体に混じる。

0                      1:30                     2m

第83図  R F009～ 011焼土遺構

2(炭・焼土ブロック層)
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V 野古A遺跡第30次調査

(埋土)3層上面に炭化物・焼土ブロックが広がる。それよりも下位 (3層 )は地山ブロックが多く

戊化物・焼土ブロックを含む層、上位には地山ブロックの混入量が少なく、炭化物や焼土ブロックを

含む層が堆積する。RF010焼土遺構同様、被熱範囲は壁にしかないが、土坑内で数度焼成がおこなわ

れたものと推定される。

(遺物〉出土していない。

(時期〉出土遣物はないが、同形状・性格の遺構から判断すると、古代もしくはそれ遺構と判断される。

R F012焼土遺構 (第 84図 、写真図版66)

(位置 。検出状況)A区南部、13Q25eグ リッド付近、旧河道への落ち際斜面地に位置する。Ⅲ層～地

山層 (Ⅳ層)上面で焼上の広がりを検出した。

(重複〉なし。

(規模・形状〉開口部径1,24× 0.96m、 隅九長方形である。長軸はN-62° 一W、 北西―南東方向に持つ。

(壁・底面〉底面は凹凸を持ち、径113× 0.99m、 壁は外傾して立ち上がる。壁北西半が被熱する。検

出面からの深さは25cm程度である。

(埋土〉遺構内で火が焚かれ、 5層上面から壁にかけて被熱する。焼土上位には炭化物・焼土ブロッ

クが広がり、さらに自然堆積と思われる、黒色土層 (1層)に覆われる。焼成面より下 (5層以下)

は地山ブロックを含む黒色土で、炭化物・焼土ブロックの混入量は少ない。穴を掘り窪めた土を住居

掘り方のように均して、焼成が行われたものと考えられる。

(遺物〉土師器14g(郭 4g、 甕10g)出上しているが、小片のため図化していない。

(時期)出土遺物より古代もしくはそれ以降と判断される。

R F013焼土遺構 (第 84図 、写真図版66)

(位置・検出状況〉△区南部、14Qldグ リッド付近、旧河道への落ち際斜面地に位置する。Ⅱ層中で焼

上の広がりを検出した。

(重複〉なし。

(規模・形状〉開口部径074× 0.61m、 不整円形である。長軸はN-51° 一W、 北西一南東方向に持つ。

(壁・底面〉底面はやや丸みを帯び、径0.49× 0.41m。 壁はタト傾して立ち上がる。Ⅱ層を掘り込んでお

り、検出面からの深さは10cm程度である。

(埋土〉Ⅱ層起源の黒色土を主体とするが、Ⅱ層よりしまり弱く、黒味強い。壁際検出面から埋土中

部にやや大きい焼土ブロックが落ち込み、本来は単層ではなく上下 2層 に分層できる可能性が高いが、

遺構中心部まで焼土ブロックが続いておらず、はっきりと分層できなかった。黒色土中に作られた遺

構のため焼上の形成が不良、かつ地山より上質が柔らかく崩れやすいことから、壁の焼成が崩れ、焼

土ブロック層が堆積した可能性が高い。焼成面は確認できなかったが、周辺の類似する遺構の存在も

あわせて考えると、遺構で焼成が行われていたのものと推定される。

(遺物〉出土していない。

(時期〉出土遺物はないが、同形状・性格の遺構から判断すると、古代もしくはそれ遺構と判断される。

R F014焼土遺構 (第 84図 、写真図版67)

(位置。検出状況)A区南部、14Q3bグ リッド付近、旧河道への落ち際斜面地に位置する。Ⅲ層～地山

層 (Ⅳ層)上面で焼土の広がりを検出した。
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3 検出された遺構 と遺物

RF012

R F012焼土遺構 (A―Aウ

1 10YR2/1黒 色 シルト

きれいな層。

2 10YR2/1黒色 シルト

(壁から崩落したもの)。

3 え化物層。

4 5YR3/4暗赤褐色 焼土。

5 10YR2/1黒色 シ,レ ト

炭化物。

6 10Y貶/1黒色 シルト

多量 (径～ 5 mm)。

7 10YR1 71黒色 シルト

RF014

RF013

A . L=1236m

R F013焼土遺構 (A―A')

1 10YR2/1黒 色 シルト しまり

粘性やや弱い。焼土ブロック 炭

化物極微量 (径 1～ 2 mm)。

R F014焼土遺構 (A―A')

1 10YR17/1黒色 シルト しまりやや弱い、粘性ややあり。

地山プロック微量 (径大小あり)。

2 10YR17/1黒色 シルト しまり 粘性ややあり。1 3
層より黒い。炭化物・焼土 地山ブロック極微量 (径～ l mm)。

3 10YR1 71黒色 シルト しまりやや弱い、粘性ややあり。

地山ブロック大きく斑状に少量 (径～ 3 cm)。

4 10YR3/2黒褐色 シルト しまりややあり、粘性あり。

地山ブロック大量、こなれて混じる。

しまりやや弱い 粘性ややあり。地山ブロック 焼土プロック極微量 (径～ l mm)、

しまりやや弱い、粘性ややあり。焼土プロック少量、細かく入る (径 2～ 3 mm)

被熱弱く厚み薄い。

しまりやや弱い、粘性ややあり。地山ブロック斑状に少量 (径～ l cm)、 上面に焼土

しまり 粘性やや弱い。地山プロック少量 (径～ 5 mm)、 炭化物・焼土ブロックやや

しまりやや弱い、粘性ややあり。地山プロック含まないきれいな層。

A . L=1233m

v/°
 C2      v/

o                        l:30                        2m

・誨攣c

ン
~比

P25v人

R F015焼 土遺構 (A―Aつ

1 10YR2/1黒 色 シルト しまり 粘性やや弱い。地山

プロック少量、全体にこなれて混じる。2層以下より明るい。

2 10YR2/1黒色 シルト しまり 粘性やや弱い。地山

ブロック微量 (径～ l cm)、 焼土ブロック極微量 (径～ l mm)。

3 10YR2/1黒色 シルト しまり 粘性やや弱い。地山

ブロック 焼土プロック微量 (径 2～ 3 mm)。 壁崩落上。

RF015

式 P25v

毎

饉
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V 野古A遺跡第30次調査

(重複〉なし。

(規模・形状〉開口部径0,74× 068m、 隅九方形である。長軸はN-45° ―E、 北東一南西方向に持つ。

(壁・底面〉底面は凹凸を持ち、径0.57× 0.46m、 壁は外傾して立ち上がる。南東壁以外の壁には被熟

範囲が認められる。検出面からの深さは25cm程度である。

(埋土〉 3層上面で炭化物・焼土ブロックが馬蹄形状広がる。これより下位では地山ブロックを多く

混入する。壁以外で焼成面は確認できなかったが、RF013焼土遺構同様、本遺構を掘り窪めこれを均

し焼成が行われた可能性が高い。その後焼成物を掻きだした結果中心部の焼土・炭化物が失われ、自

然崩落も伴いながら壁周辺にだけ炭化物・焼土ブロックが残存したものと考えられる。

(遺物〉出土していない。

〈時期〉出土遺物はないが、同形状・性格の遺構から判断すると、古代もしくはそれ以降と判断される。

R F015焼土遺構 (第 84図、写真図版67)

(位置 。検出状況)A区南部、18P10uグ リッド付近に位置する。地山層 (Ⅳ層)で黒色上の広が りを

検出した。

(重複〉なし。

(規模・形状)開口部径0.96× 071m、 楕円形である。長軸はN-34° 一E、 北東―南西方向に持つ。

(壁・底面〉底面は丸みを帯び、径0.63× 056m。 壁はタト傾して立ち上がり、北東側上部は角度が緩く

なる。検出面からの深さは30cm程度である。底面～壁にかけて被熱範囲が認められ、底面には炭化

物・焼土ブロックも広がる。底面の被熟は弱く、壁のほうがよく焼けている。

(埋土〉壁際から埋上下部に焼土ブロックを含み、上部は地山ブロックを混入する。こららの層はレン

ズ状に堆積し、自然に埋没したものと推定される。

(遺物〉出土していない。

(時期〉出土遺物はないが、同形状・性格の遺構から判断すると、古代もしくはそれ以降と判断される。

(6)溝 跡

R G015溝跡 (第85'86・ 91図、写真図版68)

(位置・検出状況〉A区中央部、12Q20t～ 14P9rグ リッド付近に位置する。地山層 (Ⅳ層)で検出した。

(重複〉RA081・ 083・ 088・ 095竪穴住居跡、RD154・ 158陥 し穴状遺構と重複し、これらすべてより本

遺構が新しい。

(走向・規模〉南東―北西方向、直線状に延びる。旧河道の流路とほぼ並行する。北側はRA081竪穴住

居跡北側で一端途切れるが、調査区外まで続き、南側は、RA095竪穴住居跡南で新期の攪乱によって

途切れる。本次調査で検出した全長は約96m、 上端0.27～ 1.00m、 下端0.06～ 0.41mで ある。過年度の

調査と合わせると総延長は200m近い。また南西端部の延長上あるRG023溝 跡とも同一遺構の可能性

がある。

(壁・底面〉断面形状は逆台形、検出面からの深さは、深いところで50cm程度。底面標高は北から南ヘ

向かって低 くなり、その差は85cm程 である。

(埋土〉黒色～黒褐色土を主体とする。地山ブロックを底面～壁際に多く含み、地点によって若干違う

ものの、その混入量をかえて徐々に埋没する。その過程で、埋土中部に焼土ブロック層が堆積する

(3・ 4層 )。 焼土ブロックの広がりは、RA083竪穴住居跡の南側に一か所、RA088竪穴住居跡とRA095

竪穴住居跡の間には断続的にみられる。すべて西壁際から遺構中心部 (最深部)ま で堆積 し、ほとん
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3 検出された遺構と遺物

ど東壁には及ばない。人為的な投棄であれば、溝の幅はわずか lm弱のため、溝幅内まんべんなく焼

土ブロックが広がるものと考えられる。本遺構東側には旧河道が存在 し、現在では水平に削平されて

いるものの当時は若子の傾斜があり西から東へに向かって低 くなっていたとすれば、降雨などにより

西側から溝内に焼土ブロックが流入 したものと推定される。

(出土遺物〉土師器590g(郭 24g、 甕566g)出上し、杯1点を掲載した (257、 第113図 、写真図版

87)。

(時期〉出土遺物より平安時代もしくはそれ以降と判断される。

R G022溝跡 (第 87・ 88・ 91図、写真図版69)

(位置・検出状況)A区南西部、14P16e～14P14pグ リッド付近に位置する。地山層 (Ⅳ層)で検出し

た。

(重複〉なし。19次調査区内ではRG023溝 跡と重複し、本遺構のほうが古い。

(走向・規模〉南西―北東方向、直線状に廷びる。北東側は新期の攪乱によって消失し、南西側は19次

調査区へと続く。途中も攪乱によって消失するが、検出した全長は約24m、 上端029～ 0.41m、 下端

0.19～0.25mで ある。過年度調査範囲からの総延長は120mを 超える。

(壁・底面〉断面形は逆台形状で、検出面からの深さは10cm程度である。

(埋土〉黒色～黒掲色上を主体とし、下部に地山ブロックを含む。自然堆積である。

(出土遺物〉出上していない。

(時期〉過年度の調査での出土遺物により古代以降と判断されている。

R G023溝跡 (第 87・ 91図、写真図版69)

(位置 。検出状況〉A区南西部、14P17e～ 14P13mグ リッド付近に位置する。地山層 (Ⅳ層)で検出し

た。

(重複〉なし。19次調査区内ではRG022溝跡と重複し、本遺構のほうが新しい。

(走向・規模〉南西一北東方向、直線状に延びる。北東側は新期の攪乱によって消失し、南西側は19次

調査区へと続く。途中も攪乱によって消失するが、検出した全長は約19m、 上端0,18～ 060m、 下端

009～043m。 過年度調査範囲も合わせた総延長は32mほ どである。

(壁・底面)断面形はU字～逆台形状、検出面からの深さは20cm程度。底面標高は北から南へ低くなり、

その差は25cm程である。

(埋土〉黒色土を主体とし下部に地山ブロックを多く含む。自然堆積である。

(出土遺物〉なし。

〈時期〉過年度の調査での重複関係から古代以降と判断されている。

R G024清跡 (第 87・ 88,91図 、写真図版70)

(位置・検出状況)A区南西部、14P12e～14Pllvグ リッド付近に位置する。地山層 (Ⅳ層)で検出し

た。

(重複)RG025溝 跡と重複し、本遺構のほうが新しい。

(走向・規模)東西方向、直線状に延びる。西側は30次調査区内へ続 く。東側はA一 A'ベルト以東で

RG025溝跡と重なってしまい、両遺構を同時に掘り下げたため本遺構の平面形を追えず、B― B'ベ
ルトでも、本遺構を断面で確認できていないが、14P12n付近から東へと延びる溝と同一遺構と思われ
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V 野古A遺跡第30次調査

る。両者を合わせた全長は約33m、 残存する上端040～ 077m、 下端0.■～0.64m。 過年度調査範囲か

らの総延長は90mほ どである。

(壁・底面〉断面形はU字状で検出面からの深さは20cm程度。底面標高は西から東へ向かって低くなり、

その差は50cmほ どである。

(埋土〉黒色～黒褐色土を主体とし、下部に地山ブロックを多く混入する。自然堆積である。

(出土遺物)出上 していない。

(時期〉重複関係から古代以降と推定される。

R G025溝跡 (第 87・ 88・ 91図、写真図版70)

(位置・検出状況)A区南西部、14P12e～ 14Pllvグ リッド付近に位置する。地山層 (Ⅳ層)で検出し

た。

(重複〉RG024溝跡と重複し、本遺構のほうが古い。

〈走向。規模)東西方向、直線状に延びる。両端は調査区外へと続き、西側は30次調査区で検出されて

いる。本次調査区内の全長は約35m、 上端0,66～ 1.55m、 下端0.20～ 065m。 過年度調査区を含めた総

延長は90mほ どである。

(壁 。底面)断面形はU字状で、西側はV字に近い。検出面からの深 さは60cm程度。底面標高は西から

東に向かって低 くなり、その差は30cmほ どである。

(埋土〉黒色土を主体とし、壁際・底面付近に地山ブロックを多く混入する。自然堆積と推定される。

(出土遺物〉土師器73g(杯 10g。 甕63g)出上しているが、小片のため図化してない。

(時期〉出土遺物より古代、もしくはそれ以降と判断される。

R G028溝跡 (第 89・ 91図、写真図版70)

(位置・検出状況)B区南東部、12P2t～ 12P2vグ リッド付近に位置する。地山層 (Ⅳ層)で検出した。

(重複〉なし。24次調査区内ではRG029溝跡と重複しこれよりも古い。

(走向・規模〉東西方向、直線状に延びる。西側は24次調査区、東側は21次調査区へと続く。検出され

た全長は2.8m、 上端049～ 0,78m、 下端029～ 0.53m。 過年度調査区を含めた総廷長は35mほ どである。

(壁 。底面)断面形はU字状で、検出面からの深さは20cm程度である。

(埋土〉黒色土を主体とし、壁際から下部に地山ブロックを少量混入する。

(出土遺物)な し。

(時期〉不明である。

R G029清跡 (第 89。 91図、写真図版71)

(位置 。検出状況)B区西部、1lP15p～ 12P2oグ リッド付近に位置する。地山層 (Ⅳ層)で検出した。

(重複〉RD151土坑より新しく、RE004竪穴状遺構より古い。また、24次調査区ではRG028溝跡と重複

し、これよりも新しい。

(走向。規模〉南北方向、直線状に延びる。北側は深さを減じ消失し、南側は24次調査区へと続く。検

出された全長は23m、 上端0.49～ 0.78m、 下端0.29～0.53m。 過去の調査区を含めた総延長は25m程度

である。

(壁 。底面〉断面形は逆台形状で、底面に凹凸をもつ。検出面からの深さは25cm程度である。

(埋土〉黒色土を主体とし、下部に地山ブロックを多く含む。南側より北側の黒味が強い。自然堆積と
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3 検出された遺構と遺物

推定される。

(出土遺物〉土師器甕が 3g出土し、小片のため図化してない。

(時期)出土遺物より古代、もしくはそれ以降と判断される。

R G030清跡 (第90'91図 、写真図版71)

(位置・検出状況)A区北西部、13Plf～ 12P22kグ リッド付近に位置する。地山層 (Ⅳ層)で検出した。

(重複〉なし。

(走向。規模〉南西一北東方向、直線状に延びる。両端は深さを減じ途切れる。検出された全長は13m、

上端0.19～ 0.48m、 下端0.10～ 0.30m。

(壁・底面〉底面は凹凸を持ち、断面形は逆台形状となる。検出面からの深さは10cm程度である。

(埋土〉下部は黒褐色上、上部は黒色上が主体となり、自然に堆積 したものと推定される。

(出土遺物〉出土していない。

(時期〉不明である。

(7)遺構外出土遺物

旧河道内Ⅱ層中より縄文土器・土師器、調査区内攪乱及び表土より近世～近現代の陶磁器が出土し

ている。土器は小片であること、陶磁器は該期遺構が本次調査区内に検出されなかったことと整理期

間の理由から、図化は行わなかった。
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第89図  R G023・ 029浮軸跡
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V 野古A遺跡第30次調査

RG015生 .L=1247m   .=と    」土.L=1247m
1

E .L‐1240m     .」上 F_. L‐
1240m

Y ∇

B' 丘 .L=レ43m

R G015溝 跡 (C―C')

1 10YR2/1黒 色

2 10YR2/1黒色

3 10YR2/2黒褐色

4 10YR3/1黒褐色

R G015溝隊 (D― Dう

1 10YR2/1黒 色

2 10YR3/1黒褐色

RG022

A.L‐ 123 9m e=二

シ

B 
。し‐1239m。 ど上

▽

RG024・ 025
A.L‐ 1239m

A_. L=1254m

しまりあり、粘性ややあり。やや砂質。

しまりあり、粘性ややあり。やや砂質。責褐色粒微量。

しまりあり、粘性なし。砂質。責褐色粒少量。

しまり 粘性あり。やや砂質。

しまりややあり、粘性あり。

しまりややあり、粘性あり。黄褐色土少量。

R G015溝跡 (A―A,

1 10YR2/1黒 色 しまり 粘性あり。責褐色土混じり。

2 10YR3/1黒褐色 しまり 粘性あり。やや砂質。

3 10YR2/1黒色 しまりあり、粘性ややあり。砂質。黄褐色粒少畳。

R C015溝跡 (B― B')

1 10YR2/1黒 色 しまり・粘性あり。黄褐色土混じり。

R G015溝跡 (E― E. F― Fう

1 2層に似るが、地山ブロック微量。

2 10YR2/1黒色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。地山ブロック細かく

狂微量 (径 ～ l mm)。

3 10YR2/1黒色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。地山ブロック少量

(径～ 5 mm)、 焼土ブロック微量 (径～ 5 mm)。

4 3層 と同一層だか焼土ブロック少量、大きく (径 5 cm大 )入 り、炭化物微量

含む (径～ l cm)。

5 10YR2/1黒色 シルト しまりややあり、粘性やや弱い。地山ブロック大量に含む。

6 10YR2/1黒色 シルト しまりあり、粘性ややあり。地山ブロック細かく微量。

RG023

A.L=1239m  .=二 B . L‐1239m . B'
1

▼

R G023溝跡 (A―A' B― Bう

1 10YR2/1黒 色上 しまり 粘性ややあり。責褐色土ブロック

小粒を10%含 む。

2 10YR2/1黒色上 しまり 粘性ややあり。責褐色土ブロック

中小粒を50%含 む。

R G022溝 跡 (A―A')

1 10YR2/1黒 色上 しまり 粘性ややあり。

2 10YR2/2黒褐色上 しまり 粘性ややあり。責褐色土

ブロック中 小粒を50%以 上含む。(底 より下の土か)

R G022溝跡 (B― B')

1 10YR2/1黒 色土に黄褐色土大粒を40%含む。

しまり 粘性ややあり。

2 10YR5/8責掲色 ンルト しまり 粘性ややあり。

黒褐色土ブロック少量含む。

R G024・ 025溝跡 (A―A,

1 10YR2/2黒 褐色上 しまり 粘性ややあり。責褐色土プロック小粒を10%含む。

2 10YR2/1黒色土 しまり 粘性ややあり。黄褐色土ブロック大 中粒を50%含む。

3 10YR2/1黒色上 しまり 粘性ややあり。責褐色土プロック大粒を30～40%含む。

4 10YR2/1黒色上 しまり 粘性ややあり。

5 10YR2/1黒色上 しまり 粘性ややあり。黄褐色土ブロック小粒を30%含む。

RG028 RG029

A.L=1253m

R G028溝 跡 (A― A')

1 10YR2/1黒 色 シルト しまり 粘性ややあり。

地山ブロック微量 (径 1～ 2 cm)盛土。

2 10YR2/1黒色 シルト しまり '粘性ややあり。

混入物なし。

3 10YR2/1黒色 シルト しまり 粘性ややあり。

地山プロック少量 (径～ 5 mm)。

RG030
上 。し.%8m.止 二 .L=28m .二
と  長

o             ■40            2m

R G025溝跡 (B― Bつ

1 10YR2/1黒 色上 しまり '粘性ややあり。

2 10YR2/1黒色土 しまりあり、粘性ややあり。

黄褐色土ブロック小粒を10%含 む。

3 10YR2/1黒色上 しまりあり、粘性ややあり。

責褐色土ブロック大～小粒を50%以上含む。

Ｆ

一

Ｂ

一

R G029溝 跡 (A―Aつ

l ЮYR17/1黒 色 シルト しまりやや弱い、粘性ややあり。地山プロック狂微量 (径 1～ 2 mm)。

2 10YR1 7/1黒色 シルト しまりやや弱い、粘性ややあり。地山ブロック少量、細かく入る

(径 1～ 3 mm)。

R G029溝 跡 (B―B')

1 10YR2/1黒色 ンルト しまりややあり、粘性やや弱い。地山プロック微量 (径～ 5nn)。

2 10YR2/1黒色 シルトしまり 粘性やや弱い。地山ブロックやや多量、こなれて混じる。

R G030溝跡 (AA')

1 10YR2/1黒 色 しまりややあり、粘性あり。

R G030溝跡 (BB')

1 10YR2/1黒 色 しまりややあり、粘性あり。

2 10YR3/1黒 褐色 しまりややあり、粘性あり。褐色土微量混じり。

3 10YR3/2黒 褐色 しまりややあり、粘性あり。

第9司 図 RG清 跡断面
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3 検出された遣構と遣物

RA080①

0            1 :3          10cm

-160-

第92図 出土遺物 (1)
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V 野古A遺跡第30次調査

0            1 : 3           10cm

第93図  出土遺物 (2)
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RA082①

0       1:2      5cm
(29)

0            1 :3          10cm

第95図  出土遺物 (4)
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V 野古A遺跡第30次調査

第97図  出土遺物 (6)
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0            1 : 3           10cm
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第98図  出土遺物 (7)
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第100図  出土遺物 (9)
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RA085
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0            1 :3          10cm
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第102図  出土遺物 (11)
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第103図  出土遺物 (12)
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3 検出された遺構と遣物

RA091

RA092①

0           1 :3          10cm
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第104図  出土遺物 (13)
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0           1 :3          10cm
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第106図  出土遺物 (15)
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→
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→
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→
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コ
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・
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→
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→
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→
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→
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→
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→
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→
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→
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→
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→
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ボ
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縁
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デ
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メ
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→
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師
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鶏

胴
～

底
部
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ヨ
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→

ヨ
ヨ
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デ
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メ
→
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デ
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面
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土
師

器
発

日
縁
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ll
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40
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メ
ー

ヨ
コ
ナ
デ

ハ
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メ
→
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デ
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部
土

師
器
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日

縁
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胴
部

(2
12
)

(2
47
〉
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6橙

色
ケヽ
メ
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デ

ハ
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メ
→
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師
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縁
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デ
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→
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葉

痕
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面
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日

縁
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褐
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近
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褐
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縁
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・

外
面
)段

・
内

面
)わ

ず
か

に
窪

む
、

日
縁

部
磨

減

RA
08
3

床
面
 1
層

「
L師

器
不

(内
黒

)
日

縁
～

胴
都

(1
46
)

75
YR
6/
8橙

色
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
→

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
→

ミ
ガ
キ

外
面
)段

 
内

面
)窪

む

RA
08
3

床
面

土
師

器
辱

口
縁

～
胴

部
(7
1〉

10
YR
8/
3浅

黄
橙

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

?→
ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
、

キ
?

ヘ
ラ
ナ
デ
→

ミ
ガ

外
面
)段

、
磨

滅
 

内
面
)窪

む
磨

減

RA
08
3

カ
マ

ド
上

土
師

器
襄
? 

鉢
P

口
縁

～
胴

部
10
YR
6/
6明

黄
褐

色
ヘ
ラ
ナ
デ
、

ヨ
コ
ナ
デ

ハ
ケ

メ
→

ヨ
コ

ナ
デ

破
片

・
外

面
)

段

RA
08
3

カ
マ

ド
袖

芯
材
 K

l・
床

面
・

カ
マ

ド
付

近
土

師
器

疑
頸

部
～

底
部

(3
22
)

75
YR
6/
4に

ぶ
い

橙
色

ケヽ
メ
→

ヨ
コ
ナ
デ

ハ
ケ
メ
→

ヨ
コ
ナ
デ

木
莱

痕
→

ハ
ケ

メ
日
唇
欠
損
・
外
面
)わ

ず
か
に
段

あ
り

RA
08
3

カ
マ

ド
袖

心
材
 K

l・
床

面
 

カ
マ

ド
付

近
土

師
器

魏
口

縁
～

底
部

(2
08
)

(1
00
)

75
YR
7/
4に

ぶ
い

栓
色

ケヽ
メ
→

ヨ
コ
ナ
デ

ケヽ
メ
→

ヨ
コ

ナ
デ

外
面

)
段

RA
08
3

カ
マ

ド
袖

心
材

Kl
±

lT
器

巽
日

縁
～

胴
部

(1
26
)

10
YR
6/
6明

黄
褐

色
ヨ
コ
ナ
デ
→
ハ
ケ
メ

ケヽ
メ
ー

ヨ
コ

ナ
デ

外
面
)段

RA
08
3

床
面

土
師

器
甕

日
縁

～
胴

部
(1
80
)

10
YR
7/
4に

ぶ
い

黄
橙

色
ケヽ
メ
→

ヨ
コ
ナ
デ

ハ
ケ
メ
→

ヨ
コ
ナ
デ

タト
蘭

段

RA
08
3

床
面

土
師

器
霙

日
縁

～
胴

部
(2
02
)

(1
60
)

75
YR
6/
6栓

色
ヨ
コ
ナ
デ
→
ハ
ケ
メ

ケヽ
メ
、

ヨ
コ

ナ
デ

外
商
)段

RA
08
3

床
面

土
師

器
菱

日
縁

～
胴

部
(1
44
)

5Y
R5
/6
明

赤
褐

色
ケヽ
メ
→

ヨ
コ
ナ
デ

ハ
ケ
メ
→

ヨ
コ
ナ
デ

段

RA
08
3

床
面

土
師

器
鶏

日
縁

～
胴

部
(1
58
)

(1
35
)

75
YR
7/
4に

ぶ
い

橙
色

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
→

ヨ
コ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ
、

ヨ
コ
ナ
デ

外
面
)段

RA
08
3

上
部
 

床
面

土
師

器
縫

日
縁

～
底

部
(2
00
)

10
YR
6/
6明

黄
褐

色
ケヽ
メ
→
ヘ

ラ
ナ
デ
、

ヨ
コ
ナ
デ

ハ
ケ

メ
、

ヨ
コ

ナ
デ

ナ
デ

外
面

段

RA
08
3

上
部

・
床

面
上

師
器

奏
胴

～
底

部
5Y
R6
/6
橙

色
ヘ
ラ
ナ
デ
→
ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ

木
莱

痕

RA
08
3

床
面

付
近

土
師

器
発

日
縁

～
ll
l部

(2
07
)

(1
79
)

75
YR
7/
4に

ぶ
い

栓
色

ハ
ケ
メ
→

ヨ
ヨ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

?、
ヨ
コ
ナ
デ

外
面
)段

・
内

面
)磨

減

RA
08
3

Kl
・

床
面
・
カ
マ

ド
伺
近
・
床
下
位

,下
部

土
師

器
奏

日
縁

～
底

部
(2
05
)

5Y
R5
/6
明

赤
褐

色
ハ
ケ
メ
→

ヨ
ヨ
ナ
デ

ハ
ケ
メ
→

ヨ
ヨ
ナ
デ

ナ
デ

外
面
)段

RA
08
3

Kl
検

出
面
 3
層

・

上
部

・
下

部
・

床
面

上
師

器
発

同
縁

～
胴

都
22
7

く2
46
)

75
YR
6/
6橙

色
ハ
ケ
メ
→
段
・
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、

ヨ
ヨ
ナ
デ

ハ
ケ

メ
→

ヨ
コ

ナ
テ

外
面
)沈

線
段

RA
08
3

4層
土

師
器

賽
日

縁
～

胴
部

75
YR
5/
4に

ぶ
い

褐
色

ケヽ
メ
→

ヨ
コ
ナ
デ

ケヽ
メ
、

ヨ
ヨ
ナ
デ

破
片
 

外
面

)
沈

線
段

RA
08
3

下
部
 

掘
方

土
師

器
発

口
縁

～
丹 H
部

10
YR
7/
3に

ぶ
い

黄
橙

色
ヨ
ヨ
ナ
デ
→
ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ
、

ヨ
コ
ナ
デ

破
片
 

外
面

)
段

RA
08
3

上
部

土
HI
器

斐
胴

～
底

部
10
YR
7/
4に

ぶ
い

黄
橙

色
ケヽ

メ
→

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
ハ

ケ
メ

、
ヘ

ラ
ナ

デ
ナ

デ

RA
08
3

床
面
 

下
部

土
師

器
菱

(球
胴

)
口

縁
～

胴
部

(2
14
)

(1
19
)

75
YR
6/
6橙

色
ハ
ケ
メ
→
ヘ
ラ
ナ
デ
・

ヨ
ヨ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ
、

ヨ
ヨ
ナ
デ

外
面
)段

RA
08
3

床
面
 

下
部

土
師

器
疑

(球
II
l)

口
縁

～
胴

都
(1
86
)

(6
8)

10
YR
8/
3浅

黄
橙

ケヽ
メ
→

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ
→

ヨ
ヨ
ナ
デ

外
面
)段

、
口

縁
に

も
段

あ
り

RA
08
3

床
面

付
近
 

床
面

・

床
下

位
土

師
器

発
(球

胴
)

胴
～

底
部

(1
52
)

10
YR
7/
4に

ぶ
い

黄
橙

色
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、
ハ
ケ
メ

ヘ
ラ
ナ
デ

木
葉

痕

外
面

)1
同

都
中

央
磨

滅
,内

面
)

調
整

単
位

は
っ

き
り

し
な

い
→

基
本

横
方

向
の

ヘ
ラ

ナ
デ

、
最

大
径

付
近

凸
凹

す
る

。

63
RA
08
3

上
音
Б

土
師

器
斐

(球
胴

)
日

縁
～

胴
部

(1
46
)

(1
05
)

10
YR
7/
4に

ぶ
い

黄
栓

色
ヘ
ラ
ナ
デ
、

ヨ
コ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ
、

ヨ
コ
ナ
デ

外
面

)
段

(弱
め

)
77

64
RA
08
3

土
師

器
不

(小
形

)
日

縁
～

底
部

57
丸

底
75
YR
6/
4に

ぶ
い

橙
色

ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

77

65
RA
08
3

上
師

器
邦

(小
形

)
口

縁
～

底
郁

75
YR
7/
4に

ぶ
い

橙
色

ケヽ
メ
→
ナ
デ
、

ヨ
コ
ナ
デ

ケヽ
メ

ナ
デ

外
両
)段

沈
線

77

く 　 螺 叶 ＞ 離 瞬 謎 ８ 斉 訓 叫
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第
7表

 
出
土

遺
物
一

覧
(3
)

(土
器

)

ω 　 が と け 芦 汁 離 蔀 卜 脱 ぎ

番
号

遺
構

名
出

土
地

点
 

層
位

(※
1)

種
別

器
種

部
位

日
径

(c
m)

器
高

(c
m)

睫 ＜ ｃｍ
＞

色
調

調
整

(外
面

)
調

整
(内

面
)

調
整

(底
部

)
備

考
図

版
真 版

写 図

RA
08
3

床
面

付
近

fヒ
師
器

杯
(小

形
)

日
縁

～
底

部
44

丸
底

10
YR
7/
4に

ぶ
い

黄
橙

色
指

痕
残

る
ヘ
ラ
ナ
デ

?
ひ

び
割

れ
目
立

つ

RA
08
3

1層
■

師
器

郭
胴

～
底

部
(3
7)

(6
4)

10
YR
5/
8黄

褐
色

ロ
ク

ロ
回

転
糸

切
(右

回
り

)

墨
誉

「
本
JP

77

RA
08
3

床
面

付
近

須
恵

器
瓶

頸
部

25
Y6
/1
黄

灰
色

ロ
ク

ロ
ロ

ク
ロ

RA
08
4

土
師

器
lT
N(
内

黒
)

口
縁

～
底

部
(1
50
)

丸
底

5Y
R6
/8
橙

色
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、
ヨ
コ
ナ
デ
ー

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

外
面
)段

・
内

面
)窪

む

RA
08
4

一
括

土
師

器
郭

日
縁

～
底

部
(1
75
)

九
底

75
YR
6/
4に

ぶ
い

橙
色

回
縁
)ハ

ケ
メ
→

ヘ
ラ

ナ
デ

→
ヨ

コ
ナ

デ
(ミ

ガ
キ

状
)胴

～
底

部
)

ヘ
ラ

ナ
デ

→
ハ

ケ
メ

(段
部

の
ハ

ケ
メ
切

る
)

ミ
ガ
キ

刻
書

・
黒

色
処

理
な

し
(と

ん
で

い
る

か
?)
外

面
)段

74
RA
08
4

床
面

土
RT
器

鉢
?

EJ
縁

～
底

部
(2
H)

丸
底

5Y
R6
/6
橙

色
ヨ

コ
ナ

デ
→

ヘ
ラ

ナ
デ

(ミ
ガ

キ
に

近
い
)→

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ
→
ヘ
ラ
ナ
デ

調
整

な
し

(デ
コ

ボ
コ

)
硲

RA
08
4

下
部

上
師

器
鉢

P(
内

黒
)

日
縁

～
底

部
(2
14
)

(1
06
)

丸
底

75
YR
5/
4に

ぶ
い

褐
色

ヘ
ラ
ナ
デ
→
ヘ

ラ
ミ

ガ
キ

ミ
ガ
キ
→

ヨ
コ
ナ
デ

外
面
)段

付
け

た
後

に
ミ
ガ

ク

RA
08
4

北
側

カ
マ

ド
処

迫
北

側
掘

方
土

師
器

袈
日
縁

～
底

部
(1
39
)

く1
60
)

75
YR
7/
6橙

色
ケヽ

メ
→

ヨ
ヨ

ナ
デ

ケヽ
メ
→

ヨ
コ
ナ
デ

不
明

RA
08
4

床
面

土
師

器
変

胴
～

底
部

(7
9)

75
YR
6/
4に

ぶ
い

橙
色

ケヽ
メ
、
ヘ
ラ
ナ
デ

ケヽ
メ

木
葉

痕
10
0

RA
08
当

1層
掘

方
・

3層
床

面
土

師
器

乳
日

縁
～

胴
部

(2
03
)

(2
57
〉

75
YR
6/
8橙

色
ケヽ
メ
→

ヨ
コ
ナ
デ

ケヽ
メ
→

ヨ
コ
ナ
デ

内
外

面
)磨

減
10
0

RA
08
И

Kl
土

tT
器

発
日

縁
～

胴
部

(1
32
)

(7
0)

75
YR
7/
4に

ぶ
い

橙
色

ケヽ
メ
、

ヨ
コ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ
→

ヨ
コ
ナ
デ

外
面
)段

10
0

RA
08
4

K6
土

師
器

艶
胴

～
底

部
(2
22
)

10
YR
5/
4に

ぶ
い

黄
褐

色
ケヽ

メ
(下

半
ヘ

ラ
ナ

デ
に

近
い

)
ハ

ケ
メ

不
明

10
0

RA
08
4

1層
土

師
器

発
回
縁

～
胴

部
(2
48
)

(1
00
〉

75
YR
6/
4に

ぶ
い

橙
色

ケヽ
メ
→

ヨ
コ
ナ
デ

ハ
ケ
メ
→

ヨ
コ
ナ
デ

外
面
)段

RA
08
4

1層
ゴ
:師

器
発

口
縁

～
胴

部
10
YR
6/
6明

黄
褐

色
ヨ
ヨ
ナ
デ
→
ハ
ケ
メ

ハ
ケ

メ
、

ヨ
コ

ナ
デ

外
面
)段

RA
08
4

1層
±

1市
器

墾
日

縁
～

胴
部

(1
98
)

(1
69
)

75
YR
6/
6橙

色
ケヽ
メ
ー

ヨ
ヨ
ナ
デ

ケヽ
メ
→

ヨ
コ
ナ
デ

RA
08
4

上
1市

器
疑

(球
胴

)
日
縁

～
胴

部
(2
04
)

(1
80
)

75
YR
6/
6裕

色
ケヽ
メ
→

ヨ
コ
ナ
デ
→
ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ
 

ヨ
コ
ナ
デ
→
ヘ
ラ
ナ

デ
外

面
)段

RA
08
4

1屑
2層

土
,F
器

発
(球

ll
Fl
)

日
縁

～
胴

部
(2
77
〉

5Y
R7
/8
栓

色
ケヽ
メ
→

ヨ
コ
ナ
デ

ケヽ
メ
→

ヨ
ヨ
ナ
デ

日
唇

部
欠

損
 

内
面
)磨

滅

RA
08
5

下
部

土
師

器
rT
N(
内

黒
)

日
縁

～
底

部
(1
30
)

75
YR
6/
4に

パ
い

橙
色

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

外
面
)胴

部
上

半
磨

滅
 

底
部

)

磨
減

RA
08
5

下
部

土
師

器
イ

(内
黒

)
日
縁

～
底

部
(1
42
)

丸
底

10
YR
5/
3に

ぶ
い

黄
褐

色
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
→

ヨ
ヨ
ナ
デ

ミ
ガ

キ
外

面
)段

沈
線

RA
08
5

下
部
 P
4付

近
土

師
器

変
口

縁
～

底
部

(1
16
)

5Y
R7
2灰

褐
色

ケ
ズ
リ
→

ヨ
ヨ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ
→
ハ
ケ
メ
 

ヨ
コ
ナ

デ
ナ

デ
全

体
に
磨

減
す

る
 

外
面
)段

RA
08
5

下
部
 

床
面

土
師

器
艶

(片
口

?)
日

縁
～

底
部

(1
06
)

5Y
R6
/4
に

ぶ
い

橙
色

ハ
ケ
メ
→

ヨ
コ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ
→

ヨ
コ
ナ
デ

ナ
デ

10
2

RA
08
5

上
部
 1
層

土
師

器
発

胴
～

底
剤

,
75
YR
5/
4に

ぶ
い

褐
色

ヘ
ラ

ナ
デ

ケヽ
メ

?
木

葉
涙

内
面
)磨

滅

ミ
A0
86

一
括

土
師

器
劉

底
部

(2
3)

(7
2)

10
YR
5/
3に

ぶ
い

黄
褐

色
ヘ

ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

ナ
テ

10
2

RA
08
8

1層
・

床
面

付
近

下
部

土
師

器
郭

(内
黒

)
日

縁
～

底
部

(1
52
)

九
底

75
YR
6/
4に

ぶ
い

橙
色

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
→

ヨ
コ
ナ
デ

ミ
ガ
キ

外
面
)段

10
2

RA
08
8

1層
土

師
器

郭
(内

黒
)

回
縁

～
底

部
16
6)

丸
底

75
YR
6/
6橙

色
ハ
ケ
メ
→

ヨ
コ
ナ
デ

ミ
ガ
キ

外
面
)段

10
2

RA
08
8

1層
土

師
器

郭
(内

黒
)

日
縁

～
底

部
(1
46
)

10
YR
7/
4に

ぶ
い

黄
橙

色
ミ
ガ
キ
、

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
ヨ
ナ
デ

P→
ミ
ガ
キ

外
面
)段

(ミ
ガ

キ
と
の

新
旧

万
明

)

10
2

RA
08
8

1屑
 

床
面

土
師

器
箋

回
縁

～
底

部
5Y
R7
/6
栓

色
ヘ
ラ
ナ
デ
→

ヨ
コ
ナ
デ

ヘ
ラ

ナ
デ

ー
ヨ

コ
ナ

デ
胸

外
面
)下

半
磨

滅
10
2

RA
08
8

下
部

・
1層

土
師

器
斐

日
縁

～
底

部
16
7)

10
R5
/8
赤

色
ハ
ケ
メ
→

ヨ
コ
ナ
デ

ケヽ
メ
→

ヨ
コ
ナ
デ

ヘ
ラ

ナ
デ

RA
08
8

下
部

・
l層

土
師

器
鎚

(球
胴

)
日

縁
～

胴
部

10
YR
8/
4浅

黄
橙

ケヽ
メ

?→
ヨ
コ
ナ
デ

ケヽ
メ

P→
ヨ
ヨ
ナ
デ

内
外

面
)l
lF
l部

磨
減

10
2

RA
08
8

1層
土

師
器

鎚
(球

胴
)

口
緑

～
胴

部
22
5)

(1
50
)

10
YR
7/
4に

ぶ
い

黄
栓

色
ケヽ

メ
ー

ヨ
コ

ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ
→

ヨ
コ
ナ
デ

外
面
)段

10
2

RA
09
0

一
括

土
師

器
イ

(内
タ
ト黒

)
日

縁
～

底
部

(1
14
)

丸
底

N2
/黒

ヘ
ラ
ケ

ズ
リ
→

ミ
ガ
キ

(ナ
デ

状
?)

ミ
ガ
キ

10
3

RA
09
0

K3
 K
l

上
師

器
14
N(
内

黒
)

日
縁

～
底

都
丸

底
75
YR
7/
6橙

色
ハ
ケ
メ
→

ヨ
コ
ナ
デ

ミ
ガ
キ

外
画
)段

 
内

面
)窪

む
10
3
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出
土
遺
物
一
覧

(4
)

(土
器
〉

番
号

遺
構

名
出

土
地

点
 

層
位

(※
1)

種
別

器
極

部
位

径 ｍ
＞

日 く ｃ
絲 く ｃｍ
＞

唯 く ｃｍ
＞

色
調

調
整

(外
面

)
調

整
(内

面
)

調
整

(底
部

)
備

考
図

版
真 版

写 図

RA
09
0

下
部

上
R耐

器
高

台
付

郭
(内

黒
)

台
都

75
YR
6/
4に

ぶ
い

橙
色

ハ
ケ

メ
ー

ヨ
ヨ

ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ
、 

ミ
ガ
キ
、

ヨ
コ
ナ

7
RA
09
0

下
部

土
師

器
発

?鉢
?

日
縁

～
胴

部
(1
41
)

75
YR
7/
3に

ぶ
い

橙
色

ハ
ケ
メ
、

ヨ
ヨ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ
→

ヨ
コ
ナ
デ

RA
09
0

床
面

'1
層

土
師

器
発

日
縁

～
胴

部
(1
81
)

(1
98
)

75
YR
7/
4に

ぶ
い

橙
色

ケヽ
メ
、

ヨ
ヨ
ナ
デ

ケヽ
メ
→

ヨ
コ
ナ
デ

外
面
)日

縁
と
頸

部
に
段

あ
り

RA
09
0

K2
土

師
器

発
日
縁

～
底

部
(2
14
)

10
YR
8/
3浅

黄
橙

色
ハ
ケ
メ
、

ヨ
コ
ナ
デ

ケヽ
メ
→

ヨ
コ
ナ
デ

木
葉

痕
底

Hり
や

や
磨

減

RA
09
0

K3
・

1層
土

師
器

発
ll
 l
～
底

部
(1
14
)

10
YR
7/
4に

ぶ
い

黄
橙

色
ハ

ケ
メ

(ナ
デ

に
近

い
)

タヽ
メ

ナ
デ

?
外

面
 

底
部
)磨

減

RA
09
0

カ
マ

ド
周

辺
上

部
土

師
器

郭
(小

形
)

日
縁

～
底

部
丸

底
5Y
R5
/6
明

赤
IF
j色

ナ
デ

(指
痕

残
る

)
指

痕
残

る
内

外
面
)指

で
押

さ
え

た
痕

残
る

RA
09
1

床
t師

器
郭

(内
黒

)
日
縁

～
底

部
(1
50
)

(4
7)

丸
底

10
YR
7/
4に

ぶ
い

黄
橙

色
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
→

ヨ
コ
ナ
デ

ミ
ガ
キ

外
面
)段

・
内

面
)窪

む
10
4

RA
09
1

下
部

土
師

器
イ

(内
黒

)
日

縁
～

底
部

丸
底

75
YR
6/
6橙

色
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
→

ヨ
コ
ナ
デ

ミ
ガ

キ
外

面
)段

RA
09
1

下
部
 

検
出

面
よ

り
上

土
師

器
郭

(内
黒

)
日
縁

～
底

部
(1
68
)

丸
底

5Y
R7
/4
に

ぶ
い

橙
色

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
→

ヨ
コ
ナ
デ

ミ
ガ
キ

外
面
)段

・
磨

減
10
4

RA
09
1

カ
マ

ド
内
床
面

土
師

器
斐

口
縁

～
胴

部
(1
64
)

5Y
R6
/6
橙

色
ハ
ケ
メ
→

ヨ
コ
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、

ヨ
コ
ナ
デ

外
面
)段

10
4

RA
09
1

カ
マ

ド
袖

内
 

上
部

土
師

器
甕

口
縁

～
胴

部
(1
35
)

5Y
R6
々

に
ぶ

い
橙

色
ヨ
コ
ナ
デ
→
ハ
ケ
メ

ケヽ
メ
、

ヨ
コ

ナ
デ

外
面
)段

、
一

部
磨

滅
10
4

RA
09
1

床
面

付
近

土
師

器
発

日
縁

～
底

部
75
YR
6/
6橙

色
ケヽ
メ
→

ヨ
コ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ
→

ヨ
ヨ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

底
部
)平

行
に

な
ら

ぶ
ヘ

ラ
ナ

デ
10
4

RA
09
1

K2
土

師
器

発
胴

～
底

部
5Y
R5
/4
に

ぶ
い

赤
褐

色
ヘ

ラ
ナ

デ
ヘ
ラ
ナ
デ

木
業

痕
10
4

RA
09
1

床
面

土
師

器
発

日
縁

～
胴

部
(1
23
〉

10
YR
5々

に
ぶ

い
黄

褐
色

ハ
ケ
メ
→

ヨ
コ
ナ
デ
→
ハ
ケ
メ

ケヽ
メ
→

ヨ
ヨ
ナ
デ

10
4

RA
09
1

下
部

土
師

器
斐

日
縁

～
丹‖

部
(1
80
)

75
YR
6/
6橙

色
ヨ
ヨ
ナ
デ
→
ハ
ケ
メ

ヘ
ラ
ナ
デ
→

ヨ
コ
ナ
デ

10
4

RA
09
1

一
括

土
師

器
菱

口
縁

～
胴

部
(1
96
)

75
YR
6/
4に

ぶ
い

橙
色

ケヽ
メ
→

ヨ
コ
ナ
デ

外
面
)段

沈
線

RA
09
1

掘
方

内
土

師
器

碗
?

口
縁

～
胴

部
75
YR
6/
4に

ぶ
い

橙
色

ナ
デ

?ヘ
ラ
ナ
デ

?
ヘ

ラ
ナ
デ

破
片

13
5

RA
09
2

掘
方

内
土

師
器

不
(内

黒
)

胴
～

底
部

(3
7〉

丸
底

75
YR
7/
6橙

色
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
→

ヨ
コ
ナ
デ

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

内
外

面
)磨

減
 

外
面
)段

あ
り

13
6

RA
09
2

カ
マ

ド
袖

.燃
焼

部
内

土
師

器
発

日
縁

～
底

部
77

10
YR
8/
4浅

黄
橙

ヘ
ラ

ナ
デ

ー
ヨ

コ
ナ

デ
ヘ

ラ
ナ
デ
→

ヨ
コ
ナ
デ

ナ
デ

内
外

面
)下

半
磨

減

13
7

RA
09
2

カ
マ

ド
付

近
床

面
土

師
器

斐
日

縁
～

底
部

75
YR
7/
6橙

色
ヘ

ラ
ナ

デ
(ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

に
近

い
)

ヘ
ラ
ナ
デ

木
莱
痕
→

キ
ズ

?

外
面
)器

面
粗

い
(磨

減
か

?)
内

面
)磨

減
し
て

い
な

い
が

単
位

は
っ

き
り
見

え
な

い

RA
09
2

カ
マ

ド
付

近
下

部
土

師
器

発
日
縁

～
胴

部
(2
31
)

(2
14
)

75
YR
6/
6栓

色
ケヽ
メ
、

ヨ
コ
ナ
デ

ケヽ
メ
→

ヨ
ヨ

ナ
デ

外
面

)
段

RA
09
2

下
部
 

焼
土

中
・

床
面

よ
り
下

土
師

器
発

日
縁

～
胴

部
5Y
R7
/8
橙

色
ヘ
ラ
ナ
デ
、

ヨ
コ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ
→

ヨ
コ
ナ
デ

外
面
)段

RA
09
2

下
部
 

焼
土

よ
り
上

土
師

器
菱

日
縁

～
胴

部
(1
80
)

(1
76
)

75
YR
8/
6浅

黄
栓

色
ヘ

ラ
チ

デ
 

ヨ
コ

ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ
→

ヨ
ヨ
ナ
デ

RA
09
2

床
面

土
師

器
発

口
縁

～
胴

部
(1
11
)

75
YR
6/
4に

ぶ
い

橙
色

ヨ
コ
ナ
デ
→
ハ
ケ
メ

ケヽ
メ
→

ヨ
ヨ

ナ
デ

RA
09
3

2層
土

師
器

不
(内

黒
)

日
縁

～
胴

部
75
YR
7/
4に

ぶ
い

橙
色

ヘ
ラ
ナ
デ
→

ヨ
コ
ナ
デ
→

ミ
ガ
キ

ミ
ガ

キ
破

片
 

外
面
)段

 
内

面
)わ

ず
か

に
窪

む

RA
09
3

2～
3層

上
aV
器

高
台

付
郭

(内
黒

)
台

部
75
YR
6/
6橙

色
ガ

キ
ミ
ガ
キ

RA
09
3

2層
土

師
器

不
(内

黒
)

日
縁

～
胴

部
75
YR
6/
4に

ぶ
い

橙
色

ミ
ガ
キ
、
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
P

ミ
ガ

キ
破
片
 
外
面
)窪

む
・
内
面
)ほ

ん
の
わ
ず
か
窪
む

RA
09
3

2層
土

師
器

発
日

縁
5Y
R7
/8
橙

色
ヨ
ヨ
ナ
デ
ー
ヘ
ラ
ナ
デ

ヨ
ヨ
ナ
デ
→
ヘ

ラ
ナ
デ

破
片

RA
09
3

1層
土

師
器

整
日
縁

～
胴

部
5Y
R6
/6
橙

色
ヨ
ヨ
ナ
デ
→
ヘ
ラ
ナ
デ

ヨ
ヨ
ナ
デ
→
ヘ

ラ
ナ
デ

破
月

RA
09
4

K2
土

師
器

碗
?(
内

祟
)

胴
～

底
部

丸
底

75
YR
5/
3に

ぶ
い

褐
色

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
→

ヨ
ヨ
ナ
デ

ミ
ガ
キ

19
0と

同
一

個
体

?

RA
09
4

K2
土

師
器

碗
?(
内

黒
)

日
縁

～
胴

部
(1
31
)

75
YR
5/
3に

ぶ
い

褐
色

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
→

ヨ
コ
ナ
デ

ミ
ガ
キ

18
9と

Hl
一
個
体

P,
日

縁
突
起
部

あ
り

RA
09
4

K]
土

師
器

郭
回
縁

～
胴

部
(1
38
)

10
YR
5/
4に

ぶ
い

黄
褐

色
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
、

ヨ
コ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

?

RA
09
4

カ
マ

ド
袖
 

カ
マ

ド
燃

焼
部
 K
2

土
師

器
発

胴
～

底
き
ト

(7
8)

5Y
R5
/4
に

ぶ
い

赤
褐

色
ヘ
ラ
ナ
デ
→
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ヘ
ラ
ナ
デ

ナ
デ

RA
09
4

カ
マ

ド
袖

付
近

下
部

～
床

面
下

部
K2

土
師

器
箋

日
縁

～
底

部
75
YR
6/
4に

ぶ
い

橙
色

'ヽ
ケ
メ

(ヘ
ラ
ナ
デ
に
近
い
)→

ヨ
コ
ナ
デ

ハ
ケ

メ
(ヘ

ラ
ナ

デ
に
近

い
)

→
ヨ

コ
ナ

デ
木
葉

痕

＜ 　 螺 叶 ＞ 肺 事 削 怒 斉 訓 齢

― ド ∞ 伽 ―
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第
7表

 
出
土

遺
物

一
覧

(5
)

(土
器

)

∞ 　 蒔 ■ け 芦 洋 帥 謙 偕 肺 さ

番
号

遺
構

名
出

土
地

点
 

鳩
位

(※
1)

種
別

器
種

部
位

径 ｍ
ｊ

日 で ｃ
絲 ぐ ｃｍ
，

離 で ｃｍ
ｊ

色
.H

調
整

(外
面

)
調

整
(内

面
)

調
整

(底
部

)
術

考
図

版
真 版

写 図

RA
09
4

カ
マ

ド
袖

付
近

下
部

,K
2 

下
都

土
師

器
菱

日
縁

～
胴

部
(1
60
)

(1
01
)

75
YR
7/
8黄

橙
色

ヨ
コ
ナ
デ
→
ヘ

ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ
→

ヨ
コ
ナ
デ

15
3

RA
09
4

床
面

下
部

上
部

カ
マ

ド
付

近
下

部
土

師
器

発
口

縁
～

胴
部

(2
27
)

5Y
R6
/4
に

ぶ
い

橙
色

ヘ
ラ

ナ
デ

→
ヨ

コ
ナ

テ
ヘ
ラ
ナ
デ
→

ヨ
コ
ナ
デ

15
4

RA
09
4

K2
土

師
器

艶
日

縁
～

Br
l部

(1
60
)

(7
6)

5Y
R6
/8
橙

色
ヨ
コ
ナ
デ
→
ハ
ケ
メ

ヘ
ラ
ナ
デ
→

ヨ
コ
ナ
デ

15
5

RA
09
4

カ
マ

ド
袖
 K
3

土
師

器
箋

日
縁

～
胴

部
(2
05
)

10
YR
6/
4に

ぶ
い

黄
橙

色
ヘ

ラ
ナ

デ
→

ヨ
コ

ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ
→

ヨ
コ
ナ
デ

15
6

RA
09
4

ド
部

。
上

部
 K
2

土
師

器
饗

口
縁

～
胴

部
(1
28
)

10
YR
7/
6明

黄
褐

色
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
→

ヨ
ヨ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ
→

ヨ
コ
ナ
デ

15
7

RA
09
4

カ
マ

ド
袖

付
近

下
部

・
カ

マ
ド
燃

焼
都

土
師

器
発

(球
胴

)
日

縁
～

胴
都

(2
28
)

10
YR
7/
4に

ぶ
い

黄
橙

色
ハ
ケ
メ
→

ヨ
ヨ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ
→

ヨ
コ
ナ
デ

日
唇

部
欠

損
,外

面
)段

15
8

RA
09
4

下
部

土
HT
器

不
(小

形
口

縁
～

底
部

丸
底

75
YR
7/
6橙

色
指

痰
残

る
ヘ
ラ
ナ
デ

?
ひ

び
害
Jれ

日
立

つ
10
7

16
2

RA
09
5

下
部
 

床
面

土
師

器
イ

(内
黒

口
縁

～
底

都
丸

底
75
YR
6/
6橙

色
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
、

ヨ
コ
ナ
デ

ミ
ガ
キ

内
外
14
)窪

も
10
7

16
3

RA
09
5

土
師

器
不

(内
黒

日
縁

～
胴

部
(1
50
)

75
YR
5/
6明

褐
色

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
→

ヨ
ヨ
ナ
デ

ミ
ガ

キ
外

面
)段

10
7

16
4

RA
09
5

上
部
 

下
部

土
師

器
不

(内
黒

)
口

縁
～

胴
部

(1
30
)

10
YR
5/
4に

ぶ
い

黄
褐

色
ヘ
ラ
ナ
デ
→
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
・

ヨ
コ

ナ
デ

ミ
ガ

キ

16
5

RA
09
5

6層
土

師
器

不
口

縁
～

胴
部

25
YR
5/
6明

赤
褐

色
ヘ

ラ
ナ

デ
、

ヨ
ヨ

ナ
テ

ヘ
ラ
ナ
デ
ー

ヨ
コ
ナ
デ

破
片
 

外
面
)段

10
7

16
6

RA
09
5

Kl
底

面
北

師
器

菱
日

縁
～

胴
部

(1
44
)

5Y
R6
/4
に

ぶ
い

橙
色

ヘ
ラ
ナ
デ
→

ヨ
コ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ
→

ヨ
コ
ナ
デ

穿
孔

都
1箇

所
あ

り
(ヨ

ヨ
ナ

デ
後

、
内

か
ら
外

へ
穿

孔
)

16
7

RA
09
5

Kl
底

面
±

lT
器

斐
日

縁
～

胴
部

(1
98
)

(1
10
)

75
YR
5/
4に

ぶ
い

褐
色

ヘ
ラ
ナ
デ
→

ヨ
コ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ
、

ヨ
コ
ナ
デ

内
面
)磨

減

16
8

RA
09
5

下
部

土
師

器
鍵

胴
～

底
部

77
75
YR
4/
4褐

色
ヘ
ラ
ナ
テ

ヘ
ラ
ナ
デ

木
葉

痕

16
9

RA
09
5

床
面

付
近

土
師

器
杯

(小
形

)
口

縁
～

底
部

丸
底

75
YR
6/
6橙

色
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
→

ヨ
ヨ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

ナ
デ

17
0

RA
09
5

下
部

上
師

器
辱

(小
形

)
口

縁
～

底
部

(2
9)

九
底

10
YR
6/
3に

ぶ
い

黄
橙

色
ナ

デ
ナ

デ
ひ

び
害
Jれ

日
立

つ

RA
09
5

一
括

±
lT
器

邪
(小

形
)

日
縁

～
底

部
丸

底
10
YR
6/
4に

ぶ
い

黄
橙

色
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
→

ヨ
コ
ナ
デ

ガ
キ

(ナ
デ

状
)

17
4

RA
09
6

一
括

上
師

器
碗

P(
内

黒
)

胴
～

底
部

丸
底

75
YR
6/
4に

ぶ
い

橙
色

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

17
5

RA
09
6

カ
マ

ド
内

土
師

器
発

口
縁

～
胴

都
(1
16
)

(7
7)

75
YR
6/
4に

ぶ
い

橙
色

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ

ラ
ナ
デ

ハ
ケ

メ

17
6

RA
09
6

土
RV
器

誕
胴

～
底

部
(1
25
)

10
YR
6/
4に

ぶ
い

黄
橙

色
ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

ナ
デ

?
内
外
面
)磨

減
で
調
整
は
っ
き
り

し
な
い

17
8

RA
05
6

下
部

土
師

器
不

日
縁

～
ll
rl
部

(1
44
)

75
YR
7/
4に

ぶ
い

橙
色

ロ
ク

ロ
ロ

ク
ロ

17
9

RA
05
6

床
面

土
師

器
変

口
縁

～
底

部
10
YR
5/
2灰

黄
褐

色
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
、

ヨ
ヨ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

外
面
)胴

部
上

半
は

指
で

押
さ

え
た

リ
ナ

デ
た

り
し
た

だ
け

で
工

具
を
使

っ
た

痕
跡

な
し
、

18
0

RA
05
6

床
面

土
師

器
不

日
縁

～
底

部
13
8

75
YR
7/
6橙

色
ロ

ク
ロ

ロ
ク

ロ
回

転
糸

切
(右

回
り

)
10
8

RA
05
6

上
部

須
恵

器
瓶

75
YR
3/
1黒

褐
色

ロ
ク
ロ
→
ヘ
ラ
ナ
デ

?
ロ

ク
ロ

10
8

RA
06
3

床
面

須
恵

器
瓶

竪氏
音
ト

(7
7)

10
YR
52
灰

黄
掲

色
ロ
ク
ロ

10
8

18
4

RA
09
7

床
面

土
師

器
郭

(内
黒

)
日

縁
～

胴
部

(1
26
)

75
YR
7/
4に

ぶ
い

橙
色

ロ
ク
ロ

ミ
ガ
キ

10
8

RA
09
7

一
括

上
師

器
イ

(内
黒

)
10
YR
6れ

に
ぶ

い
黄

橙
色

ロ
ク
ロ

ミ
ガ
キ

破
片
 

黒
害

10
8

RA
09
7

土
師

器
郷

日
縁

～
底

部
(1
40
)

50
5Y
R7
/8
橙

色
ロ

ク
ロ

ロ
ク

ロ
匝
十転

糸
切

P
10
8

RA
09
7

下
部

土
師

器
郭

日
縁

～
底

部
(1
43
)

54
25
YR
4/
6赤

褐
色

ロ
ク
ロ

回
転

糸
切

(右
I]
り

)
10
8

84

RA
09
7

1層
土

師
器

爪
日

縁
～

底
部

5Y
R6
/8
栓

色
ロ

ク
ロ

回
転

糸
切

(右
巨

Iり
)

10
8

RA
09
7

1層
土

師
器

不
口

縁
～

胴
都

(1
40
)

75
YR
7/
6橙

色
ロ

ク
ロ

ロ
ク

ロ
10
9

RA
09
7

一
括

土
師

器
口
縁

～
底

部
(1
34
)

5Y
R6
/8
橙

色
ロ

ク
ロ

ロ
ク

ロ
回

転
糸

切
(右

回
り

)

RA
09
7

カ
マ

ド
煙

出
し
下

部
上

召F
器

艶
日

縁
～

底
部

(1
34
)

5Y
R6
/8
栓

色
ロ
ク
ロ
→
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
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7表

 
出
土
遺
物
一
覧

(6
)

(土
器
〉

番
号

遺
構

名
出

土
地

点
・

層
位

(※
1)

種
別

器
種

剖
`位

径 ｎ，
日 ぐ ｃ

器
高

(c
m)

底
径

(c
m)

色
調

調
整

(外
面

)
調

整
(内

面
)

VI
l整

(底
部

)

lf
fl
考

1図
1仮

真 版
写 図

RA
09
7

下
部
 l
層

土
師

器
発

口
縁

～
胴

部
(1
78
)

75
YR
6/
6橙

色
ケヽ
メ
、

ヨ
コ
ナ
デ

ケヽ
メ
→

ヨ
コ

ナ
デ

外
面
)段

19
3

RA
09
7

1層
土

師
器

奨
日

縁
～

胴
部

(2
03
)

(2
14
)

75
YR
6/
8橙

色
ロ
ク
ロ
→
ヘ
ラ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ー
ヘ
ラ
ナ
デ

19
4

RA
09
7

カ
マ

ド
袖
 

床
面

土
肺

器
発

日
縁

～
胴

部
(1
23
)

25
YR
4/
4に

ぶ
い

赤
褐

色
ヘ
ラ
ナ
デ

?→
ヨ
コ
ナ
デ

ハ
ケ
メ
→

ヨ
コ
ナ
デ

外
面
)磨

減
、

段

19
5

RA
09
7

床
面
 1
層

土
師

器
発

日
縁

～
底

部
(1
40
)

と O
YR
4/
2灰

黄
褐

色
ヨ
コ
ナ
デ
→
ヘ

ラ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
→
ハ
ケ
メ
→
ヘ
ラ
ナ

デ
ヘ

ラ
ナ

デ
84

RA
09
7

1属
土

師
器

発
日
縁

～
胴

部
(1
14
)

10
YR
6/
4に

ぶ
い

黄
橙

色
ヘ
ラ
ナ
デ
、

ヨ
ヨ
ナ
デ

ヘ
ラ

ナ
デ

→
ヨ

コ
ナ

デ
破

片
10
9

85

RA
09
7

l層
土

師
器

疑
胴

～
底

部
25
YR
5/
8明

赤
褐

色
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
→
ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

10
9

RA
09
7

床
面

付
近

土
師

器
甕

底
部

75
YR
6/
6橙

色
ロ

ク
ロ

ロ
ク

ロ
回

転
糸

切
(右

回
り

)

RA
09
7

床
面

(K
2上

面
)

須
恵

器
瓶

日
縁

(1
61
)

5Y
R6
/6
橙

色
ロ
ク
ロ

ロ
ク

ロ
10
9

RA
09
7

カ
マ

ド
煙

出
し
下

部
須

恵
器

瓶
日

縁
～

胴
都

く1
38
)

10
YR
6/
4に

ぶ
い

黄
栓

色
ロ
ク
ロ
→
ヘ

ラ
ケ
ズ
リ

(ヨ
コ
→

タ
テ

)

ロ
ク

ロ

20
3

RD
12
6

一
拓

土
師

器
邸

(内
黒

)
口
縁

～
月‖

部
(1
48
)

(4
1)

75
YR
6/
6橙

色
ロ

ク
ロ

ミ
ガ

キ

20
4

RD
12
6

一
括

土
師

器
舅
((
内

黒
)

日
縁

～
ll
Fl
部

(1
50
)

75
YR
6/
4に

パ
い

橙
色

ロ
ク

ロ
ミ
ガ

キ

20
5

RD
12
6

一
括

土
師

器
発

回
縁

～
胴

部
(1
62
)

75
YR
7/
8黄

橙
色

ロ
ク

ロ
ロ

ク
ロ

RD
12
7

検
出
面

土
師

器
斐

(球
胴

)
日

緑
～

底
部

(2
12
)

10
YR
8/
4浅

黄
橙

ケヽ
メ
ー

ヨ
コ
ナ
デ

ハ
ケ

メ
(下

部
)ヘ

ラ
ナ

デ
(上

部
)→

ヨ
コ

ナ
デ

ナ
デ

外
面
)F
半

磨
減
す
る

11
0

85

20
7

RD
12
7

検
出

面
上
師

器
発

(球
胴

)
日

縁
～

加
都

(1
08
)

10
YR
8/
4浅

黄
橙

ハ
ケ
メ
→
ヘ

ラ
ナ
デ

ケヽ
メ
ー
ヘ

ラ
ナ
デ

外
面
)段

85

20
8

RD
12
7

検
出

面
土

師
器

巽
(球

ll
ll
)

ll
l～

底
部

(2
27
)

10
YR
8/
4浅

黄
橙

ケヽ
メ
→
ヘ

ラ
ナ
デ

ケヽ
メ
→
ヘ
ラ
ナ
デ

ナ
デ

外
面
)段

85

20
9

RD
12
8

一
拓

土
師

器
斑

?
口

縁
75
YR
5/
4に

ぶ
い

褐
色

ケヽ
メ
→

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
→
ヘ

ラ
ナ
デ

破
片
 

外
面
)段

RD
12
9

一
括

土
師

器
郭

(内
黒

)
口

縁
～

胴
部

(2
7)

75
YR
7/
4に

ぶ
い

橙
色

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

?→
ヨ
コ
ナ
デ
→
ヘ

ラ
ナ
デ

ミ
ガ

キ
破

片
 

外
面
)段

RD
12
9

一
括

土
師

器
墾

口
縁

～
胴

部
(1
48
)

75
YR
6/
6橙

色
ハ

ケ
メ
→

ヨ
コ

ナ
デ

ケヽ
メ
→

ヨ
ヨ
ナ
デ

RD
12
9

一
括

土
師

器
斐

胴
～

底
部

(1
05
)

5Y
R6
/6
橙

色
ケヽ

メ
ケヽ
メ

ナ
デ

RD
12
9

一
括

土
ET
器

竪
日
縁
～
】同
部

(1
44
)

(5
0
)

75
YR
6/
6橙

色
ヘ

ラ
ナ
デ
→

ヨ
コ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ
→

ヨ
コ
ナ
デ

外
面
)段

な
し

RD
12
9

底
面

小
穴

内
す
一

拓
土

師
器

整
日

縁
～

IF
l部

(2
06
)

(2
62
)

75
YR
7/
6橙

色
ケヽ
メ
、

ヨ
コ
ナ
デ

ハ
ケ

メ
(ヨ

コ
ー

タ
テ

は
細

く
キ

ズ
状

)

21
5

RD
13
0

上
部

土
師

器
発

日
縁

～
月Л

部
(2
16
)

(1
47
)

75
YR
6/
6橙

色
ヘ

ラ
ナ

デ
(ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

に
近

い
)

一
ヨ

コ
ナ

デ
ケヽ

メ
、

ヨ
コ

ナ
デ

RD
13
0

上
部

上
師

器
斐

日
縁

～
胴

部
(1
94
)

(1
31
〉

75
YR
6れ

に
ぶ

い
橙

色
ハ
ケ
メ
→

ヨ
コ
ナ
テ

ケヽ
メ
→

ヨ
ヨ
ナ
デ

外
面
)段

11
1

RD
13
0

上
部

土
師

器
発

(球
4F
l)

胴
～

底
部

5Y
R5
/8
明

赤
褐

色
ヘ

ラ
ナ
デ

ケヽ
メ

ナ
デ

?
底

部
)磨

減
11
1

RD
13
1

一
括

土
師

器
斐

日
縁

～
胴

部
(1
60
)

(5
5
)

75
YR
7/
4に

ぶ
い

橙
色

ケヽ
メ
→

ヨ
コ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
→

ヨ
コ
ナ

デ
タト
面
)段

[1
1

RD
13
2

一
括

土
師

器
辱

(内
黒

)
日

縁
～

底
部

(1
56
)

九
底

5Y
R6
/6
橙

色
ケヽ

メ
ガ

キ
11
1

22
0

RD
13
2

一
括

土
師

器
郭

(内
黒

)
日
縁

～
底

部
(1
28
)

10
YR
7/
4に

ぶ
い

黄
栓

色
ケヽ
メ
→

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

ハ
ケ
メ

11
1

RD
13
2

一
括

上
師

器
郭

(内
黒

)
日
縁

～
底

部
(1
88
)

75
YR
6/
6栓

色
ケヽ
メ
→

ヨ
ヨ
ナ
デ

ミ
ガ
キ

ハ
ケ
メ

外
面
)2
段

・
内

面
)窪

む
ll
l

RD
13
4

上
部

:■
師
器

イ
(内

黒
)

回
縁

～
底

部
(1
76
)

丸
底

75
YR
5/
6明

褐
色

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
→

ヨ
コ
ナ
デ

(ナ
デ

状
の

ミ
ガ
キ

?)
ミ
ガ
キ

外
面
)段

 
内

面
)わ

ず
か

に
窪

む
(ミ

ガ
キ

ヘ
こ
み

部
分

横
に

ナ
デ

ル
)

11
1

RD
13
4

上
部

上
師

器
不

(内
黒

)
日

縁
～

底
郡

丸
底

75
YR
5/
6明

褐
色

ケヽ
メ
、 

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

外
面
)段

す
内

面
)窪

む
1

RD
13
1

上
吉 「

土
師

器
不

(内
黒

)
口
縁

～
底

部
(1
66
)

丸
底

75
YR
6/
6橙

色
ヘ
ラ
ナ
デ
→

ヨ
コ
ナ
デ

(ミ
ガ
キ

】丈
P)

ナ
デ

状
の

ミ
ガ

キ
外

面
)段

22
5

RD
13
4

上
言
Б

土
師

器
不

(内
黒

)
口

縁
～

底
部

(1
49
)

丸
底

75
YR
5/
4に

ぶ
い

褐
色

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
→

ヨ
ヨ
ナ
デ

ミ
ガ
キ

外
面
)段

12

22
6

RD
13
4

上
部

土
師

器
舅
く

(内
黒

)
口

縁
～

底
部

(1
33
)

丸
,氏

75
YR
6/
6橙

色
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、

ヨ
コ
ナ
デ

ミ
ガ
キ

外
面

)
段

(沈
線

状
)

12

く 　 螺 叫 ＞ 離 事 韻 ８ 斉 謎 叫

Ｉ Ｐ ∞ Ｎ Ｉ
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第
7表

 
出

土
遺

物
一

覧
(7
)

(土
器

)

番
号

遺
構

名
出

土
地

点
・

層
位

(※
1)

種
別

器
種

部
位

径 ｍ，
日 で ｃ

綿 く ｃｍ
＞

酷 で ｃｍ
ｊ

色
調

調
整

(外
面

)
J1
4整

(内
面

)
調

整
(底

部
)

備
考

図
版

真 版
写 図

RD
13
4

上
部

土
師

器
イ

(内
黒

)
日
縁

～
底

部
(1
22
)

丸
底

75
YR
7/
6橙

色
ヨ
ヨ
ナ
デ

ミ
ガ
キ

外
面
)段

、
段

よ
り
下

磨
滅

・
内

面
)日

唇
磨

滅
11
2

22
8

RD
13
4

上
部

土
師

器
嬰

口
縁

～
胴

部
(2
27
)

(1
23
〉

75
YR
5/
4に

ぶ
い

褐
色

ケヽ
メ
→

ヨ
コ
ナ
デ

ケヽ
メ
→

ヨ
コ
ナ
デ

外
面
)段

RD
13
4

上
部

土
師

器
菱

(球
胴

)
BI
l～

底
部

(1
00
)

75
YR
5/
4に

ぶ
い

褐
色

ヘ
ラ
ナ
デ
→
ハ
ケ
メ

ナ
デ

内
面
)一

部
磨

減
12

23
0

RD
13
5

一
括

土
師

器
郭

(内
黒

)
日
縁

～
胴

部
10
YR
6れ

に
ぶ

い
黄

橙
色

ヨ
ヨ
ナ
デ
→
ヘ

ラ
ケ
ズ
リ

ガ
キ

(→
ヘ

ラ
ナ
デ

P)
破

片
12

RD
13
8

一
括

土
師

器
鶏

日
縁

(1
30
)

5Y
R7
/6
橙

色
ヨ
ヨ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
→
ヘ

ラ
ナ
デ

12

RD
13
8

一
括

土
師

器
発

口
縁

～
胴

部
(2
10
)

75
YR
7/
4に

ぶ
い

橙
色

ヨ
ヨ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ
 
ヨ
コ
ナ
デ

12
87

RD
13
9

上
部

土
師

器
イ

(内
黒

)
回
縁

～
底

部
(1
40
)

く4
6)

丸
底

5Y
R5
/8
明

赤
褐

色
段

→
ミ

ガ
キ

、
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

ミ
ガ
キ

外
面
)段

23
4

RD
13
9

一
括

土
師

器
郭

(内
黒

)
口
縁

～
底

部
(1
46
)

く4
4)

丸
底

75
YR
6/
6橙

色
ヘ

ラ
ケ
ズ
リ
→

ヨ
コ
ナ
デ

ミ
ガ
キ

外
面
)段

,内
面
)わ

ず
か
に
窪

む

23
5

RD
18
9

l層
土

師
器

辱
口

縁
～

底
部

(1
50
)

丸
底

75
YR
4/
3掲

色
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

内
外

面
)磨

減
な

く
き
れ

い
、

黒
色

処
理

の
有

無
は

不
切

(黒
斑

は
あ

り
)

87

23
6

RD
13
9

上
部

土
師

器
碗

P(
内

黒
)

日
縁

～
底

都
丸

底
75
YR
5/
6明

褐
色

ヘ
ラ
ナ
デ
→

ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ナ

デ
→

ミ
ガ
キ

(ナ
デ

】大
?)

11
2

23
7

RD
一

括
土

師
器

墾
(球

胴
)

口
縁

～
胴

部
(1
52
)

(4
7)

75
YR
5/
6明

褐
色

ハ
ケ
メ
→

ヨ
ヨ
ナ
デ

ケヽ
メ
→

ヨ
ヨ

ナ
デ

外
面
)段

2

RD
l

上
部

土
岩市

器
霙

底
部

5Y
R4
れ

に
ぶ

い
赤

褐
色

ヘ
ラ

ナ
デ

(ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
に

近
い

)
ヘ
ラ
ナ
デ

ナ
デ

2

23
9

RD
1

一
括

土
E市
器

菱
日

縁
～

胴
部

10
YR
6/
4に

ぶ
い

黄
橙

色
ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
ヨ
ナ
デ
→
ヘ
ラ
ナ
デ

外
面
)胴

部
磨

滅
2

RD
1

下
部

土
師

器
発

(球
胴

)
回
縁

～
胴

部
(1
67
〉

75
YR
6/
6橙

色
ハ

ケ
メ
→

ヨ
ヨ

ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ
→

ヨ
ヨ
ナ
デ

2

1層
下

部
土

宮 『
器

rl
N(
内

黒
)

日
縁

～
底

部
10
YR
5/
3に

ぶ
い

黄
褐

色
ヨ
コ
ナ
デ
→

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

外
面
)窪

む
2

一
括

土
師

器
発

日
縁

～
胴

部
75
YR
6/
4に

ぶ
い

橙
色

ヨ
ヨ
ナ
デ
→
ハ
ケ
メ

ケヽ
メ
→

ヨ
コ
ナ
デ

2

RD
14
2

土
師

器
発

(球
胴

)
日
縁

～
胴

都
75
YR
6/
6橙

色
ハ
ケ
メ
→

ヨ
コ
ナ
デ
ー
ヘ

ラ
ナ
デ

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ヘ

ラ
ナ
デ

破
片

・
外

面
)段

2

RD
14
5

上
部

土
師

器
菱

胴
～

底
部

(1
56
)

10
YR
6/
4に

ぶ
い

黄
橙

色
ヘ

ラ
ナ
デ

ヘ
ラ

ナ
デ

→
磨

滅
ナ

デ
外

面
)磨

滅
3

87

RD
14
5

上
部

土
師

器
誕

胴
～

底
部

10
YR
6/
4に

ぶ
い

黄
橙

色
ヘ

ラ
ナ

デ
ヘ
ラ
ナ
デ

木
葉

猿
3

RD
14
6

一
括

土
師

器
発

口
縁

～
胴

部
(2
04
)

10
YR
6/
3に

ぶ
い

黄
橙

色
ハ
ケ
メ
→

ヨ
コ
ナ
デ

ケヽ
メ
→

ヨ
コ
ナ
デ

外
面
)段

3

RD
14
7

1層
土

師
器

郭
(内

黒
)

日
縁

～
底

部
(1
24
)

(4
2〉

75
Y5
/2
灰

褐
色

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
→

ヨ
コ
ナ
デ

ミ
ガ
キ

外
面
)段

3

RD
14
8

下
部

土
師

器
箋

胴
部

(2
12
〉

75
YR
6/
6橙

色
ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

3

RD
14
8

上
部

土
師

器
箋

日
縁

～
胴

部
(2
20
)

(1
06
)

75
YR
6/
4に

ぶ
い

橙
色

ヘ
ラ
ナ
デ
→

ヨ
コ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ
→

ヨ
コ
ナ
デ

3

RD
14
8

下
部

土
師

器
発

底
都

(2
4)

(9
2)

10
YR
8/
3浅

黄
橙

ハ
ケ
メ
→
ヘ
ラ
ナ
デ

ケヽ
メ

ナ
デ

底
部
)磨

減
、

外
周

が
リ

ン
グ
状

に
盛

り
上

が
る

3

RE
00
4

一
括

磁
器

碗
口

縁
(2
0〉

白
色

染
付

3

RE
00
4

一
括

磁
器

碗
ll
l部

(1
7)

白
色

染
付

3
87

RF
l1
06

一
括

縄
文
土
器

鉢
回

縁
～

胴
部

75
YR
7/
4に

ぶ
い

橙
色

破
片

3

25
5

RF
00
8

上
部

土
師

器
発

口
縁

(1
90
)

(2
1)

75
YR
7/
6橙

色
ヨ

コ
ナ

デ
ヨ
コ
ナ
デ

3

RF
01
0

炭
化
物
・
焼
土
層

よ
り
上

土
師

器
甕

(球
胴

)
胴

～
底

都
10
YR
7/
4に

ぶ
い

黄
橙

色
ハ
ケ
メ

ヘ
ラ
ナ
デ
→
ハ
ケ
メ

木
莱

填
内
外
面
)磨

減
せ
ず

き
れ
い
、
最

J

落
激

し
い

3

25
7

RG
01
5

一
括

土
師

器
郭

(内
黒

)
日

縁
～

胴
部

75
YR
7/
4に

ぶ
い

橙
色

ロ
ク

ロ
ミ
ガ
キ

破
片
 

内
面
)磨

減



第7表 出土遺物一覧 (3)

(土製品〉

V 野古A遺跡第30次調査

※ 1 太字は出土地点 図中にあり

載
号

掲
番 遺構名 地点 層位※ ] 種 類 色 調

さ

ｍ
ｊ

一品
ぐ
Ｃ

幅

伽
曜
ｍ 鮭ぐｇ，

ぼ1版
真
版

写
図

RA084 昧面 紡錘車 75YR6/8橙 色 79

RA084 上 部 紡錘車 10YR5/4に ぶ い黄褐色 6396 101 79

RA084 床面 土 玉 5YR6/4に ぶ い橙色 100 79

RA084 床 面 土 王 75YR6/3に ぶい褐色 79

RA084 床面 土 王 75YR6/4に ぶい構色 120 79

RA084 床面 土 玉 5YR6/4にぶい橙色 120 79

RA084 床面 土 玉 75YR6/4に ぶい橙色 150 150 298 79

RA084 床面 土 玉 5YR6/4に ぶい栓色 140 79

RA084 床 面 土 玉 75YR6/4に ぶい橙色 115 097

RA084 一 括 土 玉 5YR5/4にぶい赤褐色 79

RA084 上都 土 玉 75YR5/4に ぶい褐色 (115) 79

104 RA085 床 面 紡錘車 75YR5/4に ぶ い褐色 369ユ 102 79

RA091 下部 紡錘車 75YR6/6橙 色 51

RA094
｀
下部 紡錘車 75YR7/4に ぶい橙色 (25) (22) 2257 107 83

RD146 4層 紡錘 車 75YR7/6橙 色 8194 87

(石器 )

掲載
番 号

遺桔名 地点  IH位 ※ 1 種類
長 さ

(cm)

幅

帥

厚 さ
(cnl)

重塁

(g)
石質 図版

写真
図版

RA080 床面 砥 石 く120〉 (73) (28) 24777 デイサ イ ト 奥羽山脈 新生代新第二紀

RA083 下部 台石 ? (125〉 68141 安山岩 岩手山付近 新生代第四紀 77

RA083 下 部 砥石 ? (75〉 安山岩 岩手山付近 新生代第四紀

RA084 床面 砥Zi 92420 デイサ イ ト 奥羽 山〃R 新生代新第三紀

3 RA088 T言3 砥 石 17039 安山岩 岩手山付近 新生代第四紀

RA090 下部 磨石 ? ユ13066 安 I也 岩 岩手山付近 新生代第四紀 103

RA094 上言Б 砥 石 68222 凝灰岩 奥羽山脈 新生代新第三紀

RA096 掘 方 砥石 ? 安山岩 岩手山付近 新生代第四紀

RA097 上部 台石 ? 1) 81561 安山岩 岩手山付近 新生代第四紀

(石製品〉
載
号

掲
番 遺構名 地点 層位 種類

長 さ

(cn)

幅

ｃｍ
囃
ぐｃｎ＞

重量
(g)

石質 区I版
真
版

写
図

71 RA083 南東隅下部 切 り子玉
石英 北上山地 中生代白亜紀か奥羽山
脈 新生代新第二紀

RA084 東側 3層 勾 玉 玉ずい 奥羽山脈 新生代新第二紀

172 RA095 5層 紡錐車 (23〉 (41) 3443 凝灰岩 奥羽山脈 新生代新第三紀

(鉄製品)

掲載
番号

遺構名 地点  層位 種類
さ

ｍ，
長
くｃ

幅

ｃｍ
囃
くｃｍ＞

難
くｇ＞

図 版
真
版

写
図

RA094 上部 棒 状 (46 86 41) (16 22 20〉 (41 20 035) 1658

173 RA095 一 II 棒 状 (23 29 24) (19 16 17) (04 06 04) 680

RA056 一括 塊】犬 (50〉 (33〉 4560

202 RA097 K3 棒状 ? 170

(炭化材〉

番号 遺構名 地点No 樹 種

ユ RA085 ク リ

2 RA085 ク リ

3 RA085 ナ ラ

4 RA085 C4 ナ ラ

5 RA085 ナ ラ

6 RA092 ク リ

7 RA092 ク リ

8 RA092 ナ ラ

9 RA092 C4 ク リ

0 RA092 ナ ラ

RA092 ケヤキ

RA092 C7 ク リ

RA093 Cl ナ ラ

RA093 タ モ

RA094 ナ ラ

RA094 ク リ

番 号 遺構名 地点No 樹種

17 RA094 ク リ

RA094 タ リ

RAO" C5 ク リ

RA094 ク リ

RAO% エンジュ

RA094 ケヤキ

RA096 床面 ク リ

RA056 Cl ク リ

RA056 ク リ

RA056 ク リ

RA097 ク リ

RA097 ク リ

RA097 ケヤキ

RE004 一括 ケヤキ

RF007 Cl ク リ

RF007 C2 ク リ

番号 遺梼名 地点No 樹種

RF010 ヤマクフ

RF011 ケヤキ

RF011 ク リ

RF011 ク リ

RF012 ヤマナシ

RF012 ク リ

RF012 ナ ラ

RF012 ク リ

RF013 ク リ

RF014 ケヤキ

ク リ

ナ ラ

RF015 ウルシ

RF015 ク リ

RF015 ケヤキ

RC015 一 括 ヤマウル |

-189-
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4 まとめ

ま と め

(1)検 出 遺 構

今回の調査区で検出した遺構は、竪穴住居跡21棟、掘立柱建物跡 1棟、土坑26基、陥し穴状遺構 9

基、竪穴状遺構 2棟、焼土遺構■基、溝跡 8条である。以下、本次調査における遺構ごとの特徴を述

べていく。また過年度までの調査成果はそれぞれの調査報告書にて検討されており、特に第23・ 24・

29次調査報告書 (以下第501集 )でそれ以前までの成果をまとめている。本書はこれらを踏まえ、これ

までの成果との比較・特筆すべき点も交え述べていきたい。

①竪穴住居跡

奈良時代の住居跡 (非ロクロ成形の土器が伴う)が 18棟、平安時代の住居跡 (ロ クロ成形の上器が

伴う)が 3棟、計21棟検出した。RA084竪穴住居跡は拡張しており、これを別遺構とすると22棟 とな

る。このうち3棟 (RA056・ 063・ 071)イよ、過年度調査区から続く遺構である。

RA071・ 080～ 096竪穴住居跡が奈良時代に属すると判断される。カマドはすべて北西壁に設置され、

主軸方向はN-50～ 65° ―Wに収まる住居跡が大半を占める。住居の規模は、一辺の長さが2.7～ 7.3m、

床面積では5.5だから461だ と大小様々である①床面積でみていくと①5.5～ ■ 4だ、②135～ 180∬、③

21.3ポ ～230だ、④32,9だ 、⑤461ゴ にまとまりがあり、それぞれ 8棟 (RA071・ 081・ 084B・ 086～

089・ 093)、 5棟 (RA085'090・ 092・ 095'096)、 4棟 (RA080・ 082・ 084A・ 094)、 1棟 (RA091)、

1棟 (RA083)と なる。これを第501集の基準にあわせてみると①が小形、②③が中形、④が大形、⑤

が超大形に分類される。

埋土に炭化物や焼土ブロックを含み焼失した可能性があるものは、RA081・ 085'092・ 093・ 094・

095竪穴住居跡の 6棟である。いずれも、壁際に埋上がたまった状態で焼土ブロックが堆積 してお り、

廃絶後ある程度時間が経った後に、焼失 したものと考えられる。

壁の高さは10～ 50cm程度で、これは、微高地上に立地 し後世の削平を受け浅 くなってしまったもの

(RA081・ 096等 )や 、本来の検出面 (Ⅱ 層上面)で確認できず調査時に掘 り下げてしまったもの (RA080。

089)な どがあ り、相対的に全体を比較することは難 しいが、近接する住居跡同士 (検出標高がほぼ同

じで削平の度合いも同じと考えられる住居跡)で も深さが異なることから、当時から深さの異なる住

居跡が存在 していたものと推測される。床面は、壁際を深 く中心部を浅 く掘 り窪めてから、地山 (Ⅳ

層)と 暗褐色～黒褐色土のブロックが混 じる土で水平に均 している。

上屋を支える主柱穴がはっきり確認できた住居跡は 5棟 (RA080,083・ 084・ 091・ 094)、 いずれも

床面積④以上である。また壁際に周溝が巡る住居跡 も比較的規模が大きい (RA080・ 081・ 083・ 085。

090・ 091・ 094・ 095)。 壁際以外にも床面に溝が掘 られている例 もある (RA080・ 083・ 092)。 RA083・

080竪穴住居跡の溝は壁から主柱穴へ向かって走 り、RA092竪穴住居跡のものは、南北壁に平行するよ

うに長 くのびる。これらの溝には根太を置き住居壁際に板材等を敷いたものと考えられるが、床面精

査時にこれらを敷いたと想定される範囲 (壁周辺)と 、住居中央部の硬化の違いなどは確認できなかっ

た。過年度に調査された住居跡でも、同様の壁際以外の溝跡が検出されてお り (RA042,047・ 048・

067・ 068)、 やはり住居跡の規模は比較的大きい。溝ではないが、RA093竪穴住居跡は段差を設けて壁

際を一段高 くしている。その他の床面施設として土坑・小穴が多数検出された。これらはカマ ド脇 と

カマ ド対面壁際に集中する。カマ ド脇のもの (RA082-Kl、 083 Kl、 085-P5、 09卜 K2、 0942・ 3、
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4 まとめ

095K2・ 6、 096 Kl'2)は 、その位置から貯蔵穴の可能性がある。カマ ド対面壁際のものは、カマ

ド主軸線の延長線上付近に小穴を1～ 2イ回設けるタイプ (RA071・ 080・ 081・ 085'087・ 088・ 091・

092?・ 093・ 094)、 壁面方向に長い不整楕円形の掘 り込みとその他小穴を持つタイプ (RA083・ 084・

095'096)がある。住居中心軸からやや北側に偏る例が多 く、その位置から出入 り口施設ではないか

と思われる。一方でこれらの上坑 。小穴類の埋土からその機能を考えていくと (各住居断面図・表 6

参照)、 床面を均 した掘 り方土と類似するもの (Ⅳ 層を多 く含む)は、住居跡廃絶時には開口してお

らず、住居構築時に埋められた可能性が高い (RA08卜 K2、 RA083 K4、 RA084 BK02、 RA93-P2、

RA092-Pl・ 2、 RA095-K5な ど)。 柱などを埋め込む、または住居構築以前の穴で床面を均す過程で

埋めたなどが考えられる。その他、黒色上を主体 とし地山ブロックを混入する埋土 (RA08卜 Kl、

R☆084K2～ 5、 RA085 Pl～ 3な ど)と 焼土ブロック・炭化物を多 く含む埋土 (RA082 Kl・ RA083

Kl～3)に 分かれる。前者は、主柱穴と住居全体の埋上の主体土と類似 しているため、廃絶時の開閉

どちらの可能性 もあるが、RA084竪穴住居跡のように穴の上に床面と同じ高さで遺物が出土 している

場合などは埋められていたものと考えられる。後者は、え化物・焼土ブロックを含んでおり、単層の

場合は少なく、黒色土層を間に挟んでいたり、焼土ブロックの混入量が異なっていたりと人為堆積の

様相が強い。焼失住居以外の住居跡 (埋没土に焼土ブロックを含まない住居跡)で もこの堆積が観察

でき、床面掘 り方土にも炭化物・焼土ブロック含まないことから、住居使用中～廃絶前に埋められた

可能性が高い。上述の貯蔵穴とした穴にこのような堆積状況が多 く、なにかを貯蔵するという役割と

は違う使用方法を考えなけらばならないかもしれない。カマ ド対面の壁際の上坑・小穴はこれら3種

類の埋土すべてが観察でき、複数基あるものは作 り替えなどが想定される。また、R大080・ 091'092

竪穴住居跡のように、甕の上半を埋め込み置き台にしたような施設も確認された。

カマ ドは上述の通 り北西壁に設置される。拡張 したRA084竪穴住居跡以外作 り替えはなく、基本 1

棟に 1つのカマ ドとなる。袖は壁側の地山土 (Ⅳ層)を掘 り残 し、焚口側に土器などの芯材を入れ、

地山土を張 り付けている例が多い (RA080'082～085・ 091・ 092・ 094・ 095)。 床の掘方範囲 (貼床範

囲)がカマ ド周辺に及ばないこと、カマ ド袖の一部を掘 り残 していることから、住居構築前にカマ ド

の位置を決めておいて、掘 り下げていつたものと考えられる。煙道部は、 くり抜かれる。

遺物は、器形を復元できる個体の大半が、床面～埋上下部より出上 している。その位置はカマ ド付

近が目立ち、袖の芯材や置き台として転用されていたものも多い。その他、住居全体に広がる例は少

なく、住居の中心部 (RA080'081・ 088他)ま たは壁際 (外周)(RA083～ 085他)と 、出土範囲に比

較的まとまりが見られる。また、特徴的な出土状況をしているものとして、小形の郭があげられる。

6住居から11点 出土 しているが (第 118図参照)、 うち 7点がカマ ド付近 (カ マ ドの設置されている壁

の際)よ り出上 している。残 りの 4点 も、 1点はカマ ドから離れた柱穴からであるが、これ以外の 3

点は埋土一括で出上位置を把握 していないため、カマ ド付近に位置 していた可能性がある。過年度ま

での調査事例 もみていくと、第12次調査では 4住居跡 (RA014・ 021・ 026・ 036)5′点中3点がカマ ド

付近、15次調査では 1住居 (RA045)1点が、カマ ドと煙道の間より出上 している。カマ ドに近い場

所に供える特殊な器であつた可能性 も考えられる。

平安時代の住居跡はRA056・ 063・ 097竪穴住居跡の 3棟である。このうち、RA056竪穴住居跡 と

RA063竪穴住居跡はそれぞれ第21次調査区、第24次調査区から続 く遺構で、未報告または、カマ ド周

辺を大 きく攪乱されてお り、得られている情報は少ない。これら3棟の規模は、壁一辺の長さが35～

4.Om程度、カマ ドは東壁に設置される。奈良時代の住居跡ではカマ ドは設置壁のほぼ中央に位置する

のに対 し、平安時代のカマ ドは、南北 どちらかに寄っている。
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奈良・平安時代の住居跡は微高地上に立地するものが多 く (16棟 )、 旧河道内にも住居跡 (5棟)が

検出されているが、急激に落ち込む西斜面を避けて作られている。これら住居跡の立地を見ると、第

32図 の地形はⅣ層面で計沢1し たもので古代においてはさらにⅡ～Ⅲ層が堆積 していたものと想定され

るが、当時も多少の起伏があり高いところもしくは平坦な場所を選び住居を建てたものと考えられる。

これらの住居跡は、数棟ごとまとまって建てられているが、住居同士の重複はない。ただしRA084

竪穴住居跡 (奈良)と RA097竪穴住居跡 (平安 )、 RA087竪穴住居跡とRA088竪穴住居跡 (両者とも奈

良)が、同時存在の難 しい距離で近接する。奈良時代に属するR△083竪穴住居跡の埋土中に十和田a降

下火山灰が含まれていることも併せて考えると、住居跡が完全に埋まらない状態で、その住居跡を避

けて新たに建てられてものと考えられる。奈良時代においては、すべて同時ではないが比較的短時間

で、ある程度決まった範囲に数棟がまとまって存在する集落であったと推測される。

各時代の住居数は過去の調査区も併せてみると、時期がはっきりしているものは奈良時代住居跡42

棟、平安時代の住居跡が35棟 と大差がない (第 501集 を参照、本次調査住居跡数を加算 )。 しかし今次

調査区内には奈良時代の住居跡が多 く平安時代のものが少ない。その分布域が奈良時代においては野

古A遺跡南東部全体に広がっているのに対 し、平安時代の住居跡は本次調査区より北側に密集 してい

るようである。つまり、奈良時代の住居跡のほうが、より南側の標高の低い範囲へ と居住域が広がっ

ていることが分かる。

②掘立柱建物跡

調査区ほぼ中央に 1棟検出された。 2間 (15尺)× 2間 (13尺)の建物で、15次調査区のRB003掘

立柱建物跡と規模・柱間が類似する。RB003掘立柱建物跡は古代としているが、本次調査区内のもの

は、遺物・火山灰など時期を特定するものが出土していない。

③土坑

26基検出し、規模・形状から4種類に分けられる。①正方形に近い (短軸の幅が広め)隅丸長方形

の土坑 (RD126・ 127・ 136・ 150の 4基 )。 長軸が13～2.Om、 短軸は08m～ 1.Om程度、掘 り込みが浅

くしか残存していないが壁は直立し底面は比較的平坦である。②隅丸長方形～楕円形の穴が入れ子状

または複数基連なる土坑 (RD129。 132・ 138の 3基 )。 長軸15～2.4mと 比較的大きく、地山ブロック

や焼土ブロックを多く混入する層が何層も薄く重なり、人為堆積の様相を示す①③円～楕円形で、径

■Om前後の土坑 (RD128。 130。 131・ 133～ 135。 137・ 149?の 8基 )。 ②同様、大半が入れ子状の土

坑や小穴、張出部を持ち、埋土中に焼土ブロックが含まれるものも多い。④短軸の幅が狭い隅丸長方

形の土坑 (RD139～ 148の 10基 )。 長軸は1.3mか ら5mを超えるものまで様々だが、短軸は50～ 80cm程

度に収まる。②③同様入れ子状の上坑・小穴を伴う例が多い。これらは長軸方向が東西と南北を向く

ものがあり、それぞれの軸方向が揃い、お互いがほぼ直交する。RD139～ 143・ 145～ 147土坑は方形に

区画するように配置されており、一連の施設とも考えられる。土坑底面に小穴や段差があることから、

布掘りなど柱穴を埋めた可能性も考えられるが、多くの上坑で長軸の断面観察を行っておらず、観察

したものでも (RD144・ 146・ 148)柱痕などの痕跡は確認できなかった。

本次調査で検出された土坑は、堆積状況から1遺構と判断したが、土坑や小穴が複数基重なったよ

うな形状を持つものが非常に多い。埋上に焼土ブロックや地山ブロックの混入、土器の廃棄など、人

為堆積の様相を示すものが多いことも特徴に挙げられる。また、これらの上坑類は住居跡の周辺に数

基がまとまっており、住居との重複がみられない。そのため、出土遺物がなく時期がはっきりしな
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V 野古A遺跡第30次調査

かった土坑も、住居跡と同時期、おそらく奈良または平安時代に属すると推定される。

④陥し穴状遺構

9基検出された。長軸26～ 37mの溝状の陥し穴で、多くが微高地上につくられている。等高線に

ほぼ直交しており、平行するのはRD153陥 し穴状遺構のみである。本次調査区の南西19。 20。 29次調

査区でも、同様に等高線に直交する形で陥し穴状遺構が並んでおり、野古A遺跡南端部は縄文時代に

は狩猟場として利用されていたようである。
´

⑤竪穴状遺構

2基検出された。RE004竪 穴状遺構は、埋土中に近世の遺物を含むためそれ以降の年代が想定され

る。RE003竪穴状遺構からは遺物の出土はないが、規模・形状から竪穴住居跡の掘りかけの可能性が

考えられる。

⑥焼土遺構

11基検出された。円形または隅丸 (長 )方形の土坑で長軸が60～ 150cm程度、浅皿状に窪む断面形を

持つ。土坑内が被熱しており遺構内で焼成が行われたものと考えられる。被熱範囲は、底面または壁

面、もしくはその両面であるが、底面が被熱する例が少ない。埋土中には炭化物・焼土ブロックが多

く含まれていることから、焼成後、中のものを掻きだす行為が行われたものと考えられる。RF010焼

土遺構内からは、器面のきれいな (磨減していない)薄 く剥落したような土器片がまとまって出土し

たことから土器焼成坑、または炭化材も多く含まれることから炭窯とも用途は考えられるが、詳細は

不明である。

これらの焼土遺構は、旧河道への落ち際、等高線に沿って並んでいる。過年度までの調査で検出さ

れた同類の遺構は、第12次調査RD037・ 040・ 041土坑、第15次調査RD070・ 072・ 073土坑、RF001焼

土遺構、第20次調査RF002～ 004焼土遺構の10基 である。これらは各報告書で遺構内での焼成が行わ

れたと判断されたものと、焼土がブロック状に混入しているものとにわかれるが、本次調査RF013焼

土遺構のように、壁の被熱崩落上が堆積している例も考え、遺構の形状および埋上の堆積状況から同

種類の遺構と判断した。野古A遺跡で検出した焼土遺構の分布を図に示してみると (第 116図 )、 旧河

道の落ち際に多く作られていることがわかる。遺跡内全体で斜面地を利用して土坑を掘り、その中で

なんらかのものを焼成していたものと考えられる。

遺構の時期は、本次調査では重複関係からRA086竪穴住居跡 (奈良時代)よ りRF009焼土遺構のほ

うが新しく、遺物では土師器非ロクロの甕口縁部 (RF080)。 球胴甕底部 (RF010)が 出上しており奈

良時代以降と判断される。過年度までの調査では、時期の特定される遺構との重複関係はないが、12

次調査RD040・ 041土坑、20次調査RF002焼土遺構でもやはり非ロクロの上師器甕が出土している。こ

れら以外では遺物が含まれる例がなく杯類の出土がないため断定はできないが、これら焼土遺構は奈

良時代に属する可能性が高いと考えられる。

⑦溝跡

8条検出された。RG030溝跡をのぞき、過年度の調査区から廷びるものである。RG029溝跡以外は

等高線に沿うように走つている。いずれも時期ははっきりしないが、埋土中には土師器を含むことか

ら古代以降と考えられる。また、RG015は十和田 a降下火山灰が埋土中に混入する住居跡を切ってい

-197-



／
／
″＼

／
〃
７

生

4 まとめ

/ X=-35600

√
~  ~―   ‐

Lゥ
井―、

「
イ

‐
　

‐
―

‐

″
コ
一
‐

　

，
十

　

・

Ｖ
／

　

　

　

　

ヽ

＼  /イ/´
テイ

マ  ● 焼土遺構

＼ □ 旧河道
X=-35700

む`  ン///     1:1500      1   100m

以礁≧且

遺 /1■
・
/唖

第刊16図 野古A遺跡焼土遺構分布図

-198-



るため、10世紀中葉以降と判断される。

(2)出 土 遺 物

今回の調査では、土器・陶磁器・土製品・石器・石製品

半を占めるのが土器で、以下これについて詳細を述べたい。

土器はコンテナ (20× 30× 40cm)で 20箱程度、縄文土器

文土器はRF006焼 土遺構内より出上 した254を 含み数

点で、主に旧河道内Ⅱ層より出土 している。土師器・

須恵器は、重量計測を行ったところ総重量約135kgで、

このうち須恵器は約700g、 残 りはすべて土師器であっ

た。土師器はさらに郭類と甕類に分類 し、内訳は杯類

9 kg、 甕類125kgと 、全体の93%を 上師器甕が占める。

各遺構の出土量は 3節に記 してあるが、住居跡ごとに

みていくと、20kgを 超えるものがRA080・ 083竪穴住居

跡、10kg程度がRA084・ 094竪穴住居跡、これ以タトは 5

kg前後、中にはRA086・ 087・ 093竪穴住居跡のよ
 RA071

うにその遺構全体を調査したにも関わらず l kgに 設IB♀

満たない、ごく少量の遺物しか出土しない住居跡  談1怠拿
もある。この遣物量の差は住居跡の規模に比例し 畳☆B息:

ている傾向がみられた。郭類と甕類の量比は、全 談IBI
RA089

体の出土量の少ないRA080竪穴住居跡と平安時代 畳☆8B!

の住居跡であるRA056竪穴住居跡は郭の量比が多 晨☆BB:

くなるが、それ以外は、おおむね総量と同じlヒ率  談 i::

を示 している。これに対 して土坑は、遺物出土量 晨A8::

が少ない影響もあると思われるが、郭類の占める

割合が住居跡に比べ高い。

これら出土 した土師器・須恵器は、総出土重量

の約50%を 図化 し掲載 した。土師器郭類と須恵器

(瓶類)は小片でも図化 しやす く、遺構ごとの器種

組成を把握するために積極的に掲載 したため、出

土重量比に対 して郭類の掲載重量比は若干高 く

なっている。当然、杯類と奏類では一個体の重さ

が異なるため、掲載点数で比較 してみると、郭類

が80点、甕類が137点 と6割以上を奏類が占める。

また、接合 しなかった資料 (不掲載の破片)も 奏

類のほうが圧倒的に多い。

杯類と甕類の量比の原因としては、単純に、も

ともと使用時から甕類を多く使つていたという可

能性がある。しかし、郭類は供膳具、甕類は煮沸・

V 野古A遺跡第30次調査

・金属製品が出土した。これらのなかで大

(第 8表・第117図 )

・土師器・須恵器が出土した。このうち縄

(土器総重量比〉
05%
(0 7kg) 690%

(9kg)

RA07文
RA080
RA081
RA082
RA083
RA084
RA085
RA086
RA087
RA088
RA089
RA090
RA091
RA092
RA093
RA094
RA095
RA096
RA056
RA063
RA097

926%
(125kg)

(住居出土土器重量〉
5,000     10,000     15,000

麗 土師器郭

土師器甕

日 須恵器

騒 土師器郭 (%)

土師器斐 (%)

■ 須恵器 (%)

露 土師器郭 (g)

土師器奏 (g)

■ 須恵器 (g)

第117図 土器重量
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貯蔵具という役割から考えると、前者の個体数が多い方が自然である。これを踏まえ原因を考えてみ

ると、①杯類に比べ、甕類は煮沸するなどの過程で破損率が高い、②別の住居跡へ移り住む際に、軽

い杯類のみを持っていった、②甕類は器としてではなく、カマ ド袖の芯材や住居跡床に埋め込み台に

するなど転用される例が多くみられ、住居廃絶時にそのまま遺棄された、といった理由が推定される。

① 土師器

a 土師器郭類 (第 118図 )

土師器杯類は80点掲載した。一般的なlTxに対 して口径が広く器高が高いものを鉢、口径は郭よりや

や狭い程度であるが器高が高いものを碗として扱い、内訳は郭69点 (う ち小形11点 )、 鉢 2点、碗 6′点、

高台付杯 3点である。

杯は、13点がロクロ成形、56点 がロクロを使わずに成形 (非 ロクロ成形)さ れている。

非ロクロ成形の郭は、底部と口縁部の境に①内外面に段をもつもの、②外面に段 (ま たは沈線)を

持つもの、③段を持たないものに分かれる。②が19点 と多く、次いで①が14点、③は9点 と少ない。①

は、内外面に段を持つものの内面の段は明瞭ではなく、窪む程度である。底部から丸味を帯び口縁部

に向かって開く器形を持つ。平らな底部をもつものは221のみである。口縁部は内湾するものが 5点、

外傾 (外反も若千あり)す るものが 9点 と後者が多い。口径は23cm(23)、 25cm(43)と 大形な個体が

含まれ、その他は16～ 18cm程度に集中し、器高は42～ 5,9cmである。②も平底は108の 1点のみで、底

部～体部にかけて丸みを帯びる。口縁部は内湾が15点、外傾が 3点 と、前者が多くなる。口径は14～

17cm程度と①より小さくなり器高は3.2～ 5 9cmで ある。③は丸底 5点、平底 3点、九底でも底部と胴部

の変換点があり平底風の個体が見られる。内湾 5点、外傾 (外反)5点、外反するものが多く、黒色

処理がない、または内外面黒色処理される特異な個体がこの器形を持つ。口径は11.4～ 15.6cmと ①②

よりも小さい個体が多く、器高も38～ 4.lcmと 低くなる。以上器形・法量には①～③で異なる点が見ら

れたが調整は大差なく、外面底部から胴部にかけてハケメまたはヘラケズリ、回縁部はヨコナデもし

くはきれいにヘラミガキしている。内面もヘラで磨かれ、大半がその後黒色処理される。

これら以外に回径 3～ 8 cm程 度の小形の郭も11点 出土している。杯として分類してしまったが、器

形としては、杯と碗の中間のような形状を持つ。これらは、通常の法量を持つlTHの ように、口縁部を

意識しヨコナデを施し、底部～胴部をヘラケズリやヘラナデされたもの (29・ 65。 169・ 171)と 、指

で押さえ、ナデたりする程度のもの (18,19,64・ 66・ 121,158・ 170)と に分かれる。両者ともに黒

色処理は施されていない。

ロクロ成形の杯は、ロクロ成形のみのもの(8点 )と 内面が磨かれ黒色処理されているもの(5点 )に

分かれる。底部の切り離し技法はいずれも糸切り離しで、底部や外面下半のヘラケズリなどの再調整

は確認できない。器形は底部から内湾気味に立ち上がり、そのまま口縁部まで開くものと、口縁端部で

外反するものが認められる。法量は回径が126～ 15 0cm、 器高が 5 cm前 後、底径が 5～ 6 cm程度である。

鉢は、74が、歪みが大きく底部も不安定であるのに対し、75は 必と器形 。調整とも類似し、とても

丁寧につくられている。碗も同様に歪みがあり粗雑なもの (133・ 147・ 148。 174)と 、器形・調整と

も丁寧に作られたもの (24・ 236)に分かれる。

高台付郭はいずれも台部のみで、郭部の形状は不明である。

b 甕類 (第 119,120図 )

土師器奏類は137点掲載した。このうち 4′点のみがロクロ成形、これ以外はロクロを使用せず ()Fロ

クロ成形)つ くられている。

非ロクロ成形の甕で回縁部から底部まで残存している個体は23点である。これらの器形・法量をみ
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4 まとめ

ると、胴部最大径より口径が広いまたは同じくらいの甕 (い わゆる長胴甕)と 、回径より胴部最大径

が大きい甕 (い わゆる球胴甕)にわかれる。長胴甕はさらに器高を観察すると、23 5cm以上のものと、

18 2cm以 下のものとに分けられ、以下、前者を長胴奏、後者を奏と呼びたい (長胴奏は、さらに235～

24 8cmと 28 1cm以上の間の個体 もなく大中小に分かれる可能性 もある)。 口径は、長胴甕が15,8～ 21 lcm、

奏が10.6～ 18.Ocmと 器高に準 じているが、底径はこれらほど明確な差はみられなかった。全形がわか

る個体以外 もこれらの器形 。法量をもとに分類 していくと、長胴奏が54点 (口径または残存する器高

が19cm以上)、 奏が30点 (口径15cm以下)、 長胴甕もしくは奏24点、球胴奏21点 となる。

長胴奏の器形をみていくと、口縁部は頸部からくの字状に屈曲し大きく開く器形が目立ち、大半が

頸部に段を持つ (6・ 8・ 9。 46・ 55。 119な ど)。 この他、頸部から緩やかに外反する個体 (3・ 153

など)、 大きく開くが口縁端部が内湾気味に立ち上がるもの (27・ 139な ど)も ある。これらの口縁端

部は丸 く、平坦な個体 (137・ 139)イま少ない。胴部は、頸部付近から底部へなだらかに萎む器形 (3・

6・ 8。 137な ど)が大半を占め、頸部から一度膨 らみ胴部上半に最大径を持つもの (9。 46・ 52・

55'151な ど)がこれに次ぎ、底部まで径の変化が乏しい器形 (45'136)も 存在する。底部は短 く直

立 (55。 119・ 151な ど)ま たは外側に張 り出す (3・ 6・ 46な ど)。 底部内面は、 9が九味を持つがそ

れ以外は平坦である。胴部調整は内外面ともハケメが多 く、ヘラナデが次ぎ、口縁部はヨコナデされ

る。その調整順序 として胴部から口縁が大半を占めるものの、口縁から胴部または、口縁 と胴部の調

整が接 しない、おそらく口縁部の調整が先で顎部の変換点をさけて調整 した個体も確認できる。これ

ら調整順序の違いと、器形・法量に関連性があるか検討 したが、今回の資料でそれは見いだせなかった。

甕も、長胴甕と同様の器形・調整方法である。しかし、口縁部の形態が短 く開くものや、端部で内

湾気味になる個体が、長胴甕に比べ多い。また、胴部が丸 くふ くらみ、球胴甕の器形に近い個体 (31・

33・ 102・ 140)も 存在する。

球胴甕も長胴奏と同様の調整方法、日縁・底部形態が確認でき、長胴・球胴などの器形や、器高・

口径が異なっても、細部 (口縁・底部)の形態や調整方法などは同じ技術が用いられたものと考えら

れる。胴部の最大径は、中央付近からやや上方に位置している。

ロクロ成形の甕は、大形のもの (191・ 193)イよ外面体部下半をヘラケズリ調整され、小形のもの

(198・ 205)は ロクロ成形のみで底部は糸切 り離 しされている。

また、甕類と一括 したが、一点だけ長顎瓶が出土 している (16)。 いわゆる須恵器長頸瓶と器形は類

似するが、内面に輪積み痕が残っているためロクロを使用 していないようである。調整 も須恵器瓶の

場合、胴部下半ヘラケズリ、上半を回転ケズリなどが一般的であるが、16は外面全体をヘラミガキ、

内面頸部をハケメ・ヘラナデ調整 してお り、とても丁寧に仕上げている。

②須恵器 (第 120図 )

6点すべてが瓶類で、長頸瓶 (17・ 68・ 181。 183)と 広口瓶 (199。 200)に分かれる。口縁～頸部・

体部上半のみ残存している。

以上、土器一個体ごとの形態分類はできず全体の傾向を述べたが、これらの特徴と年代観を当ては

めてみたい。非ロクロ成形の土師器 (RA056・ 097よ り出土したものは除く)は、杯類の①丸底主体で

平底が少ない、②外面のみの段、もしくは内面がわずかに窪む内外面の段を持つ個体が多い、③20cm

を超える大形の器形が少ない、甕類の①頸部に段を持ち大きく開く回縁部が主体、②底部内面は平坦、

などの特徴からおおむね8世紀代 (一部 7世紀の終わりも含むか ?)前葉から中葉を主体とすると思

われる。個々の遺構ごとに細かい時期変遷までは検討できなかったが、大形の杯や内外面に段を持つ

イを伴うRA081'083竪 穴住居跡はやや古く、平底の郭や、頸部の緩く開く甕 (調整もヘラナデ)が伴
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4 まとめ

うRA094・ 095竪穴住居跡などは、やや新 しい様相を示 している。ロクロ成形の上師器は、底部再調整

が見られないこと、器形・法量などから9世紀後半～10世紀初めころまでの年代が想定される。

(参考・引用文献〉
醐岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター (1998)「野古A遺跡第10次調査」『岩手県埋蔵文化財発掘調査略報』282集

盛岡市教育委員会 (1998)『盛岡市埋蔵文化財調査年報 平成 5・ 6年度』

伊藤博幸 (1998)「北上盆地南部」『東北地方の古代集落』 第24回古代城柵官衛遺跡検討会シンポジウム資料

八木光則他 (1998)「馬淵川流域」『東北地方の古代集落』 第24回古代城柵官街遺跡検討会シンポジウム資料

囲岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター (2003)『台太郎遺跡第26次発掘調査報告書』416集

醐岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター (2003)『台太郎遺跡第35次発掘調査報告書』417集

醐岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター (2003)『野古A遺跡第12次発掘調査報告書』420集

側岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター (2003)『野古A遺跡第15次発掘調査報告書』421集

側岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター (2004)「野古A遺跡第19次調査」『岩手県埋蔵文化財発掘調査略報』455集

側岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター (2004)「野古A遺跡第20次調査」『岩手県埋蔵文化財発掘調査略報』455集

側岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター (2007)『野古A遺跡第23・ 24・ 29人発掘調査報告書』501集

高橋千晶 (2007)「�i岩手県南部」『古代東北・北海道におけるモノ・ヒト・文化交流の研究』 東北学院大学文学部
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Ⅵ 自然科学的分析

矢盛遺跡出土火山灰について

弘前大学大学院理工学研究科

柴  正 敏・長 沢 知 周

矢盛遺跡より採集された、火山灰サンプル1試料について、以下の観察・分析を行った。

この試料について、超音波洗浄器を用いて水洗 し、粘土鉱物など数マイクロメーター以下の粒子を

除去 した後、偏光顕微鏡を用いて構成鉱物の種類、火山ガラスの形態を記載 した。その結果 を表1に示

した。火山ガラスは、その形態、屈折率、化学組成及び共存鉱物などにより給源火山を推定すること

ができる (Machida,1999;町 田 。新井,2003;町 田 。新井.2006)。 本報告では、電子プローブマイクロ

アナライザー (以下EPMA)を用いて、火山灰サンプル1試料に含まれる火山ガラスの化学組成を明

らかにした。その結果は表 2に示 した。EPMAは 弘前大学・機器分析センター所属の日本電子製」XA―

8230を 使用 した。使用条件は、加速電圧 15kV、 試料電流6× 10-9A、 ビーム径10μ mで ある。

ガラスの形態 と構成鉱物 (表 1)及びEPMA分析値 (表 2)よ り、十和田aテ フラ起源の火山ガラ

スからなる。この試料は、軽石型の火山ガラスを主とし、褐色ガラス (オ ブシデイアン)を 含む。ま

た、径が0.5～2mm程度の軽石片を含む。構成鉱物は、斜長石、石英、斜方輝石、単斜輝石及び鉄鉱で

ある。

(引用文献)

青木かおり。町田 洋 (2006)日 本に分布する第四紀後期広域テフラの主元素組成,K20-Ti02図
によるテフラの識別 地質調査研究報告,第57巻 ,第 7/8号 ,239-258

ふ71achida,H  (1999)Quaternary、 〃idespread tephra catalog in and arOund Japan:Recent progress

第四紀研究,第38巻,194-201
町田 洋・新井房夫 (2003)新編火山灰アトラス,日 本列島とその周辺 東京大学出版会,336p

柴 正敏・重松直樹・佐々木 実 (2000)青森県内に分布する広域テフラに含まれる火山ガラスの

化学組成 (1)弘前大学理工学部研究報告,第 1巻 ,第 1号 ,11-19
柴 正微 。中道哲郎・佐々木 実 (2001)十和田火山,降下軽石の化学組成変化 ―宇樽部の一露

頭を例として一 弘前大学理工学部研究報告,第4巻 ,第 1号,11-17

表 1 矢盛遺跡出上の火山灰試料

pm:軽石型、bw:バブルウォール型、>:よ り多い

表2 矢盛遺跡、火山ガラスのEPMA分析値

To‐a:十和田aテ フラ

試料No ガラス及び鉱物 軽石径 火山灰の帰属

RG040 ガラス (pm>bw)、 褐色ガラス、斜方輝石、単斜輝石、斜長石、石英、鉄鉱 05～2mm To―a

矢盛遺跡採集火山灰試料

試料RG040         最 /1ヽ

最大

平均

Ｑ

４７

３５

３８

Ｓｉ

７５

７８

７６

TiOど   ALO]
031      1259

047     1320

038     1295 WDS

摘

０６

６０

Ｖ

Ｎ

２

４

４

Ｃａ。

‐９２

２３４

２‐０

ｇ。

２９

４７

３９

Ｍ

０

０

０

ｎ０

０４

‐８

Ю

Ｍ

０

０

０

Ｆｅ。

‐８４

２‐６

翔

K″0
140

158

149

Total  EPMA

標準偏差   055  004   016
+和出aテ フラ

To― a     7775    036    1273

寄木 町田 (2006)   SID 35

To― a    7617   042   1341
SID 37

６２

　

　

８９

Ｄ
　
　
　
Ｄ

Ｗ
　
　
　
Ｗ

９８

　

　

９２

０６

　

　

３７

　

　

５６

FeOi:全鉄をFcOと して計算 した。 n:分 析粒子の数 WDSi波 長分散型EPMAを 表す
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1 矢盛遣跡出土火山灰について

RG040 火山灰分析値

SiOゼ       Ti02       A1203      FeO・       IヽnO      4ヽgO       CaO       NaJO       K20       Total
71183        0319       12252        1914        0063        0319        1880        3966        1479       93375
72423        0380

72282         0364

74199       α3冊
73237         0383

74934         0409

73113        0448
73212        0300
73941       11330

72822     0354
73624         0446

71084         0347

75522         0362

73809         0301

73233       0412
74785         0322

73374         0325

74206         0363

73659         0369

最大値    75522    0448

12294         1943 0417         2080

1964

1986

1890

1918

2218

0151 1339

1479

1391

1432

1488

1433

1389

1459

1467

1415

1350

1403

1417

1488

1 4ηЭ
1469

1353

1373

95079

95036
97311

96156
98125

95705
96088
94373
95106

96183
98432
98610

97273
97032

97420
96150

96811

96493

98610

96153

1423

12422         1751         0082         0332         1949

12541

12492

12486

1908

1850

1996

0117        0422        2039
0076         0383         2001

0145         0388         1959

12302        2059        0099        0382
12394    2056    0096    047
12375        2011
12228         1962

12451

12286

0039        0383
0128         0339

4208

1945

3888

3716

3621

3905

4358
4239

4345
4177
4099
4281

74248         0355         12593         1921         0059         0347          2025         4177         1487        97212

最小値    71084    0300    12228    1Ъ 1    0039    0278    1871    1945    1339    93375

1851    0085    037

0172         0092         0037         0042

0442        2183
2173

1971

1954         0082         0323

1983    0082    0認 7

2029    0039    0278     19硲
1853         0074         0359          2087

2018 0101

2095      0175      0■ 47       2230
1965         0098         0372         2019

12658        2067        0132        0C88
12お40

12804

12268

12375

12468

12438

2095         0125         0357

2085         0175         0366         2230

1871

1978

12840

12448平均

標準偏差

73444         0362

1131          0042 0110

4375

4016
0534

1488

1429

0050

100°/。規格化

Si02       TiOB       A1203      FeO・       MnO      MgO       CaO       Na20       K20       Total
76233        0342       13121        2050        0067        0342        2018        4247        1584      100000

76171        0400
b057   0383
76249         0360

76165         0398

76366         0417

76322         0468

2044        0159         0439 2188

0086        0349        2051
0120        0434        2095

1408   11111000
1556       100000

1■29       100000

1489       100000

1516       100000

1496      100000
1446      100000
1 546      100 00kl

1542     100000
1471      100000
1445      100000
1423       100000

1457       100000

1534     10α 000

13Э9      100000
1528       100000

1398       100000

1423       100000

1584    11111000

1486       100000

0055          -

76193

78350

2149

2140

2131

2063

1924

2160

2096

2154

2149

1996

2050

2067
2003

2017

4262
4604

4464
4474
4403

4170
4379
2061

4088
3863

3876
3960
4480
4369

4460
4344
4234
4437

4604
4174
0538

12930

13071

12888

12991

12725

12842

12899

13113

12857

12945

13150

12836

1321111

13196

12593

12871

12879

12890

1842

1961

1924        0079         0398         208ユ

2034         0148         0395

0312

0350
76569         0372

76546         0464

76081         0371

76587        0367
75878        0309

75473        0425
76766       0331
76312        0338
76650        0375
76336        0382

最大値    783醐     0468
平均     76384    0376

標進偏≠    0545    0043

0103         0399

0100         0465

0041         0406

0135         0356

2006         0084         0332         1921

2062         0085         0402         2057

2096    0040    02M    2041

0088        0392        2306

0108         0473         2336

0134    0393     2204
0129       0807       2026
0180    03″     2298

1920         0077         0372 2163

0387        2100
0045        0113

76377        0365       12954        1976        0061        0357        2083        4297        1530      100000

最小値    75473     0309    12593     1842     6040     0287     1921     2061     1398    11111000
13200

12947

0157

2160      0180      0473       2336
2044        0101
0094         003R

FeOi:全鉄はFeOと して計算 した
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Ⅵ 自然科学的分析

野古 A遺跡出土火山灰 について

弘前大学大学院理工学研究科

柴  正 敏・長 沢 知 周

野古A遺跡より採集された、火山灰サンプル 2試料について、以下の観察・分析を行った。

これら試料について、超音波洗浄器を用いて水洗 し、粘土鉱物など数マイクロメーター以下の粒子

を除去 した後、偏光顕微鏡を用いて構成鉱物の種類、火山ガラスの形態を記載 した。その結果を表 1

に示 した。火山ガラスは、その形態、屈折率、化学組成及び共存鉱物などにより給源火山を推定する

ことができる (Machida,1999;町田 。新井,2003,町 田 。新井,2006)。 本報告では、電子プローブマイ

クロアナライザー (以下EPMA)を用いて、火山灰サンプル 2試料に含まれる火山ガラスの化学組成

を明らかにした。その結果は表 2に示 した。EPMAは弘前大学・機器分析センター所属の日本電子製

」XA-8230を 使用 した。使用条件は、加速電圧 15kV、 試料電流6× 109A、 ビーム径10μ mである。

ガラスの形態と構成鉱物 (表 1)及びEPMA分析値 (表 2)よ り、試料RA083は十和田aテ フラ起

表2 野古 A遺跡、火山ガラスのEPMA分析値

表 1 野古 A遺跡、火山灰試料

試料No ガラス及び鉱物 軽石の径 火山灰の帰属

RA080 ガラス (pm、 bw)、 斜長石、石英、斜方輝石、単斜輝石、角閃石、鉄鉱、プラントオパール 不明

RA083 ガラス (pm>bw)、 褐色ガラス、斜長石、石英、斜方輝石、単斜輝石、鉄鉱  105～ 15mm To― a

pm:軽石型、bw iバ ブルウォール型、>:よ り多い、To a:十 和国aテ フラ

野古A遺跡採集火山灰試料

試本IRA080     最小

最大

平均

riOゼ   Alゼ Od   FcO'

010    1234     058

011    1269     073

010    1251     065

９

８５

０２

９４

Ｓ

７７

７８

７７

MnO   MgO
010    004

011      008

011      006

NaをO   K?O
386     397

395     403

391      400

Totat  EPMACaO

070

076

073

標準偏差   0120  0003  0247  0H0

Si09   TiOど    Al,01   FeOi

試料RA083      最小   7547   031  1259   184

最大   7835  047  1320  216

平均    7638   038  1295   204

0012    0023 0060    0039

KをO

140

158

149

ｇ。

２９

４７

３９

Ｍ

０

０

α

ｎ０

０４

‐８

‐０

Ｍ

０

０

０

004ユ

CaO

192

234

210

噸
２０６
４６０
４‐７

Total  EPMA

96 15   WVDS

標準偏差   055
+和田aテ フラ

TO a    77 75

青木 町田 (2006)   SID 35

To a    76 17

SID 37

０５

　

　

３８ 銘 41  WDS

92 89  WDS

FeO・ :全鉄をFeOと して計算 した。 'n:分析粒子の数を表す WDS:波 長分散型EPMAを 表す

RA080 火山灰分析値

MnO

４３

０３

５６

８９

０５

９７

９４

０‐００
Ｍ一醐
０‐００
醐
醜

７３９３３７４２９３一７３９３３
７４２９３卿
０２５５

脚駒標準偏差
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2 野古A遺跡出土火山灰について

源の火山ガラスか らなる。 この試料 は、軽石型の火 山ガラス を主 とし、褐色 ガラス (オ ブシデ イア ン)

を含む。 また、径が0.5～15mm程度の軽石片 を含 む。構 成鉱物 は、斜長石 、石英、斜方輝石、単斜輝

石及び鉄鉱であ る。一方、試料RA080は火山ガラスの含有量が非常 に少 な く、ほ とん どが鉱物 であ っ

た。EPM△分析値 (表 2)よ り、十和 田起源以外 の火 山ガラスが認め られたが、給源 を決定す るこ と

はで きなか った。構 成鉱物 は、斜長石、石英、斜方輝石、単斜輝石 、角閃石及び鉄鉱である。

(引 用文献 )

青木かおり・町田 洋 (2006)日 本に分布する第四紀後期広域テフラの主元素組成,K20-Ti02図
によるテフラの識別 地質調査研究報告,第57巻,第7/8号 ,239-258

ふ近achida,H  (1999)Quaternary widespread tephra catalog in and around」 apan:Recent progress

第四紀研究,第38巻 ,194-201

町田 洋 。新井房夫 (2003)新編火山灰アトラス,日 本列島とその周辺 東京大学出版会,336p

柴 正敏・重松直樹・佐々木 実 (2000)青森県内に分布する広域テフラに含まれる火山ガラスの

化学組成 (1)弘前大学理工学部研究報告,第 1巻,第 1号 ,11-19
柴 正彼・中道哲郎・佐々木 実 (2001)十和田火山,降下軽石の化学組成変化 ―宇樽部の一露

頭を例として一 弘前大学理工学部研究報告,第4巻,第 1号 ,ユ ー17

100°/。規格化

Si02       TiO,      A1201      FeO'      MnO      MttO      CaO      Na20      K!O      Total
78020        0106       12335 0730         0113         0077 0699         3948 3972       100000

％

９０

０６蜘勘輯

4027

4000

0039

６９

７５

２

磁

４４

７７

６‐

２３

77851

0120

77851

78020

77936

RA083 火山灰分析値

97

93188
96446

97176
96413
98008

97295
97024
95414

96766
96743
98210

99120

２４

４８

４５

７３

３８

３６

９６

‐５

０３

５２

０３

０５

３４

２５

０９

３６

２５

０７

３‐

２２

０３

４５

７９

９２

５０

２３

0397
0293
0307

0420
0359
0371

0410
0400

0365
0350
0396

0335
0352

1906

1854

1936

1999

1994

1903

1962

2482

1876

1894

1951

1816

2118

SiOゼ A

12542

11864

12253

12350

12433

12636

12449

13379

12255

12534

12662

12307

12624

恥一剛
醒
０３４７
０３４９
剛
幽
０２９９
剛
０２８７
０４８２
剛
０３７９
０３６９

74725

71217
73811

74053

74328

75196

74312

72244

73334

74222

73880

75282

75729

最小値

最大値

平均

標準偏差

71217

75729

74026

1230

0293

0420
0366
0039

93188
99120

96883
1449

７９

駐

４５

1816        3807        1215
2482         4525         1534

1976         4281          1406

0170

100°/。規格化

Si02

76503

76423

76531

76205

77093

76724

76378

74460

76859

76703

76367

76654

Alゼ 08

12840

12731

12705

12709

12896

12893

12795

13789

12844

12953

13088

12531

12736

nO

0105

0071

0087

0102

0117

0104

0116

0041

0107
0110
0181

0107
0000

1951

1990

2007

2057

2068

1942

2017

2558

1966

1957

2017

1849

2137

4633

4624

4496

4554

3949

4317

4648

4641

4135

4215

4333

4531

4361

‐ ５５４

‐ ３９５

‐ ５‐６

‐ ３８８

‐ ４６５

‐ ４３５

‐ ２５２

‐ ５７５

‐ ３９７

‐ ４５０

‐ ４３‐

‐ ５４８

一
‐ ２５２

‐ ５７５

‐ ４５‐

０ ０８７

０４０６
０３‐４
０３‐８
０４３２
聰
醐
硼
哩
０３８３
０３６２
０４０９
０３４‐
０３５５一〇３‐４
０４３２
０３７７
００３８

‐７９５
‐８９４
２‐０２
２０６６
‐７６‐
‐９２７
‐８８３
２３４７
剛
‐８５７
隅
２‐７０
２０８９一‐７６‐
２３４７
‐９６７
０‐７３

堕
０３０８
０３９９
０３６０
０３５９
闘
０２４９
０３０７
０４９９
０３０‐
０４４６
０３‐‐
０３８６
０３７２一〇２４９
０４９９
０３５８
００６６

100000

100000

100000

100000

100000

100000
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A区終了全景 (南から) B区終了全景 (東から)

C区北部終了全景 (南から) C区中央部終了全景 (南から)

C区南部終了全景 (北から) R B047完掘 (東から)

R B063完掘 (西から)                   R B064完 掘 (南から)

写真図版l A～ C区、 R B047・ 063・ 064掘立柱建物跡
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R E022チ到掘 (F葡から) R E023・ 024完掘 (南 から)

R D245完掘 (南東から) R D246完掘 (東から) R D247テ31屈  (F萄 から)

R D248完掘 (北東から)

写真図版2
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R D249完掘 (東から)

R E022～024里町代】犬遺I毒・

R D250完掘 (南東から)
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R D261完掘 (南西から)

写真図版3 R D251～ 257・ 261土坑

R D256完掘 (南東から)
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R D258完掘 (南 から) R D259完 IFH(南 から)
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R G014完掘 (ヨ ビ西から)

262土坑、 R G012・ 014溝跡

R D260完掘 (南 か ら)

R G012完掘 (西 か ら)

R D262完掘 (南 か ら)

R G014内 土坑完掘 (南 から)
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R G013,021北側完掘 (南から) R G021】ヒイ則完掘 (ヨヒ西から)

R G013・ 021南側完掘 (司ヒ東力】ら) R G013・ 021南側完掘 (南西から) R G040完掘 (南から)

R G046完 1屈  (】ヒ東から) R G040火 山灰出土状況 (西 から)

R G013・ 021 ・040・ 046挿S,亦写真図版5
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R G064完掘 (東 から) R G065完掘 (東 から) R G075完掘 (北 から)

R G076完掘 (南 力ゝ ら) R G077完掘 (東 か ら)

R G082完掘 (引ヒ西から) R G083完 IFH(西 力ゝら)R G081完掘 (西 力ゝ ら)
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調査区遠景 (南 から)
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写真図版8 調査区 (1)
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写真図版9 調査区 (2)
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A区全景 (南東から)

B区全景

写真図版 10
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調査区 (3)
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重機による粗掘 (北から) 検出 (南から)

髯||.｀ 4予1革等
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調査経過、普及活動写真図版11 調査区全景 (4)、
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写真図版12 R A071竪穴住居跡
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写真図版14 R A080竪穴住居跡 (2)



カマ ド検出状況 (東 から)

カマ ド全景 (東 から)

カマ ド断面 (東 から) カマ ド断面 (北 から)

Kl全景 (南 から) P3検出状況 (北 から)

写真図版 15 R A080竪穴住居跡 (3)
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写真図版16 R A081竪穴住居跡 (1)



土器 (25)出 土状況 (南西から)

遺物出土状況 (南から) カマ ド検出状況 (東から)

カマ ド金景 (東から) カマ ド断面 (南から)

Kl全景 (南から) K2全景 (南から)

写真図版17 R A 081竪穴住居跡 (2)
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写真図版18 R A082竪穴住居跡 (1)
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写真図版19 R A082竪穴住居跡 (2)
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断面 (南 か ら)
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写真図版20 R A083竪 穴住居跡 (1)
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遺物出土状況 (東 から) 土器 (59)出土状況 (東 か ら)
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カマ ド全景 (東 から)

写真図版21 R A083竪 穴住居跡 (2)
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写真図版22 R A083竪 穴住居跡 (3)



全景 (東から)

断面 (東から)

遺物 (74。 98)出土状況 (北から)              土製品 (87)出土状況 (南から)
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カマ ドAB全景 (東から)
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-234-

写真図版24 R A084竪 穴住居跡 (2)
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写真図版25 R A084竪 穴住居跡 (3)
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写真図版27 R A086竪 穴住居跡
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写真図版30 R A088竪 穴住居跡 (1)
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写真図版32 R A089竪 穴住居跡
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写真図版33 R A090竪 穴住居跡 (1)
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写真図版34 R A090竪 穴住居跡 (2)
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出土状況 (南 か ら)
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写真図版36 R A091竪 穴住居跡 (2)
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断面・焼土出土状況 (南から) 溝内炭化材 (C5)出土状況 (西 から)
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写真図版38 R A092竪 穴住居跡 (2)
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写真図版40 R A093竪 穴住居跡 (2)
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カマ ド検出状況 (東 から)

カマ ド全景 (東 から)

カマ ド断面 (南 から) Kl全景 (南 東から)

K2・ 3全景 (南東から) K3遺物出土状況 (南 から)

-252-

写真図版42 R A094竪 穴住居跡 (2)
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写真図版45 R A095竪 穴住居跡 (3)
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写真図版62 R E003竪 穴状遺構



R E004全景 (南 か ら)

(南 か ら)

R FO05全とf妻  (封 ヒカ)ら
) 同左焼土・炭化物出土状況 (北 から)

写真図版63 R E004竪 穴状遺構、 R F005焼土遺構
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R FO05断面 (南西力】ら) R FO06全」j妻  修煮から)
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R F008焼土・炭化物出土状況 (東 から) 同左断面 (南 から)

R FO09全とf妻  (F巧 から) 同左焼土・炭化物出土状況 (西 から)

R F010全景 (南 か ら)

R F010焼土・炭化物出土状況 (南 から) 同左断面 (南 から)

写真図版65 R F008～ 010焼土遺構
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R F011全景 (南 東から) 同左焼土・炭化物出土状況 (南東から)
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R F014全景 (南 東から) 同左焼土・炭化物出土状況 (南東から)

R F015全景 (南東から)

R F015焼土・炭化物出土状況 (南 から)

同上断面 (南東から) R F011-014全景  (司ヒ東 か ら)

写真図版67 R F014・ 015焼土遺構

-277-



全景 (南西から) 全景 (北 東から)

焼土出土状況 (F― F'付近)(南西から)

断面D― D'(北東から)

断面B―B'(南西から)

鹸
断面F― F'(南 西から)

-278-
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R G024・ 025全き拝詩 (西 から)

同左断面A―A'(東 から)

同左断面B― B'(東から)
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写真図版72 出土遺物 (1)



写真図版73 出土遺物 (2)
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写真図版74 出土遺物 (3)
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写真図版75 出土遺物 (4)
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写真図版76 出土遺物 (5)
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写真図版78 出土遺物 (7)
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写真図版79 出土遺物 (8)
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写真図版80 出土遺物 (9)



写真図版81 出土遺物 (10)
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写真図版83 出土遺物 (12)
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写真図版84 出土遺物 (13)



写真図版85 出土遺物 (14)
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圭
白 名 矢盛遺跡第27次・野古A遺跡第30次発掘調査報告書

シリーズ名 岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書

シリーズ番号 第594集

編 著 者 名 小山内透・金子佐知子 。中村絵美

編 集 機 関 (公財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター

所 在 地 〒020-0853 岩手県盛岡市下飯岡11地割185呑地 TEL(019)638-9001

発行年月日 2012年 3月 23日

ふ りが な ふ り が な コー ド 】ヒ糸革 東経
調査期間 調査面積 調査原因

所収遺跡名 所  在  地 市町村 遺跡番号

矢 盛 遺 跡

(第 27次 )

岩手県盛岡市

飯岡新田 2地
わり
害119-2

03201 LE26-0139

39度

40ケチ

26秒

141度

08少チ

01秒

2010.08,10

2010.1110

9,845rだ

盛岡南新都

市土地区画

整理事業

野古A遺跡

(第 30次 )

し市

３６

″岡
説
北

〕盛
が
字

中県
強
妻

手ヽ

か
鹿

ψ岩
』
下

1

03201 LE16-2155

39度

40ケ)

54秒

141度

07ケチ

50秒

2010.04.08

20100809

9,0051N

所収遺跡名 種     別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特記事項

矢盛遺跡

(第27次 )

狩猟場

集落跡

縄文時代

平安時代

中 。近世

時期不明

陥し穴13基

溝跡 l条

掘立柱建物跡 3棟

溝跡 3条

竪穴状遺構 3棟

溝跡13条

土師器片10点

近世陶磁器約30点

寛永通賓 2点

野古A遺跡

(第 30次 )

狩猟場

集落跡

縄文時代

奈良時代

平安時代

古代以降

陥し穴状遺構 9基

竪穴住居跡18棟

竪穴住居跡 3棟

掘立柱建物跡 1棟

土坑26基

竪穴状遺構 2棟

焼土遺構11基

溝跡 8条

土師器

須恵器

土製品 (紡錘車・玉)

石製品 (紡錘車・玉)

矢盛遺跡要約

追跡は東西方向に延びる旧河道と沖積段丘が北から南に交互に存在する地形で、今回の調査は南端

の旧河道と段丘の東部について行い、段丘上は縄文時代の狩猟場、旧河道部分では西側の中世環濠

居館に関連する区画溝が確認された。

野古A遺跡要約

北上川西岸の段丘上に立地する奈良 。平安時代の集落跡。第30次調査では遺跡の南東部を調査 し、

奈良時代の竪穴住居跡が多 く分布 している。また、調査区内には旧河道が数条確認されており、こ

れに沿って縄文時代の陥し穴状遺構、古代以降の焼土遺構 も検出されている。
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